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床ずれの発生は、局所皮!蓄に加わる長時間

の圧迫による臨盛段壊死に起留するとし、われ、

長期臥床者の床ずれ予防に当って誌、ベッド

(マット等)上での皮膚に加わる体庄の分痛と

それに伴う車流轄害を把指してから予防呉を

選ぶことが大切です二

F91翠発思議蓋

しずか
圧力計内蔵により常時

マット圧が表示されます二

新発売のRBエアーマット江王五Dは、新妻

材設計による「ク7ーンマットJと圧力計内議

による新型送風装罷「しずか止の組み合わせ

て:マット在もrtJ!.t(設定・調整がて、きます。

さらに、 RB体圧計の併用により、患者の烏所

在チェックがて、きれば、祷脅予防iま万全です二

※詳しくは、カタログをご参照綴います二

RB200一散用(グリーン)マット
感触・軽量蓬・酎久性を満足させる強力

レーヨン議ピ張りを素材とし、保守

のし易いセjレヰ本一体成型品

で1仁

襟準セット錨格 ~82 ， OOO

盟問習

発売元堅調帝国臓器製薬(械特販部医療具諜言l晶子ょうi主張足忌
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第20回日

通り改正されました。

なお現役員の
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目的に賛閉し，

所定の手続き

とする。

した者をもっ

2) 

本会の設的 るために

とする。

3)特別の理自なく，号

しな つO

4条(入会及び退会)

に入会を希望する物者は，所定の手続

きによる

入金金及び会費の納入を完了した時点、で本会

となる。

5条

る賞最長の認めら

を理事会の推薦により，評議員会，総会の

とする。

2 ) lま， し，

会議関誌を送付するO
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るO による

のとする。
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し

となる。

2) 

a.本人から退会の申し入れがあった時。

b.会議及び賛劫会員としての資格を諜失し

た時。

3)特到の理由なく 2年以上会援を納入しな

い者は，会員・賛助金員の資格を失う。

9条(賂名)

しく

けた場合には，理事会の議を経て，除名する

事が出来る。

第10条

本会に永年iこ亘る

理事会の推薦により，

とする。

られた会員を

総会の議を

2) は，会費の納入を必要としない。
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しなくてはならない。

出席がな7) 

11 ることができない。

6条

会長は本会を代表し会務を総理する。

2)会長は理事会の推擦により

経て，総会で決定される。

3)会長の在期は 1年とし，再授を訪げない0

4)会長に事故ある場合は，評議員会の決議に

より会長を交代することが出来る。この場合

の佼鶏は残余の期間とする。

は補充しない。

より会長の中か

る。{良し，任期中の

2 )評議員の授期は 3年とし，再任そ妨げない。

偉い引続き 6五容を超えて夜託する事が出来

ない。

6 

第18条(学務集会会長)

本会は，毎年 1

く。

第四条(学結集会会長の選出及び任期)

る為に

は，理事長の推薦により

ら選出

2 )任期は l年とする。

3)学能薬会会長は，理事会・評議員会に出席

する挙が出来る。

17 漁 3 19患遺
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会員Ijの変更

(会員立の変更)

決によって行う G よって行う O

fす員ぜ f寸尉

この規則は，昭和57年5月10日から錫惑する。 'こ は，昭和57年 5J310日から

る

る。

1. 9条 2

1.こ

2. 

とする)を

3. 

となる となって S 日

してい

γ。1.17 奈良 3 1994 





決定する。

17.この規定は，昭和57年 5月10日より発効する。

付期

1)平成2年8丹48 一部改正実施する 0

2)平成5年 7F.l30日 一部改正案擁する。

く付表〉

名 都

1 I北海道 北海道

道 前

2 I東 :11: 岩手，宮域，秋田，出形，

3 関 東 千葉，茨誠，栃木，群馬，新潟

4 東 尽 東京， 出梨，長野

5 I東 海

盟事選 出規

現 fi 

1.この規定は本会会期第7条 2項による

して規定する。

畏

2.理事は20名以内とし，地区の評議員数によi5 I 2.理事は20名

じて記分する。

3.互選の方法は，

員の中か

4.投票締切臼

りよ行う O

2) 

5. 

る

行う 0

6. 

し

となる。

とする。

し，投票は郵送に

とする。

によ

の上

改正後

のEわか

し

によ

しミ





ぷ~
コ:;;: 告 (2)

第20回日本者護暁究学会総会に於て，平成 7年度(第21毘)学術集会会長に札幌医

科大学山田要子氏が決定致しました。

平成 8年 7月29日

AJ怜

コ:;;: 告 (3)

日本看護研究学会

会長吉武香代子

第21鴎日本看護研究学会学鵠集会を下記要領により札幌市において開縫いたします

ので御案内申し上げます。

平成 6年 9月初日

第21四日本審議研究学会学詩集会

山田要子

記

期 日:平成7年 7J3 25日(火曜日〉

平成 7年 7J3 26日(水曜日)

場 所:札韓市教育文化会館

守060 札i競市中央区北 l条西日了自

TEL 011-271-5821Otl 

学術集会事務局:千060 札韓市中央区構 1条関17丁目

札韓医科大学保鍵援療学部看護学科

第21四日本看護訴究学会学術集会事務局

TEL 011-611-2111 (内事室)2858， 2851 

FAX 011-613-7134 (但し土・日曜日は不可)

穐誌が

Vol. 17 詩0.3 1994 



会告 (4)

8 iこ の研究が選ばれ決定しました。

記

0) における と よび

状況についてj

w 

平成6年 7月29話

日

香代子

日本看護研究学会綾誌 行 為 1急94



日本看護研究会奨学会

平成 7年慶奨学研究募集要項

lこ警察

1. 

(1) 当奨学会所定の府議湾紙iこ~婆事項を記入の上，鮮明なコピー 7 部と共iこ一括して委員長宛

怒郵便で送付のこと。

(2) 申請用紙は送信用切手80円を添えて委員長宛に請求すれば郵送する。

邸機関に所属する応募者は所属する機構の長の家認を得て， して援出すること。

2. 

として l年以上の研究活動を綴続しているもの。

3.応募期間

平成8年11月18から平成?王手 1)120日の関iこ必替のこと。

絡す)は，応募縁切後，規定に基づいて速やかに審査

会員に公告する。

4. 

Eヨヌド表護研究学会奨学会委員会

し，
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5.奨学会委員会

王手

UJ 
法二
じ3

6.奨学金の交付

選考された者iこは l年間15万円以内の奨学金を交付する。

しない。

下記で絞り扱う 0

2 -40-1 

光

克

宏

浮

拘

愛

吟

佐々木

会 JII

木村

メリ

)11 

委員長

委員

間

出

7. 

8. 

緩

(設1) 三警交の結祭選考され奨学金の交付を受けた主きは， この研究iこ践する会での発表;こ際、して，ヌド奨学会務

究によるものでおることを明らかにする必要がある。

(詮幻 奨学研究の成果は，次年度公子せされる議議報告に議づいて繋学会委員会が検討，務認

そ号するが，必姿と認めた場合;こは指謬，助寄与を行い，または員IJ

を遊浴することがあ

199芸ぎな

光佐々木委員長
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焼肉感染E容を4%グルコン重量クロルヘキジンと
アルコール製剤/石滋で比較したところ、
4%グルコン酸クロルヘキジン群で低い傾向が認められました。

感染率低下の効果的手洗いには

手指南殺欝消毒剤

毒静絞内感染発生委主

事室長2・グjレコン塁塁クロルヘキシジン45話CW/V)

@すぐれた捨欝効果を発揮します二

@持続効果にすぐれ、長時間作用し続けます二

@血液、体液などの欝響が少ない消毒剤です二

eMRSAへの有効性が評価されています二 《試験方法>>1988{1二I11311-1989年2il281lまで、アイオワ大学級続の

3カ併のICU(外科、内科、i境線6ii手れのスヲァ 70)子;伝達で Prospective
multiplゃcrossovertri討を ~JOì起し、以'存されていたし894人のを、おでの佼
内定%~JE'!ヶ容を詩べた〆 711 '1' 、外科ICじでは4事会グルコン重量クロ)~ヘ
キシジンを{史的、内手fICU、総長雲 2:;科ICじでは60% イソブロビ)~アルコ
-)~ (1-1 Iこはえる汚れがある土場合{こはli援をlitl1llを{必むし、モヨIII立
is fLいにもう今 Jjの~llj 1撃斉'Jを佼mした~恋、おがICじ人校後i211寺fill以上
手予滋して完全U~と必められたj~~{t を院i人1 ~ぷ~~と定認し、 F主 r'、Hさ染キqこ対
する 2斉'J O) ':1J~ を比較した

Bradley N. Doebbeling et al : Thぞi'¥ewEngland Journal of M吋 tc!OCに32i(2)。路93以ぽ

アルコーjレf右盛義務

{対縁者数)1.382人
4%7ねんヘキシジン群

{対重量者数)1.352入

革主主主・ときに委主主審害事の返需主主主主主があらわれることがあるので、 この

ような主主状があらわれたときには使用を中止することら イ患のウ岱

童書i塾長霊祭7c

住友製薬株式会社
'i'5制大E童市中央区滋穆街T2T芭2番8号ロヰ

社
編
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一一
その他の買主緩いよの注主主主事についてiま

添付文章蓄をご著書需要ください。
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明虞)'J ・臨床看護シリーズ総務
。臨床の現場ですぐ役立つように，キャリア重量かなナースの経験に纂づき，ノウハウをわかりやすくまとめた.

臨こんな時どう応えるか看護実践コミュニケーシ辺ン
産業医科大学医療技術短期大学助教綬 JII本科恵子 編集

B5事Ij 140頁 2，300丹
Q&A形式を用い，コミュニケーション理論及び技法を系統的に述べた.

盟小児の女姫看護 ι怒Z瞬間端部久翼手編集
B5事Ij 160頁 2，900円

小児に日常きわめて多く見られる症状を選び，小児看護に必要な最小担の知識を整理し編集子供

の成長発達の過程における，小克の特徴・小児看護の特殊性を考えた実践に役立つ書である.

臨 老 人への看護 縮交ZEZ2222交2232議室塁手鏡集
一介護の専門家から家族まで B5判 160頁 2，900丹

f老人jの理解，老人看護の計画・実践・評楢，老人患者への接し方を具体的にわかりやすく述べ

た.日常のケアについても，役立つ内容となった.

罷在宅ケア
一地域でのトータルケアー

板橋区上板橋保警椴談所撃野郁子録集
ロ公来衛生課青山幹子

B5学Ij 110実 2，000丹

在宅ケアを，ホームヘルプ，ショートステイ，デイサービス，訪問看護，機能雷"糠，福祉機器，

住宅改造の七本柱から考え執筆した

看護過程一疾患別成人編:外科系 新潟1祭fL看護短期大学教授加獲光さを 編集

B5事 240J芝 3，800円

本書は，臨床の場で活用できるよう，わかりやすい文章と図表を多く用い，看護学生，ナースの

初心者に対し，経験豊富な看護婦の知識・技術・態度に近づけることを臼的に嬬集したユニーク

若手潟県立復措開制大学品授 瀬戸 正子
糊大事EZ部助芸授岡本幸市編集

B5判 240頁 3，800円
総論は神経難病の概念，ナースの役割，神経難病の主な症状，検査， リハピリテーションを取り

上げ，各論は疾患の概念と看護を主に編集.

盟人工呼吸器装鷲患者の看護

臨ナーシングヘルスケアー神経難病

山口大学医学部附嵐病続看護潔11主 主耳鳴敬子 議集

B 5:j!lJ 120頁 2，300円

呼吸とそれに関連する病態生理等については，基礎知識として最小眼にとどめ，主として，人工

呼吸器が装着される時点から，使用中，離脱にいたるまでの臼常ケアを中心に，その看護上のポ

イントを述べた.

ロ消費税 3%が加算されます.
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自本学構会議だより e 161 

No.33 第15期最後の総会開催される

NO.34 第16期最初の総会開催される

自本看護研究学会近畿・北韓地方会，中館・問題地方会

9関学街集会開催のご案内一… 165 
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一原著一

便秘を訴える精神科入院患者への集団指導の効果

Effect of Group Educational Plan 
on Constipated Inpatients in Psychiatric Ward 

深井喜代子掌

Kiyoko Fukai 

長谷J11 美由紀傘 S

Miyuki Hasegawa 

奈良あゆみ**本

Ayumi Nara 

松尾さを子日

Keiko Matsuo 

I はじめに

人の生環的議本的ニードりのひとつとして綴管から

の正常な排泌が挙げられているように，規知的排便習

僚は健康的なお常生活に不可欠な姿索である。{便秘だ

けを支訴に受診するf日iはまれでも，市販の下手許jを使用

するなどの自宅療法を行っているものは少なくないと

ぎわれるの九また外来患者2)や内科病棟入能患者ベ

精神疾患患考2)幻的における便秘の実態が報告されて

いる。

これら便秘を訴える患者には，主として下剤による

排便コントロールが行われている。下期j以外の便秘改

しては，日常生活留僚の是正2) 食物綴維の

摂取7)-町それに適度の運動5)1のなどが知られている。

ところで，同じ鼠擦を持った集団lこ，そのEI標達成

のために作られた綴織的な数手ぎを提供することによっ

て構成員の目的議識を高めようとする，看護者が主体

的lこ関わる試みの一つに母親学級がある。便秘改答の

ためのこのような働きかけとして，高野口)tま，排便

隊答者を対象としてプログラムされた，さまざまな医

療スタッフが参与する勉強会(便秘教室)を紹介し，

便秘の薬物治療以前に教育が必要であると述べてい

る3)ll) 

当病筏精神科開放病棟でも， tえ務祢病草案や筑パーキ

ンソン病薬の長期投与等が係留となって便秘を訴える

患者は多く，ほとんどのものが下剤の処方を受けてい

る。便秘を強く訴える患者は，それに盟執するあまり

内容が進みにくく，精神科約治療に支障を米す場合が

ある。そこで~害者擦の便秘を支訴とする慾者に，上述

のような体操と集聞による学習会を取り入れた総裁的

教育プログラムを作成し集出指導を実施した。その結

果，便秘改善傾向がみられたので報告する。

立研東方法

上研究対象

組織的築関指導開始前の便秘議資の対象は，研究期

間中の当続税精神科開放終綴(病床数， 37)入段滋者

のうち重症及び婆観察怒者を徐く，入競後 1滋関以上

経過した44名とした(男性19名， 14~62:t，平均35.1

才，女性25名， 14~62:t，平均29.6才〉。これらの患

者は疾患名Eせでは，努性はうつ病6名，分裂病 4名，

うつ状態3名，その他8名で，女性は祭食際答 8名，

うつ病5名，分裂病3名，その他吉名であった。認査

特点での在続期間は平均59.013 (8~35413) であっ

た。

このうち授秘を強く訴え，集留学習を希援した 9名

の患者〈以下，教室若手)，こ後述のさわやか数獲と名づ

けた集団指導を行った。その患者の特徴を表iこ示す

(表 1)。

2. アンケート調査と排便と遂動の記録

まず，いずれも使秘が含まれている，ロイの適応援

判 11鱗医療短期大学審議学科 Department of Nursing， Kawasaki College of Allied Health 
Prof邑sSlOns

**東海大学医学部隊属病践看護昔s Nursing Department， Tokai University Hospital 
***元清心会篠沢病院 Seishin必aiFujisawa Hospital 
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便秘を訴える精神科入院患者への集団指導の効果

表 1 さわやか教室参加患者9名のプロフィール

性別 年齢 診断名 在続期間(日)

5ち 14 神経性会恩不振症 177 

男 48 神 経 症 14 

女 29 神経性食恩不振症 182 

女 20 分裂病，自己臭恐椅la 70 

女 20 ヒステリー，神経症 56 

女 22 抑うつ状態 63 

女 15 強迫神経疲 189 

女 23 過 食 症 41 

女 43 つ て〉 病 31 

平均年齢 26.0土11.3 平均在践期間 91.4土66.5

論における基本的身体的ニードリと，ストレス症状12)

をもとに30夜践の身体疲状を提示したアンケート用紙

を作成し，上述の44名に無記名，複数回答の条件で実

施し会長から回答を得た。患者は該当する項目を自由

に選択し，複数選んだものは最も密っている上位3つ

までに版佼をつけた。さらにその時点で，これらの患

者に所定の用紙 (6週間分)を渡して，毎日の排便と

運動の経時的な記録を依頼した。患者は散歩や体操な

どの軽い運動と，便の質(硬使，軟便，下痢)と最

(多い，ふつう，少ない)を 1日の時簡を追ってその

用紙に記入した。またこの用紙には下剤使用の有無の

項目ももうけた。閉経前の女性患者の月経期間を後で

著者らが用紙に記入した。

3.集国指導の内容

① さわやか体操

最初のアンケートと記録の依殺から10日後より，病

棟内の会患者を対象iこさわやか体操と名づけた綾筋強

化体擦を開始した。これは排便障害をもっ怠兇を対象

として作られた田中時の排便体操と，便秘傾向の高

齢な分裂病患者のために作られた岩永らめの便秘体操，

さらに当病競君主科病棟で実施している度祷体操をもと

に筆者らが考案した体操である〈鴎1)。当病棟のサ

ンルーム(小体育館)で，毎日午後の決まった持践に

15分問，看護者の直接指導のもとに， BGMIこのせた

解説テープを儲きながら主義疫になって体擦を行った。

なお，この体操を開始するに当たって全入院患者に，

当病棟では午前中には8課としてラジオ体操が行われ

ているが，午後に決まったレクワエーションがないの

J ~~以シ4ミ示ミ

ニ~ 6)バ 7」ト」ノ

K1江 1~ 以
国 1 腹筋強化体操の内容

すべての動きは左右交互にゆっくりと行い，一動

作毎iこ2，3秒静止する。 1，10;膝を曲げない。

2 足を交互に約30度実上によげ，外iこ360度回

転させる。雨足を交差させ，内側lこ絞るようにす

る。 4， 9;腹部を水平に閤転させる。 6;仰臥

佼。指で矢印の方向iこ緩皇室を押し，腹部マッサー

ジを行う。 10a~c ;足じゃんけんの形作;ぐ-'

b;ちよさ c ぱー)。

で新しい{本擦を試験的に導入することになったと説明

しfこ。

② さわやか教室

次に，前述したように，体操開始 1ヶ月目の待点で，

便秘を訴えていた患者の仁わから希望者を募って 9名の

小築関(前述の教室群)を作り，週 1鴎計5回のスケ

ジュールで，さわやか教室と称した集まりをサンルー

ムで開催した。さわやか体操終了後，教室群メンバー

はそのまま残り，便秘の経験，悩み等の意見交換を行

い，テキストを用いて，排便と便秘の生理学的機序や

便秘の軽減，改善方法(生活習償の是正，食事療法，

遥動療法，薬物療法害事)を学習した。テキストには，

既成の医学警を参考に著者らが作成した，留を入れた

平易な10ベージの解説委を使用した。また，教室での

話し合いの司会とテキストによる指導は著者のうち保

健婦の資格を持つ l名が担当した。さらに，これら 9

名の患者には，ひきつづ、き排便と運動の記録を依頼し

た。さわやか教室への出席率は100%でミあった。

③ 事後のアンケート調査

それぞれの指導プログラム終了後，mJち，排便と逮

動の記録後，さわやか体操開始 1ヶ月後，そして教室主

終了後に，自由記載形式で各該当者に感想、の提出を依

頼した。なお，教室群は記名で，その他は無記名で実

施した。
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ルできているからと量言えているものがいた。

2.排便と運動の記録の言手術

~開放病棟では外泊者が多いことや，気分や症状の

変化のために不完全なものが多かったが，排便と遂動

の記録を依頼した患者44名全員が記録をつけた。しか

し，感想をミきいたのはこのうち19名であった。詑録の

依頼に先立つては記入方法以外の説明をしなかったが，

10名が，儀日つけることによって自分の排便時間や頻

度が分かったと述べていた。また逐動の記録は，運動

不足由選のために活動援を調節するEl安になってよかっ

たと穣極的にとらえたものが8名あった。記録をつけ

ること自体穏倒，無意味だとか，つけることで自分の

非活動性や使の出ていないことが明白になり，かえっ

てそれがプレッシャーになったというものもそれぞれ

少数ずつあった。さわやか教室参加者の教室開催前時

点での記録についての感怒では，回答した 7名全員が

自分の排便習僚を認識していた。

3. さわやか体操に対する患者の主観的評価

体操に 1回以上参加した患者の総数は33名〈鵠始後

lヶ月間の平均参加2容は22.2%)で，その内の14名が

感想、を言寄せた。 慣れるまではかなり体力のいる体操で

あるが，適当な遂動畿で体認がよくなったと答えたも

のが多かった (8名)。そして，この体操が便秘、改装ー

便秘を訴える精神科入院慾者への築関指導の効果

4.その他のデータ奴祭およびデータ分析方法

2種類のアンケート調査結果と患者自身がつける毎

日の排便と運動の記録の他に，カルテ及びカーデック

スからの排便及び薬剤使用の情報，体操出席率をデー

タとした。排便頻度，下剤使用頻度と体操参加率の関

係を由縁分析で，研究調始前，体操のみの期間中，さ

わやか教室潟撲中とその後の排便頻度と下痢使用頻度

の変化を t検定で分析した。

5.研究場所

神奈JII県伊勢路市，東海大学医学部鮒属病段精神科

病棟

6.研究期潤

1992年 3月6日-6fl4B

研究結果

1.身体症状に演する調査結果

問答者44名のうち20名 (45.5%)が便秘を選択して

おり，環El中最も多かった(図 2)。

さらに，便秘を上佼3佼までの問題iこ挙げたものも

17名 (38.6%)で一番多かった。便秘に次いで，疲れ

やすい 05名)，緊張する(15名)，絞りが浅い(13

名)などが多かった。但し，便秘を身体的問題に挙げ

ていない怠殺の仁科こは，成iこ下手事jでうまくコントロー

間
以
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入院患者の身体的ストレス症状関2

17 

斜線、部は，便秘を最も図っている疲状の上位3位までに挙げた人数。
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使設、を訴える精神科入院患者への集団指導の効巣

の運動療法の lつで、あることをあらかじめ知らされて

いなかったにもかかわらず 5名が体操によって便秘

が改善されたと認識した。一方，体操に対して消磁的

な窓見を持つものも少数いた。教室若手は全員，体擦を

穣緩約lこ捕らえていた。

4. さわやか教室に対する患者の主観的評錨

集団学習に自主的に参加した 9名の内 8名が，使秘

に関する集団指導は個別指導より良かったと述べた。

その理由として，広いサンルームで葱座になりなごや

かな雰囲気で行われたこと (6名)，同じ悩みを共有

できオープンに話し合えたこと (6名)を挙げていた。

また，テキストによる学習は全員が分かりやすかった

と評価した。そのうち， 48才の神経症の男性患者は，

「便秘についてそれまでほとんど考えたこともなかっ

たが，他者の意見と学習による知識を得たことによっ

て，それを話題にできるようになり，食事や運動，排

便行動などに積極的な変化があった」と，さわやか教

室長の中で発言している。また， 20::tの分裂病，自己実

恐怖症の女性患者は， r排ガスの悩みは他者にも同じ

ようにあり，それぞれに工夫しながら共同生活を送っ

ていることを知ってプラスになった」と感怨を寄せて

し、主こ。

5.排便頻度，下剤使用頻度及び体操参加率による

築留指導の議的評価

ここで，患者の便秘症状が集屈指導でどのように変

化したかを検討した(表2)。なお表中の体操群は，

さわやか体操に 4製以上出席した11名の患者群で，体

操だけの影響と体操とさわやか教室の影響とを比較す

るため便宜的にもうけた。教室群の成員はこの体操群

の内 8名 (3名は教室開始前に返続)と，他の 1名で

あった。各個人の値は，体操群では体操のみの期間中

の，教室群では教室開催期間中のそれぞれ毎日の値の

平均値を採舟した。これらの患者は全員便秘を主訴と

しており，自己記録もほぼ完全で，看護記録とj照会し

てデータの信滋性を確認できた。但し，患者が外泊し

て情報の欠如した期間と下郊を使用して反応、使のあっ

た日のデータを除外した。さらに女性の場合，性ホル

モン周期が排便に影響すると指摘されていることか

ら13)-15.九月経の 28前から開始3日後の5臼践のデー

タを除外した。

これらの患者の排便頻度，下剤使用頻度及び体操参

加率は，さわやか体操に参加する前，体操導入 lヶ月

表2 排便頻度，下剤使用頻度および体操参加

主幹の，体操群と教室長群での比較

対照・
体操群 教室主群

(n 11) (n =9) 

排便頻度 0.85太0.450.97土0.59

(閉/日) 0.70二tO.33 0.85土0.33

下剤使用頻度 0.32土0.410.28ごと0.40

〈国/臼) 0.17土0.31 0.12土0.31

体操参加来(%) 61.5土19.0 67.4土15.9

*対照繍の{臨ま，体操訴では体操開始前の，教

室群では体操および教室開始前の状態をそれ

ぞれ示す。

後，そしてさわやか教議終了直後で表2のようであっ

た。即ち，排便頻度の平均は，体操群も教室群でも妻子

明に治加していないが，排便国数がふえた患者は前者

で11名付36名，後者で9名中6名いた。また下剤使用

の頻度も平均伎でみると表のように，体操若手，教室群

ともにほとんど変化を認めなかったが，下期j常用者で

実際に使用綴度が低下した容は喜若者で 6名中 3名，後

者で4名中 2名いた。 t検定では排便頻度，下剤使用

頻度ともに，いずれの 2者間でも有意差は認められな

かった。また体操参加率も，体操群と教室群で有意差

はなかった。

次に， これら各群の相関関係を調べたところ少ない

伊i数ながら，さわやか教室開催湾問中に，教護群の下

剤使用頻度と体操参加率の簡に負の紹関関係がみられ

た(図 3)。

ここで研究期間とその後の病棟全体としての体操参

加率を調べた(図4)。病棟では外泊や検査などのた

めに参加可能なa患者数が回毎iこ奨なる。そこで，実際

の参加者数を当日体操参加可能者数で割って臼毎の体

操参加率を算出し，各期間での平均仮を求めた。これ

によると，教室期間中の lヶ月路は，その前後と比べ

ていずれも有意に参加家が高かった。また，体操参加

者絶対数の平均は，体操期間中5β人/日，教室期間

中7.0人/日そして教室終了後5.2人/日であった。な

お，教室若手9名の体操参加率は，教室協僕務部および

前後でほとんど変化はなかった。

18 日本看護研究学会雑誌Vol.17 封0. 3 1994 



便秘を訴える精神科入院患者への築留指導の効果

下剤使用頻度
@]/B) 

1.0 本

お出s

0.5 

。 50 

r 之江 -0.88 

P< 0.01 

* 

体操参加芸名(%)

題3 教空気期間中の教室主群の下剤使潟綴度と

体操参加2容の関係

a 
i機動自率

10 20 
寸時一品目?同一-マ叩

係議期間 22.2土7.4

教2夏期開 28.4ま8.9

教室主終了後 22.0土4.9

300彰〉

*: P<0.05 

図4 教室閣僚綴関とその前後の体操参加家

100 

体操務関，教室涜始直前 1ヶ月潟。教室期間;1 

ヶ月間。教室長終了後;教家終了後 3i援白から 5i題

協までの 3還問。

W 考察

この研究によって，まず第一に器質的排便隠答のあ

る小児時や高齢の分裂病患者 5)での結巣と問機に，

精神科的薬物療法を受けている比較的低年齢の開放病

棟患者にも，体擦が{便秘iこ効薬的である可能性が示唆

された。対象数が少なく統計学的支持は得られなかっ

たが， j際i惑が改善したという慈者自身の自覚的評{阪は

重視される。

便秘に対する適度の運動の効果は経験的に知られて

いる。そしてその支な機序は，長時間の同一姿勢によ

る内麟庄追を開放して緩管運動の充進を促すことと，

腹筋を強化していわゆる怠み持に有効な駿圧をかけら

れるようにすることであろうと捻測される。これを託

明するには，体操自体の生主主学的効果を級識的lこ検読

する実験研究が必姿である。

本研究で明らかにされた第二点は，精神科の便秘患

者iこ対する，医喜怒や薬剤邸でなくの 10

磁のなかで行った集団教育が効5誌を示したことであ

る。当科では l臼2回の検議時iこ，看護者と患者との

俗語IJの養護計磁に主義づく定期的なコミュニケーション

が持たれているが，務護者による祭器指導はなかった。

しかし，便秘のような綴人の慈識や生活習慣も影響す

る2)3)と玄われる問題iこ関しては，踏む問題を持つ慾

議集閣に介入することが問題解決lこ，より議ましい方

法と考えられた。また，きち病棟では畿郵が計図する築

間療法がいくつかあるが，便秘など日常生汚レベルの

問題は，看護者が主体的に扱うべき領域であろう。

第三lこ，著者らが企画したさわやか教家は，患者の

{便秘iこ対する考え方や行動に何ちかの変化をもたらす

効薬のあることがわかった。郎ち，便秘が耳らずかしい

ことでなく，人の自然、の生箆約ニードであることを慾

容が言語化し，その悩みぞ他者と共有し情報を交換し

合うようになった。そして，使慈があったら慾幼でも

トイレに行ってみる，牛乳や野菜を残ぢぬよう気をつ

ける，たとえ病棟内でも 1臼1留は散歩をするなど，

各自の日常生活レベルでの便秘関避のための自助努力

が助長された。 Beardら捕の研究でも，看護暴言が行っ

た集団療法が慾者の退行を限11:し，その関心を外務に

向ける効果があったことが報告されている。こうした

E気象は，グループセラピーの箆議約根拠のーっとなっ

ている，自己5語放とフィードパックの効薬ととらえる

ことができょう的。

この研究で注目されたもう一つの現象は，教室若手の

参加率は教室開始中および前後でほとんど変化してい

ないにもかかわらず，教室期間中，病榛全体としての

体操参加塁手が増加していたことである。これはその間，

教家群9名以外の怒者の体操参加塁手が増加していたこ

とを滋味しており，便秘主主義を包約として活動してい

る一小築協が，他のより大きな集部iこ何らかの影響を

及ぼしたことを示唆する興味深い結楽である。著者ら

はいわゆるホーソン効果を極力排除するために，研究

lこ関する情報を議者に一切提供しなかった。また， f也

の看護スタッフと医郷iこも事前にそのための協力を得

ていた。したがって，上述の現象は，学習会に参加し

ていた患者とそうでない患者の簡での情報交換等何ら
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かの棺互作用の結果として生じた可能性が高い。さら に限らず，看護者が行う患者の築回数脊を看護活動の

にまたこの現象は，審議者が主体的に行った集団教育 中iこ積極的に導入し，それがどのような効5裂をもたら

において，集問凝集性が高まり，患者iこ行動の変容を すかを検討していく必要があるだろう。

もたらすだけの学溜効果があったことを反映している この研究の要旨は，第18由日本看護研究学会総会に

ともぎえよう問。 於いて発表した。

この研究で著者らは，集部指導lこ先立つ便秘の評価

を患者の主観的判断に委ねたので，下弗!の常用により

排便があるために自分は便秘ではないと考える患者を

集団に加えることができなかった。また，日常の看護

実践の中で行った研究であるため，真の実験研究デザ

インを計画することが国難であった。今後，使秘患者

謝辞

この研究にご協力下さった東海大学病院精神科病棟

看護スタッフの方々とクラークの芝山永美さん，また

ご校関をいただきましたJII鋳医療短期大学の渡透ふみ

子教授と菊井和子教授に深謝いたします。

20 

要 と:::.
国

精神科領域では不安や緊張，抗精神病薬等の副作用のために便秘;を怠覚する患者が少なくないとぎわ

れる。私たちの精神科開放病棟でも約46%の入続患者が便秘を訴えていた。そこで，使秘を主訴とする

小集毘(教護群)への，排便補助動作を強化する{本擦を含む綴織的患者教育を実施し，その効果を検討

した。その結果，排便頻度は体操参加のみの患者群11名中6名で，教主主群では9名中 6名でわずかなが

ら増加し，商群ともに下剤常用患者の半数でその使用頻度が減少した。また教室群においては，体操参

加率と下剤使用頻度の関に負の相関関係がみられた (n= 9， r -0.88， P <0.01)。さらに，教笈

開催期間中は病棟全体の体操参加率が有意に増加していた。以上より，精神科患者において，組織的集

団教育は患者の排便調節に対する認識と使秘対処活動に，より健康的な変化をもたらすことが明らかに

なった。

Summary 

In the psychiatric domain， it is said that not a few patients are conscious of con-

stipation because of uneasiness， strain and the side effects of major tranquilizers. 

About forty“six percent of inpatients complained of constipation in our psychiatric 

open ward. 80 we programmed a systematic educational plan， which contains a 

physical exercise， for the nine constipated inpatients (educated group， EG)， and 

examined the effects of it. The frequency of bowel movements increased in 6 out of 

11 exercise only group inpatients and 6 out of 9 EG. Also in both groups， a half of 

the common p丘rgative users decreased its use. And significant correlation was 

found between the rate of exercise participation and the frequency of pargative use in 

EG (n 9， r 0.88， p<O.Ol). Moreover， the rate of exercise participation in the 

whole ward increased significantly during the educating period. From these results， it 

is clarified that the systematic group education brings psychatric contipated patients 

healthy changes of their recognition of def巴cationcontrol and the coping behavior of 

const1pation 
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一原著一

吏年期女性のストレス管理に関する研究

一精神的健康を阻害する生活出来

A Study on Stress Management of Menopausal Females 

Life Events Deteriorating Mental Health-

経 敏絹傘 野尻雅

Toshiki Katsura Masami Nojiri 

中野正孝*場

Masataka Nakano 

1.鰭

近年地域住民を対象iこ行なわれた精神縫E義務資1叶〉

によれば地域iこも務字率的iこ不健康な若まがいることが指

摘されている。また，最近の精神疾患の受療率をみる

と成人病のそれを凌いでいる5)。この背f去には複雑な

社会が慈起するストレスがあると考えられ，住民の縫

康管潔においてもストレスに対する対策が必婆になっ

てきているト8)。

ストレスに起躍する精神疾患の一つにうつ病がある。

うつ病は高齢者の生活の質に影響を及ぼす重大な疾慾

である')と指鏑されている。現代は“うつ病の時代"

と言われ?・ 10) “健やかな老い"の実現にはうつ病を

予防することが必要5である。

うつ病は社会的喜雲閣， とりわけ強いストレスになる

生活上の出来事〈以下，生活出来事〉が誘躍になる

に -1九強いストレスを窓起する生活出来事は中高

年lこ発生するものが多く叫，ストレスによって生じる

社会的不適応を予防する必姿があるB)。そのため，本

多Bでも生活出来事とうつ病との関連について多くの症

例研究9-15)が行なわれている。しかしながら，一級住

民を対象にした研究は緩めて少なし対象としてはバ

イアスのある循環器検診受診者そ用いた研究別に限ら

れるのが現状である。

住災のなかでも平均寿命が82歳iこまで伶長した女性

では中年期は人生の折り返し点である 5)。この時期は

主主体内では関緩に伴う身体的変化が生じる制と共に，

社会的環境面からみるとストレスの強い生活出来事が

発生し易い終期でもあるために心身の健康障議を紹く

可能性が高くなる。そのため，ストレスの強い出来事

に適応、して緩やかな老いを笑務することが更年期以降

の健康管潔では議姿になると考える。

そこで，本研究は考年期への準備期または過渡期;こ

相当する中高年女性について各種生活出来事の発生状

況を明らかiこするとともに，生活出来事がうっ状態に

及ぼす影饗について定銭的iこ明らかにし更年期女性の

ストレス管潔に寄与しようとするものである。

ll. 対象および方法

議室をは千奨祭A磁nこ夜往する更年綴女性を対象lこ実

施した。謁査祭は事前iこ町民代表と協議した自記式を

用いた。認設方法は議安芸芝を地区組織を通じ配布し，

向じ級織によって回収する留め援き議室霊法である。

lま2基本属性，生活出来事， うつ状態などで

ある。生活出来事はHolm母$冊Raheの生活出来事識変

表2けを参考に改訂された日本語版22)を用い.JJt!!去 l年

間に起こった生活出来惑を認王ました。うつ状態の指擦

はZungの自己評価式抑うつ尺度 (8巴lf-1ミatingD巴p-

ression 8cale・以下SDSと路すおっの日

を用いた。うつ状態の判定はSDS観点48点以上 (Z胡

ungの言う中等度以上〉を「抑うつ状態ありJ2りとし

た。この判定基準は媛床約にもうつ病のスクリーニン

グに有効であるお〉。

* 広島大学医学部保健学科 Institute of H邑alth8ciences， 8chool of Medicine， Hiroshima 

University 

*本 千葉大学審議学部地域看護学識箆 Division of Community H邑althNursing， 8chool of 

Nursing， Chiba University 
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表 1 生活出来事の発生率

生活出来事 % 

上ト 司ラ とブのル き~ 48~ 1.6 

収入の変化 31363 1 26.5 

配偶者の死 487 7 
1.4 

肉親の死 あなりL 4812 2 16.6 

毅 友 の 死 なありし 47げ7 3.4 

{臨成人的功な なあり~ 48~ 1.0 

妊 娠 き~ 48~ 1.2 

結 婚 会t494 0 
0.8 

家族の病気 きt314486 30.0 

性的 障 害 をt484 0 
0.8 

家ト族ラ とブのル き24270 4 4.0 

刑務所入り あり O O 
なし 494 

子出供が家るを 4533 1 10.3 

夫婦別居 あなり~ 49~ 0.2 

注)%は発生率を示す。

分析ではまず生活出来事の発生状況を検討した。次

iこ，生活出来事の発生とうつ状態との関連を検討した。

これまでに生活出来事とうつ病との関連を検討した研

究は症例研究13-15)が多い。統計約手法を淘いた研究の

大部分9-別は入院患者を対象に単変量解析を用いたも

のである。そこで，今回の解析ではます、Mantel-

Haenszel法を用い生活出来事の発生とうつ状態との

関迷の有無について単変蜜解析を行ないオッズ比を求

め相対危険を推定した25)。更に， うつ状態の危険関子

になる生活出来事を定震的に明らかにするために交絡

関子(年齢〉とその他の生活出来事を補正するために

多E窓口ジスティック回帰分析を用い多変蚤解析を行な

い補正オッズ比を計算し相対危険を捻定した25)。

統計処理にはSA S CStatistical Analysis Sys冊

tem) 25)のLOGISTプロシジャなどを用いて解析

生活出来事 % 

解 産室 あなりし O O 
494 

離 婚 O O 
494 

転 職 9 1.8 
485 

をF呼Fをt4274 0 4.0 

警生設 489 5 
1.8 

借 金 4268 6 5.7 

怪我・病気 4715 9 15.2 

喜善号室嘉 492 2 
0.4 

雲評議長 4364 0 6.9 

家の改築等 4273 1 14.8 

退 戦
7 1.4 

487 

帰 省 き24813 1 2.2 

浮 気 あt O O 
494 

子供の非行 492 2 
0.4 

した。なお，今回の解析に用いた対象は40歳から69歳

までの全女性{主民1137人のうち解析に用いた全ての変

数に有効な閉答の得られた494人の住民で，精神疾患

の既往歴を有する者は含まれていない。

盗.結果

1.生活出来事の発生状況

表 1，ま生活出来事の発生状況を示したものである。

生活出来事の発生状況をみると，家族の病気30.0%.

収入の変化26.5%.肉親の死16.6%.怪我・気15.2%.

家の改築等14.8%.子供が家を出る10.3%. 近所付き

合いの変化6.9%.借金5.7%のj績に発生頻度が高い。

2.生活出来事とうつ状態との関連

1)単変蜜解析による結泉

表 2は生活出来事とうつ状態との関連を示したもの

24 白本看護研究学会雑誌 Vol.17 No. 3 1994 



更年期女性のストレス管理に関する研究

表 2 生活出来事からみたうつ状態
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1) Zungの自己評価式抑うつ尺疫を用い判定した。** (p<o.on * (P<0.05) rう

つ状態あり IまZung総点48点以上うつ状態なしjはZung組点47点以下である。

2) Ylantel-Heanszel法による

である。 の死7.33，家族の病気1.95であった。格対危険が 1よ

オッズ上ヒカ王手n言、iこ1より大きい生活出来事は配偶者 り大きい綴向をfおした生活出来泰は退駿4.58，怪我・

の死のみでオッズ上とは7.41であった。それ以外では性 病気1.63であった。格対危険が有意に 1より小さい主主

的隊答，退磯，親友の死近所付き合いの変化怪我・ 活出来事はなかった。

病気，結婚，家族の病気もオッズ上とが 1より大きい綴

向を示した。 I証.考察

一方，オッズ比が 1より小さい傾向そ示した生活出 日常生活で起こる様々な出来事が誘患となって発病

来事は倒人的な成功，転裁などであった。 する精神疾態、がある 8・1)が， うつ病も状況によって誘

2)多変数解析による結果 発される銘}。本郊でもうつ病の発病状況について疲伊j

表 3は交絡調子である年齢と地の生活出来事の彩饗 を用いた検討9-16)が行なわれてきた。しかしながら，

を取り除き各出来事とうつ状態との関迷の強さを示し 地域住民を対象にうつ病の予防を密約として実施され

たものである。 た研究は少ない。

相対危険が 1より有意lこ大きい生活出来事は配偶者 50歳代前後はライフサイクルからみると家庭では次
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生活出来事

表 3 生活出来事からみたうつ状態1)

更年期女性のストレス管援に関する研究

世代を育て独立させると共に社会的には職場などで生

産的・指導的役割を演じる。そのため，強いストレッ

サーになる家庭内での問題，仕事や験場での問題が生

じ易い27)。その後も老化を意識することや記偶者，子

供，友人との離加を体験することなど強いストレッサー

になる生活出来事が生じる問。中高年はライブサイク

ルのなかで強いストレスになる生活出来事が最も起こ

り易い年齢層である 18)。しかも，女性は40歳を過ぎる

と閉経を迎え生体内でホルモンバランスが大きく変化

する更年期を体験する担〉。受年期女性では生体内の変

0.24 -3.91 化に加えて生活様式の顕著な変化に新たな適応を必要

0.53 -10.16 とする状況が起こり，適応、できないと心身の健康破綻

紹対危険2) 95%信頼区間

上司との
トラブル

収入の変化

配偶者の死

肉殺の死

綴友の死

個人的な
成功

妊

結

娠

婚

家族の病気

性的障害

家族との
トラフ jレ

刑務所入り

ず究家さ
夫婦別居

解議

総婚

転磯

夫ま時♂
号霊訪降格

借 金

経我・病気

鮮軍需

近習封Pい

家の改築等

退職

帰省

浮気

子供の非行

0.72 

1.12 

7.33・
1.14 

2.15 

0.96 

2.32 

1.95・

3.98 

1.52 

1.05 

0.49 

1.06 

2.16 

1.60 

1.63+ 

1.44 

0.98 

4.58十

0.54 

3.54 

0.07 -6.98 

0.61 -2.06 

1.46 -36.77 

0.57 -2.31 

0.65 -7.18 

1.13 叩 3.36

0.47 -34.03 

0.44 -5.28 

0.43 拘 2.58

0.05 -5.21 

0.29 -3.92 

0.42 -11.20 

を招きやすくなるお〉。

生活出来事の発生状況をみると，発生率の高い出来

事は「家族の病気J30.0%， ["収入の変化J26.5%， 

「肉親の死J16.6%， ["怪我・病気J15.2%， ["家の

改築等J， ["子供が家を出るjであった。

生活出来事が生じた「場Jをみると中高年女性では

職場や地域などの家庭外での出来事に比べ家庭内での

出来事が多い。また，その内容をみるといづれもスト

レスが強く 2りしかも望ましくないお〉生活出来事である。

更年期女性は生活活動範閉が家庭内中心になるため家

庭内で高い頻度で発生する強いストレスに適応しなけ

ればならない状況に霞かれている。しかしながら，近

年家族の持つ機能が縮小化し支援体制が弱体化してい

0.55 -4.67 るので更年期女性の健康管理にストレス管理を含める

0.84 -3.16 

0.57 -3.65 

0.46 -2.09 

0.78 守 26.92

0.06 -4.54 

0.13 叩 96.74

注)年齢を共変鐙として用い機正した。

注)生活出来事が「なし」はコード 0，
fありJtまコード lとした。

1) ["抑うつ状態なしJ (20豆SDS粗点話47)

f抑うつ状態ありJ (48豆SDS粗点話80)
2 )多重ロジスティック回帰分析による。

十 (P<O.l) * (P<0.05) * * (P<O.Ol) 
* * * (P<O.OOl) 

26 

必要があると考えられる。

そこで，種々の生活出来事を用いてうつ状態の危険

昭子を検討すると，多変最解析の結泉では配偶者の死

家族の病気がうつ状態の危険因子であった。怪我・病

気，退職もうつ状態と関連が強かった。この傾向は単

変登解析の結果でもおおむね変わらない。危険因子に

は人生で稀にしか起こらない配偶者の死，退識だけで

なく，日常生活で起こり易い怪我・病気，家族の病気

も含まれ，ストレス対策が護主主であることを示唆して

いる。

配偶者の死はうっ状態の最も強い危険協子であった。

症例研究9.16)によれば死別体験はストレスの強い生活

出来事で，家族，友人の死もうつ病発生の誘簡である

と指摘されている。しかし，いづれの報告も単変鼠解

析によるもので，その他の出来事や交絡因子の影響会

補正していない。今関は地域住民を対象に多変鐙解析
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を用いてそれらの影響を取り徐いた結泉，夫の死だけ

がうつ状慾の百三段因子であった。夫との関係が良好で

あれば夫は最も毅密で信綴できる対象であり経済的主義

懇の支設でもあるため，その喪失は最も強い危険関子

になったと考えられる。記係者の死l主主観的に最も強

いストレスであると感じるので病気よりも校会心理的

適応に与える衝壌が大きい鈎〉。そのため，夫との死

別を癒すには悲嘆の遜稜が必要である31)。しかしなが

ら，夫の死は社会的ネットワーク内で援も社会的・情

緒的支援を提供していたK邑yPersonを失ったことを

意味する。死Jjlj者の悲嘆の滋程lこは時間と情緒的な支

援が欠かせない刻。しかし，機能が縮小化した家庭で

は悲嘆の滋緩に費やす時間や夫に代わる穏緒的支援が

充分に得られない場合がある制。そのため，配偶者を

失った女性が狐立惑を増大させ不適応を起こすことも

考えられるので，そのような事態を予訪する体制づく

りが地域にも必要で‘あろう。

更年期女性では配偶者の死の他iこ家庭の病気も結対

危殺が潟く，家庭内の議妥他者iこ起こった出来事が危

険関子になることが明らかになった。このような結果

になったことには女性が鐙かれている社会約状況が関

与していることが考えられる。主主例研究札口-1315)によ

れば，女性では家庭の問題がうつ病の誘留になること

が指摘されている。幾村{主民を対象iこした報告別でも

家庭の問題がうつ病と関速していた。この点は駿場の

問題がうつ病の誘留になる男性と爽なる。女性l主主体

的に家庭生活を運営し，システムとして円滑な家庭生

活が営なめるように家族を機能させている。しかも，

家族は情緒的lこも強い終で総ばれている。夫の死，家

族の病気あるいは本人の怪我・病気が起これば家族の

構成人数や格笈依存の関係に変化が主主じ，家庭運営は

危機的状況に路る。そのため，更年期女性では家庭内

で起こった出来事がうっ状態の議大な危険留子になっ

たことが考えられる。家庭の関惑に第3者が介入する

要

ことは充分に浅窓しなければならない。しかし，近年

家族が待つ援助的な人調関係が脆弱化している状況32)

を考滋すると，少なくとも枢談の窓口を提供するなど

の対策を言葉じる必婆があろう。

また，退駿もうつ状態と関連が認められた。農村女

性では役者喜一色の没代交代が50歳代より徐々に始まり 19う

それを契機iこ家族内での権限も嫁lこ移る。農村では高

続女性の役割喪失がうつ状態と関速すると指矯されて

いる則。定年のない農家では僚留によって羽確に仕事

の第 l緩から引返する出ので，女性就業者のうち52.4

%が農業就業者である制当地区では退戦がうつ状態と

関連していたと考えられる。

更年期の女殺は心身iこ大きな変化が起こる。 Fedor-

Freybergh")は更年期を特lこ「喪失の時期jないし

「否定の時期jであると指檎している。更年期以鋒は

様々なストレスが介在しうつ状態を惹起するが，女性

ではそれが身体化して発現し心の問題が軽視され易い

ことも多い路〉。本研究で対象とした更年期以降の女性

では家庭内での出来事がうつ状態に関与していること

が明らかになり，心の健康管理が緩めて主義喜きであるこ

とを示唆している。

V.結語

千葉県一幾村の更年期女性を対象にうつ状態と総連

する生活出来事を検討した。

生活出来事の発生状況をみると，家族、の病気30.0%，

収入の変化26.5%，肉親の死16.6%，楼我・病気15.2

%，警交の改築，子供が家を出る，近所付き合いの変イじ

倦念の頗に発生頻度が高い。

主詳変議解析の結果，抑うつ状態に関与する生活出来

事は配偶者の苑のみであった。

多変畿解析の結果では格対危険が有窓iこ高い出来事

は震と偶者の死，家族の病気であった。

= a 

更年期女性のストレス管箆と精神的健康の増進を目的として千葉県ー援村のや高等女性を対象iこうつ状

態と関速する生活出来事を検討した。

生活出来事の発生状況をみると，家族の病気30.0%，収入の変化26.5%. 内毅の死16.6%，怪我・病

気15.2%，家の改築，子供が家を出る，近所付き合いの変化，借金の般に発生頻度がおい。

単変議解析の結果，抑うつ状態に予言，窓lこ関連する生活出来事は記偶者の死のみであった。
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多変議解析の結果をみると相対危険が有窓に高い出来事は配偶者の死，家族の病気であった。退職，

怪我・病気もうつ状態に関迷している傾向を示した。

Abstract 

To elucidate life events related to depression for stress management and mental health 

promotion we made a questionnaire survey of life events and depression for menopaus“ 

al females in a farming village， Chiba. 

Incidence of life events were disease of family member (30.0%) ， change of income 

(26.5%) ， death of blood relative (16.6%) ， injury / disease (15.2%) ， restructure of home， 

change of association with r泥沼hbors，child' s leaving home to live independently and 

debts 

The results by using univariate analysis revealed that life event significantly related 

to depression was only death of spouse. 

As a result of multivariate analysis life events significantly related to depression were 

death of spouse and disease of family member. And retirement and injury / disease 

were apt to be related to depression. 
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一躍

中高年の主観的幸揺感と錨櫨観の充足との関連に関する研究

A Study on Correlation Between Subjective Well-being and 

Sufficiency of Life Values in Middle and Advanced Age 

桂 敏 樹 * 野尻雅

Masami Nojiri 

中野正

Masataka Nakano Toshiki Katsura 

1.緒

近年，我が闘では急速に高齢化が進み，高齢者対策

は医療や福祉の議妥な課題である 230 中高年になれば

加齢iこ伴う機能低下あるいは疾病やそれに伴う降客は

遂げられない。そのため，これらと共存した人伎の送

り15を議授する対策が講じられなければならない

それには高齢者の生活の質を維持する生きがい対策が

重重きになるト生活の震を維持する条件として， 臼

し人生の継続投と日常生活の自己決定を支

援する必姿がある 2)ことが議議されている。そのため

には，務E撃を持つ以前lこ縫燦で自立した生活を営んで

いる柊の生きがいを等援する必重さがあると考える。

金子らぬによれば，生活の震の姿索は{随人の状態お

よび生活・の場である環境条件と説者の共通基盤になる

生活に対する評価窓識に大]jIJできる。そのうち，言事{磁

滋識のさま畿は2主観的な妻子{話2基準である儲人の鏑緩観と

考えられ， 1制度観が充足すれば人生!こ対する充実感が

得られ幸福感も強くなる 生きがいとは充実感が得

られる臼常生活の持率物と定義される討ので，

の充足という観点から主銭的空襲福感を綴定する生活領

域を明らかにすれば高齢者の生きがい対策に寄与する

ことができると考える。

そこで，今自は各種生活領域に対する綴綴観の充足

が中高年佼民の主観的主幹福感lこ及lます影響力について

検討した。これによって中高年の生活の笈に関与する

生きがいを明らかにすることができると考える。

II.対象および方法

千葉県房総学長主の太平洋岸iこ位援する農村の30設

から69議までの全住民を対象に議室筆を災施した。調査

方法はまI!!~主総織を利用し議室霊祭を記布留奴する努めE設

さ議室霊法をfflいた。銀資では議本属性のほかに，国民

て綴人の状態または環境条件

である生活領域に対する綴綴観〈議視しているか否か〉

および議足感(満足しているか否か)を選挙ねた。また，

友銀約幸福感は子JeugartenのしifeSatisfaction 

Index8
)を指標として総定した。なお，調査について

は事前に住民の代表と協議した。

分析では生活領域に対する錨髄綴と議足感にi返する

自答から{制疲緩の充足を 4カテゴリ(重視しているし

満足している，環視しているが溺足していない，選携

していないが議足している，愛読していないし潟足も

していない)に分類した。そして，校，年齢階級]jIJに

溺刻化し各種生活領域iこ対する綴綴緩(以下，生活綴

値観と絡す。〉の充足安説明変数と

を緩定する影響力について比較・検討した。

統計解析には SAS(Statistical Analysis S)ん

はのお)9)を用い，多元民援分数分析を行った。分析に

賂いた対象は表 1Iこ示す2022人である。

* 広島大学医学部保縫学科 Institute of Health Sciences， School of Medicin巴， Hiroshima 

じniversity

キ* 千葉大学看護学部地域看護学議媛 Division of Community Hea1th災ursing，School of 

Nursing， Chiba University 
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表 1 調査対象および分析対象

男 女

年齢階級 調査対象 分析対象 有効分析率 認査対象 分析対象 有効分析塁手

30歳代 400(25.2) 222(22.1) 55.5 364(22.6) 245(24.1) 67.3 

40歳代 427(27.0) 280(27.9) 65.7 339(21.1) 236(23.2) 69.6 

50歳代 354(22.3) 231(23.0) 65.3 377(23.4) 257(25.2) 68.2 

60歳代 404(25.5) 271 (27 .0) 67.1 529(32.9) 280(27.5) 52.9 
・.....・・・・帽陶酔輪唱凶合・・骨骨合合・・・...州合畠・・..合合色晶仲『・ー・・・・ ・・・・..棒、............ -・.._.‘.._---亭ト ・E・・‘#骨油-_...... 酔『昏合唱.._-..‘骨・ー・・・a・..晶....._--..ー‘

総数 1585(100) 1004(100) 63.3 1609(100) 1018(100) 63.3 

注)括弧内は%で，校・年齢階級車IJ様成割合を示す。

注)有効分析率は%で示す。

盗.結 果 3.年齢階級別の検討

1.全体での検討 表 3に主観的霊安福感を規定する生活価値観を年齢階

表 2Iこ全体で主観的幸福感を規定する生活価値観を 級別iこ示した。

示した。 年齢階級別にみると有意に支綴約幸福感を規定する

全体で有意に主観的幸福感を規定する生活領域は家 生活領域は30歳代では家族，健康，収入，趣味・余暇，

族であった。 40歳代では家族，地域社会， 50歳代では趣味・余暇で

2.性別の検討 あった。 60歳代では有意に主観的幸福j誌を規定する生

表 2に主観的幸福感を規定する生活価値観を性別に 活領域はなかった。

示した。

性別にみると有意に主観的幸福感を規定する生活鎖 表 3 主観的幸福感を規定する生活価値観

域は努では家族のみであった。一方，女では趣味・余
生活領域 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

畷のみであった。
家 族 4.48'" 6.36・・・ 1.40 2.58 

仕 事 1.07 0.21 1.07 0.31 
表 2 主観的幸福惑を規定する生活価値観 収 入 2.94・ 2.35 1.58 0.31 

生活領域 全体 男 女 鍵 康 3.63' 0.13 1.08 0.32 

家 族 5.18・・・ 2.65・ 2.56 趣味余暇 2.75・ 1.76 3.27・ 0.84 

{士 事 0.04 0.56 0.22 友人仲間 0.09 0.47 1.62 0.50 

収 入 1.77 1.76 1.29 居住環境 2.09 0.66 0.83 1.13 

鍵 康 1.22 0.56 1.66 教育文化 0.68 0.14 1.22 0.25 

趣味余暇 2.01 0.07 2.95・ 消 費 1.71 1.96 0.30 0.61 

友人仲間 0.42 0.46 0.62 勤労の質 1.99 2.24 1.45 0.91 

居住環境 1.04 1.36 0.51 地域社会 0.44 3.40・ 1.86 1.19 

教育文化 0.85 0.29 0.58 安 f長 0.58 1.07 1.01 0.48 

7商 費 2.20 1.58 1.16 生活保障 1.33 0.40 0.51 0.73 

勤労の質 2.17 1.28 1.44 R' 0.128 0.133 0.111 0.083 

地域社会 1.09 1.04 0.42 注)数字は F~直 ， (P <0.001) 

安 全 0.36 0.89 0.83 ， (P <0.01) ， (P <0.05) 

生活保障 0.10 1.66 0.79 
4.性・年齢階級別の検討

R' 0.038 0.055 0.058 
表 4， 5に主観的幸福感を規定する生活儲値観を性・

注)数字はF僅 e・・ (P <0ρ01) 
年齢階級別に示した。

日 (P<0.01) ， (P <0.05) 
f生・年齢階級別にみると努で有意に主観的幸福感を
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規定する生活領域は30歳代では家族，震住環境， 40歳

代では勤労の笈，印象代では消費であった。 50歳代で

は有動こ主観的幸福惑を規定する生活領域はなかった。

表 4 主銭的幸福感を規定する生活磁値観

努

生活領域 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

家 族 2.83' 2.00 1.35 

0.59 

1.03 

0.76 

1.65 

仕 事 2.15 0.08 

奴 入 2.49 2.19 

健 康 2β2 0.71 

趣味余駁 0.45 0.65 

友人仲間 0.21 

居住環境 2.67・

教育文化 O忠

消費 0.60

勤労の笈 1.02 

地域社会 0.10 

安会 0.24

生活保簿 1.35 

E<.2 0.204 

注〕数字はF綴

日 (p(0.01) 

0.33 1.79 

0.76 0.67 

0.43 0.46 

0.26 0.54 

2.94・ 0.30

1.72 1.14 

1.38 1.38 

0.68 1.09 

0.170 0.202 

'" (p (0.001) 

， (p (0.05) 

2.15 

0.90 

0.98 

0.14 

1.86 

0.67 

1.70 

0.93 

2.83' 

0.88 

O.槌

0.33 

1.51 

0.184 

表 5 _史観的幸福感を規定する生活価値綴

女

生活領域 30歳代 40歳代 50歳代

家族 2.27 4.45・ 0.67

仕事 1 .33 0.41 0.12 

収入 0.76 2.34 0.81 

縫漆 0.90 0.63 0.91 

趣味余綴 0.94 

友人仲間 0.91 

居住環境 0.34 

教脊文化 1.78 

消費 1 .36

勤労の質 2.97・

地域社会 0.66 

安全 0.15

生活保障 1.38 

R 0.193 

浅〉数字はF綴

日 (p<0.01) 

2.6γ2.52 

0.49 0.35 

0.04 0.07 

0.17 3.66・

5.72'" 1.73 

0.71 2.07 

3.2γ0.74 

1.01 1.51 

1.02 1.36 

0.286 0.216 

.‘， (p (0.001) 

， (P (0.05) 

60歳代

0.84 

0.55 

1.27 

0.21 

0.36 

0.92 

0.57 

0調22

1.26 

1.09 

0.15 

0.85 

0.27 

0.124 

一方，女で有意に主観的空襲福感を規定する生活領域

は30歳代では勤労の笈， 40歳代では消費，家族，地域

社会，趣味・余畷， 50歳代では教育・文化であった。

60歳代では夜滋に主観的幸福惑を規定する生活領域は

なかった。

lV.考察

Maslow此日〉によれば，主主きがいは自分の存在が

自分の仮綴観と一致し，それに支えられできるところ

に生じる。言い換えれば，特定の価値暴挙からみて綴

{遊あるもの，価値観が充足している時に人生に対する

充実感を感じる。

今田の結果をみると三主観的幸福惑を有意に規定した

のは家族に対する錨緩観の充足であった。欲求階層

議開めによれば，特定の欲求に満足することにより高

次の欲求が出現する。地域住民は大部分が:主観的には

縫康であると認識し生活しているゅので，低次の生理

的欲求や安全の欲求は充足している。そのため，地域

住民は安会の欲求よりも高次の所潟や愛情の欲求坊

を追求すると考えられる。家族は成員が椴互に依存し

たシステムを形成しり，所属や愛情の欲求に援も関与

する生汚領域である10)。そのため，家族iこ対する綴篠

観の充足が主観約幸福感を最も強く規定したと考える。

性別にみても努性では家族に対する{制度綴の充足が

:=t綴的拳綴怒号を有議に規定した。努性の:=t銭約幸容福感

にとって家族の慾義が緩めて潟いことが明らかになっ

たが，この傾向が男性にだけ認められた理由について

務平の考察をしたい。近年の国民窓議議資∞によれ

ば，これまでに比べて家庭指向が強くなっている。特

に男性では各年齢で生活慾識が仕事指向から家庭指向

へと変化し， しかも退綴後はー溺家庭指向が強くなる。

ところが，女性では男性iこ比べて家庭指向が弱く，高

齢iこなれば性愛が大きくなる。そのため，努性では家

族iこ対する価値観の充足が主観的幸福惑を規定したと

考える。

しかしながら，近年家族に大きな変化が生じている。

家庭内で存在感を失い婦宅できない中高年男性が増え

ている凶だけでなく，熟年離婚1)も増加している。ま

た現代社会では家庭が従来持っていた機能が縮小化

し，家族に対する価値観の充足を妨げる妥盟問が増

加している。男性は家族以外にも街値の対象を求め，

錨値観の多様化をE怒ることが生きがいを維持するため
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lこ必妥であろう。

一方，女性で主観的幸福j惑を規定したのは趣味・余

綴lこ対する価徳観の充足であった。趣味・余暇は自己

実現に欠かせない生活領滋である 13ι 問。近年，女性で

は男性に比べて自由時間が増加し，それを趣味・余暇

に綴極的に活用している 17.18)。そのため，女性では創

造や生産活動に従事すること，あるいは自己啓発を図

ることが主観的幸福感と関連したと考えられる。

地域伎民の主観的幸福感を向上することは健やかな

老いを実現するための要件である叫。生活価値観の

充足からみると，主観的幸福感を規定する生活領域に

性差が認められたので，この相違を考慮した高齢者の

生きがい対策が必要になろう。

生活価値観は年齢で異なるは叫ので，ライフステー

ジによって主観的幸福感を規定する生活領緩が異なる

ことが考えられる。そこで，主観的幸福感を主認定する

生活領域を年齢階級別に比較すると，安定した家庭生

活の形成に重点が震かれる30代 40代では，欠乏欲求 10)

iこ関巡した生活領域が主綴約幸福感を規定した。しか

し， 50代になるとこれらは充足し，より高次の生活領

域が主観的幸福感を規定した。これは年齢が高くなる

に従って所属や愛情の欲求よりもむしろ8己実現の欲

求 10)に関連した生活領域が主続約宰領感lこ関i惑して

いることを示唆している。ところが， 60代では主観的

幸福感を規定する生活領域が認められなかった。高齢

者では生活上の主主縮な内容を重視している者が多いう

え重視している生活領域が減少する蹄ため，今回謁

査に用いた生活領域の中には主観的幸福感を規定する

領域がなかったことも考えられる。今後，この結果が

70歳以上にも当てはまるかを含めて検討する必要があ

ろう O

ライフステージが悶じでも男女で価値観が異なる田〉。

そこで，主観的幸福惑を規定する生活鎖域を性・年齢

階級別にみると，女性では40代， 50代で成長欲求lD

iこ関連した生活価値観の充足が主観的幸福感を規定し

た。この傾向は男性には認められず，女性に特有であっ

た。近年女性は EmptyNestの期鶴見2!)ぞ有効に活

用し社会教育活動に参加することによって家族以外iこ

対する価伎の多様化と自己実現を翻っている2九その

ため，趣味・余暇，教育・文化がミ主観的幸福感を規定

したと考える。

一方，男性では主観的幸福感を規定した生活領域が

各ライフステージの達成目標に関連していた。すなわ

ち，家族の形成立耳である30代では家族，働き盛りの40

代では仕事の質，退職に伴って経済力が低下し殻代交

代する60代では消費に対する価値観の充足が主観的幸

福感を緩定した。ところが，成長欲求叫lこ関連した

生活価値観の充足は定磁的幸福感と関連が認められな

かった。 60歳代前後になると社会的役割からの引退は

避けられずベ退磯すれば仕事や収入に対する価値

観の充足が関難になる。また，この時期は子供の独立

や世代交代が起こり曲家族に対する価値観も変換を

余儀なくされる。このような変化に適応し心身の健康

をいかに維持するかが“健やかな老い"への課題であ

る18)。中年期はこの課題を達成する準綴溺として大

切な時期である。男性も中年期より自己実現に関連し

た生活領域iこ関心を高め，老年期における生きがいの

喪失を紡がねばならない。そのためには，例えば職場

での対策として退級以前から社会的活動に参加するな

どの機会を提供する必妥があろう。近年，従業員が長

期休暇を趣味やボランティアに活用できる制度を設け

た企業が出現した問。こうした取り組みは女性に比

べて自臨時間が少ない男性の余暇活動能力を啓発し，

社会的な活動を通して高齢まで心身の健康を保持する

ことに寄与するものと考える。

V.結 言表

千葉県ー農村の住民を対象lこ生活価値観の充足とい

う観点から中高年の主観的幸福感を規定する生活領域

すなわち生きがいを検討した。

その結果，以下のことが明らかになった。

全体で有意に主観的幸福感を規定した生活領域は家

族であった。性別にみると有意に史観的幸福感を規定

した生活領域は男では家族，女では趣味・余椴であっ

吋C.

れ』。

年齢階級別にみると有意lこ主観的幸福感を規定した

生活領域は30歳代では家族，健康，収入，趣味・余暇，

40歳代では家族，地域社会， 50歳代では趣味・余暇で

あった。 60歳代では有意iこ主観的霊長福感を規定した生

活領域はなかった。
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要
ヒ:::.
日

生活綴値観の充足が中高年住民の主観的幸福感に及ぼす影響力について比較検討した。読ま量では30歳

から69歳までの2022人を対象に13生活領域iこ対する価値観および満足感を尋ねた。一方，主観的苦手福感

はNeugartenのLifeSatisfaction lndexを尽いて測定した。そして，生活錨緩観の充足と主観的苦手

福感との関連を多変澄解析を用い検討した。

多変盤解析の結果，以下のことが明らかになった。

1.全体で有;窓iこ2史観的幸福惑を規定した生活領域は家族であった。

2.性別にみると有窓に主観的苦手綴感を規定した生活領域は潟では家族，女では趣味・余畷であった。

3.年齢階級)511にみると有窓iこ主観的宗福感を規定した生活領域は30歳代では家族，幾康，収入，趣味・

余畷， 40歳代では家族，地域社会， 50歳代では趣味・余綴であった。 60歳代では有窓iこ三史観的拳福感

を綴定した生活鎖域はなかった。

4.性・年齢階級別にみると努で有窓lこ主観的幸福惑を規定した生活領域は30歳代では家族，思住環誌

40歳代では勤労の質， 60歳代では消畿であった。 50歳代では有意に主綴的拳福感を綬定した生活領域

はなかった。一方，女は30歳代では勤労の繋， 40歳代では消費，家族，地域社会，趣味・余綴， 50歳

代では数脊・文化であった。 60歳代では予言窓に:i.緩的拳福感を規定した生活領域はなかった。

Abstract 

The purpose of this study was to estimate the effect of sufficiency of one's life 

values on subjective wel1-being in middle and advanc巴dag告. We surveyed 2022 residents 

ag吋 30 -69 years of 且ge，and qu昔日tionedsufficiency of values for 13 lif巴 items to estト

mate subjective welトbeingby Neugarten's Life Satisfaction lndex‘ 

Correlation between sufficiency of one's values for life items and life satisfaction 

was an邑lyzedby multivari旦teanalysis‘ 

The results obtained by multivariate analysis were as follows 

1)1、heone lif告 valueitem significantly related to subjective wellゐeingwas found 

to be f呂mily.

2) The lif日 valueit邑m significantly related to subjective well-being in males was 

found to be family ， while in f日malesit was hobby /leisure 

3) Life value items significantly related to subjective w巴ll-b邑ingof people in their 30' s 

were found to be family， health， income， and hobby /leisure‘ For people in their 

40' s th巴ywere family and community， for people in their 50' s hobby /lesure 

and income， and for thos母 intheir none of the life value items were significant. 

4) Considering both gender and age together， life value items significantly related to 

subjective well-being of males in their 30' s were family丘ndresidential envirorト

ment， for males in their 40' s quality of labour， for males in their 50' s non邑 of

the sur‘veyed items， and for those in their 60' s consumption. 

Life value items significantly relat邑dto subjective well-being of females in th邑lr

30' s was quality of labour， for females in their 40' s family， cpnsumption，品nd
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hobby /leisure， females in their 50' s education / culture， and for those in their 

60' s to be none of the items surveyed. 

ぐrhepresent study suggests that， from the point of suffici巴ncyof one' s values， 

family was strongly correlated to subjective well但 beingof middle and advanced age 

residents. 

VI.文 献

。厚生統計協会綴・国民衛生の動向(臨時増刊)， 

厚生の指標， 39(9)， 110-130， 1992. 

2)柴田 博編:老人保健活動の援関，医学書院，東

京， 51-96， 1992. 

3)唄孝一:今なぜ Qualityof lifeというのか，

メディカル・ヒューマニティ， 2 (3) : 13-17， 1987 

4)森沢康，他編:高齢者保健指導論，メヂカルフ

レンド投，東京， 159-236， 1991 

5)金子勇，他編著クオリティ・オブ・ライフ

ー現代社会を知る ，福村出版，東京， 1986. 

6)石井毅:高齢者の生きがい，臨床精神医学， 22 

(6)， 671-676， 1993. 

7)国民生活審議会国民生活選好度言語査小委員会編.

第 4団関民生活選好度調査，大裁省EP制局， 1985. 

8) Neugarten， B. L. et al: The Measurement 

of Life Satisfaction， J. Gerontol. ，16， 134 

143， 1961. 

9)竹内啓，他 :SASによるデータ解析入門，東

京大学出版会，東京， 1987 

10) Maslow. A. H. : Toward a Psychology of 

Being， Van Nostrand， New York， 1962. (上

回吉一訳・完全な人間，誠{言書房，東京， 1964.) 

11)上回吉一:マズローによる自己実環，現代のヱス

プワ， 281， 120-130， 1990. 

12)野尻雅美， f也:丸山町健康実態議査について，日

農医誌， 38(3): 280-281， 1989. 

12) NHK世論調資部綴:現代日本人の意識構造， 日

本放送出版協会，東京， 1991 

14)山田雄一:ビジネスマンのストレスと帰宅恐怖症

候群，現代のエスプワ， 300: 115 -124， 1992. 

15)間堂哲雄綴:結婚と家族のストレス，現代のエス

プリ， 300， 9 17， 1992. 

16)梶田叡一:生き方の選択と生きがい・生きざま，

現代のエスプリ， 281， 154 -163， 1993. 

17)総務庁長官官房老人対策室.長寿社会対策フォー

ローアップ報告一長寿社会対策の動向と展望， 1990. 

18)浅野仁，他編著:長寿社会の展望と課題， ミネ

ルヴァ書房，京都， 1993. 

19)森本章表護:ライフスタイル研究の定義と展望， ラ

イフスタイルと健康…健康理論と実証研究，医学審

続，東京， 2 -32， 1991. 

20)経敏樹， f也:千葉県一農村における住民の生活

満足度および生活重視度の構造解析，ご子大春紀要，

15， 77 -88， 1993 

21)問中主喜美子:女の生きがい，現代のエスプリ， 281， 

50-57， 1990. 

22)清水正徳:綴織の中の生きがい，現代のエスプリ，

281 : 59-69， 1990 

(平成6年7月14臼受付)

36 a本看護研究学会雑誌、 Vol.17 No. 3 1994 



第 19 [E] 

日本看護萌究学会総会

講演記事(3 ) 

一般演題内容@質疑応苓

(第 1日目〉

平成 5年 7月308・31日

会長 成田栄子

於熊本市民会館

熊本市桜町 1-3 

日本看護研究学会雑誌 Vol.17 No. 3 1994 



一般演題内容・質疑応答

診 7月30B ~ 

第 1震学 総床看護 1

~長熊本大学医学部附!議病段 高言宗和子

は31.9%であった。この介護議室続に対する意欲群5.liJに

QOL得点，状況不安を示すSTAI 1得点，介護負恨

感得点を比較すると，消極群は積極群に比べSTAI-

1得点が高く (P<.001)，逆にQOL得点は低く (p

<.001)負担感得点が高くなった (P<.05)。この得

点を年代群}3IJ，続き約百IJ，仕事の有無別にみたが，手ま

:意な差はみられなかった。

1):tE宅酸素療法患者介護者の介護継続意欲に関連す 5.介護継続意欲群55IJにQOLの要索の項自得点を比

る婆国についての検討

宮崎県立病院

熊本保健学続

熊本中央病院 城

E雪国

熊本大学教育学部

0岩切由美子

加納俊子

慶子・語雪国 雅世

浩美

河瀬比佐子

はじめに:漫性呼吸不全窓、者のQOL向上に在宅毅

索療法の意義は大きいが，その継続には介護者の積極

的な援助がなければ目的の達成は閤難である。導入後

日も浅いためか介護者の笑態などについての報告は皆

無に等しい。そこで，介護者の介護継続怠欲に関わる

姿拐について謁査し検討したので報告する。

対象及び方法:熊本C病院に外来通院する患者の主介

護者へ露関紙調査を依頼し郵送法により屈収し，協力

の得られた73名のうち，有効期答47名(男性8名，女

性39名)を分析の対象とした。

結果の概姿:1.対象者の年齢別構成は50歳未満21.3 

%， 50歳代23.4%，60歳代38.3%，70歳以上が17.0%

で， .患者との続き柄は配偶者が74.5%とがJ1/3を占め，

子供12.8%，嫁8.5%，その他4.3%である。代努介護

者のいない者が46.8%と多くみられたが， これは窓者

との 2人暮らしカ'42.6%と多く，核家族化の影響も考

えられる。

2.健康状態は78.7%が介護に支障のない程度に健康

(主観的)であったが，治療中の病気がある， あるい

は病気はないが自信がない者21.3%みられ，自覚症状

は多い11僚に，陵眠不足，腹痛，気が滅入る，疲れ，い

らいら，便秘などの症状がみられた。

3.心配や不安は患者の病状や予後，急変，酸素吸入

ctの事故について，および自身の健康に関して強かっ

た。 10.6%の人が悩みを相談する相手がいなかった。

4.介護継続について f続けるつもり，続けたいjと

穣綴的な者は68.1%にみられ， r続けるしかなしリと

介護の継続に義務的で，どちらかといえば消極的な者

絞すると，雨群共に得点は低くなっているが，消極群

はいずれの項目も穣緩群より低得点で，主主きがい (p

<.001)レジャー・レクワェーション (P<.01)，人

間関係，社会参加，情緒・感情 (P<.05) に有意差

がみられた。介護による時間的制約などから交際や社

会との関わり， レジャー・レクリェーションの機会の

減少などが精神的充実感の欠如や生きがいの喪失に繁

がり，介護継続のマイナス妥鴎となって影響している

と息われる。

6.介護継続意欲の他の項目閣に有意の相関，関連が

みられたのは，悩みの相談相手の有無， STAI-1得

点，負担感得点， QOL得点であった。介護継続意欲

の活性化には，手段的支援ネットワークの充実に加え，

介護によるストレスの軽減と生きがいや楽しみに繋が

る情緒的支援の強化が特に三重要と考えられた。

質疑応答

武街病院 村越:缶入部関係について取上げておられ

ますが，介護者と慾者との関係が一番深いものと患

います。その点について綴下げて調べましたか。

岩切.人間関係については調査の中でも興味深いとこ

ろですが，紙上調査だけでは把握は不可能で，家庭

内に入り深く関わらないことには見えてこない部分

だと思いますが，患者の態度というより，それまで

患者と介護者がどのように共に生きてきたかが大き

く関わっているように感じました。

座長.家族の負扱!惑，継続意欲と介護期間との関連は

どうだったでしょうか。

器切:有意差はみられませんでした。

38 日本看護研究さ学会雑誌 Vol.17 No. 3 1994 



内容‘質疑応答

2) HOT慾者の00しと不安・仰うっとの関連につ ノト詳綴，空虚の項目で有意去をがみられた。

いての検討

熊本中央病院 。議室田 雅世・吉田 浩美

域 慶子

神奈川熊立こども医療センター 内村真理子

鹿児潟県立市米農芸高等学校 丸田晶代

熊本大学教育学部看護科 持議比佐子

はじめに‘

様投呼吸不全慈善言の:tE"B重量業療法(以下HOT)は

入院時!こ比べ患者のQOLを高めるといわれるが，呼

吸降客を残したまま退院するため心濯社会的にも様々

な問題が存夜する。今回日OT!議議のQOLと不安・仰

うっき事との関連について調査し検討したので報告する。

対象と方法・

対象は熊本C病践に通践するHOT慈善n6名(男性

56名，女校20名〉で，質問紙による邸接聞き取り調遊

または自己記入法で行った。

Zungの自己記入式うつスケール (SDS)，不安(行

動時，現実的・実存約)11項ej. QOL， 自己管理，

ADしの自立度，生活行動範協と滋足度等である。

結果の援要・

l.対象者の平均年齢は67.7会9.7畿で， 65歳以上の

高鈴殺は63.2%を占めている。 64議以下の有敬老Jは25.

0%であるO

2. j三なまま礎疾患は，締気践，綴18性締結絞，びまん

性汎額i気管支炎で， 69.7%に続性心の合併があった。

呼吸閤畿の程度はH J分類4皮92.1%， 3度5.2%

である。

3.人DLは，排社民と長設内歩行で自立伎が潟く，入浴・

済試で低い。生活行動範闘は外出する39.5%.家の庭

や潟館まで40.8%，家の中のみ15.8%，ほとんどベッ

ド上3.9%で，行動範関iこ満足している者30.2%であ

る。

4.現在不安や心喜三と感じることについては，経済や

{土率，家庭における地位・役割などは比較的iこ低く，

肉体的能力の衰え，援状や合併症，生存iこ関わる不安・

心配が強かった。

5. SDSの平均得点は41.9%こと8.3で，正常者は35.5

%，事重度の仰うつ綴向者47.4%，Cわ緩度以上は17.1%

であった。この仰うつの程度欝耳目 iこSDS~員自得点を

比較してみると，iE営者iこ比べて議欝，日内変動，食

欲，性欲，混乱，務衿運動減退，希望のなさ，自己過

6. QOUま，病吉iHこ比べて全体的lこ低下しており，

QOLの妥索項尽得点を仰うつの稼度君季語IJに比較する

と，中程度以上の仰うつ綴向者群は正常者群iこ比べて，

身体の誠子， ADL. 1:きがい (P<.01)，食欲 (P

<.05)で有意に低下していた。

7. QOLはADLの低下，不安.{ffJうっと負の給関が

みられ，またADLと仰うつ，不安と社会的支援とは

有惑の組閣がみられた。入絞首寺iこ比べるとQOLが向

上したとはいえ，怒者はその生活行動範問に溺足者は少

なく. ADLの低下と行動範関の狭小化{封印うつを強

め，自己滋小評{笛や希望のなさに繋がっていた。疾病

管怒は勿論であるが，病状iこ応じた可能なi絞りの行動

範劉の拡大と役会参加や生きがいに繋がる社会的支援

のネットワークづくりとその強化が特に霊祭と再認識

しfこ。

質疑応答

武溺病段付越夜宅畿索療法j患者は，月;こ l自邸波

ガスのi!llJ定が義務づけられていますが，取扱かわれ

た慾殺の数{肢は如何でしたか。

〈慈~)

i鎚液ガス

ターを示すもので，その数値の改善は患者に対して

大きな励ましになります。この点iこ大いに注目して

指導して頂きたい。

演出:1飴夜ガスは，アンケートの持議べましたが，数

がそろわず今問，入れてませんo

ptlこガスの{穫を外来で教えているかどうかはわか

りません。

座長.号満足度の男女差はありましたか。

@怒沼Aの潟JE.皮iま仰をもって満足度とされましたか。

務総参会生活の行勤続問の満足感では，男女去をはあり

ませんでした。

争生活行動範閣の満足度は，充分泌足，ややi議定，

どちらともいえない，やや不満，とても不溺の 5段

階評価で怠者に回答してもらった。
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一絞演題内容・質疑応答

3)腹腔鏡下腹襲締出術を受けた患者のQOL一関緩 の一員として生きることを援効してし、かなければなら

的胆嚢矯出術との比較検討ー ない。

長続大学医学部付属病院 【まとめ] 1.術後の鎮痛剤の使用回数に関してLC，

0松下紀子・末永良子・松尾直美 OC砲に有意差はなかった。

松武滋子・喜多泰子 2.術後の経過では，早期離床，返競までの日数に有

腹腔鏡下腿饗締出術(以下LC)は，従来の開腹的 意差は見られたが，退院後の社会復帰については有意

胆嚢摘出術〈以下OC)に比較して終痛が少ないこと， 差はなかった。 3.手術議IJに関しではLCのほうが美

美容的に後れていること早期離床による王手期社会復帰 容よの満足度が高かった。

宅事により，患者のQOLの向上に極めて有効であると

云われている。今回我々は， LCを受けた患者が本当

に充分なQOL得られているか，看護カルテとアンケー

トにより両者の比較検討を行なったので報告する。

【対象]LC群 :H3 年 7 月 ~H4 年 7 月迄の当院第

二外科での38症例男21名女17名平均年令57才

OC群 :H2年lJl-H3年8Yl迄の32症例男11名

女21名平均年令55才

【方法] 1 ・看護カルテより，手術時間，出血蚤，鎮

痛烈の使用面数，包交罰数，歩行開始迄の臼数，排が

ス日，食事開始日， ドレーン抜去，全抜糸迄の日数，

及び手術後から退筏迄の日数の検討。 2・LC，OCの

患者各25名に手術創に対する満足度と，退院後の臼常

生活に関して，郵送によるアンケート調査を行なった。

検定では t 及ひ~X2検定を用いた。

【結果及び考祭]LCの術後患者のQOLを先に述べた

3つの手IJ点から評{泌すると，鎮痛剤jの使用問数に有意

差がなかったことは利点を得てない結果となった。空軍

痛の関{直は主観的なもので精神状態に大きく左宕され

る，と諸家が述べている。又，手術への恐怖，不安な

どでも容易に鎮痛剤jを希望したものと思われる。従っ

て復援への侵襲度の大ノj¥は，鎮痛剤の使用回数に影響

を及ぼしてないものと思われる。美容に関してはLC

を受けた患者の100%がアンケートでLCの傷跡を選ん

でいることからりj、さな傷で美しく"という患者の要

求に対応した術式であり，美容上の満足度が充分に得

られていると考える。術後退続迄の8数がLCで明ら

かに短縮されていることは，患者の入院生活の震の向

上に役立ちQOLの拡大に策献していると云える。し

かし，退院後の社会復帰に隠して， LC においては期

待していたような変化はみられなかった。我々は入院

特から退院を念頭において， LCが持つ利点を理解さ

せること，そして，患者の社会的，家庭的役割を恕握

し早期に社会復帰ができることに自信を持たせ，社会

質 疑 応 答

熊本地域医療センター 執柄.①関渡した場合と緩腔

鏡下の場合で手術時践の比較はされましたか。

藤長:②社会復帰に差がないと言われたがそれをどう

解釈されますか。

松下1.手術待問について

今居， LCとOCの手術時間の差はみられなかった。

2.退院後の社会復帰するまでの期間について

手術から，退院までの臼数は，綬縮されているた

め，退院後から臼常生活に戻るための期間に今回差

はみられていなかったが，今後，退院指導の一環と

して日常生活に戻るまでの期間も短縮できることを，

説明，指導していきたいと考える。

4)資切除患者の退焼後における食生活の指導効果

一退院後の患者への実態調査より一

斉森市民病院6階窓病棟

0木村 悦子・ 2主主谷由紀子

工藤淳子・山口ゆきゑ子

弘前大学教育学部看護学科教室 木 村 宏 子

宵切除術を受けた患者の食生活に対する不安や悩み

を軽減するために，退院特に食事と日常生活の指導を

行っている。しかし，退院した患者から「吐き気や綾

部膨滞感などの不快疲状が，いつまで続くのかj とい

う声がしばしば間かれた。そこで， これ等の不安や悩

みに対応し，よりよい援助を行っていくために，資切

除術患者の退院後の食生活の実態調査を笑施したので，

その結果を報告する。

<研究対象および方法>

対象は，~病棟で平成 3 年 1 月 ~12月まで宵切除術

を受け退践した患者で，腎会摘術後患者10名(以下A

群とする)，および湾盟会摘術後患者45名(以下B群

とする)である。
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<結果および考察> うが，それはどうだったでしょうか。

食生活について，潟群とも一日の食事時間を一定iこ 水村・それついては，検討する時詣がなかった。

し，よくかんで60%以上が 5~6 自に分けて食べてお

り，分割食について理解できているものと考えられた。

l拐の食響詩関iこ関しでは， 15分以下が尚群とも40

%であった。

食後の体位についてはA群60%，B若手56%が坐伎に

なっており，潟若手において去をはなかった。しかしA群

30%， B若手37%の人が食後すぐ寝でいた。坐佼になる

必姿殺を説明し，食後30分くらい必f立をとっているよ

うに湾指導を行った。

体震の変化では，減少している人がA鮮30%，B群

25%に減少がみられた。また， 1体震が増加している入

は， A群40%，B群42%であった。溺若手の体重減少若ぎ

には，仕事を関始し運動畿が増えた人， js談後の体調

がおもわしくない人が含まれていた。このことは，腎

切除することにより，食物摂取鐙の減少や各議栄養索

の沼化級~ヌ惨害などの妥索が複雑に関与していること

かふ体議減少がみられたものと考えられた。そこで

少議ずつでも，栄養価が高くカロリーのあるものを食

べるよう湾指導した。

食後の司土き気，腹部膨溺惑については， A若手60%，

B群33%とま奈があり，これは湾建街式によるものであっ

た。食泰は，ゆっくり待問をかけて摂淑し汁物と一絡

に摂取することを避け，水分の多い物は関食に摂取す

るように再指導した。その結采，幾分症状の毅滅がみ

られた。

喫媛については，今回の手術をきっかけにやめた人

A群50%，B若手58%であり，街前の指導効巣があった

と考えられた。

飲滋について，再び欽んでいた人がA群40%，B群

29%であった。少畿のアルコー Jむを飲むことは，食欲

を起こさせる働さがあるので，術後6ヶ月過ぎに底部

の許可がでてからが努ましいと指導している。

外来で貧血の指摘を受けた人は， A群60%，B群31

%であった。貧耳立は「腎切除後の胃酸の減少により，

鉄，蛋白質の消化吸収際主警がおこるjと会われている。

したがって鉄の吸収を助けるため，駿味や訴を事Ijj:話し

た味つけをすることにより，貧血予坊の指導をした。

質疑応答

慶長:抗癌剤殺沼者かそうでなL、かで途ってくると思

第 2群箆床看護亘

E室長 東京大学涯学部縫康科学・ 1雪護学科

会JiI 克子

5)乳房手術後慾者の Qualityof Life 

茨城県立岩滋高等学校 米 田 鶴 子

木村紀美 O米内山千賀子

福島松虫~

乳房切断衡を受けた患者は，身体的苦鋳のみならず

精神的苦痛も大きい。近年は患者のQOLを高めるた

めに後々な取り組みがなされているが，本研究では，

乳房切断衡を受けた患者の臼常生活における潟思度を

知るために謁交を行い，

速を検討した。

-心潔テストとの関

対象は乳房切断術後の女性慾者i87名。年齢は29~75

議(平均約討議)。術後年数は平均約 4年。儀式の内

訳は，非主主型的乳房切断術53f声IJ，定型約乳房切断術21

例，拡大乳房切新衡11例，不明 2伊jであった。方法は

質関紙による磁談議資とし，その内容は Schipper

らの分類により，家家や日常生活についてを?作業能

力医師・務護婦ー家族・友人等との関係を f人関

梼係を維持する能力J，気分・不安・劣等感等を「心

主主状態j，食欲・陰線・痛みさ手を?身体的な不快皮あ

るい とし，これらに対応する費沼項目の合

計得点をQOL総合点とした。また，認まを終における

満足度を自己評{弱点とした。心潔テストとして顕在性

不安テスト (MAS)，El己評鏑式仰うつ性尺度 (SD

S)東大式ヱゴグラム (TEG)を潟いた。

結果， CDQOL総合点とEle評価点の比較では後者

が有意に低かった。②4項目録のQOL平均点を比較

すると，作業能力.身体的な不快度あるいは快適

度jの得点が潟く，次;こ「人間関係を維持する能力j

であり，じ心理状態jの得点、は設も低かった。③年代

別のQOL総合点では，年代間に差は無かった。が，

自己評級点では，年代を追うごとに得点は高くなり，

最も高い60代に比べ20代が有意に低かった。③術後年

数からみた 4項自のQOL平均点の比絞では， r作業能

力jにおいて術後 l 年未満若手が 1~3年米議群より有
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主主に低く王手を経過すると良好になることがわかっ

た。また， r人間関係を維持する能力jでは，術後 5

年以上群の得点が5年未満の者に比べ有意に高かったo

f心理状態」と f身体的な不快度あるいは快適度j に

おいては，術後年数の問にさまは無かった。⑤MASお

よびSDSの成績とQOL総合点との間には，負の相関

がみられ，不安の程度やうつ約傾向が高くなる程， Q 

OL得点が{尽くなることがわかった。⑥さらにMAS成

績を，低不安群 (~14点)，中不安群(l5~25点ふ高

不安群 (26点~)に分け 4 項目のQOL平均点を比

較すると，会項自において低不安群より中不安・高不

安群は有意に低かった。合エゴグラムは偲人の性格特

性を 5つの自我状態で表すが，本研究では，このr:tの

印頃応した子供 (AdaptedChild : AC) jの自我状

態ーJI演応的，感情抑制，反抗心，r降板的，依存約等の

特徴を示すーの得点と， QOL総合点との潟に負の相

関がみられた。

以上より，患者の年代や術後年数をふまえた上で，

心潔証言の援助を行なうことが， QOL向上に役立っと

考えられた。

質疑応答

康長:3つの病院を対象としているが病院践で違いが

なかったかどうか。

米内山・違いはなかった。

本L線医大保縫医療学部 山E8:調査によってある一般

原JlIJを導いても，それを応用する時には“偲別姓"

というところに帰ってしまう看護研究が多い。新し

く見出し得たものから対策を立て，何かひとつでも

実施した結果，患者がどう変わったのか，そのよう

な継続的な研究も行なって，是非また結果を教えて

下さ L、。
米内山:私共もいつもその様に思っています。

キし線医科大学保健医療学部 皆)11:乳癌術後患者は蒋

発iこ対する不安が高いが，今回の調資対象の給祭で

はどうだったか。

米内山..客観的に不安テストを尽いてその程度を把援

しましたが，確かにその原因となっているものは何

か，を探ることは大切です。が，今聞は再発iこ対す

る不安については，質問項目に含めておりません。

6)喉頭金嫡t絡を受けた患者の Oualityof Life 

札幌医科大学医学部附属病院 O守屡有紀

弘前大学教育学部看護学科教育

木村紀美・米内山千賀子・領島松郎

喉E員会議術そ受けた怠者は，発声機能喪失によるコ

ミュニケーションの燈裳や気管呼吸によるボディ・イ

メージの変化を余儀なくされる。これらがQOL!こ及

ぼす影響は大きいと考え，喉議会j衛術を受けた患者の

日常生活における満足度を知るために調査を行った。

対象は，喉頭会摘衡を受けた患者で声帯による発声

の不能となった53名である。

方法は， Grogono & WoodgateのQOLの要因を

もとに「仕事j，rレクワエーションj，rコミュニケー

ション」など8つの姿留からなるアンケートを作成し，

面接によって回答を得た。 8つの婆悶の合計点を総合

点とし，箇接持の患者の状態の満足度を自己評価点と

した。同時に，顕夜性不安検査 (MAS)，自己評価式

仰うつ性尺君主 (SDS)，東大式エゴグラムを行った。

アンケートの絵巣，総合点の平均点が自己評価点の

それよりも高い結果となった。

8つの姿臨別iこ得点を比較すると，得点の高かった

ものは， 日常'主主?舌を f自分で行うjで， r身体的な満

足j 精神的な満足jが低かった。

年代Jjlj!こQOLをみると，年代を増すごとに総合点，

自己評価点が高くなっていた。

術後年数別lこQOLをみると，総合点， 自己評級点

ともに，術後年数を絞るにつれ点数が潟くなっていた。

術後3年以上ではほとんど差がなく，術後3年で落ち

ついた状態になるものと考えられる。

職業の有無からQOLをみると，終戦者に比べて有

識者のQOL得点が低く，無職者の中では，術後失業

した人のQOL得点が低かった。

代用音声の苦手熟度別lこQOLをみると，代用音声の

習熟度がAまたは8級の者は c級および代用音声を

獲得していない者に比べ，総合点，自己評価点ともに

高い結梁となった。また， 8つの要因JjIJにみると，特

lこ「コミュニケーションjr日常生活を自分で行う j

が，高かった。このことから代用音声を獲得すること

が， QOLを高める l姿図であると考えられる。

MASおよびSDSとQOLの関係をみると，どちらと

も負の組関がみられ， このことから不安や仰うつ性が

高いとQOLは{尽くなることが明らかとなった。
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エゴグラムについても検討したが， QOLとの関連

伎はみられなかった。

質疑応答

E室長 :CD今臨Grogono& W oodgateのQOLの指緩

を用いた根拠は何か。

@ffu1こ何か指擦を使ったのか。

守援 :CD小塁手勇らの頭頚部務患者のQualityof Life 

においてQOLの指擦として用いていたため。

ミ号{也に{可か指襟として考E設に入れたのか。

. ~気宇し毅病践のQOL評綴表

• Dreeener， b & Ah1bom， A 

• Abbey， A & F， M，人ndvews

のQOLlこ影響を及ぼす留子。

以上を参考にした。

n消化器疾慾忍者のQOLに関する検討

昭和大学的潟懇談i病院 O杉山外炎

土援 j鴻議 .1長井和子

近年，医療の発途，事士会の変化;こ伴ない，看護の分

野でもQualityof Life (以下QOL)への静心が高まっ

ている。疾患により，援者4 のQOUま低下することが

ある。今詔，消化器疾患慾者のQOしについて， QOL 

の2つの意味E3常生活の質jと?生命の笠jから

とらえ検討した。

<対象ならびに方法>

対象は，平成2年lOB30臼から 4年 4B22E3の関iこ

?大学病践の消化器内科入院およびi議院議毛f54名〈男

性41名，女性13名，平均年齢61こと12才〉である。

方法は， EORTC (European Organization for 

Research and Treatment of Cancer)の作成し

たQOL議室霊祭およl1FaceSca1e CLorish， C. D.， 

et.)を使用し，アンケート翁査を行なった。そして，

その内容の作業能力，身体症状，心理状態，緩済的彩

響，人間関係を「生活の質jの姿国とし，不幸感およ

びFaceSc乱1eを?生命の質jの婆習とした。

<結果>

1. r生活の質jの5主主題では，作業能力は84%，身

体疲状は100%，心室主状態は84%，人間関係は65%，

経済的影響は39%に問題がみられた。 f生命の質j の

不幸感では33%が不幸とs:え， Face Scaleでは27%

が塁手、い表情を選んで‘いた。

2. r生活の質jの各妥留が慈くなると，生命の質j

の婆tZSlは怒くなる傾向があった。なかでも，心怒状態，

人間関係，緩済的影響が慈、くなると，不幸各長奈は慈くな

る。

3.身体症状の中で犠社，疲れ，呼吸を，終務，気分

不快，食欲低下があると， Face Scaleは怒くなる。

4. r生活の質jの各要諮問では，作業能力と身体症

状，人間関係と身体主主状，人間関係と心理状態，人器

関係と緩済的影饗に総額があった。指関する妥握が共

;こ怒い群は，共に良い群に上ヒベ，不幸予感およびFac邑

Scaleは怒い。身体症状，心潔状態，人務関係の 3要

因が共lこ惑い苦手が最も不拳主義， Face Sca1eが懇かっ

fこ。

5.入競患者においては， Face Scaleは綬終的iこ変

化するが，不さ予感は強くなっていく傾向がみられた。

質 疑 応 答

座長:奇病気の縁類，程度，経過という街で， QOL 

の迷いはなかったか。

②何人かの怠殺に関しては経終的変化がでていた杭

i間々のケースの内容の把握iこ関しでは経済的， pro叩

spectiveな挺援か一時点においての把緩か。

杉山:舎研究をはじめる段階で，怒?生懸務の患者とそ

の{践の疾患の，患者に遠いがあるのではないか，と考

え検定を行なったが， r生活の繋使命の笈jの

各撃を留に有窓差は認められなかった。

@入院患者の経略的変化については，経時的に患者

さんに認ま霊祭を記入してもらいました。

8)口駿外科手術後慾者の日常生活状況に露遣する検討

北海道大学機学部附属病談 。藤巻縫子

コF宝愛会主投童雪議さ詮喜l¥歪ま議事実銭研究指導センター

金井 和子・ニヒ霊童 尚議

くはじめに>

臼賎癌患者では，手術後に阻緩，線、下，構音などの

機能が務答されることが多くみられます。また，惑の

部位や治療によっては呼吸にも影響が現れます。額商

や頚きsの傷跡・変形によって審美的な問題が生じ，そ

のために社会生活の変化や縮小が起こる場合もありま

す。手術後の機能については，議音や磁壌に関する報

告はあるが，生活弱からの報合は少なL、。今田，ロ控

癌で手衡をうけた慈者が:if!読後に感じている不自由と
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一般演題内容・質疑応答

不安状態について調資し検討したので報告します。

<対象と方法>

1.対象 H大学翁学部附属病院において口腔癌で手

術を受け現在状態が安定している患者128名 手術後

半均経過年数は4.5ごと3.1年 平均年齢は62.8二と12才

2. }j法郵送法による質問紙調査(記名式) 3.調

盗内容色障害の実態36項白とそれぞれの環尽につい

て手術前に予怒していた状態との比較32項尽を自己評

価 ②SぐrAHこよる不安尺度測定

<結果>

1.機能障害の程度は39.8%が非常にあるからやや，

の給関で61.2%が一部やゃあるかからfなくないという

範問でした。予想との比較は44.4%が予想より良いか

ら予想と時じ， 55.6%が一部予想、と伺じを含み予怒よ

り惑いとなっています。 2.機能障警の穏度を平均点

で項EJ}jIJに見てみるとi交合，舌運動，町渇，発音，通

話，傷跡，変形，外食の機能降客の割合が高かった。

3.部位}jIJでは，上顎骨を切除した場合はー察もれが，

口腔底と下等兵歯肉及び下顎脅-を切除した場合は舌の運

動が告IJs良されています。舌の場合は舌の運動， J選話，

膜下，吸綴の各機能が著しく際容されています。また，

'51惑の場合， 75%が主支部廓清衡を受けているために腕

や頚の運動斜線と下顎湾問の煉れj惑も強くみられまし

た。 4.手術}jIJでは， D-PFl品pとた1 CFlapを使用

して口腔再建術を受けた場合， 80%以上の項目で設も

機能障害が強く見られました。

5. 障害の有無と予想との比較は，ほぼ一致しており

際容がなければ予想より良い，障害があれば予怒より

惑いと回答していました。中等度の隆容がある場合は

予怒にばらつきがみられましたが，項目と窓、者に明ら

かな特徴は認められませんでした。

6. CD年齢によるSTAI得点は，一絞の傾向とほぼ一

致しており，年齢が高くなるにつれてSTAlfU査は，下

がる傾向がみられました。

②機能障害の程度とSTAHi立には関連がみられました。

③予想との比較とSTAI値lこは関連がみられました。

質疑応答

横浜市大病続 丹下:口腔外科手ー術を受けた患者の機

能障害はあまり改善しないことが多い。退院後の患

者は具体的にどういう生活をしているか，わかった

らおしえて欲しい。

又，食事内容など具体的にどういうものを食べて

いるか。

藤毛主.対象が実際lこ図っていることについては，項a
}jIJで示した返りである。

食べる機能はかなり代償機能が働くので，効率は落

ちるが何とか口から食べられている。経管栄養は初

期に手術をした 1名で， f也は全員，経口約に食べら

れていた。食品の内容についてまでは，今回調査し

ていず今後の課題としたL、。

第3群緩床看護蕊

座長弘前大学教育学部看護学科福島松郎

9) r筆談に影響を与える婆国の検討」

札鋭医科大学医学部附属病院

。主主間 {申技・野尻美八子・浜間 千尋

村菜穂子・箆根殴琴代・早坂サチ

阿部シゲ子

口控内の手術後，創部間定や安静のため会話がしず

らくなる窓者が多く，コミュニケーションの手段とし

て多くは築談を用いています。そこで今回怠者が疲れ

ず，気軽に書ける条件を把握する目的で体伎と筆記用

具について検討しました。

方法はぎ王淡の体伎を伺H臥位，仮IJJ:i，A位， ファーラ一位

とし，筆記用具は 舎パインダーに紙・マジックベン

②磁気文字盤 (S板)とマグネットベン ③S板に磁

気を指先に留定して議くものです。以上の{本位や筆記

用具を 9i湿りに組み合わせ， r書きやすさJr疲れにく

さ r読みやすさjの視点から 5段階評価を行った。

5点を最良点を最低とし聞き取り議室長し，得点を

分散分析のモデルを用いパソコンで‘解析した。

対象は下顎前突症等の術後iこ筆談の体験をもっ平均

年齢55.4才の王謀者14名と医療スタッフ平均年齢39.4才

の健常者20名の計34名です。

第 1，こ体位・筆記用呉・年齢・性の筆談に与える影

響をみた結果，最も要問として高いのは体位であり

「脅きやすさ r疲れにくさJr読みやすさJとも約80

%で患者・健常者同様な傾向を示した。次に要因の高

いのが筆記用具eで， 6.1-28.9%と占る割合は体位に

比べ低伎ではあるが怠者の f読みやすさ，こ於いてや

や高値を示した。

第 2，こ体位別の得点を健常者，態、苦言で上七較した結果，
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一毅j寅塁塁内容・質疑応答

3体佼のうち?ファーラ一位jが綾も高く「警きやす 10)喉頚矯出衡を受けた懇者の心理過程i二関する研究

さJ疲れにくさjfd持Eみやすさ!こ渡り縫常者・患者 (1) ー失予誌の認識と，失声受容の契機一

同様な傾向を示した。 札線医科大学医学部附属病践

第 3，こ筆記ffHミ551]の得点を健常者・患者で比較した O坂谷内敏慾・溺摩脊保美・大王手 弘窓

結楽安きやすさ疲れにくさjにおいては縫常者・ 雲寺山さゆり・石丸幸子・天衿林景子

怠革まで途いがみられ， r読みやすさj で;は立縫宇常言守義者芸雪φ.怠

毛翁zともにマジツクベンが高い{綴頃i向勾;にこあるが， 有意、;こ高

{渡益示すものはなかった。

以上の総菜から，主義談;こ影警撃を与える要因として大

きいのは第 1Iこ体位であり次;こ筆記用具である。体伎

では，fIl]臥位側震え佼，ファーラ一位の比較からげァー

ラー佼jが主義ましい事がわかった。筆談終上肢に過度

な緊張が加わらず，適度な霊祭圧を加えられる事が，楽

iこ筆談できる条件であると石村らは述べでいるが，さを

位を取れない患者;こはファーラ一位がその条件を溺た

す体位と考える。さ表記潟兵では年齢との関係が高いこ

とがわかり努段使い慣れていると思われる怒と，マジッ

クベンが年齢の高い鮮にやや高値を示し，務段使い慣

れていないと思われる S絞と磁気指うたが年齢の若い群

にやや高績を示し11滋応性が高い事が影響していると考

えられたが読みやすさは脊;議涯はなく本務ままでは決定

づけられなかった。年齢の高い若手にみられる使い慣れ

たなじみのものを汚いる事が心躍的iこ楽lこ筆談ができ

る為の姿件のーっと考えながら，今後， iJiJ数を土脅し更

に検討を加えていきたいと恩います。

質 疑応答

康長:実際上慾者が筆談を必芸きとする，患者では関胸街，

開腹術等の術式の笈，ことににじ入釜患者で気管内

持管されている患者などでは種々条件も異なってい

るがその点はどうですか。

真由・臼鐙内手衡を受けた滋殺を対象にして，既往歴

等iこ胸，腹疾;患をもった患者i訪日;こして体伎につい

ては右きさということを前提として友側臥位をとり

ました。

佐藤みはる・加藤応美子

本L線医科大学保縫医療空宇部署~~護学科

山田一郎

1.序論

当科において，過公10年間iこ葬祭頭金檎出街(以下葬祭

摘と絡す)を受けた患家は， 103名にのぼる。事侯檎を

受けた患者は矢声・ボディイメーシの変化・呼吸方

法の変化等を余儀なくされる。 ctでも失Fおは患者1ことっ

てコミュニケーションの最も重姿な手段を奪われるこ

とになり，身体的側面だけではなく，心理的・役会的

iこも危機的状況に陥りやすい。ところで，患者の陣容

受容遜程;こ関する既存の研究は，単一事例を経験的に

扱ったものが大半であった。本研究は，多数例の喉綴

経験者を対象として，その錆案受容過程を継終的な視

点から把援し，それぞれの懸案受容段階に郎した看護

ケアのあり方を検討することを釘的としたものである。

第 1殺では審議査対象者の背渓，失予おの認識立をびiこ

炎声受~の契機簿ーを中心iこ毅告する。

立.対象および方法

滋内の5祭主義経験者の集りである茶団体に協力を依頼

し，会員364名中， ja公10年間iこ喉摘を受けた297名を

対象として，郵送法によるアンケート認変を謁渇した。

議霊祭項目の校は， 。基本的j新生iこ関するもの， 2) 

人生におけるさ手い体験と，その時支えになった人， 3) 

疾病発見から治療・返践に玉三る心理過程，4)現夜用

いている発声法と，それに対する満足度の4点である。

なお，集計解析はPC9801RL上でプログラムパッ

ケージS人SV6.04を用いてi子った。

取.結梁および考察

ヨ〉有効問答数は228{'牛 (76.8%)であり， このうち男

性が212名，女性が16名であった。在~;g:考の平均年鈴

は65.7ゴ二8.7議(範翻40-88議)であり，手術後年数

{ま 5年以内が70.1%を占めていた(平均4.2二と2.5年)。

また調室長時点、で有殺容は30.0%であった。

@f失声が人生の中で辛い出来事であったJと問答し

た苦言は， 223名中219名 (98.2%)であった(無関答5

名)。また，一般に危機的状況に陥りやすいとされる
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一般演題内容・質疑応答

f近親者と死}jIJJを体験している者について，その苦手

さと比較した。その結果， r失予定よりも近親者との死

別がより辛かったj と回答した者は 5名であったのに

対し，逆に「死別より失声の方がより苦手かったJと回

答した者は57名にのぼった。

③ f喉摘時に最も支えになった人が誰であったかjを

質問した(重複自答)。自答の得られた221名中， r姿
または夫jを挙げた者が179名 (81.0%)で圧倒的に

多く，次いで「子供J44名(19.9%)，r兄弟J10名

付.5%)のj績であった。なお， rその他j の21名中，

を挙げた者は 7名であった。

④ fつらさから立ち直るきっかけJを質問した(重複

回答)。函答の得られた219名中， r声を失うより命が

大切だと患ったj が166名 (75.8%)であり，以下

f家族・友人の励ましがあったJ145名 (66.2%)，r食
道発声の人に会ったJ116名 (53.0%)のJI顕であった。

以上より，1)患者は失声を緩めて深刻な事態と受

け止めていること， 2)喉務手術を受けた患者にとっ

て，家族や同病者の支えが最も議委であること，が明

らかとなった。

質疑応答

経主主:(号対象O'IJの中lこは類部食道務で喉頭全線した窓

設は含まれているか。

②最近喉頭金繍患者の発声に気管・食道痩形成術も

施行されるようになっているが，対象伊jの中には何

夙j位あったか。

坂谷内:(号疾病にこだわることなく過去10年以内に喉

頭会摘出術を受けた者を対象とした。ただ， うちわ

けをみると喉頭臆蕩の者が大半を占めていた。

②297名中 2~3 名いた。

慈怠医大医学部看護学科佐々木:岳声を失うという

危機的状況の中で，仰うつ状態や行動上の問題をお

こした伊iはあったか。

②危機介入場面で，どんな方法を使いどのような点

で特に配慮されたか，ご経験をきかせてください。

坂谷内:①私は勤務年数が，それほど長くないが

~2 名危機的状況におちいった患者と関わった。

②その患者は，手術後，幻視等の幻覚が主主じ， フイ

ンクの危機モデルと照会すると，防御的退行から承

認の段階に移行していると判断した。そこで，私た

ちは患者を否定するのではなし見守る形で援して

いった。その関わりが効をなしたのか時間が解決し

てくれたのかはわからないが，その患者はまもなく

立ち渡り，現在は，社会復帰をしている。

11)喉頚織出衡を受けた患者の心理過程に関する研究

(II) 一失F誌に対する患者の気持ちの経略的変化一

本L線医科大学医学部附潟病院

。商摩脊保美・坂谷内敏惑・大王手 弘窓

鳥山さゆり・石丸幸子・天神林景子

佐藤みはる・加藤由美子

札幌援科大学保健医療学部看護学科

山 田 一 朗

1.序論

部報において，失予告が患者にとって極めて深刻な喪

失体験であることを述べた。しかしそれと同時に，患

者の内面には，失声という障害を受容する過程が存在

しているのも事実である。我々看護者が，そのような

障害受容段階に却した看護援助を提供するためには，

患者が辿る心主主過程について充分に認識しておく必要

カ3ある。

本報では，怒者が何らかの異常に気付いた持点から

人税・手術・退院という経過の中で，失予告に対する患

者の気持ちがどのように変化して行ったのか，その全

般的な傾向を分析したので報告する。

II. 対象および方法

調査対象および分析資料は第 I報と問じであるo

g何らかの奨常に気付いた持(奨常の察知時)

②入読した時

③予告を失うことを宣告された時

③手術を受けた時

⑤退院した時

⑥現在

の6つを振り返りの場関とした。それぞれの場面にお

ける自分の気持ちにふさわしいものを，選択肢群の中

から自由に選んでもらった。

選択肢は，フインクの危機モデルを参考として，衝

撃・防御的退行・承認・適応の各段階を想定して作成

した。すなわち，

a 何が何だかわからなくて不安が強かった。(混乱)

b.不安で何もする気になれなかった。(無気力)

c 悪い夢であって現実ではないと怒った。(否認)

d. 現実から逃げ出したかった。(現実逃避)
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e.やがてもとの声が出ると，怒った。(額三菱思考〕

f.どうして自分だけがjという怒りがあった。

(怒り〉

g.予告が出なくなることが現実的な恐れとなった。

(現実視)

h. もとの声は出ないが，何とか生活できると怒った。

(新しい{滋緩緩〉

1. 前向きに頑張っていこうと怒った。(希望)

i.声についての心記はなかった。(楽観〉

の10項毘である。なお，振り返りの各滋言語について，

それぞれほ;支持ーの形式になるように費関壌国を作成

した。

1証.結果および考察

経時的な変化iこ特徴のみられた「滋吉LJ 否認怒

りJI現実視J新しい{iffi{，夜観j

をつけた容の割合を議べた。

まず「否認の気持ちjは，入続時から失声の宣告を時

にかけて高くなり，それ以後は減少していた。これは

声が出なくなるという事実を認めたくない，というま事

直な気持ちの現れであろう。また「現実授j も同様の

動きを示した。失Fおをもはや避けられない事実として

受け止めなければならなくなった状況を反狭したもの

について， 0

と22えよう。

このような時販には，発F8教室主の見学を行なったり，

が，今屈の結采は f異常を察知した時jから「返続時j

lこi勾かつて，ほぽ一貫して上昇綴向にあった。またこ

の2つは，どの時点においても，他の気持ちより高い

割合で選択されていた。

100 
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20 

脱
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図窓容の心理状態の変化

12)喉頭綴出衡を受けた慾者の心理過程に践する研究

(ill) 一忍者心理の構造と，その議室詩的変化一

OwB3 -Wj 

札綴医科大学医学部附属病院

・坂谷内敏慾・大平弘;怒

込山さゆり・石丸泰子・天神林景子

あるいは問じ病気を体験している人との出会いの機会 佐藤みはる・加藤白美子

を作ることで，患者のより前向きな姿勢を引き出しう し序論

る。そこで今留の対象者の中で，発戸数笈を手術前iこ

見学した者，あるいは食道発声をしている人iこ手術前

に会ったという者だけを選んで綴向を調べてみた。そ

の結巣， I現実後jを選んだ蓄の割合は失戸の笈台特

でこそ務二子高かったものの， ~設続時や現在では，対照

群より低い綴向にあった。術前の対応は，患者のその

後の心潔過程に良い影響をもたらすことが示唆された。

しかしながら，今臨の対象者のやで術前に発声教室を

見学した殺は5.4%，食道発声をしている人に会った

者は16.1%にとどまっていた。

子混乱Jや?怒りjの気持ちは，異常に気付いた柊

から入院特にかけて最も高く，それ以後は短調に減少

していた。この動きは，適応、モデルともほぼ合致した

ものであった。

「新しい{商緩観の発見jと「希望jの2つは適応モ

デルにおける最終的な「適応状態jを表わす。ところ

務報では，患者の心室主滋殺について単純集計の結果

をもとに提示した。本綴では，患者心濯の複雑な議造

を多変盤解析の方法を潟いて分析し，高ij毅の知~をよ

り立体的に把握することを試みた。

日.対象および方法

謁室長対象および分析資料は前2殺と同じである。

前報iこ示した命~⑤の 6つの時点において，その

時の気持ちに当てはまるものjすなわちOがつけられ

たものを l点，また「終!こ強く感じた気持ちJIこは。

をつけてもらい，それを 2点と得点化した。また選択

されなかったものはO点としたα このデータに顕子分

析を施し，各時点での侶答パターンから因子を検出し

た後，経時的iこ比較・検討を行なった。

ill. 結果および考察

ヨ〉何らかの異常に気付いた終:第 1 (逃避)，第 2

(楽観)，第3(窓欲)の 3!ZSl子が摘出された。第2思
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子は因子輸上のまの向きに「自然に主主くなるだろうと

思った」が，また負の向きに「不安Jや「怒りJが位

援付けられており，一党相反するこれらの感情が，悶

ーの心理的機序によるものであることが示唆された。

②入院した時・第 1(逃避)，第2(意欲)，第3(不

安)，第4(楽観)の4因子が抽出されたo r手術をし

なくても(自然に〉治ると怒ったJという項目は①で

は第2国子翰(楽観)ょにあったが， ここでは第 1露

子戦上に移動した。また，第4関子(楽観)の説明力

は4つの国子中最も{尽く，手術前の切迫感と，できれ

2)単純集計結果では， r新しい価総観を抱く Jr希望j

の2つは常に他の気持ちよりも俊伎にあるように見え

た。しかし本報の分析では，どの場言語においても説明

カが強いものではなかった。これは「建て前Jと f本

音Jのように，表向き f前向きな気持ちJそ装っても，

内面には危機約状況を秘めた，患者心理の 2震構造を

示していると考えられる。

3)患者はそれぞれの場面，特に退院特において，新

たな危機的状況に陵街していることが示唆された。

ば手術を厨避したいという患者の心理状態が捻察され 質疑応答

た。 久留米大学大学院 )11日:多変蚤解析の因子分析をさ

③声を失うことを宣告された持.第 1(逃避)，第 2 れていますが，お使いになられた統計のソフトは何

(不安)，第3(意欲)，第4(楽銭)の 4毘子が抽出 でしょうか。

された。 r手術をしなくても治ると患ったjは，第2 山田:解析ソフトは pc-SASを用いました。

国子勅上に移動し，手術を受ける前の気持ちが複雑に

揺れ動いていることが示唆された。

④手術を受けた時:第 1(逃避)，第2(楽観・窓欲)，

第3(不安)の 3国子が地上討された。第l鹿子輸には，

f現笑から逃げ出したいj という気持ちの他lこ，r{可が

何だかわからないJ もとの声がtちると思った」とい

う気持ちも詞時に関与しており，この特期の患者心潔

が…一種の混乱状態にあることが推測された。

⑤退設した時:第 1(不安・怒り)，第 2(逃避)，第

3 (意欲)の 3悶子が抽出された。

前報の単純集計結果では f新しい{制度観Jr希望j

を拳げた人の割合が最も高くなっていたにも関わらず，

関子分析を行なってみると，これらの妥索が気持ちの

中に占める部分は小さく，第3の顕子幸治を作るにとど

まった。退院は確かに喜ばしい事に途いないが，患者

は病院という f守ってくもらえる環境Jから一人で外

に出ることに痘麗し，蒋び危機的状況に陥っているこ

とが推測された。

⑥現夜・「混乱Jr無気力jが第 1宙子輸を構成した。

手術からある程度の年数を緩た現在でも，患者は心理

的に安定した状態にあるとは，必ずしも言言い切れない

ようである。

以上のように，多変盤解析の手法を用いることで，

単純集計だけでは得られなかった以下の患者心理の特

徴があきらかになった。

1 )一覧して強い説明力を有していたのでは， r現実

逃避Jr否認Jr怒りj等の気持ちであった。

13)喉類摘出術を受けた患者の心渓逸程に関する研究

(IV) ーコミュニケーション手段の現状と，それに

対する満足度一

札税医科大学医学部附潟病院

0大王手 弘彦、・坂谷内敏恵・南空襲予言保美

鳥山さゆり・石丸幸子・天神林景子

佐藤みはる・加藤由美子

札幌医科大学保健医療学部看護学科

山 田 一 朗

1. Ff ~I命

本報では， n侯摘手術を受けた患者が現在用いている

コミュニケーション手段と，それに対する満足度に関

して報告する。

日 対象および方法

調査対象および分析資料は前3報と悶じである。

現在用いているコミュニケーション手段を質問し，

さらにその手段の満足度について「満足しているj

「していないjのいずれかで回答を求めた。続いて，

この満足度に影響する諸国子との関連性を分析した。

m.結果および考察

。コミュニケーション手段として，最も多く用いられ

ていたのは食道発声 (85名)であり，以下ラリンクス

(72名)，筆談 (67名)，ジェスチャー (32名)，タピア

の笛 (10名)のJI様であった。ただし 2つ以上の手段

を用いている者が44名みられた。

②複数の手段を用いている者と，単一手段に限定して
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いる容との簡で満足疫を比較した。複数字段利用者で

了満足しているjと答えた者は43名中12名 (27.8%)

であり，王手一手段の場合iこは172名中70名付0.7%)

であった。複数手段を沼いている者は，栄一手段では

満足できていないことが示唆された。

ミ号年鈴綴5.lIHこ「満足しているJと答えた者の割合を比

較したo 40~49議20.0% (2/10)， 50~59議48.8%

(21/43)， 60~69歳42.9% (36/84)， 70~79議32.4

% (22/68)， 80~89議23. 1% (3/13)であった。母

数の少ない40~49畿の溺を徐外すると，若い年齢層ほ

ど，裁定しているjと答えた容の割合が高かった。

これは，新しい状況に対する適応力の変化そ反君主した

結巣と考えられる。

③駿芸美の有無と議足しているか否かの関係を謁ベたo

@]éß:時点で何らかの議議 iこ就いていた毛~62名中，満

足しているJと答えた者は26名 (41.9%)であり，無

職者150名中では56:s(32.7%)であった。しかしな

がら 2群簡に有議な授は認めちれなかった。

③コミュニケーションの手段5.lIHこ， r満足しているj

と答えた者の割合を比較した。割合が高いもののff総こ，

食道発声52.2%(36/69)，タピアの笛50.0%α/6)，

ラワンクス44.2%(23/52)，ジェスチャ -40.0%(2 

発声教室の見学あるいは，食滋発予誌をしている人iこ

会うのがよいと考え，当科では実絡しています。

@術総iこ，発声教室の見学あるいは，食道発F容をし

ている人;こ会うことにより，議ちこんだ‘状態になる

患者はいるが，手術後の受け入れとしては，変わら

ないと怒います。

UJffi・者護の領域では，ケアの効果判定という研究が

まだ充実していません。今回の発表の中で，術前に

{何らかの対応をしたことが，

もたちすという一応の結論がおましたが，これにし

てもケアの効5誌なのか，患者の自然な変化なのか等，

きちっとした検討が残されていると怒います。

今後もこうした研究乞 lつ lつ積み議ねて行き

たいと綴っています。

座長・演題10~13では発声と云う後毅伝選手段を失っ

た綬議会主蓄怒殺の心潔状態の経詩的変動を多方面か

ら深く設新の統計学的手法などを用いて検討したも

のであったが，主義綴金総務では発予告の崩失のfili.唆・

味覚の階寝，弊議の排淡障害，気管呼吸者症後若手な

ど今後看護上で取り上げられるべき問題となる点が

あるので受なる研究の発践を期待します。

/5)，筆談6.1%(2/33)であった。発声という動作 第4群臨床審議lV

により近い手段が，繍効的な器呉を用いる手段よりも 座長兵濠県立看護大学 近ffi 敬子

満足している者の割合が高い傾向にあった。また，

談において満足している容の説会が際立って低いのは 14)藩護者の特性による緩察内容と綴i角

くj という動作を必要するため，コミュニケーショ 滋浜市占立大学医学部総隠総統

ンの却特性という点が問題となるものと考えられる。松弁洋子・丹下幸子・ 5手弁さよ子

なお，いずれの手段を潟いている場合でも，第一声 東京大学大学院国際保縫~t磁学 問境 s2: 

が践に出ている者もしくは会話ができるようになった

重までは，満足しているj と答えた容の割合が高かっ 看護者間での観察結果の一致が必姿である。そこで，

fこ。発声法に潔熟することも，患者の満足感iこ影饗す 綴神科忍者;こ援した持の観察結5誌のばらつきに与える

る民子と考えられた。 影響因子として，務護者の緩数年数，部議，役務傾向

をとり上W，その関連について検討したので報告する。

質疑応答 抄録にある研究方法に加え，謁笈対象となった18名

弘前大学教育学部 米内山:争犠頭会議衡を受ける患 がどのような集団特性を反絞しているのかを謁べるた

者iこ食道発予定数~を見学させる時期は，いつ頃がい め，~践の審議録84名に対して fYG性格主主去をェ

いのでしょうか。 ゴグラムjを施行した。

手術言uの}線路は短いと忠、うのですが。 結果および考察

争食道発声教室見学後の患者の反応はどのように変 fYG性絡検資jと経験生手数，部署による差異;訴ま

わりますか。 められなかった。 fエゴグラムj と経験年数による笈

潟際・@失戸の笈告持から，手衡を受けるまでの間に 爽4 は認められなかったが，者護婦84名のうち， 45.2% 
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にAC後伎の傾向があり，中でも精神科の看護婦にそ

の傾向が強く， 55%に認められた。エゴグラムの文献

により確認されているように，今聞の18名の調資では，

rYG性格検査j とACに10%の傾向室長が， 84名の調査

では， rYG性格検査jとACIこ1%以下の， NPに5

%の有意差がそれぞれ認められた。ビデオ視聴による

綴祭給楽については抄録に記載したが本研究の総菜と

して，精神科の経験と職業練度による差があると考え

られ，看護婦の性絡傾向との関連は認められなかった。

表護婦の特性として次の点が明らかにされた。 YGで

は趨応型が少なく不適応裂が多く，看護婦集留の自助

努力の乏しさを示唆しているとも考えられた。ヱゴグ

ラムでは， NP後佼の傾向は， CP， Aが平均なら客

観的なわj飯能力を持つ世話好きなタイプとされるが，

他の尺度が低いと穏手の気持ちを考えない。一方的な

行動にでてしまう危険があると言われる。 AC優佼は

潟図からの指示待ちタイプで，言われたことはできる

が自分で判断できない依存的な傾向がある。創造性が

ないので職業としての自己実現はかなり難しくなるo

A低位は理論的，現実的でないため， ~客観的な情報収

集能力，判断力が乏しく主観的となる。このような性

検傾向と，観察結!iFlIこ関連がみられなかったのは，対

象となった18名が，看護婦の集閏特性を反映している

とは言えなかったことと，観察傾向を抱援するための

サンプルビデオの選択や設問の仕方が，精神科の経験

と機業綴度により差が生じ易いものであったためと考

えられる。看護者として・決められた仕事をこなし経験

を積むことで可能になる観祭カは，経験年数，部署に

よって差が生じると考えられるが，上辺だけの観察で

はなく，深みのある観察をしていくには，対象に対す

る興味，客観的な判断能力，実現可能な事務を達成す

るエネルギーを持っているのかなど，経験や練度に左

右されない資質が必要であり， これが性絡傾向と関連

があると考えられる。

質疑応答

座長:YG特性やエゴグラムという特性と行動観察と

いうことになりますと，あとどういうふうにかえて

いけるか。

松井・今回のサンプルピデオとなったのは精神樟警を

呈している患者を対象としておりそのことは，精神

科の泰護婦にとっては身近かな素材であるが，他科

の看護婦にとっては特異な索材であり観察結果に経

験，職業練度が関与‘してくるものと考えられる。そ

のため今後のサンプルビデオとしてはどの部署の審

議婦が観察しでも緩験，綴度に友右されないような

縫常人，動物等のサンフ。Jレを検討Eわである。

15)看護婦の観察能力についての一考察

日本看護協力会看護研修学校

。広瀬信子・鈴木文江

東京女子医科大学看護短期大学

河合千恵子・尾岸恵、王子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

土E義尚義・金井和子

1.はじめに

看護者の観察能力は，対象に提供する看護の質の良

否iこ大きく影響することになる。そのため，宥護者一

人々の観察能力に注目することは，看護の質の向上の

ために大いに意味のあることと考える。今田，実務経

験5年以上ある看護者の綴祭能力について検討し，あ

わせて職場適応性テスト (DPI)を実施しその河者の

関連性について検討を加えた。

II. 対象および方法

対象は， N研修さ詳校の研修生71名で，教育専攻37名，

管潔専攻34名である。全体の平均年齢は32.9土5.0歳

で，教育専攻の王手均は31.2こと3.8歳，管理専攻34.9土

5.5歳であった。方法は，心不全の患者に看護婦が清

拭をしながら飲水援の指導をしている場面の

VTR (1分45秒)を見せ，その直後に観察したこと

を記述してもらった。記述内容を，(1)患者の状態とし

て母病名②病態③発達段階③基本的ニード

問看護婦のケアについて @患者との対応 ②物品の

扱い ③手技 ④ケアの種類(清潔・患者教育)の項

gに分類した。また，事実について記述したものを正

答とし，自分の怨、いや先入観から判断して記述したも

のを誤答として分類し，観察項尽と観察件数，正答件

数と誤答件数との関係について検討し， さらにDPI

(職場適応性テスト)と誤答率との関連性について検

討を加えた。

盟.結果

総観察件数の平均は， 25.7土7.H牛，正答率は75.3

%であった。観察の記述内容には，事実からの記述と

観察者の思いや先入観から判断した記述があり，事実

50 日本看護研究学会雑誌、 Vol.17 No. 3 1994 



一般演題内容・質疑応答

からの記述だけの人は 6名のみで殆どが怒いや判断の

記述が含まれていた。

各項自の記載者の筈IJ合は，教育・管室主専攻ともに

仁患者の状態jよりも f看護婦のケアJIこ属する項目

の方が高く，項EJJjIJでは，病名J 患者教育J，ま，教

育芝草攻の15が高く脊慈愛があった。記裁者一人当たり

の平均iE答観察件数では，病態J 基本的ニード

f手投Jf!患者数苦手jの項践で教育専攻が主義い{議向を之氏

し， r~察本的ニーじでは脊窓差が認められた。平均

誤答観察件数では，教育専攻iこはケアの種類の?清潔j

iこ誤答がなく， f也の項EJは悶じ傾向を示

していた。

…人~たりの総観察件数の多い人ほど，誤答緩妻美件

数が多くなる傾向がみられ，また多数若手になるに従い

誤答務総%以上の人が増加していることが認められた。

DPIと誤答率の関連を，誤答率。 ~19%のグループ

と20~39%のグループ。関で比絞すると， 20~39%のグ

ノレーブの15が高い{傾向にあり「資任感j と

lこ有議径が認められた。 DPIと誤答率との関連につい

ては，今後さらに検討を委ねていく必要があると考え

る。

質 疑応答

横浜市大筑波丹下:務護短期大学生のほうが誤答ネ

が低かったとありますが，経験年数の高い人の方が

なぜ誤答本が高かったのか。

学生の15がiE答しやすい設題だったのではないか。

もともとサンプルビデヌ?となったのは f心不全の

であったのだから当然，看護婦の緩駿

を有している方が正答率が高くなると考えられる。

にもかかわらず学生がま答しやすいということは何

らかの実験デザインのミスが生じているのではない

か。

広瀬:今回の研究結果として導き出された lつの事実

である。何故，このような結果となったかは，今後

の研究を重ねないと何もいえない。ただ，現段階で

の見解として，研修生と短大生に去をがでた。短大生

の方が誤答率 0%ということは，諸姿態が考えられ

ると思う。

経験を返して，看護者のEわであるフィルターがか

けられたり， f制度判断が混在し，あるがままに観察

できにくい状況がかなりおこっているのではないか

日

とf監察される。しかし，今後，看護者としての経験

の有無がどのように影響を及;ぎしているのかも含め，

検討安蜜ねたL、
箆浮:なお， VTRに写っている場留から事実を緩察

するということに者自している。

その写っている事実のとらえ方に事実をゆがめる

思いや，創造的判断がある場合を誤答としているわ

けです。

例えば意気がついているjをみて，電気がつい

ていると記述するか，電気がついているから明るく

とても良い滋顕だと記殺するかのちがいや，また

「笑顔jをみて，笑顔と記裁するか，笑っていて楽

く悩みはないと考えると記裁するかのちがいのよう

に，思いや，創造的判断を加えると事災をゆがめて

いくと考えられることから誤答としています。

今詔の謁室長では，緩験者;こ何故，誤答が多いかと

いう検討はしておりませんが，事実を事笑として綴

る見方が出来るためには， j何が影響するかは，今後

の検討と致します。

16)精神科審議従慈善言の怒著苦情報の収集とその活用に

関する態度分析

ーアンケート資料!こ基づく統計学的検討一

琉球大学医学部保健学科

。JlI口 良 毅 ・ 金 武 直 美

<図的> 綴神科看護従事者の入院慾者に対する行動

観察や社会復矯を促す看護的側面から，そこに必重きと

なる入院中の患者の行動や生活態度，あるいは心理投

会的祭器等iこ潟する生活関連情報の議姿役に注自しな

ければならない。そこで，本研究では重三者の行動や態

度を規定するこれら生活総連情報について者護従事務

がどの程度闘を向け，その重姿殺に気付き，さらに看

護業務のゆでどの程度実擦に活沼しているかなどにつ

いて，その実態を鳴らかにすることを研究目的とし，

今留は看護従奉者の傍人属殺として 5項乱校JjIJ.年

総・看護資絡・勤務年数・勤務病擦に焦点をあて議室筆

を行った。

<対象及び方法> 沖縄県内の10カ所の務持病院に勤

務する全看護従事者(看護助手を含む730名〉を対象

とし，本研究呂的にそって作成した患者の生活関逮情

報に関するアンケート議室長を行い，かっ穏霞法のもと

に部収した。統計学的手法としては，単綴関並びに編
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m関によって分析処理した。

<結果及び考察> 個人潟性の 5項闘の中で，最も高

い相関を有していたのは者護資格の項目であった。正

看護婦(土)であるほど生活関連情報の必要性・情報

収築の意義を十分理解し，看護記録iこ笑擦に記載し，

毎13の看護業務lこ活用していることが明らかに怠れた。

このことは，看護従事者の教育レベルが高いほど車義務

上，より貢献しているものと考えられる。また，勤務

年数とも高い相関がみられ，勤務年数が長いほど患者

の生活関連情報を把援・記録しており，また病i淀内で

教育を受けたことがあるという者が多くみられた。

J2，{J二の点から.JE審議鰯(土)はそれだけレベルの

おい教育を受けており，看護専丹磯としての意識が非

常に高いことがうかがえる。正看護婦(=的資格の大

切さ，精神科看護における全人的ケアの黍妥伎とその

実混iこ向けて，いかに教育条件が黍要な婆索であるか

が統計学的に立証された。今後は，准看護婦(土)を

含め看護職全体の専門教育をより一層充実させること

が大きな課題であることは言うまでもないが，将来的

iこは.t.こだ単にJE看護婦(土)資格の潟a無のみに限ら

ず. 4年制大学レベルでの看護専門教予干の震要性が指

摘されてくるものと考えられる。また，勤務年数との

高い相隠は，臨床経験放びlこ病院務床における教育の

丞姿性を示唆するものである。

なお，個人属性中の年齢・性別・勤務病棟の 3項自

については，あまり関連が認められず，今後継続し調

査を行った上での検討課題としたい。

質疑応答

横浜市立大学医学部F付属病院 平井:精神科経験年数

の高い者程，精神科看護婦として適しているとの結

巣があったが，その適しているとの結果は，被験者

らの自己判断による申告自答であって，本当に適し

ているか否かの客観的測定を他に何か行ったのでしょ

うか。

今田行っていないとするならば，今回の断定的な

まとめはかなり大たんすぎはしないか? 今後，是

非とも客観的測定法を見出して追跡調査をしてほし

L 、。
JlI仁J:精神科看護に適しているかどうかは，客観的に

みたものではなし看護従事者個々人のいわゆる自

己評価であり，精神科看護に適していると回答した

者が，必ずしも適しているかどうかは疑問である。

別の研究方法論において検討したいと患います。

17)狭心疲患者に対する内科・外科病棟5llJの直接的看

議行為の傾向

近畿大学医学部付属病院看護部

oJtw美子・野木幾世・山総弘江

近畿大学医学部公衆衛生学 早川 和主主

はじめに

さき筏においては開設当初より人税診療抄録の情報を

議算機に入力しており，看護部でも1985年より退院時

看護姿約に記入した看護行為を入力し，看護教育・研

究や業務の傾向を抱鐙する資料としている。そこで，

今聞は狭心疲怠若ぎを対象とし，同一疾患、患者に対する

内科・外科病棟5llJの渡接的看護行為の相違について分

析したので報告する。

I.調査期間及び対象

1991年 1Jl 1 臼 ~1991年12月 31 臼の 1 年間に，狭心

症にて入読した患者のうち退院時看護要約の記載され

たもの，循環器内科病棟64名・心蔵外科病棟31名。

1l. 調去を方法

循環器内科病棟・心機外科病棟について，入院した

狭心症怠者に対し，入続C!Jに実施された鼠接的看護行

為，退院後も継続を姿するi復銭的看護行為について，

観察・ケア・指導に大別し，項呂別の頻度を上七絞検討

した。

蕊.結果

観察項目では，同病棟共iこ，鼠圧奥常，心脈拍異常

についてが高値を示した。また，心臓外科病棟では循

環器内科病棟と比べて，食欲の異常，消化機能障害，

呼吸巽常. {本滋奥常が有為に高{夜を示した。退続後も

継続を委する直接的看護行為は，雨病棟とも血圧異常，

心脈拾異常についてがあげられていた。

ケア芝質問では，河病棟共に薬物による循環識節，清

拭・音s分浴が70%以上で行われており，翰互n.車余波の

管理，安静保持，苦痛の緩和も高伎を示した。また，

心験外科病棟では循潔器内科病棟に比べ，締現学療法，

穀業療法及び， リネン交換，転倒転落の予防が有為に

高かった。退院後も継続を芸きする直接的看護行為は，

雨病棟とも薬物による循環調節があげられたが，復環

器内科病棟のほうが有意に高かった。

指導項目では，間病棟共に，疾患，薬剤，食事，生
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活についての指導が高値を示したが，緩環器内科終擦

の方が有;なに高かった。退院後も綴続を姿する直接的

看護行為でも時様の絵5誌が得られた。

IV. ~考祭 第 5群 臨 床 審 議V

雨続綴共iこ，循潔動態;こ関する観察・ケアの頻度が E集長 弘前大学教育学部看護学料 水村 紀美

高い傾向が見られるのは，疾患からくる特殊性による

ものと考えられる。

緩環器内科病棟では，心議外科病線、;こ比べ，観察・

ケアより指導の項目で高f疫を示しており，それは返段

後も継続を妥するとされる夜接的看護行為iこ毅著に表

れている。その理由の 1っとして，内科病後では検査

入院。経過観察が多くの鑓伎の経過をたどるため，指

導の議室絞が議姿になってくるためと考えられる。

心議外科病擦で緩環器内科病綴;こ比べ，呼吸

機能iこ諒する説委菜・ケア，i誇化機能に関する観察の頻

度がおかったのは，ほとんどの患者が手衡を受けてお

りー疾患の特殊性に加え，続前術後の看護がおめる割

合が高くなっているためと考えられる。

質 疑応答

箆長宥護要約から直接議議行為をひろっているわけ

だが，測定できるようなフォーマットの工夫がされ

ているのか。

片山:返段持者言葉姿約を記載する際;こ，ヘンダーソン

の14項臼をもとに作成した92項目の看護行為につい

て，工夫した項目にO印をつけるようにしている。

今回は，各項目についてOEpの数を集計し，データー

として用いた。

{設し，項EHこC印をつけるのは受け持ち表議総で

あり， j阪人設が出ると考えられるが，今関はその分

析は出来ていない。

18) t墨絵関節リウマチ慈善言の心理について

弘前大学教青学部看護学科

OUJ本真理・工藤せい予

鈴木光子・黒江清郎

慢性関節 lJウマチ (RA)患者の多くは，遂行性で，

痛みを伴い，障E容を持ったまま長郷の路病生活を余儀

なくされている。身体約荷量喜ばかりでなく，心理的・

社会的問題も多く抱えているのが現状である。近年，

f受校関節 1)ウマチ患者;こ対して， QOLと心鐙状態の

検討がなされており，本研究でも心潔について検討し

た。

資料の収集は，青森県内の 2病後で行い， 浪人の診

断で，ji}i段・入践している患者80仰とした。

方法として， 自己言李総主主将lうつ尺度 (SDS)， さら

にADLの範劉，終痛のレベル事額続期間，満足度を

指標としたQOし質問票(溺足度〉等を盛り込んだア

ンケートを作成し磁接調まきを行った。

今簡は，満足度とSDSの比較， f'f.j議のレベルとSD

Sとの関係について漆ベたL、
j認定度は，綴童話らの刻版iこ従った。心の状態として，

家族・治整案内容・将来に対する潟足度がある。 体の状

態については，関節務・関節の変形などに対する満足

度。社会的状態については，病気になってからの経済

状態や近所づきあい・綴戚づきあいなどだ。満足疫の

スコアは，満足を O点とし， {まiま潟点，不満，まった

く不満を 3点として，さらに今屈は満足群と不満群;こ

2分類して比較した。 SDSの採点、はツングらの判定

により， 20-39点を正予言， 40-49点を軽度うつ状態，

50-59点、を中等度うつ状態， 60点以上を高度うつ状態

とした。

満足度とSDSの比較では，心の状態，体の状態，

社会的状態のいずれも，不満が増すにつれSDSの得

点は高綴を示した。ほとんどの項民で，不満がつのる

につれ， SDSの点数も増加し，不穏群が軽度うつ状

態を示した。

f'f.痛のレベルとSDSとの関係では，関節痛のレベ

日本看護研究学会雑誌 Vol.17 No. 3 1994 53 



一般演題内容・質疑応答

/レをま客織のスケールを利用して oを痛みなし， 10を

耐えがたい痛みとしてて， SDSとの相関を見fこo r:わ

;こは，関節痛が強くてもSDSの得点が低い者や，関

節痛がなくてもSDSの得点が高い者もいたが，多く

は関節痛が強くなるほどうつ傾向になることを示した。

縫常者にとっては，些織な留子でも，慢性関節ワウ

マチj患者lこは，大きな問題であり，心潔状態に反映し

たと考えた。患者の心理状態は，家族および公共施設

といった，慾L者を取り巻く環境によって左右される。

務護者は，患者の心潔的・身体的・社会的背景を把握

し，館別的に援助していくことが必要と沼、われる。

質疑応答

東京女子援大看護短大 河合・症状のレベル別，年令

}jIJと心主主的な項目との関係を検討しであったらきか

せて下さい。

UJヌド・年齢層については，検討していない。

疲状別， クラス別については，有意なまをはえられ

なかった。

いずれも，症状が80例であり，年言論題， クラス}jIJ

にばらつきがみられた。

康長:終絡が強くても， SDSの得点が低い人の背景

についてお伺いしたL、。

山本:終痛の稜度が高く， SDSの得点が低いことに

対して，家族の協力が得られたり，主主きがいをもっ

て積極的に生活していることがSDSの得点低下に

関与したことが，患者との面接でわかった。

19)慢性関節リウマチ外来患者の生活支援に関するー

考察(第 1報)

東京女子医大看護短期大学 。河合千主事、子

東京女子医大腹立主病リウマチ痛風センター

菊池チトセ・大山晴美・足立悦子

千葉大学看護学部 土産尚義・金井和子

様性関節リウマチ (RA)の治療は，近年新薬が開

発され進行をくい止めたり，症状の安定をはかること

が容易になってきている。しかし，多くの患者は程度

の差はあるが日常生活において何等かの支障をきたし

ている。このような外来患者の生活支援の視点を明ら

かにすることを目的として調査を行った。そのEわから

今留は，医師の説明や治療薬，検査に対する患者の潔

解を中心に検討した。

〔対象および万法]

1992年 J医大移原病りウマチ痛感センターを受診

し， RAと診断された患者の中から，無作為抽出した

150名に郵送留援法による質問紙調資を行った。有効

回答数は男性18名，女性97名の計115名である。調査

内容は，診断時の心身の状態，病状の経過，現在の病

状，治療， ADL， B常生活の工夫，窮状の理解・気

持ちなどである。

[成績および結論]

1.対象者の内訳から女性は男性の5.4倍と多く，年

齢の揺は22歳から79歳までで，平均女性53.7土12.1歳

男性59.4土10.6歳で男性の方が6歳近くよである。年

代別では， 40から59歳までの働き盛りの女性が圧倒的

に多く次いで60歳以上となっている。発症年齢は， 30 

歳から50歳代に多くみられ，権病期間は l年未満から

38年と騒が広くばらつきがみられる。

2.専門外来である当センター受診のきっかけは，友

人・知人の紹介が32.8%と最も多く，次いで医療機関，

家絞，テレビ・ラジオ，友の会機関紙の紹介の)1僚になっ

ている。

3.関節践は左右対象姓の傾向がみられ頻度の高い部

位は，手関節，膝関節，足関節，第2第3近位指節間

関節J，第 i足桜中足指節関節，肘関節，肩関節の)1頂で

ある。

4.生活の自'Il./3tは「普通の生活や仕事が不自由なく

できるJ25.2% r多少の運動制限はあるが何とかでき

るJ68.7% r身のまわりのことや普通の仕事が少しし

かできないJ5.2% r寝たきりかあるいは身のまわり

のこともほとんど，または全くできないJ0.9%であ

り，何らかの苦痛をもちながら生活している人が約75

%と多い。

5.現在の症状は， rない，あるいは殆どないj とい

う人は 5名のみである。「関節の痛みj が約80%で最

も多く次いで「関節の滋れJr手のこわばりJとも約

60%であり，全身のだるさ，貧血，微熱，歩行関幾，

などは少数である。

6. r医師の説明Jはほぼ全員が態解しているが，

「検査結菜の説明jでは約40%の人が理解していない。

20から39歳までと40歳以上の年齢層別では「薬剤j名・

効果・副作用Jr検査結果の説明jそれぞれの特徴が

みられる。

54 日本看護研究学会雑誌、 Vol.17 No. 3 1994 



一綾演芸塁内容・質疑応答

質疑応答

E集長薬品名，効果，説作用jの緩解について20才

~30才が40才以上の方より低いのはなぜか。

河合:務王手溺が40才以上より薬の潔毒事がわるいのは，

発主主かちの期間が短いのと病気の疲状が騒いこと，

たずねることが下手なことなどが考えられる。

北海道大学芸差別分段 和島 fl2f磁の説明jより?薬

剤jの方が理解度が低い総菜であったが，綴薬指導

方法について

1.薬剤阪による「綴薬指導jそ行っているのか。

2. 1 Jでない持，どのような服薬方法を行って

し、fこか。

河合1.薬剤についての説明は薬剤締は行っていな

いo Drが説明し，ケースによっては災sがフォロー

している。

2.薬剤のctでも余製剤，ステロイド剤，免疫製剤

などの使用している，患者と他の治炎剤，腎の薬など

の場合との検討を行いたいと考えている。

20)鍵性疾慾窓著きのセルフケア行動とコーピングとの

総連性について

ー脳授雲撃を発症した患者の生活指導を議して一

北海道大学医療技術短綴大学部 G矢野潔香

北海道脳神経外科記念綴波 山本良子

桜授議を発症した患者のストレスに対するコーピン

グの特徴を明らかにし，各コーピング様式とセルフケ

アの実行に関わる要問とをどの様に関逮づけてセルフ

ケア行動を促進したら災いのか。手掛かりを得ること

を際的にして本研究を行った。

方法-宗像の fセルフケアの実行iこ関わる芸を縦

授議患者間;こ改編したアセスメントモデルを作成し，

脳授霊祭を発症した入院怠者20名を対象として，返絞前

後にモデル;こ沿って函接議室誌を行った。話芸接結果を潟

谷の研究結5誌に蒸づきコーピング後王立を特定し，アセ

スメント因子との関連性について検討した。

結果:20季初jのセルフケア行動形成状況を見ると，入

院中からセルフケア行動が形成されていたのは 5例の

みで， 10伊Ù~立退読後 iこセルフケア行動が形成された。

またコーピング様式は，j1S銭前では発症に対する衝

撃の強さから f感情の表出jや fITヨ遊j等の感情調怒

的コーピングを示す事例が多かったが，退院後は問題

解決約コーピングや「感情の表出jが増加した。問題

解決約コーピングを示す事例iこ対しでは，病気iこ対す

る脆~~惑や保健規範窓議，保健行動の鐙先性宅事の係縫

信念;こ関与する顕子を強化する事によりセルフケア行

動が促滋された。感?奇議撃的コーピングをえ示す季初IJlこ

対しでは，矯絡約支援や主主き甲斐の再線認等が強化さ

れることによって「感情の表出jや「おまかせj等が

増加し，これらのコーどングの出現と率行して問題解

決的コーピングiこ移行していた。

考察:アセスメントモデルの各忠子はアギュララらの

危機モデルにおける危機謁援活動の 3関子 f現実認識

の促進社会的支持の強化j 績極的対処機苦手jへの転

換jと同様の撲殺を巣たし，危機介入が行われる過認

で問題解決約コーピングiこ変化していった。

送読後 f慾僚のま受出jが増加しいた。これは患者が

返読後の生活変化の中で多くのストレスiこ直面し，自

分の思いを言語援した保縫絡に吐露することにより緊張

や不安を軽減していると考えられる。また「おまかせj

i立退続前後で微妙に変化し f認めてまかせるjや

われたとおりに従う j から汁言殺して任せるjに変化

していた。この変化;こは医療者に対する信頼関係が関

与していた。このコーピングを示す事例に対しては，

信頼関係を維持し，必要なセルフケア行動を篠笑;こ実

行できる議畿続的;こ関わる事が安芸さである。

以上の検討結祭からコーピング議式とアセスメント

開予を欝逮づけ支援強化ポイントを明確;こすることは，

効果的援助を行うj二で有効であることが明らかになっ

fこG

質疑応答

鐙長:宗像先生の fセルフケアの実行に関わる芸芸部j

のアセスメントモデルは女性が81%，年令も務いの

ですが{向か問題はなかったでしょうか。

矢野・宗像のモデル使用について，交際があったのは

セルフケア行動尺度であり，今笛，その尺疫を魁筏

塞患者用;こ改綴して用いている。

性JjIJ.年命令iま，脳授援を発疲したコミュニケーショ

ン可能な慾者ということで対象をとったので，制限

はしていない。しかし，特に今回は問題は感じられ

ず，宗像あるいは，宗像、のパスダイアグラムを使用

した研究においても性別などによる羨を報告したも

のは文献検討においてはみられなかった。
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21)ステロイド剤綴用患者のMMPI性格テスト

山口大学医学部附属病続

0問山美智A京・有好和子

片山科技・辻ilH博子

千葉大学看護学部看護実践研究センター

土E霊 尚義・ぎを井和子

〔臼約〕

ステロイド弗j長殿，大量使F誌の副作用の一つである

不綬，いらいら感，妄想，輿窓などの:精神症状は無視

できない問題である。この精神症状の出現した時期は

看護の難しさに試行錯誤することが多い。

そこで，今回，ステロイド剤服用中の患者の性格傾

向の特徴を把援し，特lこ，精神症状が出現したj患者に

対する今後の対応の参考として以下の検討を行った。

〔対象および方法〕

Y大学病院内科病棟に入院中で，長期，大量に (6

カ月，プレドニゾロン換算9000mg以上)ステロイド

刻版局中の患者25名で，各種の精神症状のみられない

時期にMMPI性格テスト(ミネソタ多額人絡目録，

記述式，三京箆，/11}子式H型)による性綴テストを実

施し，その後の精神症状発現との関係を検討した。

対象は男性7名付5.9ゴニ16.1歳)， 1;;:，性18名 (40.2

10.5歳)である。疾慾5]IJでは， SLE15名，ネフロー

ゼ絞候群5名，シェーグレン症候群 2名などである。

さらに対照として，ステロイド郊を服用していない虚

邸性心疾慾患者34名についてもMMPI性格テストを

行い，また堤らの報告した健康女性(潔工系大学入試

志願者)319名の成緩と比較，検討した。

〔成綴および結論)

ステロイド剤服用患者のMMPI性格テストでは，

大多数の患者が尺度 1(Hs)，尺度 2 (D)，尺度 3

(Hy)で高い{直に分布し， “神経症徴候"であること

が示された。また，虚血性心疾慾患者や健康女性に比

し，ほとんどの臨床尺度 (Tスコア)が高値であった。

しかし，尺度 6~9 のすスコアは高値を示すことなく，

精神病的傾向を示し，精神病潔の存在が疑われる綴向

は示唆されなかった。

ステロイド剤服用中に精神症状の出現した群とほと

んど出現しなかった群の比絞では，出現した群はしな

かった群に比し，尺度1， 2， 3で特に高値であった

(P<.005)。ステロイド刻綴用，精神症状出現群では

SLEと他疾患を関わず，精神疲状の出現しなかった

若手に比し， ともに尺度1， 2， 3の?スコアが高値の

傾向を手ました。

よって，ステロイド剤長期，大翠服用中の患者は，

性絡傾向に特徴があり，特に精神症状の出現した患者

では，心気1lE，仰うつ1lE， ヒステリ-1'生の傾向が強く

これらの配慮が，患者への対応上震姿と忽、われた。

質疑応答

武南病続村越:Q)MMPIテストを予めステロイド

使用予定患者に施行して精神発作を予測することは

できるでしょうか。

②短期使用で精神発作をみた患者数例経験してし、る。

基礎疾患としてParkinson'ssyndromeを有して

L-dopaを投与しているが，このような短期服用者

で， Testを行った経験があれば教えて下さ L、。

商山.ステロイド剤服用患者で，短期間の綴淘患者で

も精神症状が出現することがある。

しかし，臨床場面では，比較的長期，大遂に綴舟

していることが多く，短期間の服用では精神症状出

現を経験することが少ない。演者はMMPI性格テ

ストで精神症状の出現を予測することは少なからず

できるのではなL、かと考えている。

今後，短期間の服用患者においてもMMPI性格

テストを笑施して今回の検討と比絞研究を重ねてい

きたL、。

第 6群総床看護VI

康長 京都府立援科大学医療技術短期大学部

玄倒公子

22)践床における体温測定の湾検討 その 1

体j昆測定の佼澄づけと問題点、

東京怒窓会医科大学医学部看護学科

。芳賀佐和子・朝比奈佳代・吉武香代子

近年，体温測定機器は水銀体温計から電子体温計へ

と急速に代わりつつある。しかし，その取扱いはさま

ざまである。本研究の包的は，病院における体滋測定

の現状を知る一端として管潔的側面からその状況を明

らかにすることである。

〔研究方法〕 研究対象は都内300床以上の病競20カ

所の総婦長，成人および小児病棟の婦長。研究方法は

間接法とし，体温計の種類・測定の回数と時間・測定
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方法・体温計の消毒方法・検湿の問題点などについて

質問を行う。

[研究総菜;

1992王手8fllO日 10月22日の間都内300床以上の務

践の総総長20名，成人および小児病棟婦長57名;こ崩援

を実施。

<続続全体の看護と検温;こ関する状況>

1)検滋の回数と待問は，病院全体ではなく各病綴絡

に患者の状態によって決めているが， 2後 (61時， 14 

5寺)が大多数であった。

2)検議号をする看護婦は， ほとんどがチームナーシン

グの中の受け持ち・部濯受け持ちであり，機能]jljの後

滋{係が行う務綴は少なかった。

3)体潟討は電子体必計が主であり，感渋滞・湾総定・

常生実習F誌に一部水銀体温計そ併用している。

4 )箔子{本j議討の導入は昭和57年から平均2年にかけ

てでありi沼和60年に なってい

fこo

5)霞子{本規計導入の::tな理由は，体滋言?のガラス破

損，水銀処理の問題，測定待問の短縮，業者の勧め，

安全であった。

6)段内の電子体j謀長it，こ関Tる教育は導入時のみに実

施され，継続されていなかった。

7)滋子体温計の機績は一議;こ集中していたが，測定

方式を理解している人は少数であった。検視の問題と

しては，消議・{本認三十のヱド数・ il¥IJ定方法などがあった。

<翁擦における検溢の状況>

1) 57務総iの電子体温計ーの数は，慾者l人1ヌド23l災機，

数本を使い出ししている34病棟であった。

2)電子{本-温計の消毒は感染拡怒i援を含めてアルコー

ル綿が最も多く，鐙々の薬液消惑がそれに次いで存いた。

ケースの消惑は57病棟仁科5病棟で行っていた。{本滋計

のJEJtll点検・総周年数の検討は殆どなされていなかっ

た。

3 )総長のうち議子体滋計による該IJ定績を銃ね正確と

考えていると答えた人は45名でした。

4 )電子{本滋討の利点は検i長時間短縮，安全であり問

題点、は本体とケースの消毒，測定方法，測定方式の怒

鮮の浅さなどであった。

以上，電子体滋計による検滋は安全と検温時間の短

縮をもたらしたが，体滋設IJ定を安易に考える{傾向を主主

み，体温計の管潔嘗測定僚の信綴殺，治主義などに鰭題

のある現状が明らかになった。特;こ感染予防から考え

た体温計の取扱いについては，本体・ケースの消議，

数本を使い回しする現状，感染疲患者の使用など綴々

の病筏で試行錯誤しながらなお怒、案している状況が浮

かび上がった。

質疑応答

日本大学医学部生怒学第一議箆 EB!:T:体滋総定方法

で予測式および実iJllj式でそれぞれ何分測定している

のか。

芳笈:体温計の説明書;こは 7-8分から実設iJf践になる

と三塁いでありますが，紋下検滋の場合は10分以上と

考える。

23)態床における体遺測定の誇検討 その 2

体j還JlIJ定の現状

。朝比奈後代・芳賀佐和子・ E吉武之容代子

より，臨床における体錦

測定に変化が起きていると考え，その現状を明るかに

することを際的として，今関の調査を行なった。

(対象および方法] 対象は，東京都内の300床以上

の続続。任意;こ協力を依綴し同窓を得た成人病擦およ

と，

ままを実施した。

〈その lと馬特iこ爽施)

20続税，必病棟、で患者319名(成人201名，

小児118名)Iこ対する看護総63名の検滋場面を 1対 l

で観察し，持続殺~， 326名の看護婦から質問紙の回答

を得た。

1.検滋場宣言の観祭;水銀体温計ーを使用していたのは，

l務院2病棟であった。 45病棟で予測式の電子{本溺計

そ使用していた。患者が自分で体温討を絞認へ挿入し

ている場面が，成人156f71j，小児40例で緩察された。

看護婦が挿入したのは86f71jであり，その挿入方向は，

「水平上方からjが68例であり，下方からは6i声iで

あった。主義子体議討を消毒している場面は20病撲で観

察された。うち， 19病棟では先端を薬液でまえいでいたo

l病棟では先端を薬液に浸していたが， 3名の審議婦

が浸したi時間は10秒， 20秒 7分であった。 8病棟で

は消毒していないことが観察され 2病棟では消毒し

た者護綴としない者護総がいた。ケースの消毒を行なっ
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ていると説明された病棟は 6病棟であった。

2.質問紙調変;問答した看護婦の新卒時の体温計の

状況は，全て'道子体温計であった者が171名. 52.5%. 

殆ど電子体滋計であった者を加えると231名. 70.9% 

であった。全て水銀体温計であったと部答したのは65

名. 19.9%であった。現在の消毒方法に疑問を感じて

いる者は99名. 30.4%であり.209名. 64.1%が感じ

ていないと答えた。電子体滋計を用いた体温測定につ

いて，看護学校での教育はなかったと答えた者が155

名. 47.5%.物品の紹介のみ受けた者が71名. 21. 8% 

であった。卒後教育に関しでは258名.79.1%がなかっ

たと答えた。看護学校での説明も卒後教育の機会もな

かった者は115名.35.3%であった， このうち40名は

磁床経験3年未満であった。

水銀{体温計とは全く異なる体i'Æl.~tiJlIJ回路を持つ電子

体温計の使用にあたっては，その特徴や仕組みの十分

な理解が必要である。看護婦による測定時の湾入方向

は予想以上に乱れており，消毒においては不完全さや

不徹底といった現象が起きている。その管長として，

iG子体混計の磁床への急速な普及に教育が若子の遅れ

をとっているのではなL、かという事柄が浮かび上がっ

てきた。今後，電子体温誌に関する認識の徹底と数脊

の見直しが必皇きであると考えた。

24)鼓膜体j尽言十によるjJ!IJ定債の萎縫検討

-A手執・高温浴実験から口腹j皐・3夜寓j思を比較してー

北海道大学医学部附属病院主差別分続

。坂本治子・成田月子・和島平笥

体温は，パイタルサインの基本的観察項目であり，

正縫な体温管潔を行うには深部体温の測定が必要であ

る。日常の看護業務下において深部体温である口綾混・

直腸混等の浜u定は応用しがたく，又電子体滋計が一般

化され低体温現象を招いている。

体温調節中枢の存在する視床下部領域の温度は，そ

の領域と内頚動脈の潅流下にある鼓撲の温度とほぼ等

しいことから，近年簡易な赤外線鼓膜体温計が登場し，

鼓模湿の測定が注呂されてきた。そこでこの鼓膜温の

信頼性について，成人を対象iこ，早朝安静時と高滋浴

高体温時による鼓膜溢・日経溢・級王蓄溢を測定しその

相互関係を比較検討した。

<研究方法>期間平均4年 3月~現在まで

対象 当院入続中の成人授、者男女55名 (23~68才)

方法 午前 68寺早朝安静持と，日中の適当な時刻に

全身高j混浴(水揚420C1的?間)を行った痘後lこ，鼓膜・

口腔・絞認の 3きs佼時u寺に測定した。鼓膜混はTHE-

R:vrOSCANPRO-1. 口腔溢・肢認温は，テルモ社

製予言{IJ式電子体議計を使用した。

<結果および考察>

質疑応答 1.鼓膜混と口腔混は良い相関を示した。口競混は鼓

路長:1)卒後教育にどのようなことを望まれますか。 n葉溢が低{鏑 (<36.00

C)の場合鼓膜溢に比べて高{践を

2 )看護基礎教育へ対してのご意見は何かあります 示し，鼓膜温が高値の場合鼓膜温より低値を示す傾向

か。 にある。

朝比奈 1)入織持の病棟あるいは病院でのオリエン 2.絞寓損は比較的高い温度域で鼓膜滋と災い相関を

テーション，病棟，病院での勉強会や研究の場が考 示し，且つ鼓膜滋に比べてf底値を示す傾向がみられた。

えられる。 3. 口腔・混と鼓膜混との差の分布は，比較的狭い範閤

2) 1992年の我々の看護教育機関における教育の現 に分布し，しかも比較的潟地域に分布していた。

状の調資で， i道子体温計に関する教育の開始が，臨 4.絞寓温と鼓膜温との去をムTの分布は広い範囲に分

床での急激な普及に数年の遅れをとっていたという 布し，鼓膜温より低温域に分布する例が多く見られた。

ことが明らかになっており，教育側の早急な対応が 肢潟滋・口腔混については，汗や測定の位農・角度

必姿と考えている。 により影響を受けやすく，又低体温現象については，

58 

1分間予測式Z喜子体混計に原因しているのではないか

と慾われる。

鼓綾{本語25十は，操作も簡便艮つ 3秒という短時間で

測定績が得られ，また視IJ定郊の陣容，使用後の感染も

なく臼常の看護業務への導入は容易であるものと考え

られる。しかし，操作の仕方によっては外耳遂痛が出

日本義護研究学会雑誌 Vol.17 災o.3 1994 



一般演題内w・震疑応答

現する等，正しい部位の測定が出来るよう検者の熟練

が必裂である。又体滋計の精度管潔，家滋などの外部

環境問予による影響について今後更に検討の必婆があ

ると考える。

質疑応答

千葉東立綴生短期大学 -g)Ji霊:実験に利用した滋IJ定器

災のメーカーが異なる場合，プログラムも異なると

思うので，使活官1](こ，各々の測定滋度の縫認を暴挙

温度を用いて比較されたと怒うが，その結果はどう

であったか。もし， もともとの測定結問カ咲けれは

鼓膜体温計と口腔・絞潟混との差が高い範溜，低い

範巨費で変化してしまうのが説明できると思うがどう

か。

坂本:鼓膜，紋下，口綬，各体滋計の機懇iこ関する笑

験はなかった。これは塁走に製造会社より報告されて

いるように測定手技等の問題がなければ正確なデー

ターを示すという事実のえに行なった結泉である。

実験で鼓膜滋と口際混とよい綴!認を示している繁か

らも，間塁重視する機認による温度差頂域はないと考

える。

混合液を翰液バッグの空袋に主主人し家芸芝府冷凍庫で24

-48時間凍らせた後，室滋で温度変化をポ.IJ定した。

〔結巣〉食塩水の濃度が濃いほど低温になるが，

5寺の待問的温度上昇変化が幸子しく，短時間で滋解する

綴向がみられた。

凍り15は，滋も濃度の濃い15%食塩水は， -22
0

Cで

は凍らなかった。同 7%食塩水190ml+エタノール

lOmlと， (b) 4%金坂水180ml+エタノール20mlは，

シャーベット状を維持していた。

前田の笑験で使用した (c) 0.9%食塩水190ml+エ

タノールlOmlと (a)，(b)を比較すると，議{丘混笈iま，

{尚一17.50C，制-21.50C，尚一WCであった。 ooC以
下を綾持する鶏閣は， (a1105分， (b)1lO分， (c1110分で，

ほぼ詞様の結果であった。

{考察}アイスキャップを装務し，頭皮全体を効果的

lこ冷やすには，低滋であるだけでなく頭にフィットす

る必要がある。実験の結果， (a)7 %食塩水190ml十エ

タノールlOmlの混合液と， (b)4 %食壌?j(180ml十二工

タノール20mlの混合液は，務確な凝観点を生じずシャー

ベット状を維持していたのでアイスキャップに適して

いる。

これは，氷の滋解熱と凝臨点降下の原理をうまく利

25)抗議資IJ投与袴の鋭毛予防に対する試み (3) )flしたものである。この 2綴類の混合液を潟いれば，

アイスキャッブに使用寸る食塩水と法務用ヱタノ… より低滋でフィット感のあるアイスキャッブを作製で

Jvの混合塁手i合についての検討 き，アドリアマイシン投与時の脱毛を90%以上予防で

神戸市立Eわ央市民病院 きるのではないかと考える。

。後部礼子・

竹野裕美・山本

神戸市立看護短期大学

-悶鶴美跨

平田雅子

また，私たちのアイスキャップは，前留と問機身近

な材料で綴単;こ作製できる。更に，特殊な冷凍設備を

必姿としないため，どの簸設でも手軽に使用でき，脱

uまじめに)抗癌剤の創作潟である脱毛は，患者iこ大 毛;こ伴う患者の苦痛を軽減できる。

きな精神的苦痛を与える。私たちは第 1紘 第2報で，

家庭潟冷凍路で保管できる冷郊用具として生滋食糧水 質疑応答

とエタノールの滋合i夜を使)flしたアイスキャップを作 日本大学医学部生怒学第一議陵 田中・各群何伊iの笑

製し，それを潟いてアドリアマイシン投与持の脱毛を 畿を行なっているか。

90%予防できた。 後初:18種類の総液パックのi温度測定はそれぞれ 1回

そこで今関は，より低滋でフィット感のあるアイス づっ行った。統計処理は特に行なっていない。

キャップを作製するために，滋合液の食塩濃度及ひーェ 兵療県立看護大学線本・日本大学，邸中氏;こ対する

タノールの混合割合について実験を行った。 反論 1)本発表の主題は冷却混合液の窪混との王手

{実験方法)舎純水又は0.9%，4 %， 7 %， 10%， 衡化の遜援を示したものといえる。

15%の5種類の食塩水200ml 争純水又は 5種類の食 2)一伊!の測定であるが，多点をilil1定している。

塩水190ml十ヱタノール10ml ③純水又は 5穏慈の 3)混合比に立すし，)fl箆依在的な法射殺を明示して

食塩?j(180ml十エタノール20ml ③上記18種類の いる。

日本看護研究学会雑誌、 Vol.17 No. 3 1994 59 



一般演題内容・質疑応答

4)比較的簡単な物理系を応用しており誤差は，も も程よいシャーベット状であり，フィット感も後れて

い実験上に生ずるなら，特異的変化点となってグ いた。 c)に比べれば，食塩水を作らなければならず，

ラフ上に表示されるが，本発表では認められない。 作製するのが百五倍lであるという欠点があるが，アイス

5)正確な物理上の実験ではないが，臨床場面で確 キャップは一度作製すれば何度でも繰り返し使用でき

認のできる，有用性のある実験系と考えられる。 ることから，問題はないと恕われる。また，今回，頭

皮混の変化に関わらず，パイタルサインは変動しない

26)抗癌剤投与袴の脱毛予防に対する試み州 事から明らかになった。 Gregory，Dean，小西らの

アイスキャップの改良と頭部冷却がパイタルサイ 報告から，頭皮認を低くするほど税毛予防効果が大き

ンに及ぼす影饗 くなると推測される。つまり，頭部冷却効泉の高いb)

神戸市立中央市民病院 のアイスキャップを用いることにより， c)による従

。井上貴美子・関崎美晴・後四礼子 来のデータ以上の脱毛予防効果が期待できる。

竹野裕美.UJ本春美 今後は， b) (4 %食塩水9:エタノール1)のア

神戸市立看護短期大学 平田雅子

[はじめに】 私達は，第3報での結果に基づいて，

アイスキャップに用いる混合液を選択し， ]さに冷却効

果の高いアイスキャップを作製した。また，頭部冷却

がパイタルサインに及ぼす影響についても検討したの

で，以下に報告する。

【アイスキャップの改良] a) 7 %食塩水9.5:エ

タノール0.5，b) 4 %食塩水9:エタノール1， c) 

0.9%食塩水臼:エタノール 1(従米のアイスキャッ

プ)の 3穣綴の混合液の総液パ yグの空袋 5{断こ注入

し，紐で組み合わせて 3額類のアイスキャッフ。を作製

する。

[実験方法】 健康人4名が 3種類のアイスキャッ

プを各 1閤ずつ装着する。後頭部の皮f務温を 5分毎，

パイタノレサイン(血圧，JlfR拾， H夜下滋)を10分毎に

120分まで測定し，比較する。

【結泉] 今回の実験では， a) b) 付金てのアイ

スキャップにおいて頭皮視を200C以下にすることが出

来た。最低頭皮滋は， a) 17. 30C， b) 13. 80C， c ) 

16.6
0

Cであった。頭皮溢を200

C以下で維持する時間の

平均は a)46.3分， b) 98.8分以上， c) 81. 3分であっ

戸ゎ、冊。

頭部冷却に伴うパイタルサインの変化はなく，安静

!侍のものと比較してみても途いは認められなかった。

また，どのアイスキャッフ。で頭部冷却を行った場合で

も，パイタルサインの変化には差はなく，更に凍傷等

の皮腐降客は全く認められなかった。

【考察] 今回の実験において， b)は3種類のアイ

スキャッフ。の中で，頭皮滋を最も低温にすることが可

能であり，その持続時間も長かった。凍りかたの点で

イスキャッフーを使用し， アドリアマイシン投与時の脱

毛予防効楽について調査をしていきたい。

質 疑 応 答

洛和会京都看護専門学校門間:頭皮温測定を何故後

頭部としたか根拠が知りたL、。

ダレクールキャップ作製時側頭部温を測定する根

拠は倶IJ主演郊の脱毛予紡のため低温下におく必要から

測定して，効果を判定したのか。

井上:第 1報，第2報時の災験では，他文献との比較

のために，頭演部の!支!務認を測定していた。しかし

浅側霊長動脈をターゲットに冷却を行なうのではなく，

毛級血管レベルで、の頭皮全体の冷却を目的とするた

め，測定部伎にはこだわらず，正確に測定できるよ

う，回定しやすい後頭部を選択した。

第7群臨床看護班

s[長北千住老人訪問看護ステーション

s総和加子

27)祷震予訪のベッドの有用性の検討(第2報)

一皮j欝の;毘潤度，皮j欝湿，体庄の経9寺的変化からの

分析一

山口大学医療技術短期大学部

。松永繍生・東 玲子・穏短 )1扇子

兵庫県立看護大学 JlI口 孝泰

千葉大学看護学部表議実践研究指導センター

阪 口 禎 男

心綴術後において，循環動態の不安定な患者に{本位

変換が一時禁止されることがあり，祷霊安予防は審護上
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の議妥な問題となる。そこで，ウレタンマットのよiこ

市販のナースパットを鐙ねた簿績予防ベッド(改良ベッ

ド)を考案し，心議術後患者133察例;こ使用した総菜，

全員に祷擦の発生はなかった。

第 l幸誌では全身の体EE分布を測定し，改良ベッドは，

{白骨部の体圧が低く袴療予紡;こ有用であることを報告

した。今回は，さらに昭一体位における皮殺の湿潟度，

皮腐混，体庄の経時的変化から，改良ベッドの袴癒予

!lJJlこ対する有用性を検討した。

<実験方法>被験者は， 1百識から21歳の健康な女子12

名(肥満度こ乞10%以内 4名， 十 11%以上4名 11%

以下4名〉である。

改良ベッドと!日ベッド(線・アクリル滋の数きぶと

ん〉をリカバリーベッドの上に援き，被験者を{出資'訟s

~祭主郊の皮}繋が直接渇ベッドに援するように仰臥佼で

質疑応答

武南?実践村越:岳民ベッドの殿部皮燃の細菌数を済

潔度の差異として議べているか。

康長:@ウレタンマットは市販のものか，それとも特

別なものかc

松永:舎今回はしていない。ぜひ翻議検室長をしてみた

L 、。

争rj16 c屈の市販のもので，高{磁なものではなL、
28) “広範額護軍主熱傷患者における体位変換の看護用

呉の考案"

(1 ) 郷軍人位爵定Ifl呉楽々〔らくらく)帯の作製

祢戸市立中央市民病続9階北病棟

。藤井美総・ )11上美知子・今水依子

短絡友子・議滋奈美子・小椋君子

臥床させた。泌物は線100%のタオルケット 1枚とし F干潟フサ江

室内の淑度は26CC，湿度は55~65%に議節した。 神戸市立宥護短期大学教授 平田雅子

皮!欝の湿潤皮は， J.透港法による皮f議電気抵抗変化を しはじめに

みた。測定方法は脳波用思議後を 2c由離して 2{議結局 窓主主熱傷患者iこは，持続す 受傷によ

し， GSRブ')ッジボックスMA-1002Aからロガーメ

イト DL12001こ接続して筏IJ定した。調.IJ定吉s佼は{山骨部

と震支部とし，混入沫開始持より 5分ごとに60分間経狩約

;こ測定した。同時によ本EE.皮;議温，寝床の滋度，滋疫

を測定した。

<結果および考祭>皮懲電気抵抗は， 18ベッドでは仙

管部，殿音s共;こ経時的iこ徐々に低下し，溺者iこ大きな

差はなかった。これに対し改良ベッドでは仙骨郊で言語

く，陵部で大きく低下した。このことは，改良ベソド

の仙?雪郊で皮織の滋潤皮が最も係く，段音sで高いとい

える。体EEは， {白骨部，毅部共;こ改良ベッドの方が{尽

く，溺ベッド共に綾部より仙骨密告の体圧が低かった。

この庄は緩詩的な変化はほとんどなかった。

{山管部，殿音s共;こ雨ベッドで経終的;こ徐々に上昇し，

f山脅部と段部の温度差はO.3~0.40Cで， {白骨部が高かっ

た。これは体庄のまをによる温度室長と考える。

は，両ベッド共に駄球10分後まで急速に上昇し，その

後続時的にわずかな上昇傾向を示した。これに対して

寝床滋度は，寝床温度の上昇iこ伴い下降した。これは，

皮藤滋の上昇による乾燥が考えられる。

以上より，改良ベッドは的管部における体EEが低く，

皮腐の湿潤疫が低いことにより，祷議室予妨ベッドとし

ての有潟性を再確認した。

る精神的ショックなど，様々な苦絡がありますが，終

痛の緩和と議Ij治鐙のためには， f本佼変換により側話人位

を保持することが必芸きです。当病擦ではこれまで，汚

染妨比呂的でどニール袋を宅金いた紋;を背部だけで‘も 3，

41間使用していました。これでは体勤時の苦痛に加え

て，鋭部を圧迫される痛みや，通気性の怒さからくる

不快感が主主じます。また， {.本佼変換操作に時間がかか

る点も，患者，介助者双方にとって問題でした。そこ

で今賠，犠による額IJC子、佼1l!!lJ'E用兵与を作成しました。改

良を重ね，楽々1*と名付けるまでの過程を， ここでは

述べようと患います。

2.研究方法と総菜

仮IJ臥位盟定潟呉の考案のお釣は4つです。

1)熱儀費IJ部の任追による葵痛が軽減できるよう，鋭

部との接触言語を最小範関にとどめ，かっ体位が十分保

持できる。

2)安定感があり，安楽である。

3)鋭部の感染を促し創治癒の促進が図れる。

4)介助操作が容易であり，体位変換5寺の苦痛が軽減

できる。

これらをふまえ，腐と殿部の二点を爵定する，帯状

で綿素材の僚IJ臥佼窟定用兵を作成し，この試作 lを痛

いて， 10名に試行しました。
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介助者2名にで仰話人位から側臥位へと体位変換を行

い，ベッド機に仮Jj臥位閤定用具の端を結び間定し，そ

のまま 2時間巨人床したのちアンケートを取りました。

その結果，ずれと不安定感があることがわかりまし

た。そして，殿部の支持面積を広げるために，干替の縞

を広げたものを作成し，これを試作2として，同様に

10名に試行しました。改良した結果，ず、れは罵，殿l'is

ともに軽減しましたが，不安定感，~痛は殿部で軽減

したのに対し，麿では増加しました。介助者からは，

2名で介助すれば簡単にできるという結果が得られま

しfこ。

3.考察

側臥位盟定用具の使用により体位変換が短待問で行

なえるようになりました。創部との接触面が少なくて

すみ，圧迫による苦痛が軽減できます。また殿部の穏

を広げることで， 2時間獣床後もずれがなく，植皮後

も有効といえます。

側臥位は支持基底面積の少ない{本伎であるため安定

惑が得られにくく，状況を見て安楽枕などを併用し，

受圧面積を広くし体在を分散させることでより効果的

に使用できると考えます。主専用では圧迫感，拘束感が

あり， より音痛を少なく側臥位盟主主を行うため， .主主主却

によっては潟を使用せず殿部のみで閤定することも可

能です。

ひもで結ぶため綴が言寄り易く，皮腐への刺激となる

点など，改良の余地があると考え，問定部分にマジッ

クテーフ。を使用する楽々帯を作成しました。次回で発

表します。

29) “広範密室症熱傷患者における体位変換の看護用

具の考案"

(2) 楽々帯の力学的検証

神戸市立中央市民病院9階北病棟

。義源奈美子・小椋君子・福崎友子

JlIJ二美知子・篠井美穂・今木依子

片悶フサ江

神戸市立看護短期大学教授 平田雅子

支えることが可能であることを力学的に証明できまし

たのでここに報告します。

2.研究方法の結果

楽々擦の作製の目的は以下の5っとしました。0)90

度額IJ臥位の維持が可能である。②安楽である。③しわ

になりにくし耐久性に優れている。③介助が一人で

行え，間定が確実iこ王手く行える。⑤外見が美しい。

特に，閤定部分にマジックテープを使用したこと，

二議縫製にしている点が大きく改良した点です。

(実験方法)当病棟スタッフ20名に楽々帯を用いて側

G!A伎に悶定し 3つの実験を行いました。被験者はすべ

て全面介助を芸きするものと仮定しました。

実験司〉では，楽々帯をベッド櫛のよ段と下段iこ回定

しその遠いを調べました。その結果20名中15人が下段

罰定にて圧迫感，拘束感を訴えました。

実験②では，楽々落にベッド柵の上段lこ恩定しでき

る限り仰恋人位になろうと背部側にカを加えます。この

時ベッド織と楽々搭にできた角度αの測定をしました。

その結巣， α角は平均83度で，最もf本震のかかった状

態で73度でした。マジックテープは 1{J!Jも外れません

でした。

実験③では，楽々帯をベッド柵の上段に閤定し90分

間臥床しその後アンケートを取りました。この時開始

時と90分後でどのくらいずれがあるのかを見るために

β角を測定しました。その結果， 90分後の角度のずれ

β角は平均3度と少なく， 20人中17人がずれが生じな

かったと答え， 90分間の側詩人位保持は可能でした。

3.考察

マジックテープを使用することで側臥位の盟定が簡

単にでき，介助者の腰部にかかる負担も少なく l人で

体位変換が可能です。またベッド禰の題定位霞が綾部

の高さより低い稜圧迫感が強くなるため注意，工夫が

必要です。

帯が患者を号!っ張り上げ側臥伎になろうとする働き

と，患者が自分の重みで仰臥位になろうとする働きが

つり合っている状態で， αの平均角度は83度です。マ

ジックテープの耐久性と体震の関係を力学的に考えま

l.はじめに すと， 100kg以上の体愛で、も支えうることになります。

震疲熱傷患者の側臥佼回定用具として，只今述べま 笑験より90分間の側臥位でずれも 3度と非常に少なし

した楽々帯にさらにマジックテーフ。を使用するなど改 綴皮術後の有効性も篠かめられました。綿素材のため

奥した物を作製しました。実験の結果， 90tit側臥伎で 易乾燥性で皮騎刺激も少なく，力学的にも，索材約に

90分間の盟定が可能であること，また体重!l:100kgまで も楽々帯は看護用兵として，非常に有効であると考え
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ます。

質疑応答

E室長，熱傷患者に対して楽々擦を使Fおして側臥位閤定

する効果はすばらしい。

これを適応対象を広げる場合iこねたきり老人(姿

介護老人〉や脊撮患者iこも大いに適応できると実感

したが，どうか。研究者の方々の笑惑を尋ねたい。

議録:私たち縫常者が，臥床し楽々簿を使F脅しでも，

枕;こ比べて楽でした。

第8群箆床看護濁

E室長本L援医科大学保健医療学部鬼潔 彩

30)糖尿病懇者の自己管護状況とエゴグラム

武主主)11看護専門学校 C加藤 滋

花田妙子

はじめに

糖尿病の働き擦りの男性は接待や外食の機会が多く

仕挙後先であり，少しぐらいなら欽みすぎても大丈夫

という気持ちなどかる，食事療法の自己管潔を継続す

るのが難しい傾向にある。従って自己管潔を綴続する

主意思の部分iこ自我状態が関与しているのではないかと

考えた。そこで，飲溺の機会が多い校年期の男性の自

己管主主状況と怠我状態を潟ベ，患者と今後の自己管室主

について話し合った。その結巣，欽滋状況とヱゴグラ

ムの関係及び自己管理状況を綴り返る事から必妥殺を

認識し，再び自己管援を開始するようになった事例に

ついて報告する。

I 研究方法

1.対象:区大学病鋭で治療しているHbA，伎が8.0

%以上でコントロール不良であると判断した，患者16名。

2. 密閉“平成3年8月初勾~平成4王手1月初旬

3.方法・患者iこインタビューを行い， El己管E環状況

とヱゴグラム (TEGを使潟)の絃5誌を一絡に検討し

た。患者自身が達成可能な民擦を自発的に設定し，自

己管潔を実施できるよう援勤しながら議室ました。

京総菜

今関食事療法や晩豹・接待と欽溜などで鼠糖儀のコ

ントロールが不良と判断した患者のエゴグラムは， 16 

名中4名はACが高い綴向を示していた。残りの12名

のAC!立ェゴグラムの形全体から見て低い位置にあっ

た。普段娩豹はしていないが， {土等至上の接待をした時

や受けたま寺のみ欽滋していた患者は4名おり，エゴグ

ラムのACは4名中 3名{ま{尽く 1名のみ高くなって

いた。毎日続的をし宴会などたまに追加の飲酒が加わ

る慾者は 4名で，エゴグラムのACは4名中 3名は低

く名のみ高くなっていた。毎日続的をし， ]をに接

待や付き合いで飲滋している窓、考は 8名いた。エゴグ

ラムのAC!ま8名中 5名は{尽く， 2名は高かった。飲

溺の:tな潔砲は， li妾待だから断われないj や?答に

自分は糖尿病であるとは言えない。jなどであった0

4カ月後に患者の決心した事がどの稜度実践されてい

るかを国援した結果名のみ検査の結巣が怒かった

惑から，今まで飲んでいたアルコールの援と回数を減

らしていた。

盗考察

欽溺とエゴグラムの関迷から.%て， AC は3: 1の

割合で低い方が多くなっていた。この事は他人からの

意見を好まない傾向が，自己管援について指導された

事を実縫しない姿闘になっているのではないかと考え

る。しかし， El分で決めた察を守ろうとする傾向は，

検王室結築や自覚疲状をえ産す事で，飲溺畿を減らすな

ど達成可能な尽擦をお発的iこ決心して，自己管濯を継

続する可能性が示唆されていると考える。

質疑応答

武淘病院村越:HbAICで、すか， HbAですか。怠翁

の年令，治療は，

加藻・インスリン療法と緩日淘j療法の患者で会率療法

のみは 1名いた。

.HbA，で鎮の高いのは10%以上の人がいた。

• HbA 1 7.0-7. 5%をgoodコントロールとしてい

るので， 8.0%以上をコントロール不良とした。

・年令は30才-60才までの働きざかりの壮年郊の男

性とした。

31)外来糖尿病患者のニーズに関する一考察

岐阜大学医学部総属病院 O熊総使淳子

千葉大学看護実践研究指導センター

土慶尚義・ 4長弁和子

近年の疾病縫迭の変化iこ伴い，捜性疾怒患者は増加

傾向にあり，外来診療の在り方;こも変化が求められて

いる。さ当競第3内科における糖尿病怠者への看護援助
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は，外来においては十分とは設い難い現状である。そ

こで今田当科に通院中の糖尿病患者の療養よの援助希

姿および療養上の知識等に関する知見を得，今後の看

護援助の参考lこするために調査を行なった。

[対象および方法〕

対象・~院第 3 内科に外来通続中の，重篤な合併症の

ない糖尿病患者151名。年令は18~80歳で平均58. 0土

12.4歳である。

方法:1) 1992年11月 24 日 ~12月 11 日に外来受診した

患者のうち，記入可能な患者に援病期間，入院経験，

疾病・治療等に関する知識(10項目， 30点満点)，療

養上の援助希望 (22項目 4段階評価)について質問

紙留置法による調査を行なった。 2)外来診療録より，

権総期間，治療， HbA1C等の情報を収集した。

[成績および結論1

1.療養上の援助希望における一人当たりの希望項目

数は11.5二と7.2項呂であった。 39歳以下で16.3土5.2と

最も多く， 70歳以上で7.3土5.7と最も少なく年齢によ

りその分布に特徴が認められた。

2.療養上の援助希望の上位3伎は「合併症について

知りたいJI抱談コーナーの開設JI検変結果について

知りたしリであった。

3. コントロール状態および知識得点と希望演目数と

の関連を年齢l.jlJにみると， 39歳以下では，コントロー

ルやや不良群と不良群，知識の高得点群と中得点群iこ，

40~49歳ではコントロールやや不良群と，知識の高得

点群に希望項百数が多く， 50~69裁ではコントロール

および知識との関連は認められず， 70歳以上ではコン

トロール良群とやや不良群，知識の中得点群と低得点

若手に希望項目数が少なかった。

4.希望項目の特徴を各項臼ごとの希望割合でみると，

年齢別では，つぎの 4グループiこ分類された。①年齢

を跨わず希望が多いもの，②70歳以上が少ないもの，

③39歳以下に多いもの，③年齢に関係なく少ないもの。

どの年代層でも希望の多かった項目は「栂談コーナー

の開設Jであった。 39歳以下では精神酒での援助に関

する項目の希望が他の年代層iこくらべ多かった。

コントロール状態別では，つぎの 3グループに分類

された。 eコントロールが不良な程希望が多い傾向が

認められたもの，②コントロールに関係ないもの，③

コントロール不良者に少ないもの。コントロール不良

者は，自己の病状や治療方法，合併症，情報の獲得に

関する希望が多かった。

質 疑 応 答

武南病続 村越:Q 1 18~80才迄の忍苦言をみておら

れますが， NIDDMとIDDMとではどうでしたか。

Q2 インシュリンと経口剤の併用はないか。

熊崎:10~20歳代では全員， 30歳代では半数がIDD

五iであった。その他の年代は，調査していなし、

インスリン使用者という点では，約45%が使用し，

80歳代においても使用者はいる。

今自の対象者151名中2名が併隙していた。

座長:大学病説では外来での援助は限難ではないか?

熊絡:体制としては凝立していないが，病棟のスタッ

フを派遣する形で，今回の書道査結楽にもとす、き活動

を開始している。

波長.地域の病院と大学病践の患者の性質で感じたこ

とがあるか。

熊崎・入院経験の有無により知識を比較した結果では，

当科に入院経験のある物が，知識が高い傾向にあっ

fこ。

I~当科を受診したきっかけj についての質問の解

答として，特{こ，入絞経験はなく，他院への通院経

験がある容では，開業医等での説明や，治療に納得

がいかなかったという者か多かった。

32)糖尿病怠者の家族的および社会的背景について

仙台市立病段 O竹本自若手袈

弘前大学教育学部看護学科教笈

鈴木光子・工藤せい子・黒江清郎

糖尿病のコントロールには，長期的な自己管理とと

もに，疾病の性質，治療効果との関係，日常生活の問

題などを考慮し，総合的な見方で患者の問題点をとら

え，支援する必要がある。そこで今胞は，患者の生活

背景に焦点をおき，糖尿病患者のコントロール良否と

の関連伎について検討した。

研究対象は，平成 4 年 6 月 ~8 月に弘前大学医学部

F付属病続および青森県立ct央病院の糖尿病外来に通続

中の患者130名とした。方法は，患苦言の背景を知るた

めに生活状況，家庭状況，糖尿病の知識なと、について

の質問紙を作成し，アンケート調査を行った。糖尿病

のコントロール状態は，カルテよりの血糖， Hbl'l.J， 

フルクトサミン{伎を参考に， good， fair， poorの3
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若手iこ分類した。 での結果;こ関連していると考えられる。

その結菜，糖尿病患者130名の内訳は， good cont- 座長:知識の所に差がなかったというのは当然のよう

rol群44名 (33.9%)，fair control群22名 06.9%)，こ思えるがどうか。

poor control群64名 (49.2%)であった。患者の綴 竹本:対象とした病践では，ほとんどの患者が教青入

人約条件では女性，老年}蕊然職者にコントロール不 院という形で務成務lこ関する知識を学んでいるため，

良の者が有意に多かった。コントロール不良の妥129と コントロール状態jjljで得点のまをがなかったと考えら

しては，疾病の長期化女性では自らが議室主総当者で れる。

あるため家族の援助が得がたい，間食の綴度が高いこ

となどが考えられた。また，老年層では社会的，家庭

的役割の喪失などが，治療に対する意欲を低下さ也

知的能力の低下と関迷して， コントロール不良のー妥患

となっていると推定された。

家庭状況では，間E芸家族構成数が3人以上の場合iこ

コントロール不良の者が有慾lこ多く，議潔扱当者が姿

の場合;こコントロール良好の者が有意に多かった。こ

のことから家族のなかでも配偶者，特に議潔担当者と

しての姿の援助が，糖尿病のコントロー J!dこ大きく関

与していることが考えられた。

糖尿病の病態理解は，コントロール良否と必ずしも

関連しなかった。これは，質問項自が病態潔解につい

てのものが多く，治療において実践的な項自，特iこ食

事療法iこ揺するものが少なかったためと考えられた。

さらに，糖尿病の病態怒鮮が必ずしもコントロールの

決議をti.おしないことがうかがえた。したがって，今

後質問項目をもっと実銭的なものに変えて検討してい

く必要性があると考える。

以上から，糖尿病のコントロールには看護j二の鵠題

点として，患者の綴耳目性および治療の継続投という点

を考慮して，患者の生活環境;こ郎した医療側からの働

きかけが必妥であると考えられた。

質 疑応答

千葉大学審議学部 主主メIj:.大変興味深く拝聴した。綴

尿病治療の実態として納得のいくものであるが，性

別と右犠・無識で別々に行ってpoorcontrolが有

意に多かったとしている。これはある滋味ではパラ

レルな開題であると怠う。

従って男性，女性jjljと有磯・然駿jjljでかけ合わせ

てみたら，より差が大きく恕援できるのではないか

と思うがどうか?

竹本:男性は62.7%が符磯者であり，女性は69.1%が

無職者であった。このことが，性別と職業の有無別

33)緩尿病患者の食率療法に対するストレス認知とコー

ピング

袈マザアンナ医科大学綴浜市西部病院

。中村

村本淳子

糖尿病患者にとって，治療の基本である食事療法の

総統は大きなストレスとなっていると考えられる。糖

尿病態若ぎのより良い自己管理への援助のためには，食

事療法iこ対するストレスについて，看護者自身が知る

ことが必要となる。そこで今屈は，湾入院してくる毅

尿病慾者の食事療法;こ対するストレスとコーピングに

ついて明らかにしたいと考え，識変・検討を行った。

<研究目的>

食事療法;こ対するストレスを認知す

る状況と，食事療法に対する認知的評締を明らかにす

る。

②務長京総慾容が，食事療法のストレスiこ対して問いて

いるコーピングを明らかにする。

<研究方法>

対象設はY病院内科病後入院ゅの糖尿病患者 5名

(努性2名，女性3名〉とした。 5名の平均年齢は58.

4畿であり，会員が綴尿病の教育入院の綬教をもって

いる。また入院前の外来持のコントロール状況は 5

~r:þ 4 名が不良だった。

データの収集は，参加観察法と学構成約な函接法を

潟いて行った。そして認知的評錨とコーピングについ

ては， Laz品rus，関谷，疑問らの研究総菜を分析の

枠組みとし， これに該当しないものは帰納的に分類を

行った。

<結楽および考察>

1.対象者がどのような状況で，食謬療法をストレス

であると感じたかを分類したところ，①食欲の充足度

;こ関するもの(会事の費や援の変化に伴いストレスと

なる)， @食事療法の方法lこ践するもの，③人間関係

臼ヌド審議研究学会雑誌、 Vol.17 災o.3 1994 65 



一絞演題内容・質疑応答

の維持に関するもの(会食などの他人との交流場面で，

食事療法を実施することがストレスとなる)，③食事

療法に対する他人の反応に関するもの(会事療法を実

施していることに対して，他人より監視や憐織を受け

る)の 4点が抽出された。

そして対象者の食事療法に対する解釈(認知的評価)

ついては，食事療法が現実的に自分にとってストレス

であると認知しているものは4名だった。残りの l名

は表面上では楽観していたが，実際にはストレスであ

ると感じていた。また退院後の食事療法の実施に対し

て，挑戦の評価が認められるものは 3名だった。

2.対象者のコーピングについては，収集されたデー

タからはおのコーピング行動が抽出されこれらは以下

の七つの様式に分類された。

①情報の探究，②問題と取り組む，③あきらめる，

③おまかせ，⑤支えをもっ，⑤田遊(意識的，無意識

的)，⑦感情の表出。

コーピングの機能別では，情動中心型コーピングに

腿するものが多く用いられていた。つまり詩人践して

くる糖尿病患者のコーピングパタンは，情動中心裂が

多いと考えられる。今後は今回の研究結果を一般化す

るために，さらに多くの対象について研究を重ねてい

く必要がある。

質疑応答

山口県立中央病院戸井関.湾入院患者が対象である

が，詩人院患者の条件は何か。

例えば他院への入読経験は含むのか。

又， DM既往年数治療との関係はどうか。

中村.・湾入院患者は，他践に入読し今回Y病院に入

践したものも対象者とした。

・食事療法の継続期間が6ヶ月以上の者を対象者と

しfこ。

・対象者5名中2名が当院に湾入院している。 1名

は他科(循環器科)への入院のため，その後の状況

は不明である。

残りの l名は合併症の進行による湾入院でだった

が，食事療法の実施状況の大きな変化はなかった。

34)糖尿病患者指導における審議婦の臨床判断に関す

る一考察

新潟大学医学部隊属病院 O丸山栄美子

千葉大学看護学部看護笑践研究指導センター

草 刈 淳 子

東京女子医大看護短大 安 駿 史 子

より良い宥護ケアを提供するためには，看護婦の臨

床判断能力が議委である。看護婦の臨床判断の成立機

序を構造化することは，ケアの質向上の基礎になると

考える。そこで，今回糖燦病患者指導における看護婦

の臨床判断の要因とプロセスを明らかにすることを試

みた。

【研究方法]

対象および方法:糖尿病患者指導専門看護婦10名と

糖尿病患者が入践しているー綾病棟の看護婦40名に対

し，質問紙による自白記述および面接法で看護婦自身

の範例 (Paradigmcase)を収集し，帰納的にデー

ターを解析， (自収率70%，有効解答率54%)分析対

象は24事例。

データーの解析方法

。佐藤の「臨床判断の構成婆索と段階jで，臨床判断

能力を 3段階に分類する。

②ベナ-r指導機能jの4項目で，適切な指導である

かを評価する

③草刈の「セルフケア成立過程と援助行為(概念枠組

み)Jで指導の過程と患者一看護婦関係を評価する。

また，その時の看護婦の臨床判断を摘出し，その要閣

をカテゴリーに分lj"， 判断フ。ロセスを導き出す。

③自答した看護婦のうち 8名に面接調査し，データー

の補充と解析の適否を評価する。

{結果及び考察】

(1) 臨床判断の要閣のカテゴリーとして， r'学習レテ，ィ
ネスJr患者の反応Jr指導技術(介入・方法・内容)J

の3妥因が抽出された。

(2) 糖尿病患者伝導における君主床判断のプロセスは次

の4つのパターンに分類された。

パターン 1r判断フ。ロセスを持たなL、J
パターン IIr指導技術を中心に判断しているj

パターン藍仁患者の反応から判断しているj

パターンIVr学習レディネスを判断し，効果的な介入

方法を判断している」

パターン I~班には綬数年数が関与することが認め
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られた。しかし，臨床経験を積むことで，判断能力が

必ずしも発達するのではなかった。

パターン分類iこより，看護婦の教育ニードと，ケア

管理のポイントが明らかとなり，ケアの繋向上に寄与

できることが示唆された。

質疑応答

武潟病院村越:臨床上表護判断と看護診断とはどう

ちがのか?

丸山:臨床判断とは.者議ケァ;こ決定を下すために，

適切な慾者のデーター，臨床知識及び状況に関する

活殺を考慮ずることであるj と定義した。

看護診断とl訪日である。診断を下す前の思考過程

に穏当する。

医師が患者をどのように見るかと，者護婦がどの

ように見るかに途いがあることもあり. j弱々の者護

総においても違うことがある。

霊草刈:共間研究者として，ただ今の村越先生の質問;こ

対してお答えします。

今，先生が綴指導下さった「総床判断jと f看護

の関係についてですが，緩かにこれは. ijlJ途

論じられるべき議姿な点であると私自身も考えてい

ます。

ただし，今，発表の中で取しました f臨床判断j

は丸山さんがお答えした通りのもので，いわゆる昨

今いわれる f審議診断j とは異なるものである。

f事ま護診断jというのは今の処，北アメワカ看護

診断グループ (NA災DA)の作成した災ursing

Diagnorisの訳であって，看護上の問題を命名し

たものをさしている。

従って，今題発表したNrの思考過怒としての臨

床判断とは異なるもので、すので一言つけ加えさせて

頂きます。

35)鏑易足立緩測定著書グルテスト ξとエクザクテック 2

の使用経験

長続大学医療技術綬綴大学部者護学科

。檎UJ由美子・西山久美子・鴻EH 秀子

勝野久美子・大塚 {健作

〔はじめに]鰯易卵糖秘定器は年々小裂イヒされ，操作

性や縞度などが改善されてきている。最近，邸液の拭

き絞りを必婆としない爵定化酸素篭綴法を潟いた誤IJ定

器が関発され，霊祭沫でも使F号されてきている。今自我々

は， ~支部第一科学製グルテスト E (以下GE) と， メ

ディセンスジャパン製コニクザクテック 2のベン主主タイ

プ〈以下ベン型〉およびカード裂タイプ(以下カード

君主〉を使用する経験を得たので，それらの性能および

操作殺について検討した。

[方法]検体は，長続大学医学部術総病院第二内科の

外来もしくは入院患者の務総血を用いた。精度につい

ては間践の中央検王室室長における誤IJ定値〈以下中検値)

と比較し，また潟現殺についても検討した。きらに各

機種の操作性等iこ関する患者評価を加えた。

【結果】中検緩とGE. カード君主およびベン裂による

測定綴との報関係数 (N 113)は. GEr出 0.98，カー

ド裂0.959. ベン裂0.96臼5といず

た。それぞれの測定値の平均を中検値と比較すると，

全体では，中検綴の171.4に対し. GEが174.4，カー

ド裂168.1，ベン裂165.7で， いずれもや後儀lこ近い{疫

を示した。さらに中検イ疫を主義握手;こ濃度ijlHこ分けた場合

は. 200mg/dl合と300mg/必以上で，エクザクテッ

ク2がやや低めに表示される傾向があるが，有意義は

みられなかった。次に. i低滋度 (95mg/dl)と高濃

度 (253mg/dl)の検体を用いて.10問迷続測定に

よる変動係数 (CV)をみた。 cvは，低濃度の場合

GEで3.38. カード製3.43. ベン主主4.45. 高濃度では

それぞれ1.59，4.72. 3.87であった。 2名の検毛ぎによ

るcvもGEでは，検者A1.94. 後者B2.37. カード

裂ではそれぞれ3.20と3.11. ベン型では3.35.3.43と

いずれも 5%以下で，再現役は良好であった。

操作性などに関する慾者言季節は，以下の如くであっ

た。本体の大き容は，いずれも小獲で形態に便利であ

るが，ベン恕は文学盤が小さく，数値が見にくい。操

作の方法では， 3機穫ともスタートスイッチを撚す必

要がなく，血液が電緩チップに綴れることでEl動的に

スイッチが入るため使いやすし、。グルテスト Eでは，

チップ先端を血液に触れさせることにより，血液が吸

引されるが，エクザクテック 2では，チッフ訟のターゲッ

トエザアに邸液を落とす必姿がある。総定時間はグル

テスト Eが60秒，エクザクテック 2が20秒で，どちら

も従来の機鐙より緩くなってよい。グルテスト Eは各

操作の終わりに発信者がなり，主総な操作の磯認がで

きて便利であり，エクザクテック 2tま.10思分

の測定伎を記協する機能があって便利である。
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今剖検討した 3機種には，それぞれに一長一短があ

るが，全体的にみていずれの機種も精度や使い易さと

いう点では十分な評価が得られ，ベッドサイドにおけ

る血糖モニタリングや，患者の自己邸機測定器として有 第9群看護教育 I

潟であると思われた。 康長 愛知県立寝室護短期大学 山 口 桂 子

質疑応答

康長 現在外来で克ている患者のうち，自己血糖訳IJ定

をされている方はどれくらいいるか。

福山:現在，私たちが扱当している患者は少なく 20名

余りであるがそのうち自己陶糖測定をしている人は

s名である。

座長:その患者の中で自己血糖測定をすることで何か

変化した人がいるか。

福山: 2 名の患者が自己血糖測定をする前に300~400

mg/dlあった血糖が少しずつではあるがコントロー

ルがよくなってきている。

外来に来る時以外でも，自分の血糖債を意識する

のでよいのではなL、かと思う。

36)看護学生に対する文献検索指導

一文献活用能力の向上をめざしてー

旭川赤十字看護専門学校

{はじめに〕

0桜井美食・設建公子

菅野静子・二ツ森栄子

今日，看護関係文献の増加とともに，看護婦に文献

検索能力が強く求められている。この能力の向上は自

己学習能力の育成にもつながり，文献検索授業の意義

は大きい。本校においても自己学習能力育成の一端と

して文献検索授業を取り入れた。学生の閣議利用の実

態を明らかにしながら文献検索能力の向上をめざ、し，

授業を試みたのでその結泉をここに報告する。

[対象および方法]

対象は旭川赤十字看護専門学校学生1・2年生69名

とした。授業は講義と淡轡から構成し，演習はEJ蓄に

よるデモンストレーションの後，学生に自由主題によ

る検索作業を行わせた。授業前に学生の図議利用状況

と検索行動の実態調査，授業後の演習レポート・質問

紙による学滋効果の調査を行った。

【結果】

1.授業前の学生の64.7%が直接寄架にいき探してい

る。

2.授業前の学生の93.8~100%が一次資料，ニ次資

料，キーワード， f牛名索引を知らない。

3.学生の82.6%が授業を理解できたと答えている。

4. 学生の20~40%が文献検索過程においてキーワー

ド設定，定題設定，二次資料の使い方が難しいと答え，

学年去をはみられない。

5.学生はキーワードが数的lこは 4j間以上設定してい

るが，その22.7~26. 5%が妥当性に欠ける。また学年

差はみられない。

6.学生の82.6%が，文献検索授業を今後の学習に活

かすことができると答えている。

{考察】

学生の文献を有効に活用する能力の育成をめざし，
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演官ぎを緩み入れた授業を爽施し，その効薬を確認する

ため授業前・後iこは言語資を行った。授業詰iiの調査の結

果からは学生のほとんどが検索に関する知識・技術を

もっていない現状が明らかになった。また，授業後の

誠資の結果からは，学生は検索過程において主題設定?

キーワード設定，二次資料の使い方が幾しいとあげて

いた。これらについてはー疫の演習では鯵得が難しい

と考えられるため，今後は課題レポート等用い，演習

を重ね縫突な技術を身につけられるような働きかけが

必妥と考える。文献検索授業は学生にとって知識や授

聖子の拡大へとつながり自己学潔意欲を向上させるきっ

かけになるであろう。今後は学生の検索行動の変容や

研究論文への活用状況等から換空会能力の修得状況を幾

続的に追跡していきたいと考える。

質疑応答

座長・Q)主題設定，キーワード設定，二次資料の使い

方が難しいという結果を出されているが，具体的な

j察官'115法はどのようにされたのか。

②数自援の出した課題を十分翌禁解しえないために主

題設定やキーワード設定ができにくかったのか。

桜井:関 1 演留後の愛関湾紙及び，演習滋怒で作成

した課題レポートから分析した。

関2 演留における学生の主題は，臨床実習におい

て自分が受け持つた惑裁の看護lこ関することを自由

に設定させ，検索を行なわせた。

37)学生の授業への反応に関する一考察

~出席カ…ドの分析を過して

自治医科大学者護短鶏大学

。大久保祐子・松国たみ子・小緩 セイ

宮鶴県立審議大学設立望書{隣家 沼ロヨウ子

看護婦不足がul↓iまれ，看護磯良養成機関の増設とと

もに，定員の増加もなされている。そのゆにあって，

看護婦の鷲への姿求も高まり，看護教育の高等科が進

んでいるが，多人数の学生;こ対し，質の高い教湾が行

なわれているか務係し難い現状にある。授業の評{侃及

び，学生の授業への反応を捉えるために， f出席カー

用いて分析し，どのような感想を記述しているか，学

生の授業への反応が表れているか， さらに倒の学生の，

惑怒、の記述を回を追って分析し，その記述内容を検討

した。

記裁内容は，教授方絡に関するものとして，否定的

評舗や，欠筋を指摘する意見，待定的評{防，学生から

の婆望，学習環境の誇錨，があった。

講義・演習ぎに認するものとして，内容に関して，議

委殺の窓議化，授業からの潔鉱教材による環解，授

業の感想，また学生自身に関して，授業実施状況，学

習成5誌の脅定的・否定的評{商，講義内容と釘分・技術

;こ必姿な能力と自分の能力との関連づけ等があった。

また，これらの現在状態のほかに，次間の淡務への期

待・~、欲・不安・緊張感・心配，学習の意欲，技術溜

得の必姿殺の実議があった。

授業を通しての看護に隠して，講義内容と審議との

隠逮づけ，審議殺に必要な能力への気付き，演潔した

技術が対象iこ及iます影欝への気付き，があった。

授業とは直接的な関速のないものとしては，学生自

身あるいは身の泊りの出米泰iこ関する報告とそれに付

総すること，があった。

これらのことから授業に対する学生の反応を捉える

ことができた。また，多人数の学生のctにあって，現

代の学生気繋も反昭島してか，穏緩的lこ教員や，友人と

コミュニケーションを取りにくい学生にとっては，コ

ミュニケーションの手段としてもカードが活用されて

いる。

さらに，学生綴々の変化を見た場合，特徴ある学生

を捉えちれ，自立たないが，教育的iこは見逃しではな

らない学生をつかむことにカードが有用であると考え

られた。さらにそのことから，より談窓して教資を進

める必要性のある学生を知ることが出来たと思われる。

また，学生の成長や変化の状況も知ることができ，よ

り細かい記長設を注いでいくことができたと考えられる。

以上のようにカードを用いて，多人数の学生を対象

とした授業のやで， i隠々の学生の反応を捉えることの

有効性が示唆された。

ドjを用いる方法を試みた。 質疑応答

議資対象は， J看護短大l年生107名。科EHま，着 座長:Q)KJ法を用いて分析したとあるが毘 l人

護方法 I 記裁内容は f今日の授業について 内容の 当りに抽出した項筏数はいくつか。

姿昆感想jとした。そのうちの感怨をKJ法を主に 松山看護専門学校長F内・Q)f出席カードjを用いる
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方法は年生のどの時期に，何回にわたっておこ

なったか。

②看護観の育成について，変化があったか。

大久保・0)少ない場合は 1項目，多い場合は長文での

記述の中で多数の項自があったが， iEli表な数は確認

していなし、。

坪内 ①授業田数は30留であるが，終半には教員の

関り方を変更しているので，分析対象は20簡とした。

②演習等を震ねるにしたがって，看護的な記述が培

えていた。

38) r遊びJへの理解を深めるための授業方法につい

て (2)

大津市民病院付属看護専門学校

。篠田さゆり・大山由紀子

議賀県立短期大学 治 祐子・宇都宮栄子

滋賀県立看護専門学校

筆頭高等看護専門学校

【はじめに]

北村隆子

小関喜美子

平成3年度に我々は，学生が学苦手内容を体験を返し

て身につけるように，玩具}吉と書応(!足意書)の見学

を小児保健の授業に絞り入れた。

そのレポートから1.子どもの遊びのイメージ化

2.絵本やおもちゃが子どもの発達にあわせてつくら

れていること 3.絵本とおもちゃが与える影響につ

いて などの内容を学生が学習していることが確認さ

れた。そのことについては第 l報で報告した。

一方，今の時代のおもちゃが差是富であることを単純

にうらやましがったり，現代の子どもは幸せとのみと

らえ，それ以上の考察ができていない学生が数人みら

れた。そのため平成4年度は，見学するときの視点と

し，0)玩具活と児議書コーナーにいる人の様子 ②お

もちゃ・児童設が社会的に受ける影響についても見る

ようにオリエンテーションしました。

この授業方法について検討し，若干の示唆を得たの

で報告する。

まず，この兇学学習の限界について述べる。

一つには，見学した玩具庖・苦言応の違いに関する学

びのま受を妨げえないことである。もう一つには，腐頭

に並んでいるおもちゃや絵本のみで遊び全体を箆解す

ることはできず，おのずと限界がある。

【対象1

S県内にある 3年諜程の看護等門学校2校と閉じく

短期大学(看護学科) 2年生。

[調査方法]

小児保健の授業の「遊びjについての講義の前iこ，

玩呉底と議応の見学の課題を与えた。

レポートは400字詰め原稿用紙5枚以内とし，レポー

トからとくに印象残っていることをカードに単文で10

儒まで抜き脅ささせた。見学は各自の自由時間iこ行わ

せ， レポートの提出をオリエンテーションの10日から

2週間後とした。

{結果と考察1

3年度や4年度を比較すると，カテゴワーの内容や

数についてはきをはなかった。しかし，同じ内容であっ

てもより5主体的に記録し既存の知識と比較しながら考

察できていたところが3年度と異なる点であった。

これらのことは，ひとつには見学前に視点を与える

ことによって，異体約な事象から考察しやすかったの

だろうと考えられる。

学生逮がレポート中で見学した事象について多くの

批判をしている。その批判を援助と結びつけれるよう

に，現在教材研究をしている。

fおもちゃを作る喜びを知らなくてかわいそうjの

意見も多い。それで，遊び方Jrおもちゃ作りJ等を

学生が体験できるように，おもちゃづくりの実践ワー

クを平成5年度は計磁している。

39)小児の発達評価とアプローチに関する研究山

一発達スクリ…ニング検査とム…ブメント教育に

おけるアセスメントを比較してー

日本大学医学部付属看護一専門学校

0岡 本 窓 潔

聖母女子短期大学 江本美沙子

1.はじめに

看護慕礎教育において，子供の発達評価をする燦，

発達課題や発達評侃を用いて査定するレベルにとどま

り，そこからどの様にアプローチするか見えてこない。

そこで 2穏類のスケールを用いた学生の看護計図を比

較した。

II. 研究方法

対象は 3年課程看護専門学生。期間はH5年2月~

5月における 2-3年次の小児看護実習生10名。受け
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持ち患者は，懇性滋章第が中心で 4 ヶ月 ~5 畿の乳幼

児である。

方法はアセスメントより Denverとムーブメント教

育(子供の発達にとって必姿な身体遂動絞殺が臼約的

;こプログラムされている教宵〉におけるMEPAむ10ω

vement Education Program Assessment :感覚

運動アセスメント)で，学生の者護計額の分析と流れ

における表現をDenverと忌1EPAの発達;こ患者する語

議で比較検討した。

目結果・考察

1)学生の看護計磁における謡言語数は， Denv創立U.8

%， MEP A58. 2%。アセスメントでは， Denver25%， 

MEPA75%。問題点では， Denver83.3%， MEP A 

16.7%。これは.¥IEPAがアセスメントしやすいこと

を示している。更に子どもの遅れている点会現在震にす

るわenv巴rと後れた点を明礁にするMEPAの授点の途

いにより， MEPAの15が鶴題解決思考型になりにく

いことを示している。

2) MEPAで賂いる務純裳号室の 3分野(運動・感覚・

3言語・社会)の語録数は，アセスメントで言語が他の

分野より多く， EI擦では少なく示された。これは，患

者の入院・治療に伴う行動制限により，学生自身が筏

標設定しやすいことを示しているo

3) Denverと.¥1EPAを用いた学生で間一患者(1議

8 ヶB~9 ヶ月で発達の返れはな L、)を受け持った 2

名の看護計磁の流れに表現を比較ーした。その結果，号

MEPAの学生は鵠題点以外は一一貫した流れで示され

た。またDenverの学生は， EI様・具体策iこしか流れ

が之氏されなかった。これはアセスメントにおいて，窓

味づけが出来るか~かにより，発達の課題目祭が設定

し易くなるといえる。~ぎにこの事は，異体策がより明

確になることに繋がる。②呉体策において，学生の子

供;こ対する姿勢iこ迷いが生じた。エ1EPAの学生は，

子どもの主体性を認めた表現となり， Denverの学生

は自分中心の行動表現であった。これは，子供の現象

が捕らえれる事で，自三の関わりの姿勢が見えてきた

といえる。舎②より，アセスメントできることが，対

象潔解を深め学生の行動形成iこ彩欝を及ぼすことがわ

かった。

質疑応答

横浜市大病院 児:.li・舎スケーノレの評総とそれに関わっ

た学生の特性の関連をどう分析するか。

隠ヱド:(j)今隠は，実習時期及び緩滋，学科成綴，学生

の家族・同胞の有然。現在の生活状況そ学生のプロ

フィーlむとして把援した。

しかし，今田の結果が学生のフ。ロフィールにどの

後に影響したかの分析はしていない。今後学生のプ

ロフィールや，患者仮IJの婆iZSiも含めて分析していき

たいと考えている。

第10群審議教育宣

務長 高知女子大学家政学部看護学科

大名門絡子

40)鐙床笑習における評僚に関'9る研究〔第2毅〕

一実態議室奈による形成約評僚の現状分析ー

設母女子短期大学 O松 村 議 子

策京大学大学続問療保健計爾さま: 沼寝 si 
1.はじめに

言平{船主大きく分ける診断的，形成約，総括的評価の

3つであるが，今回は昨年の第 1殺にひきつづ怠，形

成約詳憾に:主総をおいて検討してみた。つまり，教授

学習課程の各段織において，そのプロセスが効果約で

あるどうかを把援し， もし効5史的でないとしたら字選

れにならないうちに，どのような手を打つ必婆がある

かを決定する評紙に焦点をて，実態調査を行った結

巣，明らかになった現状を報告する。

II. EI 的

議床実留における評縮技法の実際において，いっ，

だれが，どのように行っているのか，その現状につい

て実態調資を行い，形成約誇{磁の殺も有効な活用方法

について考える。

I互.方法

議まま;現時 1993年2月~陪王手3月c

護主ま礎教育機関20校における l施設5名の教員，合計

100名。方法立母郵送による質摺紙法。②主な質問項

包は評{磁の時期，評{商者，評価の方法。形成約評舗の

内容のについては， ブルームらの示した f教干害訴締法

ハンドブックjから 7項目作成した。

lV.結果

調査に対する羽毛~{ま14校， 66名，@]収率66%実務指

導の担当領域は成入者護学が最も多い指導総当者は教

員が中心必%，喜怒床の指導者と教員の協関が56%，言事
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側担当者は教員が中心62%，問者の協時が33%，その

他 5%。評価の時期は中間期と主主終期42%，最終期の

み50%，その他8%。評価の方法は複数解答で，記録

95%，綴察90%，カンファレンス89%，街接64%，そ

の他14%，テスト 12%。評価表の作成は85%。評価2基

準の作成は47%。形成約評価の内容については，いつ

もする，という実施頻度が最も高いのは，問題点の診

断で71%次いで，学習ま活動の認きさと総括約評悩の結果

に関する予測が共に59%。最も低いのは矯正約学習の

処方が21%である。

1V.結論

也実態調査の結果，明らかになった評価方法は記録が

緩も多く 95%，評価の時期は中間綴と最終期は42%，

最終期のみは50%と学習の遂行過程で行う形成的評価

に頻度は，総括的評価の50%弱の現状にある。

②評価者は教員が中心となっており指導においては両

者の協向が56%であるが，評価においては33%と減少

している。

③形成的評価の実際の内容において fいつもするJと

いう実施頻度が最も高いのは問題点の診断71%など，

療関の分析が多い。その&函，矯IE的学習ぎの処方21%

など，学習教材の考案は少なし、。これらのことから，

形成約評伝liの殺も有効な活用方法としては，まず評倒1

の概念、と意義をよく潔解し，学習単佼ごとにバランス

よく配分して実施し，総括的評価lこ結ひ‘つけていくこ

とが大切であるといえる。

質疑応答

康長:形成的評悩の意識づくりというのは教育する側

の~識づ、くりということか。

松村:教員の認識ということで述べている。

今剖全国的な調査を行った総菜，矯正的学苦言の処

方や震のコントロールなど，言葉のイメージでとら

えてしまっている点、が多く，教員が概念をよく理解

して評価を実施していくことが大切ではなし、かと考

えている。

41)小児看護学実習と自己評価についての研究

愛知県立看護短期大学

。関本淳子・二宮様子・山口枝子

研究8的

小児看護学実習における技術経験の低さについては，

多くの指絡がなされている。これまでに私達は，看護

への母親の参加方法に途いのみられる 2施設での笑習

においての実習内容の援約検討を行なってきたが，今

回は，実習内容の量的な違いが，学生の笑努の自己評

価にどのように影響しているかについて検討したので

ここに報告する。

研究方法

1 対象

平成3年度第一看護科3年生39名と第二看護科2年

生41名。第一看護科は，母親の付き添っている病続で

2週間のべ10B間の実智であり，第二看護科は，商会

のみ行なわれている病院で 2週間のべ8B間の実習で

ある。

2 1i 法

(1) 実習内容の分析.実習時に使用する行動計図実施

表より，一日ごとに経験した技術を日常生活援助，診

察処鐙介助に分け集計した。

(2) 自己評議liの分析:実皆目標25項目を，援助がなく

てもできる・少しの援助があればできる・援助がなけ

ればできないの 3段階で評価したものをそれぞれ3点・

2点・ 1点として点数化，集計した。実習目標25項目

の領域別内訳は，ヨ〉成長発途段階の把握4項目，②疾

病室主解4項乱③臼常生活凌助の実施3項目，④硲綴・

家族の潔解4項目，⑤看護過程の実施 8項目，⑥技術

の笑施2項密である。

研究結果および考察

1. B当たりの臼常生活援助校術経験項目数，診察

処霞介劫技術経験項目数，総経験数いずれにおいても

第二審議科が有意に多かった (P<0.05)。

2. 日擦の領域別評価では，家族理解以外は 2点以上

の詳縦であった。看護科別では，第一看護科が会体的

に潟く，特に成長発達段階の把握，両親・家族の浬解

は，有意差があり (P<0.05)，第二看護科が高いの

は日常生活援助の実施のみであった。

3. 日常生活援助技術，診察処鏡介助技術の経験の翠

により 3群に分け分析した。

臼常生活援助技術緩験項図数と自己評価では，第二
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看護科においては，雨綴・家族の潔解以外は，経験が

多いと評価が潟いという結采が得られた。第一審議科

では，成長発達段階の把握，看護過程の実施，技衡の

実施でそのような額向がわずかにJiられたが，疾病潔

毒事， 日常生活援助の実簸，両親・家族の主主解では，高

経験群の評{泌が低くなっていた。

診察処置介助技経験項百数と自己評錨では，第一看

護科では， どの項包とも経験数に関係なく評{隠されて

いたが，第二看護科では，疾病竣解以外は経験が多い

と評{協が高いという傾向が見るれた。

看護技術緩毅項目数と自己評仮については，ある程

度の議の経験がないと自己評絡をあげる妥国にならな

いと後室長された。

質疑応答

康長:第 1 看護科と第 2~‘議終では入学待の学伎の条

{牛が異なると思うが，そのことによるバイヤスにつ

いてはどのように考慮されているか。

岡本:第一看護科と第二看護科は，進学コースとレギュ

ラーコースの遠いがあり，その遠いによっても自己

評級に室長がJiられるのではなし、かとも考えられる。

今回は実習経験蚤のみを検討したが，今後の課題と

して検討していきたいと思っている。

42) 看護学生の劣等感とÊlc.~平俗的憲議

褒京都立医療技術短鶏大学

。佐藤みつ予・森 千鶴

千葉大学務護学部 内海 渓

{結果および考察]

関収2容は， 92.2%。変数30項呂を顕子分析し(パリ

マックス回転法，累積答与喜界44.7%)iEi毒事国子臼

己不全惑母子 r自信部子J 自己愛顕子自己防衛

問予jと命名しfこ。また劣等感の有無，内容，劣等感

を持った終の総談相手などで陸子得点を比較した(t 

検定)。

1年次学生は， 2年次および3年次学生に比べ，臼

毒事傾向が低かった (P<0. 001， P <0.05)。さらに 1

年次学生は， 3年次学生iこ比べ自分に対する自信が低

い傾向が認められた (P<0.05)。

劣等感があると詔答した学生は全体で91.6%，お学

年になるにつれ，劣等感をもっ者が減少していた。劣

等感の有無によって調子得点を比較したところ，劣等

感があると自答した者は，自尊:滋識や自信慾識が低い

傾向が認められた (P<O.01)。

劣等感の内容は f体絡 r~姿 r性格 r成綴人

づきあいj の11援であった。 í~姿性格才能 Iこ

劣等惑があると問答した者は，

認められた (P<O.01)。このことは，青年期におい

て{也君ぎの沼を終iこ気iこするという綴向と一致しており，

他者との関係を強く窓識しているようすが窺われた。

学年5，liHこ劣等感の内容を比較すると年次学生は

どの項EIIこも他学年;こ比べて劣等滋識が高い綴向が認

められた。

劣等感を感じる松手では，友人j に対するものが

最も多いことが認められた。また，劣等感を持った時

iこ栂談する組手は，友人jが最も多く，次いで，雨

[El約] 綴jであった。これらのことから，脅年鶏は気ごころ

青年期は自己蕊識の形成や発遂にとって議委な意味 のあった友人を強く求め，その関係の中で安心感と人

をもち，自分自身についての探究と再検討によって白 羽的成長のための鐙を得るなど，友人関係は，青年期

弓を発見する時期である。 の人絡形成iこ議委な意味をもつことが明らかになった。

そこで，看護学生が自分をどのように評価し受容し そのため，湾年期にある学生にとって友人との関係を

ているのか，またそれに及;ます妥留について明らかに とり，それを維持させることは，必姿で不可欠なもの

するため，策協同本学会では，局長若者・異性の友人な であることが認められた。

ど， =tlこ他者との箆係について謁愛し，これらが自己

評価約窓識に彩饗していることが認められた。本研究 質疑応答

では，劣等感が自己評価的;窓識に及ぼす彩饗について 威主主:劣等感の内容に f人間関係jがあがるというこ

明らかlこすることを尽的とした。 とは，浮い終期に友人関係や室長族との関係の中で調

[研究方法〕 係性の改善や訓練をしておかないと対患者との関係

看護短潟大学生245名を対象に梶田の iEi己評価的 づくりが難しいということですか。

意識認査項目jを用いて繋鵠綬法で議室をした。 佐藤:綴大の場合1， 2年は箆学が=tで3年次iこ入
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ると務床実習が多くなる。劣等感は，実習のみでな

くどんな場合でももっているものである。

資年期の現象としては，劣等感としてあらわれる

ことが多く，過度の場合，虚勢をはる，必要以上!こ

防衛態度をとる，内向的になりやすい1， 2年の

うちに学生を観察して過度の場合，友達関係をみた

りして使っていきたい。

今後，劣等感への対処行動や実習との関係につい

ても検討していきたい。

43)臨床実習における看護短大生の学年次5J1J，交流分

析時間の構造化分析

秋間大学医療技術短期大学部 O松尾典子

千葉大学看護学部 内海 渓

総床実習で看護短大生はそれぞれの l人の患者を受

持って看護を行なう。そのために，看護短大生と患者

との人間関係のあり方がきわめて委委な意味をもっ。

<目的>臨床実潔における看護短大生と患者との対人

関係が，交流分析における時間の構造化理論での待問

の構造化6要素，すなわち，ひきこもり，儀礼雑談，

ゲーム，毅交活動を手がかりに明らかにするものであ

-5f7iJの受持患者を経験していることから濯、考との関

連に心潔的ゲームがなく，患者を受けとめられるよう

になったと推察する。

3)関子別による学年別j高性の比較では，第 l悶子

f内部忠、考JI土問胞の少ない学生(2年次生の場合予言

窓)，家族へ看護経験をした学生c1年次生で有意)

に高い。時胞の少ない学生は多い学生に比し，日頃，

!3照的自寺閣を構造化しやすい家庭環境にあると考える。

家族への患者経験は強烈な煩人的体験であり，初めて

の1年次実習では，その時のことが強く再想起された

と推察される。

第31ZSl子 r!3倒的向学J(ま問胞数の少ない学生に高

くなる傾向があり，中でも 2年次生より 3年次生の方

で高くなっている。同胞の少ない学生は 3年次になる

と，自問的特閣の構造を学習待問として肯定的な意味

を持つことになったと推察する。

以上，看護短大生の臨床実習における時間の構造化

意識は8顕子にみることができた。

今後，実習における学生と患者との関係を知る手が

かりの 1つになるものと考える。

る。 質疑応答

<方法>A大学医療技術綬勝大学看護学科~t， 74名を 座長:交流分析待問の構造化分析とは 2人がいるH寺

各学年次にわたって対象とする。 どんなふうに時間を過すかということからすると，

調査は松尾・内海が作成した 0990年)調査用紙を 第5因子「勤勉Jはどのような場面が該当してるか。

用い各学年次実潔終了後に実施した。 松尾:交流分析から言えば f活動」ととらえる項尽に

結果は 5段階尺度の問答から数議イヒし，因子分析 はいるが内容約には，仕事は計調的にかたづけると

を行なう。 か相手の話を部くとか患者の身のまわりの世話をす

<結果・考察> るとかいうような活動国予を「勤勉j とネーミング

1)国子分析の結果，第 1関子「内面思考j，第2節 している。

子 f活動j，第 312ヨ子「自閉的向学j，第4因子仁怠者

愛着J，第 5因子 f勤勉j，第6国子「慎主義j，第 7因 44)衛生看護専攻科学生の行動特性と実習記録成綴評

子「自己主張j，第81ZSlr親交jの8悶子が明らか 価との関連

になった。 加世出女子高等学校衛生表護王手攻科

2)各学年の因子得点の平均伎の比較は，第 2関子 O桁内さゆり

「活動j，第4顕子「患者愛者j，第8閤r["親交j に 千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

学年間に有:意差を認めた。「活動Jや「毅交jが l年 土屋拘義・金弁和子

次より 2年次 3年次に高い。 2年， 3年の笑習包擦 くはじめに>

が看護過程の展開であること 段階実習の進度により， 学生にとって，続床実習は他者との関係の中で成長

慾者との関係成立がより建設的にできるように変化し していく重要な機会である。 Y-G性格検査による行

たと縫祭する。仁患者愛者jが1年次・ 2年次より 3 勤特性と，エゴグラムによる自我状態との関込また，

年次に{尽く負の得点、である。 3年次は調査までに， 4 Y G性格検査のタイプによる行勤特徴を知るために，
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学生の実習記録の内容，及び，実習成緩評価との関連

を検討した。

<対象および方法>

K女子高等学校衛生看護等主主科 2年生87名につい

て， Y-G性絡検査(以下Y G)とエゴグラムを 1

年次の基礎実習部こ笑施し， 2年氏成人審議学内科・

外科箆沫実習終了後に提出された実習記録の内容，実

習成績評錨との関速を検討した。一部， f訟の看護専門

学校の先行研究と比較した。

<成績ならびに結論>

(1) 学生のY Gタイプ別の割合は他校iこ比し， D

製が35.6%と少なく， E型は14.9%と多かった。エゴ

グラム各項自得点の平均綴，およびその迦は災Pおよ

びFC優位の 2溺数与を示し，他校に類似し， また総得

点も詞様であった。

(2) エゴグラムとY-Gタイプとの関i患をエゴグラ

ム各項自の平均得点で検討すると， FCでは{也のタイ

フコこ比しD裂お綴， E君主低値， ACでは逆にD裂{t¥;{1底

E裂高{臥さらにAきさ{辰徳であった。

(3) Y G各隠そ子得点を他校と比較すると，他校で

低綴を示していた“仰うつ校野 “間滞性" “劣等性"

“祢経費"は本校では務返，またはそれに近い{肢を示

し，逆iこ， f也校で高{肢を之氏していた“活動性"は本校

では普通にとどまっていた。 “協調設の欠如"は他誌

本校とも仮{遣であり， “のんきさ" “社会的外向"は

ともにお{践であった。

(4) Y-Gタイプと実習成績では， D裂 E裂は分

散の絡がとくに大であった。

部 教員の笑溜評価iま“判断傾向" “活発さ"の言語

で負の評{阪が多く，逆iこ“協議性"ではiEの評{泌が多

かった。この綴向比 “活発さ"ではA・8・E裂，

“協調性"ではB・D.E裂， “判断綴向"ではB・

C.E裂で紛らかであった。

(6) 学生の実習記録の内容は， “長室構尺度" “思考

役" “活発さ" “社交性" 午1]密fj傾向"で魚と判断さ

れる記載内答が多かった。この綴向はとくに“活発さ"

ではC裂， “社交性" “判断綴向"ではB.E裂で明

らかであった。

このような，本校における学生の全体的特徴，及び

学生ごとの儲別約な特徴を，今後の本校の教育にあたっ

て留意していきたい。

質疑応答

笠隷クザストファ看護大学 問島 :CD実習記録の内容

と実苦言成綴評{街表の項目;立国ーのものか。

②笑習指導者が複数であることの結果への影響につ

いて。

続i今:舎教員の議床実望号評価の内容の項Elと，学生の

臨床実習記録の内容の項目はおjである。

②担当教員の評価である。評価者が複数の場合につ

いては今後の検討事項とする。

第11群看護教育現

康長神奈川猿立衛生短期大学 森閑チエコ

45)看護学生の毅業的関…性形成に関与する婆思の検

討 同一役拡数!こ焦点、を当てて

神奈県立衛生綴期大学 O松下由美子

東邦大学医療短期大学

<呂約>

者護学生の磯三義的向一性形成の様綴，ならびにそこ

に関与守る妥揺を明らかにする。本研究では，特iこ

f同一性拡散jに関与する婆器lこ焦点Lを当てる。

<対象と方法>

1.対象:16校 07課程)の看護学生2658名。この

うち完全国答の得られた30議米満の女子2137名を分析

対象とした。

2.方法:中羽作成の「自我昭一性地位戦業尺度j

をもとに作成した20項目の「機業的問一位地位テストj

および47の妥盟からなる議資を実施した。

3.分析:看護婦餐成の正規採緩(大学，短大，専

修学校)と進学課程(短大，専修学校〉の5

穀業約時一役拡散地位尺度得点をま基準変数とする以下

の分析を行った。定性的な妥協項目については一元配

援分散分析を行い，さらにt効5裂が予言慈なものについ

ては多主義比較を行った。定議的な要因項目については

護担矯分析を行った。

<結果>

定校約な妥留では年齢，学年の変化，看護学校入学

決定時期が毅業的向一銭の拡散に強く関与していた。

正規課程の学生では年齢が進むにつれて拡散得点、が

高まり，多言霊比較では19歳以上が18議より有意 (P<

0.001)に拡散特定が高かった。進学課程の学生では

19主義， 20裁をピークに以後下降傾向にあり，短大生で
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は20歳と{自の年齢，芝草修学校生では19歳と他の年齢と

の翻に有意差(各々 P<0.01， P <0.05)が認められ

た。

学年では進学課程の専修学校(定時制)を徐く 4課

程で，学年が進むとともに拡散得点が高まっていた。

大学生では， 1年生<2年生<3・4年生(P<O.OO1)

の瓶に高まり，他の 3課程では l年生より 2年生以上

が有意 (P<O.01)に拡散得点が高かった。進学課程

専修さ詳校(定時制)では， 2年生で一旦拡散得点が高

まり， 3年生で再び下降していたが，有意去をはなかっ

た。

入学決定時期では正規課程の学生に特徴的な傾向が

見られた。すなわち入学決定時鶏が早いものほど拡散

得点が{尽く，決定時期が遅くなるにつれて得点の高ま

りが見られた。

定議約な分析(重回帰分析)では， r審議学生とし

ての誇りの有無jが織業的問一性拡散に強く関与して

いた。大学を除く他の 4課程で標準備回帰係数が負に

負荷していることから，看護学生としての誇りに欠け

るということが同一位拡散に関与しているということ

ができる。次いで「自己の興味・適正から看護学校進

学を決めたjが，進ヤ課程の学生ならびに正規諜怒導

修学校生では係数が負;こ負荷しており， これらの潔援

に入学するにさ当たって看護に対する興味・関心が{設かっ

た学生は，問一位拡散に結び付きやすいという結果を

得た。さらに f裁隠式jに対する低評価が，正規課程

の短大生と専修学校生ならびに進学課程専修学校生で

は向一性拡散に関与していた。

質疑応答

路長:興味ある研究ですが，先生の結果の中lこ「戴指

式 1こ関することがありましたが先生のお考えを聞

かせてください。

総下:戴$言式にあたって，教師側が一方的に帽子を与

えるという形ではなく，学生が積綴的に関与し，自

ら戴帽を受けるという形の教育的配慮ができれば，

毅~管王立を職業的同一性形成にとって意味あるものと

することができるのではないかと考えます。

北海道大学医療技術短大部 津隠:職業的問一性E富立

の問題といっても，思春期の若者逮はそもそも自己

同一役磁立のプロセスにある。

特lこ綴業的向一性の磯立は今の時代背景から，非

常におそくなっている。学生の看護で織の同一性拡

散の問題だけが，問題なのではないのでないか。

松下:織業的問一性の逮成が今日の青年では遅れる傾

向があり，看護学生も例外ではないと考える。しか

しながら看護学生の職業的問一性形成は一般大学生

と比較すると，達成が測られやすい傾向があること

が，先行研究で認められている。

46)看護学生の自我同一性に関する研究

一職業的関ー性形成について(その 2)

名古屋大学援療技術短期大学部 O安 藤 詳 子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

内海 混

看護学生の職業的同一位形成について，学年別に変

化がみられた(本誌15(supple) 153)。職業約同一

性達成は学年で高く 2学年で低くなり 3学年でや

や戻るという傾向が確認された。このような傾向につ

いて，江幡(1991)，波多野(1992)，新井(1990)も

類似した研究結果を報告している。

更に調査を進めた結Jfl:，この傾向は他の医療技術織

をめざす学生と比較して特に看護学生に顕著であるこ

とが明らかになった(日者科誌12(3) 22 -23)。

看護学生ム診療放射線技師，離床検遊技師，理学

療法士・作業療法士をめざす各学科の学生の途いにつ

いて検討した結梁，その入学決定時期について，看護

は小学校，中学校が全体の33.5%であるが，放射は中

学校が 1%，衛生は中学校が3.5%，理作l立中学校が

3.9%と緩めて少ない。看護職は知名度の高い綴積で

あり，その職業志向も早い時期から始まっている。

本研究の図的は，看護さ詳生のダイナミックに変化す

る職業的問一役形成と磯霊長志向との関連について検討

することである。

<対象と方法>

対象は，本学看護学科の第 l学年，第2学年， ~3 

学年の235名，間収率は232，有効回答数は230であった。

方法は，自我問-t生地位テストと，職業，志向に関す

る質問を質問紙法にでき定施した。自我同一性地位テス

トをl2Sl子分析し，パリマックス回転して8つの顕子を

他出したEわから職業の同一位途成民子ーを絞り出し，属

性群別に算出された顕子得点を比較した。

<結果および考祭>

1.入学決定時期耳目の比較
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小学校または中学校の持;こ看護の学校に入学するこ

とを決定した学生76名 (A群)，高校の l年設または

2年伎のu寺lこ決定した学生71名 (B群)，高校の 3年

生以、降iこ決定した学生76名 (C群)の 3群について比

較した。

A若手では，忠子得点は 1学年から 2学年;こ有意iこ{尽

くなり 3学年で反っている。 B群では，顕子得点の変

化は同じ傾向であるが，その高{訟のまをは少なく有窓差

はなL、。 C若手では，間予得点、は低く l学年から 2学年

3学年へと少しずつ{低くなっているが，有;窓涯はない。

より早期に看護の学校iこ入学することを決定した学

生において，ダイナミック iこ変化する職業的問一性形

成の綴向は，幸子明である。

2.章者援磯穣531]による比較

入学特における将来の希望職穏が看護婦の学生114

名 (A'群)，看護婦以外〈助疲総・係縫婦・看護教

員・養護教諭他等)の学主主115名〈日'哲学)の 2群に

ついて比較した。

l学年 2学年， 3学年とも， A'群の1Jが，因子

得点、の平均伎は高いが，雨若手ともに学年変化の綴向は

同じであった。

震 疑応答

座長.務護教予ぎから考えて高校以下;こ磁業選択をしそ

れからまっしぐらに歩むことがほんとに教育的に良

いことなのか。

進学していく学伎のゆにバラツキがあるというこ

とだが，ぉ:余曲折考えながら成長していくことも必

妥と考えるがどうか。

:看護の学校への入学決定時紛が早期の学生につ

いて，職業約同一性達成昭子が 1年次で高く 2年次

で{尽くなる点についてそのまま高くなってしまうよ

り，むしろ低くなる時期があってその時期iこ，学設

が草案業選択を現実的な認識で吟味しなおしていると

解釈されるからそれでよいのではなL、かと考える。

47)男子学生による審護織選択の動機

一女子学生との比較

東京医科歯科大 O波多野授子・斎藤やよい

埼玉衛生短大 小野寺社会己

くはじめに> 看護織が専門殺として成長していくた

めには，看護磯が女性だけの綴業ではなく，男女とも

に関かれた綴業になっていかなくてはならなL、。しか

し，男性は看護就業者の2.8%，看護学校では全体で

4%，そのうち 3年課程では1.5%であり，以前より

増加してきているとはいえ，米だ緩めて少ない。今後

男子審議学生が増加することが努ましいが，そのため

には男子看護学生がどのようにして看護磯を巨指すよ

うになるのか， もっと努子看護学生について知らなく

てはならなL、。そこで今留は3年課程(短大を含む〉

在学中の男子学生抗どのような動機や緩終で看護織

を選択したのか，女子学生とどのように異なるのかを

検討した。

<対象と方法> 平成4伴家iこ会国の者護絡を委員立施設

で行った男子審議学生の言語去をにおいて 4人以上男子

看護学生が主主務していると回答のあった 3年課程の43

校(接関・短大を含む)に対して調査を依頼した。教

務を通じて夜!恭男子学生会員と，男子学生の在席学年

の女子学生を名簿の最初から男子と荷数i慈び，議資芸雲

母配布するように依綴した。その結果男子学生計342

名(女子荷数〉を対象とした。そのうち男子309名，

女子310名，計619名から回答があった。自叙率は男子

宮0.4%，女子90.6%。

<結果> 1)努子学生が看護士になることを決めた

時期は， 90%近くが高校生になってからであり，高 3

とそれ以後をあわせると50%以上で，分布が女子学生

とかなり奨なっている。 fそれyj、後jが14%と多いの

は，男子学生は高校を卒業して綴ぐに看護学生になる

のではなく，他の進路を変更して答護学生になる入が

多い。 2)怠裂の背景は，男子学生のほうが，家族iこ

看護嫁・義畿支や医療関係者がいるもの，知人に看護

婦や表護士がいるもの，自分の入読経験があるもの，

が多い。すなわち，医療や務議関係者と近い関係、にあ

るものが多L、。 3)動機についても，男子と女子では

かなり違いがみられる。男子のほうが有:部こ多いのは，

人から勧められて，社会に貢献できる，自分iこむいて

いるであり，男子が女子に比べて有2誌に少ないのは，

技術・資絡の取得，やりがいがある，あこがれ，であ

るO 男子の方が務護という磯業についてよく知ったよ

で， 自分iこ向いていて社会iこも資献できる， とよく考

えた上で看護識を選んでいる。 4)どのような情報源

をもとに看護磯を選んだかをみると，男子学生のほう

が有窓に多いのは，家族，知人であり，本・雑誌、， T 

Vといったマスコミからの情報は有意に少ない。すな
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わちこの結果からも，労子学生のほうがパーソナルな

情報をもとに判断していることがわかる。

質疑応答

北海道大学医療技術短大部爆国:私も演者と向じよ

うにもっと看護識に男子が入ってきてもよいと思っ

ているが，女性患者からの抵抗や麗用者側の拒否等

まだ日本社会には，男性宥護士を受け入れる広さが

ないように恕われるがどうか。

波多野:看護管理者については，神奈川県内会施設の

議資の結果はもっと看護士を採用したいということ

であった。(地域羨，看護職員不足などによって異

なるかもしれないが)看護軍設の業務は巾広く，女性

の身体の清拭などだけではない。別の業務での活躍

も期待できる。一般の人々の意識の変容は序々に行

われるのではないだろうか。

48)現代看護学生の職業的俗鑓意識について

一読後感想文の分析からー

東京医科大学霞ヶ浦病続 唯根久美子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

鵜沢陽子

者護教育に携わるものとして，:N護学生の戦三定的価

値意識を把握しておくことは，看護教育上主主姿なこと

であるO 更に機業に対する価値意識は，その時代の社

会的背景に大きく影響され変化すると言われている。

このことから今回，教育勅語体制下に教育を受けた看

護関係者自身によって議かれた著番の読後感想次から，

著書像とそれに対する学生の価値意識について，分析

調査を行ったので報告する。

{研究方法]

C大学医学部F付属看護学校の1987年~1992年迄の 2

年生267名のうち，看護関係者自身によって警かれた

5冊(井上なつえ幸子 fわが前に道はひらく J，林海若手

fこの滋幾山河j，大獄康子幸子「病院船・野戦病院j，

窓永政校著 fきのこ雲j，飯塚スヅ箸「わたしの看護

昭和史j)を選択した140名。

この著書等の受けた教育図書，明治43年刊行の F甲

穆看護教程ふ修身教脊の仁看護婦生徒修身教授参考

書ムそれに基.づく F看護婦生徒~身訪11話j をもとに，

修身教苦手の24の徳目をカテゴリーとし，学生が妻子舎を

過して著者ーたちをどのようにみたのか(著者像)， ま

た著者像を学生がどう評価したのか(価鋭意識)を分

析し検討をおこなった。

【結果〕

それぞれに著者像は総じて“志様"がし 2番目に

多く，次いで“混和・愛敬" “勇気・沈務" “勤勉"

となっており，意思、が強く勤勉で勇気のあるそして温

和な看護婦としてイメージされていた。学生の価値意

識では， どの妻子惑を通しでも“勤勉"が 1番多く，井

上氏の100.0%に次いで，林氏57.5%，飯塚氏50.0%

と過半数を占めている。また “仁怒・誠実" “志様"

が3位内を占めておりいずれも不変的な価値として評

価されている。また全学生140名による著者像・価値

意識をみると24の徳目中，共鳴している価値は15項百

と多く，更に10%以上みられた価値ついては，著者像・

学生の価徳意識共にほぼ同じであることがうかがえた。

変化した倒値としては， r資格がほしいjr収入が安

定しているJなどのいわゆる現代の職業的志向がみら

れたが，今回の調査においては低率であった。

【まとめ〕

今田，戦前から戦後への思想、約転換に見舞われた日

赤関係者の幸子惑の著者像を通して，現代の看護学生の

職業的価値を分析認まましたが，看護職に対する価値意

識は，時代の変化にかかわらずほぼ問機であり，著し

い変化は認、められなかったと考えられる。

49) TEGよりみた学生の自我状態の傾向

一助産婦学生と看護学生の比較一

金沢大学医療技術短甥大学部 O坂井 明美

千葉大学看護さ詳部・看護管潔 阪口禎男

脅年後期にある助産婦学生の人格特性を明らかにし

看護学生と比較検討する事を目的に調査した。

対象・方法

助産婦学生44名，進学課程審議学生44名，対象の背

景は助産婦学生の平均年令21.7才，就業の経験のある

者11名，ない者33名，居住状況は自宅通学生9名，下

宿生35名。看護学生は平均年令20.7才，就業の経験の

ある者14名，ない者30名， r.安住状況は自宅通学生17名，

下宿・寮生27名であった。

TEG (東大式エゴグラム)を用いて記名自記法で

調査した。 TEGは被験者の受験態度の妥当性を測定

する尺度として儲位尺度と疑問尺疫が採潟されている

が，今闘の調査ではすべてにおいて妥当性に問題はな
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かった。なおデータ分析はマンーホイットニーのU検

定を賂いて検討した。

結果・考察

1. TEGでは得点、をプロフィール化し，それに基づ

いて人総綴i勾の援を潔解するためを霊位獲， {j丞位霊法，混

合型iこ区分し，それぞれに縮分化され17援にパターン

分類しである。助産主総学生は1Hこ分類され多い型の上

位はNP後佼裂10名 (22.7%)，M裂8名(18.2%)，

人C緩位澄 (9.0%)でこの 3型で50%をしめた。看

護学生ははに分類され多い濯の上佼はFC緩佼~7 名

(16%)， AC緩佼恕5名(11.4%)， M毅 5名(11.4

%)， NP後位型4名 (9%)，逆N型4名 (9%)で

この 5裂で56.8%をしめた。*松らは女性に多い主主と

して王手坦裂19%，A優位裂9.4%，会形毅6.1%と報告

しているが，今屈の対象と年令や機業主事の迷いのため

と考えられる。

2.雨学生関の各尺度では助産婦学生の各尺度はパー

センタイル50以上あり， .:ミ?優位裂であった。看護学

生もパーセンタイル50以上のFC緩佼裂て・あった。

3.一綾短大生より看護短大生の方がやや災?が高い

とする報告がある。今回はトミP1]直が姉妹の有終lこ影響

するかを検討した。助産総学生の姉妹ありと看護学学

生の姉妹ありでは助産総学生の姉妹ありがち印綴が高

い傾向にあった。

4.就業経験の有無では助産線学生ではFCに差がら

り，就業の経験のない学生が有意に高かった。 (P<

0.05) FCはー殺に若年遂に高いといわれており，就

業の経験のない学生は年令約にも走まいためと考えられ

た。看護学生ではCPにおいて就業ありが有滋;こ高い

結果であった。 (P<0.05)

以上の結泉から助産婦学生はNP後佼殺の母性性の

高い柊性がある挙が明らかにされた。しかし儲人的に

さまざまな人格特性があるので教湾約指導の際に記滋

が必妥と考える。

質疑応答

慶長:対照の看護学生に進学コース学生を選んだ潔白

は{向か。

坂井・進学諜程の学生と比較したのは，助産学学生の

ctlこ就業経験を持つ者もいるのでこの点の比較をす

る擦の参考となると判断した結楽である。

第12群看護教育N

E室長千葉県立衛生綬綴大学

50)審議学生と大学生の実体性・創造性の比絞

一EPPS性格検査と独自殺欲求尺度からー

神奈川県立僚長短期大学

。森山比路美

野口多慈子

し受け身約であるとか，思考が

ステレオタイプとか，考え方，行動の仕方がマニュア

ル約であるなどと，主体性・創造性で，乏しさの指絡

をよく受ける。この傾向が青年綴のー絞的特徴なのか，

看護学生特有のものなのかを知り，

学生の主体性・創造性の遠いを紛らかにした。

主体性帯創造投とは，自らの意思で自発的自律的iこ

判断し，独自に新しいことを作り出す慾欲や行動であ

ると定義した。つまり，独自性欲求と心環的欲求の{綴

向と程度が主体数や創造性に関係する側面であると考

え，独自性欲求及び，独自殺欲求と高い綴腐を持つ心

環的欲求の各現段について比較検討した。

研究ガ法

調盗対象・公立大学女子学生92名と公立看護学校の

女子学生333名。

認まを期間:1992年 1 月 9 日 ~20 日

謁室長方法:EPPS性格検室長と独自性欲求尺疫の質問

紙を清いた。

結祭

1.心復的欲求の逮成， 自律，

lま低く大学生;こは高いという特徴的な遠いがあった。

看護学生の心理的欲求は，これまでの研究報伎と一致

していた。

2.独自性欲求では看護さ詳生{立大学生iこ比べ所属築留

からの心理的自由が抑制されている。

3.独自殺欲求と達成，顕示，自律，支配，変化，攻

撃の心理的欲求が高いことが，主体性・創造殺を規定

する国子として描出された。

4.独自性欲求の高い若手の看護学生は，心耳室約欲求の

項屈において，表護学生としての特徴を示さなくなる。

また独自性欲求の低い群になると，達成，iIil.従，顕示，

自律，支配，内部の 8攻自に有慈愛があり，看護学生

は内蔀が高く， f訟の漬闘はすべてが低くなった。

5.独自性欲求及び，独自性欲求と穏関する心潔的欲
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求の項目からみられる看護学生の傾向は，同じ年代の

女子大学生に比べ，違いがあることがわかった。

質疑応答

座長.一殻大学生と看護学生における性格検資の室長に

ついて検討するにあたり，両者の背景としての様々

な環境妥閣を無視できなL、がその比較はいかがでし

fこか。

森山:学生についてのフェイスシートは取っていない。

今聞の調査の対象について心理的欲求からみて限ら

れた集部で看護学生に共通の傾向をもった集盟では

なく，この結果を一般化するのは限界があると感じ

てます。

51)看護学生の学習様式の分析

東邦大学医療短期大学

青山学院大学教育学研究科

。松努英土

瀧 断子

より効果の上がる学習様式を探し，学生への適切な

学習のアドバイスに生かそうとの意図から，表言葉学生

が，その専門とする科目の学畿に際し，どのような学

潔様式をとっているのかを， j間人レベルの学習論

(PL T : Personal Learning Theory) という考え

方のもとで分析を試みた。 fPLTとは，人が学留に対

して内的にもっているパーソナルな見方や考え1]，つ

まり信念、のことである〈梶田， 1986)J。教予言は，個性

の伸長を臼約としていることから， このPLTは学官

のあり方を個別的に潔解し，分析したり，学習行動の

研究を進める上からも，有効な概念、の枠組みとなると

考えられる。本研究の自的は，看護学生の日常の学習

を参考に23項Elを作成したものを用いた。

〔結果と考察〕 学習の様式を尋ねた質問紙の会デー

タを罰子分析したところ， 4関子が抽出され，第 112SI

子は「気分…努力j型，第五開予は ff也カー自力J~， 

第m因子は「臨執一柔軟J耳目，第N因子は f適当一集

中j型の因子と命名した。次に， この分析結泉iこ基づ

いて各国子に含まれる項目の合計点を対象者ごとに算

出し，看護学科学生の学科成績との相関，及びGP分

析を行ったところ，学習様式の f他力 自力J裂，

f適当一集中jの因子の効果がみられた。また 4関子

の得点をもとに学習様式のプロフィールをもとめその

出現頻度をみてみると，成績上位群では f知子一自力一

回執一集中Jタイプが50%を占めていたが，成績下位

群では，プロフィールのタイプがさまざまにばらつく

という特徴を示し， f他力や適当jを含むパターンが

60%以上を占めていた。また， f由学科の学生との上民主，

男女間の比較において，いくつかの点で学習様式，達

成動機(競争的達成動機，自己充実的達成動機)に違

いがみられた。

質疑応答

座長:このような学資様式パターンPLT(気分一努

カ，自力一他力，柔軟，集中一適当)の形成は普通，

いつ頃からなされているか。

松窃:過去の研究等から考えると，高校生の時期まで

に個人の学習スタイルが形成されてしまう。このス

タイル(様式)を大学教育の中で変更していくこと

がm:

様式の特徴を分析し，その様式が成績とどのような関 52)泰護学生の学習と自己教育カ

速をもっているのか，また，学留への意欲との関迷等 東京都立医療技術短期大学

が推測される達成動機の問題もとりあげ，これらの動 O森 千鶴・佐藤みつ子

機が学習機式，そしてその結果としての成綴とどのよ 千葉大学看護学部 内海 滋

うな関連をもっているのかを，他学科生の結果との比

絞検討を加えることにより明らかにすることである。

〔方法〕 分析対象者:大学 l年生275名(看護学

科:女性102名，他学科生・男性103名，女性70名入

学習の様式を問う質問紙は，学生が日常の学習におけ

る f学習の様式」を表す項鼠を収集し，相互に対照、を

なす対項包25j腐を作成したものを用いた。逮成動機を

測定する質問紙は，森ら(1990:競争的達成動機と自

己充実的達成動機の 2側留からとらえられている。)

{底的]

梶EI3は自己教脊カの王手についた学生の姿として，関

擦を持ち自主的に学苦手をすすめ， 自己の現状を正しく

認識できることをあげている。 2表者らが看護学生の自

己教育カについて謁資した総菜では，学年によって変

化が認められ，学習環境の途いによる影響ではないか

と考えられた。そこで本研究では，看護学生の学習状

況と EI己教育カについて明らかにすることを尽約とし

fこ。
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[方法】 いるか。

看護綬潟大学生245名を対象iこ，家庭での学習状況 森“今回は，本人が?勉強している=学留だJと考え

と梶田の「自己教育力調査項E!Jについて費関紙法で ているものをとりあげた。学習行動の主主義ついては，

言語交をした。家庭での学習状況は，学習待関，学習計 学生に提示していないのでどうとらえて回答したか

磁，予習復習の状況等について質問紙に加えた。 は目見らかでオまない。

【結果および考察] 今後，学生が，学潜行動をどう考えているのかを

間i反塁手は92.2%(216名)であり，自i奴した識変索 検討していきたいと考えている。

はすべて分析に思いた。

1.学習状況について

学習時臨について， 3年次学生は 2時間以上と問答

した者が多く 2年次学生年次学生共に 1時間未

満iこ回答した草ぎが多かった (p<0.001)0 2年次学生

は非計画的iこ学習している容が多く (73.3%)，予習

復習をしていない者も約半数を占めた。これら学習時

間，家庭での学習の計磁性，学潔計磁の爽f子役，予習

復習の状況から， 2年次学生の学窓意欲は低いのでは

ないかと考えられた。しかしこれらは，今閣は露支をし

ていないが， 2年次学生の学習内容や授業形態等と関

連しているものと窓、われた。

2. 自己数脊カと学習状況

自己教予言力議室奈項悶を忠子分析(パ1)マックス自転)

し， 6開予を摘出した。累積寄与2容は46.3%，信頼度

を表すクロンパックのα係数は0.74であった。

8国子を集結した調査項目の内容かち fブライド関

子J，目標逮成慾欲邸子J，r学務嫌悪詔子J，ra己統

制カ因子J，向上邸予 r自信喪失国子j とそれぞれ

命名した。

学年間で各関子毎に国子得点を比較したところ 2

年次学生はプライドl立高いが， E!襟途成の窓欲が低い

ことが認められた。このことから 2年次という学年は，

自己の思擦に対して疑問や迷いを生じるなど学習に対

する気持ちが変化する時期ではないかと考えられた。

予努復習の状況を各関子毎に関子得点を比較した

い検定〉。予若手復習を毎日行っている学生訴は，予習

後苦まを全く行わない学生群より筒標達成の意欲が高い

鎖向が認められ (P<0.05)，毎臼の予習復習の状況

は鼠襟逮戒の意欲と関速していることが明らかになっ

た。今自の調査では，学生の学習状況と自己教育カ謁

主主項目との関連があるのではないかと怒われた。

質疑応答

横浜市大学病院児五: “学習行動"をどう定義して

53)審議学生の行動特性と性格特性の関連について

金沢大学医療技術短綴大学部 河村一海

千葉大学審議学部看護実践研究指導センター

1二援 尚義・金子宇 和子

Jenkins Surveyァ(以ードJAS) は， 当初

冠動脈疾慾のRiskFactorとしての行動傾向の選別

のために開発され注尽されたものであるが，近年はむ

しろこのような生物学的遜程をもたらす行動綴向の選

毅をなす心潔特性との関連から新たな興味がもたれる

ようになった。

このような見地から今鵠，

ついてこれらの隣迷を検討したので報告する。

<対象および方法>

(1:年生73

名 2年生70名)を対象iこ， Jenkins Surω 

V芭yCStudent Version) (同志社大学心理学研究室

翻訳版)の測定とM-Gテスト(教研式〉の性絡特性

を参考ーとした自分の?余裕のa己評錨(以下MG)につ

いて認交を行い，一部徳大学および，

の比絞において，学生の行動特性と性綴特

性の関連を検討した。

<成綴ならびに結論>

(1) JAS各尺度の得点は，平均値的lこいずれも{尽く，

f磁の報告とほぼ同様の績を示した。

(2) Type Aは15.4%，Type B 9.8%で， f也の報告

に上としTypeBのおめる割合が少なかった。

(3) Hfミ皮では， +SD以上の高得点群すなわち精力

紘競争的が19.6%，反対の-SD以下の低得点、群は

16.1%であった。

同 S尺伎では，向議の高得点群すなわちじっとして

いることが嫌いで‘せっかちといった行動特性をもつも

のが15.4%，反対の低得点群は18.9%であった。

(5) MGでは，自分の性絡を協議性があり，服従約と

評摘している学生が多かった。
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(6) JAS Type A はTypeBに比し. MG上活動性

が高く，指導力を手ぎするが，短期で攻撃的であったo

(7) H尺度高得点群は低得点群に比し，社交的，世話

好き，楽天的であった。

(8) S尺度高得点群は低得点若手に比し，輿怒し易く心

配性，感情的，気まぐれであった。

本対象ではJAS各尺度の高得点群と低得点群でMG

の結果に差を認めた。つまり行動特性により自邑評価

している性格特性との総係が予測できることがわかっ

fこ。

従来は疾患における行動の意味や環境の影響をみて

患者への心身総合的援助のために用いられていた行動

学的アプローチを今後学生の教育，指導への糧として

いきたい。

[m 4 会場!

第13群看護基礎 I

座長岡山大学医療技術短期大学部

高 田 節 子

54)近代審議教育思想、についての研究

一日本赤十字社修身教科警の徳鼠の検討一

福井県立大学看護短期大学部 O上向 滋子

千葉大学看護学部F付属看護実践研究指導センター

鵜沢陽子

近代日本の看護教育体制は，大正 4年(1915)の

「看護婦去聞社」および F私立看護婦学校看護婦講習所

指定標準ノ件Jの制定によってほぼ確立された。教育

質疑応答 機関の設置基準である後者の規定により設けられた科

E主主義 :MGテストについては，看護学生のみで，一般 目「修身JIこより，看護および看護婦のあり方が教授

大学生の結果は述べてないので，教えてもらいたい。 されていた。その教育活動がどのような価値を重視し

河村:今聞はJASのみの比較しかできずM-Gに関 て行われていたのかについて，当時の看護婦教育のモ

しての結果が佐藤らの報告と比較することができな デル出来存夜であった日本赤十字社(以下日赤)の看

かったので(佐藤らの報告ではM-Gの性格を参考 護婦養成所で使用されていた 2冊の教科書(資料①，

にした自己評価がなかったため〉特徴ということは ②)の内容から検討する。

判断できない。 【研究資料および研究方法】

82 

1.資料CD看護婦生徒修身教授参考書j

本警は日赤が救護員の養成綴員IJを改訂した翌年・明

治43年発刊された教服用の指導Eきである。本警は全3

編よりなっているが，その第3編(看護婦の修養)の

16羽田・ 22種類の徳田の性格をみる。

2.資料② F看護婦生徒修身訓話j

本苦手は資料①lこ対応して大正9年発刊された生徒用

の教科書である。 14婆a・22種類の徳尽が，それぞれ

導入文，格言，例話でもって説明されている。これら

の人物例話会190縞について，各徳EIJ.llj Iこ，占有~

数.OlJ話の編数，その規模，主人公の属性を数蚤的に

認べ，徳、自の優先性をみる。

[結果および考察】

1.徳自の性格

資料CDの16項目・ 22種類の徳尽は，何〈誰)，こ対す

る徳性であるかを基準にみると 5つのカテゴザー

(母国家に対するもの:忠君愛国，②国家と綴織いづ

れにも対するもの・志操，紀律，質素と廉潔，③組織

に対するもの:勤勉，和協，克己自制，客儀， 自主震と
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恭謙，③綴織および:看護iこ対するもの・勇気と沈三菱，

忍尉と主主総，誠実，⑤看護(病人) !こ対するもの:敏

活と腐密，議慎，温和と愛敬， {二慈)，こ分けられた。

当特の初等教育で使沼された修身教科議(溜定第2

怒)の内容と譲ねて見ると，国家;こ対する徳殺は，初

等教育においても全体の 4分の lを点めているもので

あり，当時の留民的なものと考えられる。組織に対す

る徳、性は，社会規範を守るという意味あいの他iこ，女

子の社会参加を促すような積極的な意味をも含んでい

る。 51き昌のカテゴワーのi{二慈J温和と愛敬 r謹
綴 r敏活と周密jが表護的役:散として明確になって

いることは注沼すべきことである。

2.徳、EIの後先性

資料②の人物例諮問。綴そ項目別にみた結果， お有

頁数で上位の項目は，仁慈 (95頁・全体の20%)，忠

55)江戸時代末薪より明治初期の産婆教育

一長谷川泰と東京府間の往復文撃と俄文殻に!!る

産婆{濁人の教育よりー

山形大学医学音s看護学科 高橋みや子

近代主主婆教脊務IJ度は明治7年 rB室市uの布達によっ

て制度化が始まり，明治32年?産婆波長リjの公布によっ

て凝立した。

近代日本の産婆教育制度のもつ後棒を考える場合に，

f底おiJJ布逮以前の教育を明らかにし，近代化により

いかなる変化ぞとげたのかを明緩にする必要がある。

本研究では， f医術ijJ布遠の前後;こ緩婆業を設んだ

綴人の教育・資格の実態について史料よりあきちかに

する撃を試みる。

史料は，一一次史料として長谷川護きと東京府間の往復

文言撃を，二次史料として既刊の文獄を汚い，特に{潟人

:g愛霞 (55・11.4)，忍溺と箆絡 (51・10.5)， と の教育・資格;こ焦点をき当てて史料を発綴・撃援した。

廉潔 (46• 9.5 )，志操 (44・9.1)であり，下伎のも 事タIJ1.文治元年s凡 という夜

のは温和と愛敬 (6・1.3)，和協とg儀 02・2.5)， 婆営業許可証

自主立と恭謙 04・2.9)，敏活と周察、 04・2.9%)で

あった。読者に強いインパクトを与える 5ページ以上

の長編は全部で15議あり，その内訳は「忠君愛国 4

編， r仁慈J4議，定、操 3綴，勤勉J1緩， f克己

自制J1議，忍、認と箆裕J1綴，繋潔と廉潔J1議

であった。また，それら15編のうち，問時代の欧米の

女性を主人公にしたものが8編をしめていた。

以上の絃楽から，看護制度:縫:izJ努の看護教育は，当

時の留民的道徳、であった「忠君愛爵jと共iこ， r{ニ惑j

および f忘擦J!こ終iこ言語い{酎疫をおいていたことが{問

える。

事例 2.明治17年11fL フィワップ・ブだン・シー

ボルトの娘，総本イネの f履波警jと室婆録免許鐙

キし綴j

率例 3.明治10年5月198，大分県の士族，今泉鏡

の「緩際審jと

若手伊14.明治12年，宮城県 山崎富子の f東京府病

と?内務省緩婆営業免許j

事例 5.明治9年11月，東京府lこ提出された汁阪免

状交付額に記毅された履際議 2名分

以上のような事例から，教育形態には，一.私撃で

西洋人医綴や日本人医締〈西洋援・漢方!2S.) Iこ師事し

て締弟関係をもって行われる教育形態，二. g室婆;こ喜括

質疑応答 者多し見習いまたは働きながら行われる教育形態三.

E霊長:著者についてお教え下さい。 家業として姑から嫁に伝達される教育形態 関ー特定IJ

上向:表者名については，偶人の名前は記されていな な教育が行われない形態，例‘村の慣習にしたがう・

L 、。
となっている。

日赤の中で，音色が中心になって 綴さんしたのかは，

今後，研究していかなくてはならない。

産婆がいなくて廃協の人におされる， n.お緩外国人

の奥さんに総事して研究会の彩式をもって行われる教

育形態 があった撃が明らかになった。

資格の形態には医部と霊童婆の技術訪!I綴を受け

産婆業を行う形態 ニ.主主婆の技術訓練を受け援婆業

を行う形態 三. i!主婆の技術wil綴を受けることなしに

産婆業を行う形態 があった事が明らかになった。

現在i奴築された史料の中では，主主婆の教育・資格の

形態は地域により，他人により大きな差異があり個別
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性の強いものであったこと。また，当時の女性が自立

して主体的かつアクティブ;こ職業活動を行なっていた

ことも明らかになりました。

今後の課題として，より多くの史料を発掘し，事例

を重さねて，年代・地域・所属階級等の祝点で教育・

資務について明篠にして行きたいと考えている。

質疑応答

北海道大学医療技術短大部深田:1)産婆の教育を

受けるために求められる前提条件があったかどうか0

2)その当時の産婆の社会的地位について。

高橋・ 3特に前提条件はなく，所属階級や身近に修業

できる部が居るか。

目指lこ郎事できる経済カがあるか否か。

外的な諸条件に影響されていたと考えられます。

②磯穏としては，産婆の磯業イヒは江戸時代初期の

1600年代より始まり，中期墳には職業として，認め

られ，後期には都市部より農村部にいたるまで社会

的に必要な織業としての地伎を臨めていた。

56)家族制度が「子産みJrこもたらした影響の歴史的

変遷について~法制史の観点より~

山口大学医療技術短綴大学部 O穐 村 官[1ft

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

鵜沢陽子

[はじめに]

不妊疲治療における生殖技術の進歩は目覚ましい。

しかし， この背景には常に不妊女性遠の「我が子が欲

しいJという切実な綴望がある。なぜ，様々な苦痛を

背負ってまで我が子を産もうとするのか。今日でも跡

継ぎを産まないと潟身が狭い，女として半人前といっ

た「子産みjに対する社会的評価を示す理由が存在す

る。このような社会的評価はいつ頃生じどのような

過程を経て今日に至っているのか。これを明らかにす

るため「子産みJに深く関係している家族制度を取上

民法制史上五揚(成文法以前，律令，幕藩法，明、治

民法，民法)に区分し文献的弱ままを行なった結果，次

のような知見を得ることができた。

【調査結果〕

l.成文法以前

子は女性からしか生まれないという事笑と，血縁lこ

存在という事実だけが女性の地位を自然に高めていた。

2.律令

儒教恕、想に基つ裕く律令の制定により f子AifみJ1こ対

する社会的評価が始まる。しかし， これは実効力を伴

わず上流者階級にのみ影響を及iましたに過ぎなかった。

3. 著字詰奪法

家父長制家族制度の成立は女性を無能力者とした。

媛娘の白約は家の存続を第ーとし，女性を子産みの道

具として扱い，後継男児を産むことを強要した。さら

に，律令の内容が実効力を伴うようになり，教育を付

加価儀として f子産みjに対する社会的評価を広く一

般庶民にまで浸透させた。これは後世にまで大きな影

響を援した。

4. 明治民法

家父長制家族制度に加えて， r富由強兵jを翰とす

る人口増員政策は「子産みjを女性lこ対する最大の社

会的評価とした。

5.民法

「子Aifみjが外的EE力によるものではなく女性偲人

の自らの;蕊思という主体性を持った点で大きな転換と

なった。

{まとめ]

「子:AifみJ，こ対する社会的評価としての事実背景に

基づくと第一j釘・成文法以前，第二期:律令から明治

民法まで，第三期・民法の三鶏に区分できた。このう

ち「子康みJに対する社会的評価iこ影響を及ぼしたの

は，法が{霧教思想、に支配されていた第二郊の約1200年

間で，殊に後期において強間であった。このように長

い時間と広く一般に浸透した錨鎖綴は容易に変事でき

るものでなく，現在iこまで影響を及ぼしている。

57)三愛県怠摩地方における産脊風俗とその変容

一開業劾産婦の関わりー

三重県立看護短期大学

0阪口げさみ・深津充代・清水容子

檎美智子・吉井勢津子

自宅分娩がその主流を占めていた昭和30年緩まで，

三三重県志摩地方には多くの妓婦・出産・育児にまつわ

る禁忌や通過儀礼が存在していた。このような護資風

俗は世代から世代に受け継がれ，現在その姿や1診を変

えてそこに暮らす人々の意識になお深く浸透している

ものが多い。今回私達は三重県志摩地方に存在してい

た産育風俗が現在までどのように受け継がれてきてい
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るか，その伝承と変容に大きな関わりを持ちながら，

この地方に活緩した一関桑原j主主婦を対象に部き取り調

査を行い明らかにしたので報告する。

(方法;三宝重県度会郡南勢町宿泳、で紹和初i弱から助産

婦として汚緩し， このまi主万の衛生教育・生活改ミ警のみ

ならず，現在もなお妊室主婦への{采縫指導に携わる山本

秀子先生を対象;こ，告自宅分娩時代，この地方にみら

れた綴資産主俗とその変容 ②度予言風俗への助E主婦の関

わりについて罰き絞り謁変を行った。

{結果l.妊娠中の緩脊風俗:帯祝いは?おびかけ三

と呼ばれ，妊緩5カJH3のEえの日;こ妊婦は産婆や繁華ゑ

伶人毅，毅戚をIsJ'んで妊娠を祝うと共iこ，身ごもった

ことを社会に披露した。そのお返しとして妊娠10カ月

になると Fおんだしjといって，妊娠は姑;こ伴われて

招待した各親戚の饗応に臨んだ。この儀式がこの地方

の妊婦の肥満や妊娠中議誌の大きな原信になった。 2.

出産に認する緩脊風俗:当特お歳をする場所は F寝間三

と呼ばれる騒がりの小さな部屋で行われ，その時の上告

邸，さわ'1<，胎撲は不浄なものとして処理された。また

出皇室当日 Fよとぎ三といって，親戚が全部よって出践

を祝った。しかしこれらが注総の緩綬を妨げる原因と

なった。

このような妊婦の縫際関題に渡接影響を及;ますH:脊

風俗を変容していくためには，住民の信頼を得る奈が

窓妥であった。ここでは妊婦・出緩・育児;こ関する新

しい知識を得ると，独自に作製した F母子保健推進ノー

トjにその事柄を怒き込み妊鐙婦へ貸し出した。また

一段約な健診に加え，疲労を取り除くために全身マッ

サージを行った。これらの活動が住民の信頼を得る事

につながり，この村の妊婦・出産に関する取り決めは

会てffされるようになった。現在これらの儀式は簡素

になっている。

以上， 地方;こ活緩した開業劫E主婦は緩々 な皇室苦手風俗

の一つ一つを社会の流れに趨応、させながら，少しずつ

変容させていった。その絞ままにはそこに主主るす人々と

の深い{言毅関係があった。

質疑応答

北海道大学医療技術綬大部 i翠関:出撲が出血・死と

結びやすかったため，脅から，神道との関係で不浄

とdれることが多かったが，三室長志摩地方で，そ

うした風習が最近まで残っていたということは，伊

勢神宮の神道との何らかのかかわりがあったのか。

坂口・三三重県内には伊勢衿怒があるため，他県より積

習の影響をうけにくく，独自の慣習が議近まで存続

したものと考えている。

第14群 看護さ基礎豆

鐙長千葉大学看護学部附!議事5護

実践研究捻導センタ一 会 弁 和 子

58)医療場iliiにおける誉議壌の絞究'11

一第2沈黙時間の検討一

千葉大学看護実践研究指導センター

。内海

秋回大学医療技術短期大学部者護学科

混

山本勝良IJ

人の会話は機会的情報交換とは異なり，話したいと

思うことがぎえず，また，樹手の話が不要な場合;こも

我捜して聞かざるを得ない場合もある。

医療省一怨、者間の会話;こは，とくにその傾向が強く，

遠慮して罰きたいことが開けなかったり， l遂に話が速

すぎて理解し難いことも少なくないものと怒われる。

沈黙時間で，とくに第2沈黙時間は，これらの我慢

または不理解の時間であり， j也の話題iこ切り替えよう

として認しく時を送ることを常とする。

我々は，社会心理学または言語心潔学の現象として，

会話iこ注目し，その数議化と法員IJ性の発見に努力を重

ねて采た。今践は話題変受さの言iI霊安綴としての沈然時簡

を議室をの対象として観察した。

疲f前1]:第 H前1] 43ミド♂ 慢性病擦に長期入院中の平

均的成人症例で，線発現数396隠，第 2f罪1] 21才♀

神経性会A.. t不振夜で築黙，神経質，総発現数347自，

第 3j5ii] 23才♂ 王手口，冗舌，多弁で設も活発，思春

綴危機が安定綴iこ入ったもの，総発現数510路， これ

ら3伊!の言語発表構造は，それぞれ大きく異なってい

るものと考えられた。

しかるに，沈黙時間の分布においては，金伊jとも類

似した傾向を示すことが認められた。すなわち，会発

言持沈黙、時間のどークは，話途変更時沈黙、待問分布の

ピーク lこ対して左方iこ推移し，話題変更の穏殺によっ

てもそれぞれの綴向を採っていた。ノト変更においては

1.5秒，大変受においては 2-3秒が20%以上を占め，

加うるに 4秒以上が50%のPatter訟を示し，発語意
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59)接触の研究(第2報)

一対人的接触における意識の構道

北海道大学医療技術短大部 0'8島

千葉大学宥護学部 内海

はじめに

前田我々は，看護学生3年次を対象としたアンケー

ト調査を碁に，接触頻度とイメージの関係について調

べた。

今回，同様のアンケートを看護学生1年次に実施し，

看護学生3年次と比較検討したので報告する。

方法

f乳幼児Jr小児Jr青少年Jr成人Jr老人」のそれぞ

れに対するイメージと接触頻度について，アンケート

調査を実施した。

調資期間:平成5年3月

対象.看護学生l年次， 74名，

年齢18-22才，平均年齢19.0才

アンケート内容:イメージについては， 50項百の形

容認を昨年と荷様の方法で取り上げ，それぞれの反対

後と組み合わせて 5段階評{凶とした。又，接触頻度

についても「ほとんど毎臼Jr 1週間に数回Jr一カ

バに数館年に数閉ほとんど接することはなしリ

の5段階評価とした。

接触とは昨年と同様，身体接触には仮らず社会的意

思の交流とし，学生の主餓により判断したものとした。

結果および考察

接触頻度については， r年に数回」又は fほとんど

接することがないj者が，乳幼児・小児に対しでは約

90%，老人に対しては65%，脊少年・成人に対しては

0%であった。 3年次と比較すると，乳幼児・小児と

の接触が少なく，青少年との接触が多い結果となった。

接触頻度とイメージ項目との関係については，接触

頻度が多い稜，小児iこ対しては f解放的な」というイ

メージを持ち，青少年に対しては fだらしがないj

f頼りにならないJ又，老人に対しでは「悪Lリ 「つ

まらないJrだらしがないj等という大方マイナスの

イメージを持っていた。

これに対して 3年次は，接触綴度が多い程小児に対

しでは fあさはかなJrおもしろしリというイメージ

を持ち，喬少年に対しでは「災Lリ 「親しみやすしリ

「大切なJ等，又老人に対しては f殺しみやすいj と

いう 1年次とは逆に大方プラスのイメージを持つ傾向

?
?
溌

路一

一般演題内容・質疑応答

o'' 

2
4
4
 

忠、の強弱に拘わらず普通的な行動性がみられた。

(関参政)

mg 
戸
/
ん

μ，

f'
い 4.5~ 3.5 

発言交代待の沈黙時間の出現割合

(x全数 O変化大ム変化小)

3 

質疑応答

北海道大学医療技術短大部湾問・沈黙時間はカウン

セリングでは主重要な時間である。沈黙は必ずしも

comm unicationのないことではなく， 三豪華さな

communicationが行われている待問とみることも

できる。この場合，発表の沈黙時間とはそうして内

約意味をとりのぞいた窓味の殺なる沈黙時間の意味

方〉。

内海・カウンセワングにみられる大きな沈黙は，今関

の対象にはなっていない。 20分間の患者 看護者の

面接場面のテープをおこした。

短いま寺閣の沈黙の分布を競べたものである。

東日本学閤大松関.変化傾向は発言内容の言葉探し

時間と関係すると考えその内容に巡らなると考える。

値を標準偏差値で求めているようだが，その意味は

おかしくはないか。

内海.沈黙時間の分布型が多弁なものも無口なものも

ゃ、同ーのパターンになることを確認したが，その

パターンからの歪みについては，話題変更のダイナ

ミズムと共に今後の問題としたい。
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一般演題内容・質疑応答

があった。

危倹率5%以下で椙関関係を認めるイメージ項目を

取りよ!f，その項Eヨ数;こ務おしてみると，ある対象の

接触とイメージの対象が隠じ項13は，全体の18.4%で

あるのに対して，ある対象の援総とイメージの対象が

異なる項13は81.6%とEEi倒的多かった。 3年次では，

ある対象の接触とイメージの対象が悶じ項目は， 45.5 

%，ある対象の接触とイメージの対象が異なる項目は

54.5%であった。

以上のように l年次と 3年次を比絞すると接触頻度，

イメージ，接触綴lJtとイメージの給関，指関係数の予言

議な{関数iこ綴途を認めた。

これらの相違の原因として年次より 3年次に認

知の明篠化がされているということが推定された。

質 疑応答

北大医療綴大津a: 接触j という柊の意味をもっ

とよミ体的;こ， それは皮綴議書虫色意味するのか。

殺なる相手と会うという程度の意味なのか。

-g島:接触をどの様にとらえるかによって随分結泉が

変わってくると考えます。今回は身体接綾には限ら

ず社会的意思、の交流とし，学生の::t.綴により判断し

てもらっています。

ただ，遂ですれ途うなどは対象から除いてもらっ

ています。

<研究方法>

(1) 日課表を作成し援助方法を絞ーする。

出患者への刺激に対する反応を 3段階にわけで隆限

と覚援の 1)ズムを把握し，働きかけ前後の比絞を行う。

(3) 怠議際警下であっても，患者のボディイメージを

触発するため，身体各部の呼称;こ合わせた接数をケア

前後に行う。

<研究結果>

上記の働きかけの絵祭， i呼名iこ潟駁するようになっ

た。昼間は刺激がなくとも関践している時間が多くな

り，滋駁と党援の状態が明磁になった。だが，正常な

隊綴パターンとはなり得ていなし、。また，食事終やケ

アiこ捺して好惑の感椅や;窓患の表現が，関口表情の変

化によるサインで可能となった。援度;こ磁折・拘絡し

ていたIlBI伎は，入浴や意識的な鐙位保持によってかな

り改善され，下肢は現夜1200
まで{場展できている。

<考察>

紙麗らの先行研究に学び，五感刺激を計閥的;こ投入

した結果， 5年余も選延性滋議際容が続き，全く反応

のなかった怠者との筏かながらのコミュニケーション

が可能となった。これは，諸刺激iこより昼間の消設エ

ネルギーをおめ，深い縁日誌が得られた結楽著明な覚醒

状態が得られた放と恕われる。また，疲佼溺性待問を

延長し端差益位・取イス段位を議綴約iこ行ったことは，

紙潔らの指摘しているように，長線臥床生活によって

低下していた自律系コントロール能力を回復8せたと

60)選延性窓議務審慈善言の五感刺激を組み入れたさおき いえる。さらに，経口摂取を行ったことが，ヱド対象患

行動援効を行って

みさと縫和病院

はじめに

ひ佐藤菊技

脳血管障答による滋議隊答が震度;こ選廷している場

l入
仁3， もなく使命維持のケアiこ終始してい

る場合が多く，人間らしい設への司書出会はみえにくい。

今田，選延故意識陣容のまま 5年が経過し，外音sから

の働きかけにも一切反応しなかった患者;こ対して，五

感刺激を組み込んだケアを実施したところ，一定の変

化を見たので報告する。

<研究目的>

その人の， j縫E長時iこ近づけた日潔にもとづく生活行

動援助の中lこ，E.感刺激を投入することによって，縁

談降客の改義と，媛B民・覚援の生活リズムを確立させ

る。

容の芸家議レベルに影響をもたらしたといえよう。今臨

の試みは，予，研究計磁を立てて行われたものではな

七日常ケアを党議すなかで行われたため弱々の刺激

が与えられており，手ま効な因子は特定できなかった。

おわりに，本研究を巡し f人間らしく生きる。 jこ

とへの看護の役割をチームとして共有できた。今後の

審議活動iこ主主かしていきたい。

61)怠者の安寧に関する研究の分析

一臣室床審議研究における研究Jニの優先JI康佼

神奈川県立衛生短期大学 森閑チエコ

践的

臨床看護の本震や務護ケアの質の検討に践して

F. G. Abdellah (1970)， C. A. Lindeman (1975) 

の功績は大きい。ことに看護研究上の後先/1滋佼に関す
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一級演題内容・質疑応答

る研究は注目されている。本研究は， C. A. Linde-

manによる f臨床看護研究における後先順位のデル

ファイ法調査jの論文にみる“態、殺の安寧n Cpatient 

Welfare) Iこ影響するものとして審議研究の俊先JI煩佼

10佼まで、抜粋の内容について日本の看護界の現況と対

比し，臨床看護の課題を探究してみた。

方法

1982-1991年の10年間の看護学会等(日本看護科学

学会，日本看護研究学会の論文および学会発表， r:'1雪
護研究j誌の論文，日本看護学会集録集の研究，大学

紀姿の論文等)における“患者の安寧"に関する研究

の分類謁査をした。 C今回は，喜Ij3者について発表)

結果と考察

。C.A. Lindemanの結果は，表 1のごとく対象

の全員では位が「岳災質の看護ケアの指標J， 2 

f立が了②患者の心理的ストレスの緩和j， 3位が「③

老人の生活の質j，4， 5伎が「③慢性疾患患者の自

己ケアJ，r実践での研究手段jであった。

たが， r良質の審議ケアの指標Jの研究は自立って遅

れていた。日本の場合，米習の教脊者の判断にかなり

類似していた。

3) “患者の安寧"の視点では，さらに「終来期患

「痛みの対処ケアJ，r良質の看護ケアの指

棒Jの研究を今後より露点約に考える必要がある。

質疑応答

康長:Lindemanの調査内容で，実践者と教育者，

研究者の間に差が~られたことが出されていたが，

尽本の文献の調査結菜は， これらのどれと同じ傾向

があったか。

森田.教脊者の傾向を示していた。

今後臨床看護学としての看護学にあるとすると看護

研究に臨床家の自を取り入れる必要を感ずる。

62)翁センターにおける審議研究に対する慈識と問題

t5 

2)日本看護科学学会では，論文が計29，学会発表 奇林大学医学郊付属病続 O谷井千鶴子

が199あった。前者の1/2~1/1，後議の 1/3~1/2 千葉大学:看護学部I~j属センター 阪口演男

が“患者の安寧"に関する研究であった。 l佼が f② [はじめに〕

患者の心理的ストレスの緩和j，2 {立が f③様役疾患

慾苦言の自己ケアム 3佼が了⑤実践での研究手段j と

f③老人の生活の質Jの研究であった。

3) 日本看護研究さ詳会では，論文が68，学会発表が

333あり，前者の1/3~1/2，後者の1/2~1/4が

“患者の安寧"に関する研究であった。

内容の傾向は，看護科学学会に類似していたが，論

文と学会発表の傾向は多少異なった。

4) r看護研究j誌では，論文が42あり，その1/5，

1/6~ 1/3， 1/2が“患者の安寧n Iこ関するものであっ

た。内容は前2者iこ似ていた。

結論

1)過去10王手， 日本の看護界の“患者の安寧"に隠

する研究の動向は共通し，上佼iこ「②慾者の心理的ス

トレスの緩和J，③慢性疾患態、者の自己ケアj，I⑤実

践での研究手段j，r③老人の生活の質j，I⑥実践での

コミュニケーションJの研究があり，下位lこは f⑧看

護ケア改善の情報とアセスメントj，⑬ヘルスケアで

の慾者の権利と役割j，r⑦終末期患者の看護j，r⑨痛

みの対処ケアj，rQ)良質の看護ケアの指標jであった。

2)臼本の臨床看護研究も米国の優先順位に近づい

現:tE，日本でも者護協会が中心になって専門看護婦

制度の検討が行われている。これは笑践の場の「看護

の質を篠実lこ上げるj ことが大きな白約とされている。

当該救命救急センターでも，看護の笈の向上と看護

婦自身の成長を包約として，積極的に看護研究に取り

組んできた。しかし，スタッフの中から，研究を行う

ことを負担に思う予告が出初め，研究への自主性の定者

に欠けると惑じた。

いままで看護研究は，意識の高いものに意欲がある

と言われている。しかし意識を高めるものについての

研究はない。

そこで看護婦の専門伎の自覚が:意識に影響するので

はないかと考え，センター看護婦と産婦人科看護婦警

助産婦に看護研究!こ対する意識識変をおこなった。今

回は専問機である助産婦とセンター看護婦を比較検討

したので報告する。

{対象]K大学医学部付潟病院の救命救急、センター看

護婦35名，産科・婦人科病棟、助産婦161';

{方法]看護研究に対する意識について21項目の自己

記述式アンケート調査を行い，これを助産綴・

審議婦別，経験年数J.iIJ研究回数別などで分析，
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一般演星雲内~・質疑応答

後M 第15群審議基礎蕊

【結果]研究に対する意識に影響を及ぼすと思われる 駿長兵路県立春護大学 JlI口 実学泰

攻8では，専門性を感じているj の問答;こ

劫E主婦と者護婦の差は認めない。「研究の必 63)審議動作と姿勢

主芸妓JIこまをが表れた。 ーベッドメーキングにおいて

[まとめ]研究の必要性jを得る為，日常業務で動 大阪市立大学医学部総E案審議専門学校

機づけ教育を充実させる。 。三五上 麻美

質疑応答

来日本学溺大学絵向. と看護婦とでこんな

;こ専門性窓識が途うと考えるのか

②教育において研究の位鐙づけが明礁しきれないの

ではないか。

助産緑は高次数脊として研究の必姿が体惑できてい

るのでしょうか。

谷労二:(じさ雪渓助産婦16名の慈識調査であり，一綾的に

は，どうであるか言えないが，当院の助産総は「看

護婦jではなく f助立主婦fJと呼んでほしいと言う予告

もあるくらい助疲婦の港内怒識は高いと底、われる。

多助E主婦，看護婦の研究iこ対する意識の援は宥護学

校の教育のあり方iこ問題があるとともに 1・21:手13

1立業務におわれて研究自体が霊長;こない状態になって

いることが務護婦の研究怒欲の低下になっていると

思われる。

絞口:JIJJ康婦の芝草門性の認識は看護総よりも高く，実

擦に助産婦のみの外米創設の動さもあり，菜大学的

属病院でその試みするための検討を前鰐行っている

状態です。

千葉大学看護学部看護実銭研究指導センター

紋日禎努

E反日本学関大学福枕看護さ詳きs 事公開 淳夫

くはじめに>

従来より，看護技術に於てボディメカニック活F誌が

強認されているが，そのボディメカニックの人間工学

的な検討は，殆どされておらず，学生;こ対する基礎技

術の教育にあたっても経験伝授されるに過き、ないのが

現状である。

そこで，今態，主主礎技術における作業姿勢について，

作業習熟や作業条件が作業運動にどの織に影響するか

を実験約に行わせたベッドメーキング作業持の，姿勢

の画像解析と媛絞筋の筋湾関を用いて検討した。

<実験方法>

経験 6 年以上の看護婦と 2~3

ぞれ6名を被験者として，高さ65c描及び70c滋のベッド

について，ベッドメーク作業の内のご三角コーナ一作成

を3経験的にfJわせた。その過程の大腿間話路jJJj，綴駿筋，

しまた， 作

業者の背緩方向 (X)，横方向 (Y)，頭上方向 (Z)

よりの 3方向VTR磁ftを向日寺に録闘し，磁像解析に

用いた。

VTIミiま，行動解析システムを用いて， X， Y画像

からは，定点からの部佼点の空間距離の絵手口 z磁像

からは移動距離， X磁像の援部の上下動を重心移動と

して類推し，比較検設した。

<結果>

看護婦は，体幹部での空溜距離が大きく，戦足，遂

WJ足の空間距緩も大きい，また，綾部の高さのばらつ

きが大きし身体を密転させている。すなわち，蒸底

面穣を広く保つよう移動し，主義心移動を大きくしてい

る。

これに対して，看護学生では，体幹部のさ芝簡距離が

小さし翰足の移動距離も小さい。また，上半身の移

動すなわち，前綴姿勢を取ることが少なく，身体を関
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事えさせていない，すなわち，上肢だけで対応して動い

ており，議心の移動がスムーズiこ出来ていない。

従って，看護婦での筋活動電位は小さく，筋輿数時

間も短くなり，筋力の効来的活動が印象づけられるの

に対して，看護学生では，筋活動怒位の増大傾向がみ

られ，作業の効率が惑いといえる。

また，ベッドの高さを変化させると，看護婦は，ベッ

ドの高さに合わせて動いているのに対して，看護学生

では，ベッドの高さに合わせて動けない。

質疑応答

筏長.人間工学分野では，重心移動は主にZ総からの

BIミ街投影によってその変化を捉える。一般に，震心

の移動が少ない方が，安定した作業と言えるが，本

報告をの考え方(空翻意心)では，学生の方が移動の

滋が少なかったような結論である。

表護婦の童心の移動を動的に捉えていく場合，議

心移動の停留時間はどのようになっていたか教えて

いただきたL、。

玉上:今回は，三角コーナ一作成という連続動作とし

てみましたので，動作一つ一つの比率交はしていなL、。

松岡:重心は立佼の骨盤内人体議心f立援の上下運動そ

考えた。

震心修習時間は動作について 3秒内の動作を対

象としたため追跡の対象としなかった。

64) 人間工学的側面からみた邸æJI，lJ~袴の審議者の行

勤特性(第 1報)動作時間の分析から

東京女子医科大学看護短期大学

。村本淳子・金沢トシ子・阿部典子

行広栄子・鈴木玲子・闘潔尚子

河合千窓子

愛知みずほ大学 斎藤 真

<研究方法>

被験者・は臨床経験年数 2-11年の看護者9名(平均

臨床経験年数4.2年)である。患者役は被験者別iこか

えておこなった。実験方法はあらかじめ被験者に“坐

伎による血圧測定を病棟で患者におこなっているよう

にしてください"とだけ説明し， VTR撮影している

緊張を取り除くために撮影場所で 1-2自測定した後

2自の血圧測定行動をVTRに撮影した。分析方法は，

血圧測定行動をマンシェットを巻く・ステートをあて

る・加圧減圧する・ステートをはずす・マンシェット

をはずす・その他の 6動作lこ納分類し， VTR記録を

フレーム解析し一連の動作時間と各動作分類ごとの所

要時間の変化について分析した。

<結果および考察>

血庄測定前所要時間は最も短いのは30.66秒，最も

長いのは54.22秒で平均40.07秒であった。 2自の測定

時間差が3秒以内の被験者は 9名中8名で，最も差是の

大きい人は13.01秒であった。態床経験年数による違

いはみられず，金所婆時間では被験者別で動作時間lこ

パターンのあることがわかった。

血圧測定の会所要待問に対する各動作耳目の所要時間

がおめる割合を被験者別に 2自の測定時間の差でみる

と，マンシェットを巻く・ステートをあてる・加圧減

圧するの 3動作は 2-4. 5%の差があったのに対し，

ステートをはずす・マンシェットをはずす・その他の

3動作は 1%前後であった。また被験者別に 2聞の測

定時間の差について6動作を平均すると0.5-3.37%

と一人一人の動作別所要待問の割合lこ差が少ない傾向

があった。被験者によって全所要時間が多少長くなっ

ても短くなっても 6動作の所要待問のおめる割合でみ

るとほとんど差がみられず，被験者側々特有な行動パ

ターンがあることがわかった。

邸EE測定時の動作別所主害時間の割合をみると，マン

くはじめに> シェットを巻く・ステートをあてる・加圧減庄するの

われわれは効来的な技術教育の方法を開発するため 3動作は被験者特有な時罰的行動パターンがあり，ス

iこ熟練者の技術行動を分析し，熟練者の行動パターン テートをはずす・マンシェットをはずす・その他の 3

を多角的視点から解析し，その結果を使って教育方法 動作は特徴的な持照的行動パターンはなかった。

をプログラムしている。本研究は，昨年度発表の血EE 動作の重なり時間の手ま無は熟練行動をみる一つに指

測定時の娘球遂動に引き続いての一連の研究で，血圧 擦になるのではないかという仮説のもとに 6動作の童

話{IJ定時の熟練者の動作時間に視点をあてて分析し，そ なりの時間をみた結果，被験者によってあるなしの行

こから熟練者の行動特性を明らかにすることを目的と 動パターンが区別された。この結果から必ずしも動作

する。 の重なり時間の有無は熟練行動iこ関係しないのではな
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いかということがわかった。

質疑応答

千葉大看護 山内:血圧測定待問と測定行動パターン

との間lこ{可か紹興が5tられたか。

例えば浮く設IJ定するための淫想的測定パターンなど

が見られたかどうか。

村本・今@]緩端に動作数の多い人はいなかったので断

ぎはできないが，今聞の結泉からは，動作数が多少

ふえても動作5寺院には影欝しないという結楽でした。

65)人間工学的lftlJooからみた取圧溺定時の看護者の行

勤特性(第 2報〉動作のI1霞序性の分析

東京女子医科大学看護短期大学

。開きs典子・;対本淳子・金沢トシ子

行広栄子・鈴木玲子・留浮尚子

汚合千滋子

愛知みずほ大学

[研究間的]

斎藤 真

を得て，その人のパターンと奨なる動作を行ったとし

ても，その後自分の取EE測定行動パターンに戻れるこ

とを示していると恩われる。

血圧測定に最低必婆な動作総数は13動作，あるいは

F動旅蝕知jを徐いた12動作であり，被験者の邸EE調IJ

定行動の動作総数は平均13.4:と1.2動作と最低必要な

動作総数とほぼ関じだった。

片手動作数は 3~8 ，平均5.94動作で，被験者によっ

てばらつきがみられた。被験者別に 2留を比較すると，

片手動作数はほぼ隠じで，被験者が2留とも片手で行っ

た動作はいずれも同じ側の手で行っていた。また 2

回とも片手で行った動作の割合は80~100% と高く，

片手で行う動作が決まっている綴向みられた。したがっ

て，被験者には片手で行う動作にパターンがあると考

えられる。

動作の震なりとは，1r.tiの手が同時に5.}IJな動作を行

う部分である。動作の重なり関数を比較すると，被験

者間では偲々によりばらつきがみられた。被験者別の

2回の比較では，向じところでの動作の重なりが多く

本研究では，邸EE測定行動を動作の綴序散に視点を みられた。

あてて分析し，熟綴若ぎの行動特性を明らか;こすること [まとめ〕

をEI約とした。 血EE測定の動作の瀬~性の視点から，熟綴殺の行動

〔方法〕 特設について検討した結泉，熟綴者は岳加在・滅在を

被験者は，臨床経験年数 2-11年 (SjL均4.2年〉の 中心にした 3動作は共通し，それBタLの動作)1援序は綴々

看護者号名だった。主任伎の慾者役;こ被験者が行った 2 によって逢う，②動{乍の般序や片手動作，動作の宝章な

践の血圧淑IJJ'E行動をVTRIこ撮影した。動作の綴序妓 りにおいて，その人なりの行動パターンが形成されて

の解析には，血圧測定行動の13動作の線分議受用いた。 いる。③パターンから一時的に外れても，再び自分の

{結果及び考察〕 パターンに戻る，の 3点が明らかになった。

被験者間で動作順序を上と絞すると，似ているのは

F送気球を持つよ訪日正・減圧する送気涼を鐙く三 質疑 応 答

の3動作を迷続して行った部分で，邸EE訊IJ定行動延べ 千葉大審議学者s山内:I司ーの被験者において，鼠圧

18間中15留と高い綴度でみられた。この 3動作の前後 測定パターンのI1援序;こ差異の兇られた場合，その事

では，動作のI1援序が被験者4関で逢っていた。 が淑IJ定時鵠にどの様な効5誌があったかどうか教えて

被験者7jIJに血圧測定行動2回比較すると，ほとんと‘ いただきたい。

のI1援序が関じだった。 I1演序の異なる動作がみられたの 阿部:同一被験者の足立正測定行動 2圏の比較でみられ

は，被験者 g 名中 8 名で，鍛~の異なる動作を行った た異なる動作の滋入は，平均出現屈数1.78昭でばら

後は全員が 2 留とも i弓じ動作の}獄~lこ渓っていた。 1 っきは少なく，本研究では，奥なる動作の混入と所

盟問と 2 自包で綴~が異なった動作が混入した場合， 姿待問の主主さの潟係は明らかにならなかった。

それは部分的であることから，被験者iこはそれぞれ動

作の綴序に恩手ぎのパターンがあり，一時的に奨なる動

作を行った後に自分のパターンに戻ることがわかった。

これは，血在測定の際， もし対象者について何か情報
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66)患者技術と手指の運動性との栂関に関する研究

大阪府立公衆衛生専門学校 床間弘子

思約:看護婦は，審議実践のために後れた看護技術を

身iこっけなければならない。患者の苦絡な症状を和ら

げ，不安や恐怖の気持ちを軽減し，安全で安楽な看護

技術の提供をする事が看護の大切な主義務である。効果

的な者護技術教育の方法について検討する機会とした

L 、。
対象"看護学校学生， 222名

方法と結果:1)立運び作業の実験，笑験目的は手指

の巧敏性と遂動性をみる。実験方法は，大豆を竹丸箸

で10c田運ぶ。教護で築留にて 1分樹立運び作業を実施

した。実験結果は表 1の返りであった。

表 1

反復訓練によって，看護技術の上達・熟練は可能であ

るといえる。

総括:看護の技法は，科学に基づいた知的操作である。

看護技術の学習は，認知領域，精神遂動領域，情意領

域の調和をはかり，看護緩との統合をはかることが必

妥である。看護の実施においては，患者の会人的に潔

解し，患者と肴護者の円滑な椴友関係を保ち，患者の

欲求に応じた看護技術による援助を要する。

技術は手先の業，科学を笑際に応、用するの窓をもっ。

患者のケアをするとき，知覚・運動技能と言葉かけを

行って実施するとそれらは望ましい結合をなし，技能

の効率が高まると考えられる。従って，技能教育の第

lは，知覚的認知であり，第2は連合的段階であり，

充分な練習により呂擦に達し，技能学習の最終的段階

比一連の組織的な動作が自律的になる。技術が身に

つき，使える技能となる。看護技術教脊も同様の過程

を経る必要があると考える。

安全性の潟い看護技術は，患者の救命や延命に役立

2)立運び作業の結菜と看護学概論・考議技術両科目 つ。看護の役割を来すことのできる技術教育は，科学

の評点と相関をみる。その結5誌は，表2のようである。 基礎づけられた反復訓練で手指の巧敏性を主義め，安全

看護学概論と者護技術の採点の相関は高く，豆運びと で安楽な看護技術で患者の世話ができる看護婦の脊成

務護学概論・看護技術の相関は低い。 2年生は，各々 にある。

;こtEn泌があった。

表2 第16群審議基礎IV

学年 j笠遂び作業と看護学緩捻・看護技術評点との関係

i年 看ま菱学後言語と看護技術との相関あり('/ =0.625) 

2年|①看護概論と看護技術との械が高い('/ =0.680) 

②看護学概論とfi.遂び作業との格rMlあり('/ =0.427) 

③fi.逮び作業と看護技術との格隠あり(，/=0.419) 

3年 看護学綴翁と看護技術との本ElrMlあり('/ =0.516) 

全体看護学概論と看護技術との相関あり('/ =0.573) 

考察・看護技術と手指の動作，作業の巧級伎との総係

は高いとは言えない。このことはヲ豆逐び作業の成緩

が看護技術の適性を予測するのに役立たないことを示

す。看護学概論と看護技術との相関が高いことは，学

習によって両科目の総係が強くなる。授業でこれら商

科闘の栂互関係づけを常に強調しているため，教育の

効果と言言えよう。看護と無関係の人では，5i遂び作業

と看護技術実技との関係があるのではないか。学官ぎや

技術訓練により，看護学概論と看護技術との相関が高

くなると考えられる。この撃は，誰でも学習や技術の

座長 東京女子医科大学審議短期大学

河合千窓子

67)身体に接触する器具の温度!こ関する研究

一使座保温の有無とトイレイメージー

岡山大学医療技術短期大学部看護学科

池田敏子近藤益子高股節子

看護援助においては身体に器具が媛接接触する例が

多い。その時の器呉の混度刺激が生体に及ぼす影響は

大きいと考える。そこで身体に直接接触する器具の適

滋を追求しようと考えた。温度の途いによる主主体反応

の変化についてはすでに報告した。今回は臼常生活の

中で身体に直接接触する器具である便座に注自し，使

筏保温の有無とトイレイメージとの関連を中心iこ報告

する。

【方法】対象は当大学看護学科 1年生.66名(女性.65，

男性1)。質問紙法によるアンケート調査を'93年 2

月に行った。イメージ尺度はe格い→明るい，②恐い

92 日本看護研究学会雑誌 V01. 17 N o. 3 1994 



…綾演題内容・質疑応答

開腹術後の窓、者にとって， トイレでの排池動作は倉IJ

寝苦の終絡を増し，窓、者の心身の負担を増大する。これ

i立，便器への座り込みや立ち上がり，怒資などの排便

数{乍で，下校筋と共iこ波皇室筋がi収縮し，猿圧が上界し

て腹壁霊長IJ脅誌を進展するカが加わるためと考える。

洋式，和式{便器の使用時，怒革まの安全・安楽につい

て循環動態からの検討は免られるが，開腹術後の排法
洋式保滋 件~4""Jf' ._  

洋ま足元ミ保混動作時lこ生じる王宮痛い関しての，生援学的検討はほと

和式

→恐くない，③不潔→清潔，③臭い→桑くない，⑤冷

たい→暖かい，⑤不快→快 とし 5段持者で解答を求め，

それぞれに 1~5 点を配した。

[絵泉]自宅トイレの様式は和式39.4%洋式56.1%

弱方あるものが4.5%であった。外出時は90.9%が清

潔を理由iこ和式を使用しているO 自宅で主主懇のトイレ

を作るとしたら和式27%洋式73%であった。

洋式のもので，使践をそのまま使用7.7%.使燦カ

ノてーをしている56.4%.保滋器付き便殴か35.9%であっ

た。

トイレj.liJのイメージの言手術は，国 1!こ示すように評

{紛がよい織では自主主洋式トイレ， 自宅和主主トイレ，外

出先トイレとなっている。El宅と外出先，和式と洋式

の尺度の間iこ有意な去をを認めた。

次に後援保滋の有毒装とイメージとの関連を尺度jjlHこ

保滋器使用，未使用で点数を比較すると，ヨ)4.3.3.9 

舎4.7.4.7③4.7. 4.4③4.5. 4.4⑤4.3. 3.0⑤4.6. 

4.1で係滋器使用の方が良い評綴となっている。(関

I参照)

①
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な
い
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不
快

@
臭
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不
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命
議
た
い

関 I犠式別トイレイメージ

【考委菜]トイレイメージl土手口式と洋式の途いにより

ま去がある。また身体lこ接触するものの混疫による影響

もあり，保温{使康が全体で最もよいイメージであった。

暖かいことによりイメージがよくなっていると考えら

れる。米保温使践はカバーをしているが，なお保温便

獲との羨があった。

=主観的な反応、からも身体に接触するものの適温の追

求の重要性が明らかになった。

質疑 応 答

JlI鰭医療短大深弁:身体に接触する器具の議皮惑覚

は外気温や皮j議混が大きく影響すると考えられるが，

この調査はいつの持怒(季節)に行ったか。

池田:I支!禽に接触する温度によりどのように感じるか

は外気潟により影響をうけると考えている。この

書審査は 2月，冬綴として調査している。現在，夏綴

の議室まを行っているところである。

68)排;怪動作の主主遼的影饗と安楽性について

一洋式使器と和式便器を比較してー

大紋市立大学医学部附総看護専門学校

吉村致、須子

ンター

絞口禎男

松間淳夫東日本学関大学揺被審議学部

んど見られない。

そこで，洋式・和式便器を用いて模擬化した排池動

作について，実験的;こ苦痛発生の生潔的経緯について

上ヒ絞検討した。

<実験方法>

健康な28~36畿の女子10名を被験者として告康り込

み，②5分間排便姿勢をとらせ，その潟に 5秒間の規

定怒資を 3拐，極限怒3設を I間施行させる，③立ち上

がる，これらの動作を洋式，和式の瀬に 2分間の休憩

をはさんで施行させた。この間の~り込み，立ち上が

り動作持の腹壁及び下肢筋の緊張状態と，怒責時の腹

壁筋の緊強状態を筋電留で滋IJ定し，悶持iこ腹EEとの関

係を検討した。また，下技法ミ梢血液循環の変化をみる

ため，お第一足践で守駁議機く波を測定し，そのj献5・

波高について検討した。

<総菜>

陵り込み，立ち上がり動作時，ード肢筋での緊張は和

式が幸子明iこ高かったのに対して，腹壁筋の緊張は洋式
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で和式lこ比べて高くなる傾向がみられた。

この場合の怠止めはいずれにも多くみられていたが，

康り込みでは和式に多く，立ち上がりでは洋式lこ多く

なる傾向がみられた。

和式の場合，腹壁ま筋の緊張lこ息止めが加わると著明

な綾EEが加わり，緩限怒支持の緩圧に近くなった。JlP

ち，排波動作時議11苦苦痛を避けるためには，いずれの便

器使用の場合でも怠止めしないように注意することが

大切で=あると考える。

JJff(波による末梢血流の変化は，洋式で徐々 に懇化傾

向がみられた。これに対し，和式では開始と同時に悪

化したが，体動等による改善がみられた。

洋式使器について安楽に有利とされているが，その

動作の中で駿庄のかかる妥素は和式に比べて少なくは

なく，また下肢末終血流の変化も和式ほどに激しいも

のではないが， a寺照と共に出現することは十分留意す

る必姿がある。

いて，前述の二つの方法で洗髪を行い，データを比較

しfこ。

洗髪施行前の O分自寺を2基準としたパイタルサインの

変化は，介助，自力のどちらの場合も，徐々に上昇し

た。自力の場合は全体的に介助の場合より大きな変化

号告示し，洗髪終了後は速やかに O分時の状態iこ戻った。

また，議湯沼度380Cの自力で行った場合と介助で行っ

た場合にも410Cのお力，介助と関様の変化がみられた。

次に410Cの混湯を用いた洗髪の各測定項目の変化値

をO分時と比較すると，介助と自力の場合の最高血EE

の上昇値の範囲は5.13~20.63開田Hg，最低血圧の上昇

値の範囲は9.7~14. 76剖臨Hgの範閣であり， 主主主主的変

動範囲内の変動であると考えられた。なお他の項尽に

ついても比較検討し，生理的変動範閣内の変動であり，

また380Cの溢湯を用いた場合も，生理的変動内である

ことがわかった。

次iこ410Cの洗髪において，介助による場合と，自力

による場合を比較すると，ほとんどの測定項目が，ほ

質疑応答 とんどの測定時点において，介助による洗髪よりも，

康長:①排泌姿勢を 5分と決めた理由は。 自力による洗髪が符窓な高イ疫を示した。また，洗髪方

②5分間しゃがみ姿勢を保持している際，筋諮問の 法が関じであれば，滋湯滋度が異なっていても，各項

変化，脈拍の変化があると思うが，それはL、かがで 自の測定値に，有;訟な差はみられなかった。

したか。 以上のことをまとめると，パイタルサインは洗髪施

吉村・0)普段私迷が行う擦の排便もおよそ 5分以内で 行中は安静時よりも増加するが，その稜度は生理的変

あることから 5分と設定した。 動範盟内であり，洗髪終了後，速やかに洗髪施行前の

②動きをすべて筋電位として平均値を出した。 億に閤復した。このことから縫常者lこ対する前屈佼洗

髪は，身体に大きな負担を与える方法でないと考えた。

69)前屈位洗髪時のバイタ)!tサインの変化 また，用いる混湯温度が38~41Tの場合，その温度差

弘前大学教育学部看護学科 はパイタルサインに影響を与えないが，洗髪そ自力で

0青木涼子工藤せい子阿部テル子 行うという労作は，介助される洗髪と比較して，パイ

洗髪の方法は様々な方向からなされているが，介助 タルサインに大きな変化をもたらすことがわかった。

者が洗髪を行った場合と，患者自身が洗髪を行った場

合の，患者の身体への影響を比較した研究はまだなさ 質 疑 応 答

れていない。そこで，患者の洗髪方法の選択，決定の JlI的医療短大 深弁.①湯温380Cと410Cではノてイタル

2基礎資料を得るために，健康な女性を対象に前庖佼洗 サインの変化に脊;窓去をはないということであったが，

髪が身体に与える影響を，洗髪を自分で行った場合 最初に頭皮に湯がかかった際のパイタルサインの変

(以下自力で行った場合とする)と，介助で行った場 化は大切だと思うが， 380Cと410Cで差はなかったか。

合について，パイタルサインの変化から比絞検討した。 東日本学協大 松間.②PRP僚を検討された目的は

測定項目は，中枢温，血圧，脈拍数， PRP， BM 何か。この実験で変化がみられたか。この伎は，心

Rの5項毘であり，洗髪施行前の臥床安静時を O分時 筋冠血管変化等穏環器疾患を対象とした機能検査で

とし，開始から終了後30分までに計18田測定した。な この温度刺戟の中で検討材料とした理由を聞きたい。

お，温湯滋度は410C，380Cとし，それぞれの温度にお 脊木:0)測定時点としては測定したが，機器が測定す
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るまでに 1分間時間を姿してしまうので，秘主主催は

正確な{霞ではない。

ミ~P RPIま心筋章受索消費撃の指標として使われてお

り，態床約iこ好まれて使用されている綴である。

今留はパイタノレサインの変化の参考緩として測定

し，明磁な考察までは行っていない。

工藤:舎PRPの援11定意義について

循環器疾患，特に心筋授窓i患者の J)ハどりテーショ

ンを進めるにあたって，洗髪の開始病日のまま礎資料

として測定した。

70) ドリンク強壮jfI]の踏台昇降遼勤中の心治数および

血圧に及iます影響

信州大学医療技術短期大学部

。箕輪有希子倉石益笑小林史乃

場幸5降裁縫IB 敦子

{目的]議近， ドザンク強壮言宗lのCMが多く包につく。

宣伝されている効果は精神的，身体的疲労回復，イラ

イラ解消，エネルギー綴給など様々である。我々の腐

閣でも，疲労閥復，綬気徐去等のために飲用している

医療従事者が見受けられる。本研究では， ドJ)ンク強

壮烈の主主体に及iます影響を検討する白約で，総沼によ

る心t台数および血圧の変化を安静持および踏会昇降運

動中;こ諮ベ，以下のような結泉を得た。

{方法〕健康女子19名を対象とし，高さ30cmの踏会

で1分間;こ30加の昇降運動を負荷した。心約数(心拍

メモリー装箆;竹井機器工業株式会社製)は安滋柊5

分間，遂毅jヰJ3分間及び運動終了後 5分間を織統して，

血圧(水銀Ifn圧計)は安静持及び運動終了後;こ測定し

た。ドリンク強壮海iとしてアワナミンV&V(武悶薬

品)を使用し，食後最低2時間経過してから服用し

30分後あるいは服用しないで運動負荷し，心拍数及び

自庄の変化を比較検討した。

[結果]奇蹟fflにより安静持の心拍数は上昇し，収総

務及び拡張期血在は低下する傾向が~られた。争運動

iこ作用したと考えられる。このことは，患者のケアを

初めとする看護業務というー援の運動負荷のそれをfT

う看護織の身体に対する負担の中で橋環系;こ対する負

担の軽減と勤務終了後の疲労部復に有効に寄与するこ

とが示唆される。これらの効果は本研究で潟いたドリ

ンク強壮苦手jの仁科こ含まれる成分の内，主としてカフェ

インの生潔的作潟によるものが大きいと考えられる。

しかし，ニコチン畿アミドやタウ J)ンといった他の成

分の作用も考慮する必要があると考えられる。また，

毅潟したことが家伝されている効5誌を期待して心淫約

にも循環系に対して抑制的iこ作用した可能性も考えら

れる。さらに，呼吸が循潔系iこ大きく影警撃を与えるこ

とはよく紛られており，今後検討する必要があるとj思

才');hる。

塁塁疑応答

東京大学大学段磁際保健計磁学 窓滋:舎実験計磁の

ゆで服用後30分とあるが，薬剤iの吸収状況等の検討

は行ったのか。

②使潟した芸名手事jの内~成分について，それぞれ薬理

学的な検討や薬効，体内代議などの検討を行ったか。

③このような薬剤を用いた笑験ではブラシーボ効采

があると考えられるが，ダフルブラインドテストの

ような工夫をなぜ実験を実施する時に検討しなかっ

たか。

箕輪:舎実験をドザンク強壮烈版潟30分後;こ実施した

怒由lま，武倒薬品からでている資料や，カフェイン

投与による研究の文獄から， 30分後;こ邸中濃度が薮

も潟くなるとあったため，服用30分後に実験するこ

とを決めました。

②服用による心主主的効楽については，ある程度予怒

していたし，薬理的効果のない同じようなドワンク

弗jで比較した方がいいと思いましたが，実際にでき

なかったことは研究不足だったと反省します。

開始後，心t台数は速やかに上昇するが，その増加援は 71) トレンデレンブルグ体位が尿J:tNa抹殺に及iます

服尽により有意に抑制された。③運動終了後，心拍数 影饗(2)

は速やかに下降し，その認後中の心拍数は綴潟により

有意に{尽く，より速やかな部復を示した。収縮綴及び O原田 貞代主主尾節子

拡張溺血在ともに服用により低下する傾向にあった。 策京大学大学波留際保健計画学 E宝塚 克

以上より， ドリンク強壮剤の主主体iこ及ぼす彩 <本研究の図的>は，健康な女子看護学生を対象iこ

饗としては本研究で検討した循環系に対しでは抑制約 主主怒的手!J尿剤としてのトレンデレンブルグ体位(頭部
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低位80
)の効菜について試みました。

体役と管機能に関連した研究を第17田と第18留の当

学会で報告しました。第 1点は， N aの排泌濃度は塩

分摂取鐙を増減をした 3日後に成中および副議に有意

にあらわれたこと，第2点は，下肢を10。挙上した体

佼では，，*位および仰臥伎と比較した場合，)JR翠に増

加傾向がありましたが，クレアチニンクリアランスに

は有意な差はあらわれませんでした。

また，%]自仰臥位の)JR議をみると，実験開始2時間

後と 6待間後では，前者に上として約8倍の尿震があり，

尿鐙と体位の関連に時間のファクターをみるため，今

田は実験デザインを 6つのパターンにしました。さら

に，測定項8にNa排巡の増減との相関関係みるため

利尿ホノレモンを加えました。

今回の研究でトレンデレンブルグ体佼において生理

的利尿効果の方向性が見いだせたので報告します。

<実験方法>は，対象と方法は前題と同様ですが， f本

位のパターンを変化させたことと測定に利尿ホルモン

動態を付け加えました。

<結果と考察>

尿蚤の増加を2時間でみるとトレンデレンブルグ体伎

では， 181.2rnP/120min，仰i?.A位147βrnR/120min，

座位63.6rnP/120minとトレンデレンブルグ体位は仰

臥位よりも8.7%，'*位よりも30.2%の尿援の増加が

あり， トレンデレンフソレグ体伎が有意に高い{疫を示し

ました。さらに， )JRcれす a排池濃度を尿震との関連で

成仁科ぜ a排地最で検討した結果，有意にNa排池最高

い値を示し，尿最と Na排被選の栂関関係が明らかに

なりました。

尿最と体伎における持隠のファクターを考慮したデ

ザインによって，段位からトレンデレンブルグ体位あ

るいは，伺l臥位からトレンデレンブルグ体位のいずれ

の体位から 2時間経過すれば生理的利尿効楽があらわ

れるといえましょう。

これは，縫康な女子看護学生での結楽であり，患者

ではさらに生理的利尿剤としての効果が期待されます。

テンブルカーの言うように利尿予測を使用している患者

ではトレンデレンブルグ体伎を 2時間以上実施すれば

利尿楽の効果を増大させることも十分考えられましょ

つ。

なお，座位における尿議減少は，アドレナリン，ノ

ルアドレナリン動態が康位で有意に高いことから，血

管の収縮が腎血流震の減少となり，単位時間当たりの

減退議も減少し，ひいては尿盤の減少となったと考え

られます。

質 疑 応 答

康長・①対象者の実験前の健康状態のチェックはどの

ようにしたのか，特に腎機能について。

②実験中，対象者のトレンデレンブルグ体位保持中

の反応はどうであったか。

原沼:①披験者は当校2年の在学生であり，年2自の

身体検査で正常者であるため，今聞は特に実施して

いない。第 1朗自は実施したが巽常がなかった。

②実験体伎をとって 5 分~15分はパイタルサイン

(脈拍，血圧)に上昇がみられる。顔面紅潮などを

訴えるが， 30分を経過すると安定し， 2時間では熟

眠するのが多し、。今留は発表していないが，パイタ

ルサインや自覚液状等についてアンケートを取って

いる。
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第17群送人審護 I

康長東京大学医学部縫康学科・看護学科

72)老人の心理的援助の検討

ーヱゴグラムを活用して一

南沢汎美

漆83保健衛生大学衛生学部衛生看護学科

。谷口ちえ山口恭子筒井裕子

1.はじめに

老年人口の妻子しい増化現象の中で，老人のQOLに

対する議室長・対策i立遅れていると考えられる。このこ

とは，家庭的・社会約・経済的に大きな賭題となって

いるだけでなく，精神的なまをみをも引き起こしかねな

いのではないだろうか。

QOLを高める者護とは，樋口は f生命倫怒の根底

を流れるものは，人間の生命に対する尊厳であり，こ

れらを実践で示すためには，人間を，より人間らしく

生かすことに援義を尽くすことである。と述べてい

る。

II. 践的

高齢者のQOLを高めるため，ヱゴグラムを分析し，

効楽的な援助について考える。

ill. 15法
ヨ〉 期間 王子成4年10月20-12月18臼

@ 対象

T特別養護老人ホーム入所者で痴呆なく， AD L El 

立の80歳以上の老人で，折り紙縮工iこ自分の意思で参

加できる人とした。

③方法

エゴグラム溶液3密，折り紙縮工7盟実施。

IV. 結果

母対象S氏(女性・ 93歳 'ADL一一部介助・在

所期間-21年7か月)

立五{傍jみのよさ・思いやりの部分が引きだされ，感情

抑制が徐々にとれ，自分をさらけ出している状態であ

ることが認められた。

@対象?氏〈男性・ 83殺'ADL…一部介助率

椅子使用 .ft月号期間 1年6かJD

形式的人間関係から，自然に自分の感情をだせるよ

うに変化していった。

③ 対象N氏(女性・ 87議 'ADL 自立・夜五百期

間一 1年10か月)

後しさ・思いやり・絡手を認めるきもち・共惑する

心がよりー騒餐われてきた。しかし一方，自己をよ

り抑制する綴舟にあり，今後， FCの上昇をEB旨す接

し方が必要である。

③対象A氏(女性・ 87歳 'ADL El立・在所期

間 13年6か月)

以前に比し，自己中心的でなく，他人への配慮も現

われ，人間関係がスムーズになった。また，知的で冷

静な料断力も高まった。

⑤対象K氏(女性・ 86議 .ADL-El立 .ft所鶏

関-1年sか月)

大きなノぜターンの変化はみられなかったが， 災?の

低下を認められた。これは， NP的部分を補助した援

し方によりストレスは低下したものと考える。今後F

C上昇に努力が必姿である。

V.おわりに

高齢者のQOLを高める援助は， j磁人のEl我状態を

とらえながら，老人間志、や家族とも交流のできる環境

や行事などへの，磁極的な働きかけが必要と考える。

今後もエゴグラムを指擦としQOLを高める方向を考

察していきたL、。

質疑応答

康長:心潔的変化の分析に際して問13， 2割問，

3密自のエゴグラム聴取の践で億人に対して援し方

を考綴したか。

谷口:偶人のエゴグラムの状況に合せ，自擦を設定し，

方法を工夫し接した。これは，グループ(カラーボー

ル作製〉活動中や，日常生活の中でも実施した。

例えば，対象T氏(男性)には，カラーボール作

製(折り抵総工)Iこ不参加であったが，完成作品の

プレゼントという方法をとり，本人は非常'に喜ばれ

た。このことが，本人のエゴグラムj二に現れている

と考えます。

日本看護研究学会雑誌 Vol.17 ~o. 3 1994 97 



一般演題内容・質疑応答

73)高齢者の生活環境とモうーん

虎ノ門病院分段 O遠藤恭窓

弘前大学教育学部 大串靖子鈴木光子

モラールは日本語の生きがいに最も近い概念である

といわれている。本研究では，生きがいをそうールと

し，アメリカで開発されたモラール測定尺度を用い，

高齢者の生活環境とモラールを検討した。

研究対象は， 60歳以上の弘前市内及び近郊の高齢者

134名であった。老人クラブ参加者及びシルバ一人材

派滋センター登録者(以下在宅者〉は， 82名，平均年

齢は67.2歳であった。老人保縫施設及び養護老人施設

(以下施設入居者)は， 52名，平均年齢は78.7.歳であっ

fこ。

識変ではモラール測定尺度として，ロートンによっ

て開発された PGC (Philadelphia Geriatric 

Center)モラールスケールを用いた。また対象の生

活環境については，居住環境・性別・年齢の基本的属

伎のほかに，心身・社会的背景について調査した。認

まをは，面接又は質問紙配布8己記入法で実施した。

居住環境別モラール得点の比較で、は，在宅者の方が

危険塁手 1%で高いという傾向が認められ，r:tでも女性，

子供の有る者，医療受診者において，在宅設の方がそ

うール得点が高いという傾向がみられた。その潔白と

して，施設入居者の偲人的特性や，施設の特性が影響

していると考えられた。

配偶者の有無別モラール得点の比較では，配偶者の

有る者の方が危倹率 1%で主主いという傾向がみられた。

この理由として，平均寿命が延び，子供が独立してか

らの期間が長くなったことで，夫婦という関係が震婆

なのではないかと思われた。

また，棺関係数を用いた検討では，年齢，小選い・

収入の月額，学歴について有意な栂関関係がみられた。

この結果の中で，モラールへの影響があまり認められ

ないとされていた年齢，学歴についても，その関連伎

が認められる結果が得られた。

本研究の結果を以下の様にまとめた。

1.鹿住環境の違いでは，在宅者は施設入居者よりモ

ラール得点が高かった。

2.年代別にみると， 60代の者は80代の者よりモラー

jレ得点が高く，高齢になる程，モラール得点が{尽くな

る傾向がみられた。

3.配偶者の有る者は，配偶者の無い者よりそラール

得点が高かった。

4.小選い・収入の月額の高い者程，モラール得点が

高い傾向が認められた。

5.学歴が高い稜モラール得点が高いという傾向が認

められた。

質疑応答

滋賀医科大学看護部筒井 :PGCモラール・スケー

ルと， ADLとの関連を調べているかどうか。

遠藤 :ADL評価の結果，施設入居者に支障のある者

がいたが，在宅者ではほぼ全員が自立している者で

あった。 ADL評価とモラール得点を比較したが，

有意な相関関係は認められなかった。

74)老人入院患者のADしの能力および意欲に関する

検討

昭和大学病院 0矢椅美智子

千葉大学看護実銭研究指導センター

土慶 尚 義 金 井 和 子

ADLは， I混入去をはあるとしても高齢になるにつれ

低下していく。そこに疾病が加わるとこの傾向はさら

に強まる。そこで，老人入院窓者においてはL、かにA

DLを維持するかは，看護のさ重姿な白擦のーっとなる。

今回，老人入院患者の務畿の一指針とするために，老

人患者のADLの笑態に関して，能力とそれに対する

意欲の語から検討した。

<対象>当段入院中の65才以上の患者(寝たきりを除

く)で，比較的積極的に日常生活に取り組んでいる

(A群)と，あまり積極的に日常生活に取り組んでい

ない (B群)とを病棟看護婦がほぼ悶数選び出した56

名。

<方法>患者に関する次の(1)(2)について病棟看護部が

評価を行った。

(1) ADLの能力および動作項包に対する意欲(い

ずれも38項目)

評価法:能力では，できない O点~できる 3点の

4段階。意欲では，ほとんど自分ではやらない 1

点~すすんでやる 3点の 3段階。

(2) 痴呆重症度 (HughsCPら ClinicalDe-

m巴ntiaRating) 

評価法.健康O点~震度痴呆3点の 5段階
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<結論>

1. ADLの能力と滋欲は，ともに114点満点中平均

80点強， S D30点強とほぼ同様の得点であったo A群

として選ばれた窓者の中にはADL能力および;蕊欲に

関して平均値以下のものがあり，逆iこB群iこは平均値

以上の患者があった。

2. ADLの能力と意欲の動作攻回毎の平均{隠はA・

3群簡での室長はあるが，動作攻問問での羨はほとんど

認めなかった。

3. ADL能力 3点「正常jの媛、考は，ほとんどの動

作項留において意欲も 3点 f自分からすすんでやるj

であった。また能力 1点の患者は， .意欲でもほとんど

l点の評縦であった。しかし，能力が 2点?できる待

問が余計にかかるか，やり15が普通でない。しかし，

実ffll設はあるjの窓者のうち，慾欲も 2点 f終々自分

でやるjのグループが60%に途しない項思は，金38項

目中28項自に及んでおり，その:慈欲;こは f自分からす

すんでやるJから，ほとんどやらないj ものまでば

らつきがみられた。

4. ADLの能力と痴呆皮， .滋欲と痴栄JJt(ま，それぞ

れ組関係数-0.69と-0.67の相関がみられた。痴采度

では， B群l立会体的iこA群より護疲皮は潟く， r介護

状況Jが殺も高かった。

75)老化iこ関する懇者の自覚と看護矯の抱援

策京大学医学者括的属病続 O~ヒ原 容子

ンタ一

二上屋尚義金弁和子

近年の入説患者の高鈴化;こ伴い，大学病絞でも，新

たな対応を迫られる滋面が多い。高齢j患者の援助のた

めには，まず患者の老化の程度を客観的に把握すると

ともに，慾者自身の老化の，主観的認識を判断するこ

とも愛姿となる。そこで今田，入段高齢怠者の自己の

老化の程度に関するaらの認識と，担当看護婦の把握

状況を識変し両容の特徴を比較，検討した。

[対象および方法〕

対象l立当大学病院(外科系3科，内科系3科)!こ，

平成4年11月10白から12Yl14Bの践に入続中の65歳以

上の怒者で，明らかな務神症状を手ませず， 段常生活も

ほぼ自立している52名(男31名，女21名，平均年齢

71. 8ごと5.5議)，および各病棟の代表看護婦 8名であ

る。

調査は，老化務象のゆから患者が比較的自党でき，

老議婦も 81舎の者護活動の中で把握可能な24:t:災関 (6

カテゴリー，精神機能12項目議，身体機能12:t:民自)に

ついて，患者の滋党の程度と，務護綴の怒泊三塁審の絞

援の状態を，患者には甑援による部き取り，看護婦に

は努め援さ謁表として行った。老化の程度比 “会く

質疑応答 ない"から“ある"の4段階で，各 l点から 4点の評

縫和会臨床看護学研究所 111お:①A群とB群の選定IJ 綴を行い検討した。

が主観的のように怒われるが，どのようにして選ん [総菜]

だのか。Q)老化iこ関する慾主ぎの自覚は平均1.82こと1.03点，看護

号待られた給采と群別とのズレはなかったか。むし 婦の主主援は平均1.84ごと0.95点で，弱者間には支をは見ら

ろ点数化をはかったことによる意欲とADLの{協定IJ れず，ともに低僚であった。

の点数化の結5裂が，君季初J(穣緩約群とそうでない群〉 ②カテゴ 1)-}jIJでは，慾者の鼠覚，看護婦の把握とも，

を する擦の指標となるのではないか。言己銘・記 憶Jr感覚jが潟く， fその{出j

矢鱗:Q)A・8若手の分類は，病棟看護婦の主観的な卒IJ が低かった。

断。 ③カテゴリーごとの項目別では，患者の自覚はな己銘・

5号この看護嫁の判断と， ADLの得点との関係は， 紀協jで“人や物の名" “物忘れ" “新しいこと

対社会関係などが一つの姿国と考えられるが，明ら f感覚jで“視力運動jで“動作その他j

かな傾向はわからなかった。 で“不眠"が{也の項尽に比し高かった。看護婦の把援

lま rJi!.当議jで“検査家" 「その他jで不綴が{患の

攻目;こ比し高かった。

③攻Elごとに怒者の自覚と看護婦の把擦を比較すると，

“人や物の名" “物忘れ"などの 5項目で患者の自覚

が看護婦の把握に比し高く，逆に“台いこと" “検査
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Ee:"など 8項呂で看護婦の把握が怠者の自覚lこ比し高

かった。

⑤患者の年齢による患者の自覚と看護婦の抱援では，

窓者の自覚は11項白で高齢になるに従って高くなって

おり，特に“新しいこと" “物忘れ"など5攻Elは，

65歳から既に渇く， 70歳以降ではさらに幸子明となった。

審議婦の把握は，患者の自覚に比し上昇の程度は低い

が， 19項自で高齢になるに従い高くなっていた。

J2U二，老化の程度に関する患者の自覚と看護婦の把

握は，一部の項闘で明らかな遣をを有し， この傾向の認

識は，今後の高齢患者の援助に有用と思われる。

76)高鈴者のストレス尺度作成の試み

東京慈恵医科大学資戸病筏 O沼中キミ子

千葉大学看護学部 土屋尚義金井和子

入院や手術など、iこ康面した時に高齢者には特有の対

応、をみることがある。その過程で種々のストレスに焔

りやすいと考えられている。今回，高齢者の援助の一

助とするために日常生活で不安，的難と感じることを

ストレスと捉えて定議化し，その尺度の作成を試みた0

60才以上の比較的縫淡な129名を対象にストレス暫

定項Elとして42項白及びストレス尺疫の妥当性検討の

ための63項目を加えた105項呂について，質問用紙に

よる留置調査を行ない侶答を求め，ストレス釘定項目

の内的整合性，妥当性の検討の結巣から，質問項目の

整理，統合を試みた。ストレス瞥定項目42項目全体の

総得点の分布は42点で，会ての項目に対して否定的な

人が35%と最も多く，最高は66点と減返する分布を示

していた。各項目の得点塁手は72%から0.8%と幅広く

分布し， 4%以下の低い得点は10項目であった。しか

し，これらの項闘は今回の対象にほとんど意味のない

ものと考え， 10項目を除外した32項目について主成分

分析を行なった。その結果，第 1三主成分によって殆ど

決定されたので得点0.4以上の項目を選択した。次に

25項践についての信頼性を検討するために各項目のG

P分析をど検定を用いて行なった結楽 2項目は有

議室長は認めなかった。ここで23項目が信頼でき得る項

gと思われた。この23項目について， 40-50才代の30

名の成績と比較した結果14項目で60才代と奥なる態度

を示した。これらは特に高齢者のストレス項自として

特徴的な内容とも考えられる。また妥当性検討のため

の63項自についてはストレス暫定項目と冊じ方法で項

践を選定し，合計38項目が選択された。これらの項目

とストレス尺度との関速の検討を試みた。ここでは，

今自立す象のストレス尺度は得点が底地に潔まっていた

ため，特にストレス得点、の高い上位 1/4の例につい

ての分析を行なった。その結果，今の生活の様子では

7項目，自己の有用性では 2項目，人生の満足度は4

項目の否定的な事柄に関巡があった。最後に今留のス

トレス尺度と，従来から一般に用いられているSTAI

法の成績との関連を60例で検討した。この点lこ関する

検誌は尚継続中あるが，今回対象のSTATfl践の分布は，

低い値に片寄っていて従来言われている比較的健康な

高齢者の特徴と一致し，今回のストレス尺度の分布と

も良く類似しており， STATfl践とストレス尺度はR

0.53と中等度の根関を認めた。

今回，高齢者のストレス尺度の作成を試みるについ

ては，日常生活での不安・困難と感じると恵、われる出

来事を衡定項目として設定したが，対象者が比較的縫

康者であったためか行動範囲や家族的な不安，趣味・

娯楽の項目が削徐され，その一方で生活環境や精神的

な不安定さの残る項目が選択された。

質疑応答

JlI椅医療短大 深井:1)選択した項悶はいずれかの

文献を参考にしたか。それは和文のみか，欽文もあ

るか。

2)質問紙の項目についてクロンバッハα係数を求

めたか。

田中:1)ストレス暫定項目のとり一I::Ij'方

CD1974年-1990年出版されている日本，外掴の文献

を参考

②定年退戦後の先輩・周殴の人遠からの収集

③自分自身の看護体験よの事柄

以上から，生活状態〈環境，健康，行勤続問)趣味

友好関係，家族・社会関係，精神状態の 4つの観点、

から項目を作成した。

2)クロンバッハ α係数で検討してみたが今田は

れまいJrいいえJの単純回答であったため， GP 

分析をど検定が適切と考え実施した。
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第18群老人看護E

E室長 金沢大学医療技術短期大学部

泉キヨ子

mγ市の在宅介護送人の実態!こ関する検討

岐阜医療技術短綴大学 O内山 尚子

千葉大学看護学昔話看護実銭研究指導センター

念共和子土屋尚義

長期のf受性疾怒言語齢者患者;こ対し援療事情の弱から

在宅で看護・介護を行うことが求められている。そこ

で，夜"Bでの介護の環状を知弘在宅介護老人の援助

の在り方とその方法を採るため，平成4年子守燥で行わ

れた高鈴者慕礎調王室の主主"B介護考人の実態の一部をも

とに，さらに分析・考察を行った。

[対象および方法]

対象:平成4年災段捻i齢者慈礎議王室のうち， T市の

在宅介護老人に関する基礎識変

方法 :T市の(1l:tE"B介護老人の実態と介護の状況の

分析的?市の看護・福枝サーどスの利殿状況および

希望の分析を行なった。

[総菜および考察]

T市を特徴別iこ4iill!RIこ!R分した。人地区は市街地

一部w間 B地区は農地， C地区は新緊住宅地，。地

区はw問逃綾城で・ある。

1. T市の65才以上の人口比率は12.0%で，これは余

欝および災県と等しい。夜宅介護老人の比叡iま1.3%

で，終のl.1%と等しく留の4.3%より少なL、。

2. T市の高齢化塁手では， ABC地区は12%前後でほ

ぼ等しいが， D地区は22.3%と非常に高くなっている。

3. T $の在宅介護主幹(老人1000人対〉では， AB地

区は 2%0前後であるが， C地区は0.9%0と非常に{尽く，

D地区は 3%0と高くなっている。

4.看護・福祉サービスの手IJfflネ，希望率では， AB 

地区はほぼ同様の傾向を示しており，紙オムツ支給j

f保健婦の訪問入浴サーどス生活用具の貸与j

fショートステイホールへJレバーの派透J デイ

サーどスjのすべての項目に利用・希望があった。 C

:it主!Rは?生活用兵の貸与jの利用がなく，逆に希望が

25%あった。。地区は他の 3地区に比べ，手IJffl.希望

項目数を合わせても 4項目と極端に少なしょく利用

しているのは f入浴サービスjで希望の高いのは問，f¥;

オムツ支給jでともに50%を示している。

5.介護者の年鈴を75才以上と以下にわけで{健康感と

サーどスの利用率との関連をみると， 74::tまでは健康

惑がよければサービスの利沼喜容は65%と低いが， 75才

以上では健康感がよくてもサービスの利用率は75%と

高くなっている。各地区でみると， D地区は75才以上

の介護者・健康慾の“惑い"人はいなかった。

以上のことから， T市をその特徴を絡まえて 4地区

にわけでみると，各地区で高齢化祭，夜宅介護主幹iこ違

いがみられた。そのため，震を護・福祉サービスのやJffl

g弘希望率に地区別の特徴がみられた。審議・福社サー

ビスの利潟率，章者援主幹;こ影響するものとして山高鋭化

本部在宅介護塁手間夜宅介護老人の鍵縁状態凶介

護者の年齢 (5)介護者の縫際感があげられる。

質疑応答

E室長:75議以上の介護者で{健康感が惑いとサービス李IJ

用主容が高くなるということをどのように考察された

か。

内山:スライドのように， 74滋以下と75議以上に分け

た時;こまをがみられた。ヤングo1 d， ミドルo1 d， 

オール o1 dの用語iこも関係することだと思うが，

健康状態も低下し，人のそ子を倦りないと在宅での介

護が不可能であると思われるc

78)高齢者の在宅療養における病院からの訪問審議

公立雲南総合病説 。中~ 久J怒

念、迷な高齢化の進展による妥介護老人の増加から在

宅ケアが三重視され，医療機関からの訪問看護の必妥設

も高まっているo ~践でも診療関町村において，綴た

きり慾者数の増加が問題視されるようになり，平成4

年度から訪問看護事業の取り組みをはじめた。ここに

その現状と課題を報告する。

~院は島根県の南東部に位置する 29815択の組合玉工芸者

践であり， この地域における中核病院としての役苦手iを

扱っている。終段の医療全士会響楽室には保健婦 l名，

ソーシャルワーカー 2名が震と霞され，保健・医療・福

被iこ関する問題に対応している。この医療社会事業きさ

を主義懇iこ訪問宥護の体制づくりに着手した。

まず初年度の事業計磁をo努からIV溺;こ分け，If誌

を実態把援期 (4~6 fl)， II期を問題搬出綴 (6~

7 )ヨ)，盛期を訪問審議の実施 (8 月~) ， IV期を評

綴嫁(翌年 3Ã~) とした。 I 期では務設内の患者実

日本看護研究学会雑誌 Vol.17 No. 3 1994 101 



一綾演題内容・質疑応答

態調査や，地域保健婦へのアンケートから，訪問看護

の兵体的な必姿皮を調査した。また，地域的背崇をと

らえるため， 1基本健診結果や保健統計から住災の健康

実態や{保健状況，福祉の実情についての地区抱援を行っ

た。 H綴では，~院の退続患者で88歳女性への訪問看

護をそデルケースとしてはじめ，訪問看護を実際に援

問していく中で生じる問題点を検討した。班期では，

I・刃j弱の流れを務理したよで，当院の退院患者安対

象;こ，訪問看護を潟始した。 N期では，平成4王手8月

から翌年5月までの10ヶ月間の訪問状況を振り返り，

評価した。

訪問状況の結果は，訪問実施者が29人で，平均年齢

は， 70.3歳であった。疾患}jIJでは，脳血管疾慾が 1/

3以上を占め，次いで頭部のけがや事故による脊績な

中谷"守〉評{怖の内容は今回疲{同jの数，訪問の穏類，援

助の内容，疾患の分類という，対象者本人へのかか

わりに限定した。しかし， これらに介護者自身(家

族)の声や状況等に加えた上で，評価すべきであっ

たと考える。

②訪問対象者の決定は，寝たきり及び寝たきりに準

じる状態あるいは寝たきりでなくても退院後家庭生

活に戻ることに不安をもっている患者や家族に対し，

訪問看護を必要と認めた場合笑施している。

訪問の中止は，対象者とその家族が在宅での生活

に移行し看護的問題がほぼ解決したと認めた場合中

止している。その場合，必ず主治医の許可は得るよ

うにしている。

ど，外傷によるものが第2位であった。訪問件数の推 79)訪荷回数による保健婦の業務評織は可能か

移は，平成5年 1月より対象者が10人を越え，月ごと 医療法人渓仁会活向山病院 O山 田 律 子

の訪剖のベ件数も20件~30件へと一定化してきた。地 本L線復科大学保健援療学部者護学科

域との逮携については，開業医との迷携で訪問を行っ 山田 …朗

た患者は29人中12人で，町村保健婦と開{半訪路を行っ 1. Ff:1命

たのは 7人であった。病続i今の連携については病棟看

護婦との同伴が8人，訪鵠リハビリも取り入れた窓、者

が8人であった。

訪題審議事業の臼的は，在宅療養を看護的側面から

支えることにある。特に高齢者の場合，在宅を支える

のは家族の力によるところが大きい。この家族を取り

巻く地域の保健・福社的問題を抜きにしては，訪問看

護も成立しない。そのため，訪開審議事業の開始にあ

たり重視してきたことは 1証期で示したように地域

のニーズと跨題点の把握であった。このように，病院

のフィールドとなる地域の保健・福祉的ニーズを的確

にとらえ，病院の機能がどう関わっていくかを示すこ

とは，訪問看護が地域に根づいていく方法論としても

有効である。今回のような I期からN期へのステップ

を踏んだシステム化への歩みが，訪問看護の早期主主義

イとへつながったものと考える。

昨年の本学会において，夜宅高齢者及びその家族に

対する保健婦の支援状況を，訪問看護記録(以下記録

と絡す)を用いて議的に把握するための方法論につい

て報告した。今践は，その方法論に纂づき，保縫婦の

訪問看護活動状況を把握し，今後の業務評価を行う際

に考慮すべき要素について検討した。

n.対象と方法

対象は昨年の報告と同様，札線市A保健所に勤務す

る保健婦が， 3年間に渡り管轄地域の在宅高齢者並び

に家族に対して行った支援状況を記載した記録である。

保健婦の支援状況の量的把援方法.各記録ごとに，

支援・連絡の対象別並びに方法別iこ分類し計数した。

尚， この分類は全て記録の記載日ごとに行った。また，

古典的な内容分析の手法を用いて，記録の内容分析を

試みた。

斑.結巣と考察

本研究の対象として 8ケース分の記録が抽出された。

質疑応答 これらの記録について保健婦による在宅高齢者及び

東京都江東区健康センター 中村:(1)実施した訪問看 その家族に対する支援を支援方法別に検討した。その

護の評価を聞かせていただきたい。 結果，保健婦の「訪問jによる支援は全体の43.9%で

熊本リハピリテーション病院緒方:②訪問審議対象 あった。 r訪問j以外の支援として， r電話・手紙j

者の選定基準，訪問の中止，主治医との連携のあり による支援が18.9%， r他の支援者(例えば福祉機関

方について知りたい。 等)との連絡・調整Jが37.2%を占めていた。咋今，
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夜宅ケアにおいて，保健婦のコーディネイターとして

の役割が三重視されているが， J二述の「i銀各・議室主 tま，

まさにこの役割;こ他ならない。今回の分析を通して，

保縫所保健婦が訪問による複接的な支援のみならず，

コーディネイターとしての業務をおっている状況を明

示することができた。

保健線は，訪問者護活動以外にも多くの業務を遂行

している。今回， A保縫所の在宅高齢者;こ対する訪鵠

活動が念ての業務に点める割合は10.3%であった。記

録の内容分析の結果，保健婦は夜宅高齢者や家族から

直接情報を得るだけでなく， f訟の支援者との連携によ

り情報を得ることで，定期的に老人や家族の状況を把

援するように工夫していることが分かった。このよう

な中で，支援のタイミングをつかみ， u寺安iこ応じた適

切な支援を行うことで支援の効果を上げていることが

示唆された。

以上の結果を踏まえると， j保{縫婦の訪鴎者護浴室誌に

ついて検討を行なう擦には，主幹;こ訪爵包i数のみならず，

f他の支援者との連絡・議撃jや f在宅高齢者や家族

iこ対する訪問以外の方法(電話や手紙芝事)による支援j

についても評仮することが必重きであると言える。

質疑応答

中谷:密保{縫月号保健婦の訪諮活動は，

考縫法のゅでは f訪問看護jではなく f訪鵠指導j

という位議づけであるが f訪問看護j ということば

を用いたのは何か議づけがあるのか。

@逮絡・議，主主業務が多いから保健緑はコーディネ

ター的役割を担うjとの結論であったが，その内容

を分析してからそのような結論づけを出した方がよ

いのではないか。

UJB3:号訪問者護ステーションの活動も広がり始め，

地域での訪問看護の必要性が高まっている。看護殺

として広い授点で看護へのニーズとして捉えたく，

あえて訪詩表護という用語を用いた。

参検討しておりましたが，今関の発表では待問の関

係上提示できなかった。しかしながら，発表内容を

もっと吟味してその部分の分析結5誌を発表した方が

良かったと思われます。ご意見ありがとうございま

した。

80)名人保縫施設の看護機能iこ関する一考察

虎の内線続分隊 C池之上典子

弘前大学教育学部 大率緒子鈴木光子

高鈴化社会;こ伴い，看護の場は拡大し，病続B、外の

施設における看護の役割機能が注包されている。その

一つで、ある，老人保健施設での看護機能を採る目的で，

東北と九州の61施設の看護婦183名を対象とし，質関

紙郵送謁査を行った。内容は，施設の援喜さや入所者の

状況，及び看護の毅務状況・意識などそ中心とし，有

効鵠i奴喜容は74%であった。

まず初めに，務護殺と介護殺の磯務分拐では，大部

分の磯務は介護綴との協働で行われゆでも，看護毅は

診療補助行為などを，介護殺は生活の援助などを分怒

とする比率が高い傾向にあった。本来 f生活の援l!fJJ

lま看護の慕本とされるが，老人保縫施設では看護毅を

医療介助のできる主専門磯とみなしていることが関与し

ているものと浮きえる。

次;こ，綴務における判断と笑絡について述べる。磯

務は，医療約行為，観察・情報収集，誹;殴，i奇潔，食

事などに{返して， 38項目を挙Cf，それぞれの判断と実

施の担当者を羽:g:してもらった。看護機は念体的lこ半1J

滋・ 5走路共;こ高率だったが，綴務における判断・実施

の比芸名では，医療的行為を除、いたほとんどの議白で，

判断・実施共iこ協働とする害1J合の高いことがポされた。

また，看護磁の場合は定施率が判断より塔i110した環

日はなかったが，介護殺では早期離反ミの援助の項目で，

判断より笑絡が最高47%高くなっていた。またこの38

1民自のゅでは，看護綴は医療的行為を，介護駿は生活

の援助を本務と;滋識する傾向が示された。

続いて看護機自身の慾じる，施設での看護較の位置

づけでは，医締を除いfこ磯惑に対して，同等とするも

のが約s努iをおめていた。これは，玉三磯良が磁の関係

で活動することを蒸本とした，老人保健施設の潔怒、の

現れといえる。しかし綴織別で比較すると，傾向は若

干奨なって示され，今後の諜題となるものと考える。

今腐の議室長の結果，現状の看護磯良の人数は，不廷

であるとする回答が多く，看護識が増員されたら可能

になることとして「ゆとりを持って予おかげができるj

が 番問として最も多く挙げられた。これに対して，

泰護磯への施設長の期待は「看護の等門殺そ沼かした

健康管理jが67%と高本で，看護磯・施設長の，中間

漉設における看護への希望・期待が良く現れているも
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のと考えられた。

なお，看護職の意識の地域主をは，特に認められなかっ

fこ。

以上より，老人保健施設での看護機能は，医療的行

為以外は織穫の磁たりが無く i可等の立場での協働lこ特

徴があることが分かった。しかし協働の中でも，生活

の援助における判断の庖など，看護織としての力点、の

置き方に相違が求められているものと考えられる。

質疑応答

東京都立医療技術綬期大学森下 :CD看護婦は判断す

る事が多いという回答傾向にあったといっているが，

判断の規準をどのように設けているか。

②~設積閣の上下関係は，どのような視点からよ，下，

荷主事と分析したか。

池之上.①何を判断とするかという点では，例えばお

むつの着用が必要であるか等の判断を看護・介護織

が夫々単独で行っているのか，双方で行っているの

かをアンケートの回答者自身に判断し，回答を得て

集計した。

②問答者自身の判断をもとに集計した。

81)特別養護老人ホームにおける介護職員のストレス

に関する研究

東京都老人総合研究所看護学部門

0巻田ふき

本研究は，特養における介護職員の仕事特性につい

て，そのストレス緩衝効果を検討することを呂的とし

fこ。

1.方法

調査対象となった施設は，全国都道府県および政令

部市より 1施設ずつ，都市部と町村部が均等になるよ

うに抽出した59の特養である。これらの施設の常勤の

介護職員会員に対し，質問紙によるストレス調査を実

施した。 1103名のうち， 1075名から調査粟が自i反され

た。今回の分析対象者は，年齢欠損のない寮母917名

で，平均年齢は37.2土11.7歳， 90.0%は女性である。

研究枠組みは， ミシガンモテソレを踏襲し， ストレッ

サヘストレス反応(情動反応，疲労感，燃え尽き症

状)，及び，調整あるいは緩衝要因として，仕事特性

を~て分析した。

ストレッサー頻度については，老人施設介護職員の

ためのストレッサー評価尺度(矢箆ら1991)一号上司

とのコンフザクト，②介護的仕事の負荷，③利用者と

のコンフリクト，③事務的仕事の負荷，⑤時僚とのコ

ンブザクトの 5穣類の関子， 40項目のストレッサーで

構成されているものを汚いた。

ストレス反応として，情動反応、をきif-iiffiするためには，

抑うつ，不安，不機嫌，怒りを言手備する新名ら (1990)

の評価尺度を用いた。疲労症状は，越月ら(1987)に

よる「蓄積的疲労徴候調査Jのうち不安徴候，抑うつ

徴候などの因子を除いた 4因子(一般的疲労感，気力

の減退， ~受性疲労，身体不調)から， 30項目を抜粋し

た。燃え尽き症状は， Maslach (1981)のMaslach

Burnout Inventryを叡訳したものを用いた。

仕事特性については， CDf士惑のコントロール，②仕

事の価値・魅力性，③戦場の共感性，③決定参加，⑤

挑戦の機会，の 5因子について聞いた。 r全く当ては

まらなしリから「よく当てはまるjの4段階で評価を

求め，高い群と低い若手の 2群に分けた。

介護的負硲が低い場合と高い場合において，それぞ

れのストレス反応に，仕事特性がどのように緩衝効果

があるか，共分散分析で分析した。

ll. 結築

資Jむに緩衝完1]楽がみられたものを示す。職場の共感

性が，気力減退と身体不調に緩衝効果があった。さら

に，決定参加は，↑言動反応の，抑うつ，不安，不機嫌，

怒り，の全てに緩衝効果がみられた。また，疲労症状

についても，一般的疲労惑と，身体不調に緩衝効果が

有意に認められた。仕事のコントロール，仕事創価値・

魅力性，挑戦の機会は，有意な緩衝効果はなかった。

また，燃え尽き症状についても，予言意なものはなかっ

fこ。

以上から，介護的{土撃の負荷には，仕事特性の，決

定参加が大変大きく関係していることがわかり，職員

ができるかぎり決定に関わり，参加できるようにして

いくことが大切なことが示唆された。

質 疑 応 答

康長:この結果をどのように各特養lこかえしていくの

か? 特に決定参加の緩衝効泉について。

巻閏・それぞれの路設に， j関53IJのデータと，全体のデー

タを比較する形で，施設あてに返している。また一

般誌に論文として投稿している。
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82)介護搭社会の教育!こ関する看護矯の意識

東京都立板療技術短期大学

。森下節子{佐譲みつ子森 千鶴

策京都立広尾看護専門学校 小池妙子

【白約]

介護福祉ごとの業務内容は， r入浴，排滋，食事，そ

の他の介護を行い，並びにその毛言及び介護者;こ対して

介護に関する指導を行うことjである。また，介護福

祉士は対象や自擦とするもので，ミ雪護織との迷いを説

明されている。しかしながら，介護教育は fカワキュ

ラムが実体化される時には，総当者護の分野;こ綴って

いく可能性があるj という指摘がある。これらのこと

をふまえて，務護に求められているものを，より深く

検討する必喜さがある。その後討するための慕縫資料と

するために今回は，表護婦を対象に介護橋被土の教育

;こ関する意識を議後した。

【方法1

1.弱まま対象:者護続 出名。

2. 読まをj努部・司王成5年 3Jlo 

3.調査方法:質問紙法。

〔結果・考察]

回奴2与は，有効詔答率といこ100%である。

1.毘答議~65名の年齢階腐は， 20喜美代が19名 (33.9%)，

30歳代が37名 (56.9%)， 40歳代S名 03.8%)であ

る。

8.介護徳社土の業務;主将来審議婦の領域まで踏み込

むかの設問!こは，年代でJ意識傾向が異なった。 20議代

は踏み込むが7名 (36.8%)であったが， 30歳代にな

ると絡み込むが32名 (49.2%)であった。 30議代の群

は介護領技士の業務が看護主義務と近距離で考えている

ことが推察された。

9.看護は新しい潔念を必要とされるかの質問にはき

必婆とするが44名 (67.7%)，必姿がないが13名 (20

%)であった。

問答者の介護福祉士;こ対する理解が十分ではないこ

とが前提ではあるが，介護福祉士の教資と看護教育と

は部分的ではあるが類似性，重複性があり，看護{こは

新しい理念が求められているという意識傾向が捻察さ

れた。

第19群老人審議濫

慶長滋賀医科大学医学部 筒井裕子

83)老人の骨折予妨iこ関する研究

一事号折名人の接地定数と愛心動揺の検討一

余沢大学医療技術綬潟大学部

。平総知子泉キヨ子山上和美

天 津 栄 子

東京大学医学部縫漆科学・者護学科

金)11 克子

2.介護福祉支を知り 日ヱド看護協会 《自的3

ニュースが25名と最も多く，次いでー鮫新滋iの23名の

顕であった。

3.介護福祉士i主将来増加するかの質調iこは，滋加す

るが50名 (76.9%)と，将来の老人人口・筏宅ケアの

増加をふまえた関答がみられた。

4.磯業として包擦としているものに対する笈跨につ

いては，間じではないが52名 (80%)と最も多かった。

5.介護福祉と看護教育のカり牛ュラムの類似性につ

いては，あるが32名 (49.2%)，わからないが29お

(44.6%)であった。

6. 介護福祉士の技術教賓と主義礎看護技術の内~につ

いての質問では，愛媛しているが40名 (61.5%)と最

も多かった。

7.介護矯祉士の職場としては，老人福祉施設が最も

多く，在宅表護32名，病続19名と，者護婦の戦場との

i混向がみられた。

名人の督折lふその閥復過程においてさまざまな障

害を起こしやすい。今回は，骨折予坊の看護ケアに主主

かす資料を得るために，~.・折塁走往のある入続老人の特

性，接地足跡，議心室主擦の特徴について，骨折既往の

ない入院老人と比較を行った。

三研究方法3

1)対象は，石川県下のじ老人病段に入続中の骨折既

伎のある老人14名(以下，骨折老人〉と，持病設に入

続中の脅折既往のない老人18人〈以下，非骨折老人)

である。脅折老人は男 4名， :T:1O名で，平均年齢は

81. 8こは.6議，非骨折老人は，男 7名， 女11名で， 平

均年齢は78.1ごと7.0畿であった。

2)方法 ;CD対象の特性は，カルテと審議記から把援

した。金援士i!!足跡の測定は， ピドスコープ(アニマG

1826)を用いた。これは，綴立能力を観察するために，

光の反射を利用して銭面に接地足跡を写し，起立時の
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足の袋の形や広さを測定する機器である。異体的iこは，

ピドスコープょに起立し，開銀と溺恨の接地足跡を写

真撮影した。接地足跡の分析は，撮影したフィルムを

現像し足角， P/D比，接地足跡言語磁の左右比を算出

した。接地足跡とは接地足底部と接地足指部をいい，

P/D上とは接地足底部の面積で接地;:EJiii部の街積を裁っ

た{践である。③重心動揺測定は，重心計システム(ワ

ミ-K. K製器)を用いた。このシステムは，平衡機

能を重心動揺により計測し，解析処獲が可能なシステ

ムである。呉体的には，被験者を検出合にロンベルグ

絞{立にrr.たせ， 2m先の題視擦(直径 5cmの黒丸)を

注視させて，静止の状態で，開眼・関綬の般に各20秒

間意心動揺を測定した。重心動揺の分析は， シグナル

プロセッサー(日本電気三栄K. K 7 T23S)を用

いて， tr.;fj方向成分と前後方向成分の最大振穏健を波1)

定し，その穏を重心動揺面積として算出した。

《結果}

(1)脅折老人は，非骨折老人に比べて，杖歩行が有意、

;こ多く (P<O.01) ，転倒i経験，骨粗緩症，運動耳証書草

や失調，自覚的なふらつきはやや多かった。

(2) 骨折老人の足灼は，非骨折老人lこ比べて狭かった。

また，骨折老人のP/D比は， [長i般と!幸!日良で差がなく，

.;11'1ヨ折老人は関限lこ比べて関阪で有主主に小さかった

(P<0.05) 0 iヨオ斤毛主人の接地足跡面積の左石上ヒは，

!刻版と関駁で若手差がみられたが，非骨折老人は，関

限・間限ともZ己主王羨はみられなかった。

(3) 骨折老人の蜜心勤務爾穣は，関根・開眼とも非骨

折老人に比べて大きく，特に隣践では1.9f告と有意に

大きかった (P<0.05)。

以上から，管折老人の接地足跡は形態学的にバラン

スを取りにくい状態にあり，議心動揺からも平衡機能

が低下していることが示唆された。

84)老人の転径1)予防に関するま基礎的研究

一高齢入院老人と健康老人の童心動揺を通してー

金沢大学医療技術短期大学部看護学科

。泉キヨ子山上和美王手松知子

内灘温泉病続 天主主栄子

1. 自的

超高齢化社会の到来とともに，老人の転倒iの頻度も

高く，転倒による脅折も増えてきているので，看護者

としては，さまざまな転倒予訪ケアが必要である。我々

はこれまで入競患者の転倒の実態を l年間追跡調査し

てきた。

今留は，転倒予防の審議についての基礎資料を得る

目的で，最も転倒しやすい高齢入院老人の静止時及び

振動時の建心動穏について測定し，健康老人との比較

を行った。

江研究方法

1)対象 :U老人専門病院に入院している高齢老人患

者28名(男10名，女児名)と老人健康教室に通ってい

る比較的健康な老人15名(男 3名，女12名)である。

平均年齢は入院老人は79.75:t6. 6歳 (65~90歳)であ

り，健康老人は平均67.27土3.3歳 (60~72歳〉である。

2)方法:

CD護心動揺の測定はワミ-K. K製器の重心動揺シス

テムを用い，検出合に関足位に立ち， 2m先の問視擦

を注視しながら落ち着きを図った。次に，検出会を静

止の状態で，間限時と問販持の重心動揺を20秒 2回iJltl

定し，さらに検出会が0.3Hz，O. 7Hz， O. 3Hz水平振

動した時の関限時の童心動揺を測定した。その重心動

揺をtr.右方向成分 (X紬〉と前後方向成分 (y総)に

わけで，データーレコーダー (TEAC，R必0)を用

いて，テープに収録した。

③入院老人の特性，転倒経験の有無，めまいの有無等

はカルテ，看護記録から把援した。

③震心動揺の分析はX執， Y執ごとに最大振騒値，護

心動揺面積， トータルパワ一億および各周波数帯域で

の平均値で評価した。その際の周波数分析は，シグナ

ルプロセッサー 7T235 (日本電気玉栄K. K)によ

りFFT方式で行なった。その周波数得域には，

O. 025~4. OHz以上までを6つの得域に区分して検討

しfこ。

墜.結果

(1) 重心動揺面積は，入院老人は，健康老人に比べて，

関根時より問販日寺の面積が有意に大きかった。

(2) 入院老人のトータルパワー値即ち，振騒の総和は，

閉駁時は左;fj方向が前後方向に比べて有意に大きく，

凋限時も大きい傾向にあった。一方，健康老人では前

後tr.宕の振幅に差がなかった。

(3) 間綬時の周波数帯域の分析では，入段老人の左右

のパワー儀はO.125~0. 25Hzのゆるやかな域に多く，

前後方向はO.5~1. OHzの帯域に多かった。健康老人

では，tr.右方向はO.125~ 1. OHzの3つの帯域にほぼ
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等しい割合であり，前後方向の振謡はO.125~0. 5の2

つの簿，域にほぼ等しい割合で多かった。

質疑応答

E室長.入院されている方はなんらかの降客があり，動

きにくいとかあるいは議心動揺が非常に大きいかも

しれないが，今後どのように視点をおいて看護をし

ていけばいいのか。

泉.今路確認されたことは，入続老人は関般に対する

議心動揺が緩めて大きいので，それをよく知った介

入が必芸きであると考える。異体的には，長卒、明，明猪

瀬応、等の環境的弱繋が大切であると考える。

85)老人在宅介護!こ関する意識調笈

大阪医科大学附属病院 C辻箆敦宏

千葉大学務護学者詩的潟看護実践研究指導センター

二u霊尚義金芥手口子

入院患者の潟齢化に伴い，;il3設後の患者の生活状況

の呉体的な予測は，患者指導上益々室主きとなりつつあ

る。今問，;il3続後の生活指導の一指標として，当地区

社会人の，老人在宅介護;こ関する慾議議資を行い 2，

3の成綴を得たので報告する。

調査対象は， 0医科大学附属務護専門学校学生77名。

O医科大学的属病院に勤務する看護婦84名。大阪総夜

伎のー綾社会人33名の計194名である。

調笈内容は，老人のイメージ10項乱老人夜宅介護

iこ関する窓識5項目，可能なADL介護iこ関する意識

20項目である。 ADL介護は，それぞれに一部介助，

半介助，全面介助の 3段階，排託11:1ま，一吉sおよび全面

介助をさらに 2段階に分仇費関を設定した。

認まを内容を看護学生，宥護婦，一殺社会人。老人と

同居，非開局。 IOJA雪老人のADL自立，姿介助の 3群

について比較検討した。

老人に対するマイナスイメージは，一銭社会人に若

干強い{傾向にあるが，各対象君事iこ妻子しい涯はない。プ

ラスイメージは，看護学生，間賠自立群で強く，同居

姿介助若手で弱く，問賎，非同総群では差はない。老人

lこ対するプラスイメージを規定する妥協は，援する老

人の鍵康レベル， ADL自立度であった。

イメージの項EJJjIJは，マイナスイメージでは「がん

こjのイメージが，一綾社会人は看護学生，者護婦に

比し強い。プラスイメージでは「律儀jのイメージが，

一般社会人は，看護学生，者護婦に比し若干強い。

在宅介護に関心のない者は，会対象群とも20%程度

iこ過ぎず高い関心を有している。自主主死;こ対しては約

90%が常定的で，必喜~B寺在宅介護の意志はほぼ会例に

ある。看護学生は，看護婦，一般社会人iこ比し，自宅

死iこより常定的で，在宅介護の議忘も高い。

同信， E!立度JjIJの各若手では， 自宅死に対しでは，詞

庖姿介助群に否定的な毛ぎが20%以上とやや高い綴向に

ある。必姿持在宅介護の;潔志は，非同居若手に「するJ

と答えた者は40%緩度;こ過ぎず，間援群iこ上とし消極的

であり，同居婆介助群は75%以上と議も高察である。

可能なADL介護は，一般社会人が表護学生，看護

婦の約60%程度iこ過ぎず低値である。項段以jでは，誹

;陸，コミュニケーションが著しく低綴である。

ADL介護段階JjIJは，一絞社会人では段階が進むに

つれ不可能が多くなり，学介助で様織に低下し，金言語

介助で約25%の低下がある。看護学生は約 6%の低下

lこ過ぎず，看護婦では低下はない。

開局， E! Ji:夜JjIJの各群では，持活群は金頭介助で約

4%の低下があるが，非局賎若手は殆ど低下していない。

間賠姿介助群は，一毅社会人と同様の傾向があり，念

頭介助で約25%の低下があるが，疲タj数が少なく有;遂

去をはみられない。開賠E!Ji:若手は，学介助で低下するも

のの全面介助ではよ奔する綴向がある。

86)審議録の考人の見方に関する研究

一老人審議研修生レポートの記述内容の分析から

臼本務護協会看護研修ゼンター

。徳本弘子柴随レイ子

老人看護の質は看護する看護婦の老人観に決まると

考える。今酪老人看護の研修を行ない，研修生の老人

観と看護内容の関連性をみるため，研修生が研修前iこ

援出した事例の分析を行なった。その結果，務伊jの記

述内容は記述した看護婦の老人畿が反映していること

がわかったので報告する。

研究対象は'92年度老人審議研修を受講した研修生

54名。参加者は臨床緩験3年五u二で平均年令32才であっ

た。研修生を設援主体別にみると公的病践が半数であっ

た。又参加者の多くは総合病践で2次-3次救急、の体

制iをとる病院であった。つまり研修生の多くはー絞病

擦の中で老人を急性綴の患者といっしょに看護してい

る情況であった。
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提示された事例の平均年令は77才であった。挙例の

::tな疾患の内，脳血管障答が一番多く，次に呼吸器疾

患、患者が多かった。これらの事例の記述内容を分析し

以下の内容に別けられた。l.問題となった患者・家

族の言動 2.看護婦の対応と援助 3.事例で気に

なったこと，考えたこと，の 3つに別けられた。

さらにそれぞれの記述内容からキーワードを摘出し

た。問題となった患者・家族の言動の内訳で一番多い

のが失禁その他排継に関するものであった。看護婦の

対応と援助の内訳ではコミュニケーションに関する内

容が多くみられた。又事例で気になったこと考えたこ

との内訳では，頑張って看護しでも家に帰れないため

の無力感等々実践した審議の結果に満足が得られてい

ないことがわかった。次に，会事例の老人患者に関す

る記述からキーワードを抽出し，それらを肯定・中立・

fIj定に別けた。脊定は21，中立は14，否定106のキー

ワードがf露出された。また研修終了時に，研修吉trに老

人をどのようにとらえていたかの設問に答えた51例を

分析した。常定的に老人を見ていた 3{7Ij，中立的7例，

否定的41例であった。このことは，研修伎の多くは研

修前には，老人をfIj定的にみていたことがわかった。

そのため老人の言動を否定的にとらえていると考える。

また問題の行動に対し何らかの対応や援助は行ってい

るものの，行った行為の成果がみえず無力感や不満感

にむすび、ついていると考えた。

質疑応答

座長.研修前は非常に百定的であったものが研修を震

ね，研修修了時はどのように変わったか

徳本・研修終了后，研修生の老人見方についての変化

は，今回この場で発表するのは待問がないので省略

した。この結泉は看護学会に発表する予定である。

主な結果は，老人は尊議すべき人，自己決定のでき

る人，可能性のある人と見ていく等肯定的見方が得

られている。

87)看護婦の老人に対する態度とそれに調達する要因

これと関連して看護婦が老人に対して持っている態度

について特にステレオタイフ。に焦点をあてて調べた。

〔対象と方法〕

看護婦として仕事に就いている人々を対象として，

既存の費問紙調査察を用い，老人に対して持っている

態度を総定した。調査票は米国で作成されたものを日

本穏に穏訳し，内容の一部を我留に適合させて変受し

たものである。質問文は13カテゴリー計137の記述か

ら成っており老人について述べているとJ思うものにく

はい>と答えるよう指示している。

くはい>と答えた数の多さは問答者のステレオタイ

プな態度を反映することになる。

〔結果]

分析が可能だった囲答者数は424名であった。看護

婦の年齢と得点の閣には有意な関連があり若い人ほど

得点が{尽く，年齢が高くなると得点の平均値が痛くなっ

た。 20歳代群では62.3点 50歳以上群では71.9.点であっ

た。

教育経験との関連では教育の経験がある人の群がな

い若手より得点が低かった。すなわち前者の平均点は61.

3点，後者は67.2点であった。

臨床絞殺の長さと得点の潤にも関連が見られた。箆

床経霊会 l年以上5年未満群の得点の平均値は60.0であ

り， 5主年手以…上とtlO生年f:ヨ未長満君辞手でで、6臼3.5と次第に高くなり2初O年

以上では7η1.0という潟f得等

また宅看号護嬬の磁床での専専今F門守鎖域と得点の関係を5見Zる

と，得点が72.0と最も高い群は小児看護を専門として

いる人々であり，逆に最も低い得点は57.8で母性看護

を専門としている看護婦であった。

老人と暮らした経験の有無やその期間と得点との問

には関速はなかった。

看護婦に老人看護についての関心を尋ね，それと得

点との関連を見ると関心があるとした群の方が関心が

ないとした群よりも得点が低かった。然るに老人施設

等に関心が非常にあると答えた若手はその他の採に比べ

て得点、が高かった。

東京大学医学部健康;科学・看護学科 質疑応答

。南沢汎美 酒月山病続山田律子・ CD小児看護を専門とする看護

高齢者の看護の需要は増大の一途をたどっており近 婦の得点が高く，母性看護を専門とする看護婦の得

年看護教脊の中でもその重要性が認められてきた。看 点が低いという結果について，どのように考察され

議するうえで患者をどう把えるかは重要な事柄である。 ますか。
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舎今回の調変対象iこ，老人審議を専門としている者

護婦はいたか。もし対象となっていたらその得点に

ついて教えてほしい。

金沢大学医療技術短期大学部泉キヨ子・ @1年米議 第20若草緩床看護lX

の人と経験年数20年以上の人の平均点が共に高いの 座長熊本大学医学部総属病院 渡透震予

はどんなJiUこ考えたらよいのか。

持iこ1年未満の人は，ほとんど新カワキュラムで老

人看護を学んだ人で;まないのか。調査期間はいつか。

また20年以上はどのように考えたらよいか。

海沢:舎過去に行った議室長結果とも考え合せると小児

表護の看護婦は老人という対象から l番速いところ

にいる看護者なのかもしれない。 または，老人につ

いての留定観念、がある人が小児という領域を選んで

いるということとも考えられる。

告会今関は老人看護を専門としている看護婦を分けて

検討していない。

③銭床経験 l年来溺の回答者は人数も少なく，新カ

ワキュラムで老人者畿を学んだ人かどうか検討して

いず£し、。

88)高齢者の衝後患者における緩神症状のアセスメン

ト

東京怒王室、会医科大学隙溜病院 O森 三 枝 子

千葉大学看護学部縦揺孝三護笑銭研究指導センター

阪口被努

近年， Bま療の高度化に伴い高令者の手術の急増がみ

られている。高令者 i立原疾患以外iこ種々の綴~の合併

疲を手ぎすることが多く，また一般に生体器官機能も低

下している。終iこ高令者の手術は心身への俊裂が大き

く，一綾成人iこ比較して術後の部復が返れ，また術院

合併症も起こりがちである。これらに加えて高令者は

衡信一過性!こ精神症状を発役する頻度が高いといわれ

ている。しかも街后の急性綴の治療の時期に精神主主状

が発生し，持iこは苦2若立の生命にもかかわり医療j二ばか

りでなく看護上の問題ともなりうる。そこでこの術活

精神液状を看護婦がどのようにとらえ，アセスメント

しているのかを看護記録より謁殺し術后の問題点を検

討した。

J医科大学附属病践の消化器外科病棟;こ王手主主4年 5

f:l6日から同年12f:l19Bまでの約7ヶ月間iこ入践した

患者30名を対象とした。

方法比患者の背景ならびに術后の精子中症状を中心

;こ看護記録より議後し60才未満・ 65才以上の 2苦手で術

后の問題そ比較検討した。

結果は，争老人は議々の既往症を有し術活合併主主の

発生率もおい。②老人の矯みの感じ方は，成人iこ比べ

鈍くみられた。@筏怠せん妥号告発疲した老人群と，蒸

発症の老人雲寺ーを比較し発症した老人群が手術音寺間，員事

雲寺時間が長く，出血援が多い傾向がみられさらに呼吸

器合併疲・綴潔器合併疲の発生家も主主い。@街后せん

妥は，術Fo発主主持鶏が早期にみられ，持続期務も 6B

間以内で閥復がみられた。

以上の結果から衡后言語令者のアゼスメントには，高

令殺の諮駿器の生理的，心理的加令変化の特徴と環境

思子も充分に潔解することが肝婆と考えられる。併せ

て対応、の技術の向上も必姿である。
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質疑応答

~長:アセスメントしたことを看護記録に残すこと以

外，実銭のrjJで何か主主かしていることがあるか。

森:特別にはないが，これらの関連因子をふまえて入

続から術前迄のオリエンテーションlこ注目してアセ

スメントし，援助していくことであると考える。

89) I C U における術後精神症状iこ関する検討

神戸大学医学部総属病院 O小田千鶴子

千葉大学看護さ宇部F付属看護笑銭研究指導センター

坂口禎男

ICU症候群の発疲要留を明らかにし，予防的対処

を行うために， 1 CU症候群の前兆ともいえる軽度の

精神症状の分析を行った。

対象は平成3年11月より平成4年 2月までの4ヶ月

間にサージカル ICUに入室した患者54名である。看

護記録・カルテより分析し，併せて環境函を中心とし

た22項院のアンケート議資も行った。その結梁， 1 C 

U人家中の会経過の記憶が不明瞭な患者13名iこ精神症

状が高率で発渓していた。そこで， この13名と記憶明

i僚若手41名との比較を行った。

平均年令は不明i後鮮が13::r-高く，男性の割合も高かっ

た。心疾慾は明i僚群の方が高率であった。年令構成で

みると，高令者は不i羽i僚群が占めていた。疾患511]頻度

では，心疾患は会患者中24.1%であった。

今閤の調査では精神主主状は次の様に定義した。ヨ〉塁塁

窓②党当識篠客③不穏③感情失禁である。緩環動能不

安定は①薬剤離脱特に心拍数・血圧・心電図などに変

化がみられ離脱間難があった。②動脈血酸素分EE.ニ
酸化炭素分圧・血圧・心拍数・心電図に変動があり処

霞を要したもの。と定義した。

記穏明瞭群・不明糠若手の臨床的項回比較を行ったと

ころ，精神疲状は不明嫁群が明篠群の約 61去の高率で

発現していた。継続得管喜界 2fき・循環動態不安定は 3

{きであった。

明瞭群・不明糠鮮の精神症状発現怠者の比較で，明

在京若手における精神症状の有無511]では，年令，入室期間，

心疾患，継続挿管，挿管時間，循環動態不安定割合に

おいて羨がみられた。また，明瞭若手，不明瞭若手の精神

症状発現患者の比較では不明瞭群のほうがさらに高令

であっだ。しかし，入繁期間は約2傍，心疾患は約3

倍であり，持管時間も長時間と明瞭群が高い値であっ

た。これは，記憶明瞭群では，精神主主状発現lこ高令と

これらの関子の関係が強いと考えられる。

65才を壌とした比較でも，不明瞭群が高令であった。

65才以上の割合は不明瞭群では明瞭群の約2.3fきであっ

fこ。

さらに詳しく 65才以上の比較を行ったところ 2群と

も精神症状発現患者ーは高令であった。しかし，精神症

状発現患者でも不明瞭群では70才以上という年令と篠

環動態不安定が関係し，明瞭群では65才以上と，入室

鶏問，心疾患，継続挿管，綴環動態不安定という国子

の関係が強し、。

質疑応答

板大医短 城戸良弘 :CD演者のいわれる精神症状はせ

ん妥といってもいいと思うが，一方では ICU症候

群は発生していないという。 ICU症候群をどのよ

うな定義で使っていますか。

小関 Iいわゆる ICU症候群Jという定義通りでは

ないのであえて ICU疲候群とはしていない。 1C 

U症候群に変るまでの前段階として， I精神症状j

と広義でとらえている。

座長 ICU入室ゅの記憶は覚えてない患者も多く，

記憶も断続的だと思うが，明瞭群，不明瞭群はどこ

で区分したか。

小田・全く覚えていない患者を不明瞭群にした。

90)食道癌における術後せん妄と術前不安ならびに性

格特性との関連

近畿大学'!?A 0横 山 美 江

大阪大学援療技術短期大学部

松木光子城戸良弘大谷英子

大阪大学医学部F付属病続

管出敦子三谷郁子勝元栄美

{はじめに】

食道癌の手術は，侵繋が大きく，術後せん妥の発生

率も13.3%と高僚を示している。不幸にしてせん妥が

発生すれば，慾者の苦痛はもとより， ドレーン・点滴・

カテーテル類を抜去するなどの危倹行為もしばしば認

められ，医療者側の負担も大きくなる。本研究は，術

後せん妥に関連する発生要因を明らかにし，その対策

を検討することを自約とした。今留は，特に術前不安

と性絡特性の姿態との関連について検討した。さらに，
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学際や務の告知状況との関逮についても追加検討した。

[方法]

対象は， 1992年 7Jjから1993年 4月までの務関に大

阪大学的濡病践で，右関総・重要部吻合iこて霊童惑を切除

した食道総量三者で，調査協力の得られた17疲伊jである。

街前不安と投機特性については，手術約 1選橋前;こ質

問紙法により銭安した。なお，街誌~不安にはSTAIを，

性絡特性iこはYG性格検査を用いて泌lA:した。さらに，

手術後， DSM-蕊-Rの診断基準iこ従って8時間ご

とにせん妥の有無を判定した。このうち， 16時間以上

巽常が認められた若ぎをせん妥若手，ぞれ以外の者を非せ

ん妥群とし，せん姿発生と銭前不安，性格特性，学歴，

ならびに癒のをき知状況との関連について分析した。

【結采および考察]

せん妥群は10l7i]で，平均年齢は62.6こと6.02畿であっ

た。非せん姿群iま7例で，平均年総1.7二域67畿であっ

た。また，せん妥群の各症例がせん妥を起こしはじめ

た待期は， 10例中 8l7i]が手術当日を OElとして，儀後

3日以内であった。これより，街後3日間lません妥が

発現しやすい危険な持期といえよう。しかし週間

以上緩巡してからせん妥が発生した疲例もあり，その

後の経過綴察も喜きすると考えられる。

手術前におけるSTAIの状態不安の平均得点iません

妥群55.1こと6.29，米せん妥若手42.7ごと7.74で， せん妥苦手

の方が手n雲(P<O.01)fこ高かった。しかし，特性不

安の平均得点iません妥群42.4こと9.08，業せん妥若手43.0

こと7.96で予言:畿な羨累は認められなかった。これより，

綴人のもつ性絡上の不安傾向を表現する特性不安lませ

ん妥発生に関連しておらず， ---1]，その時々 の状況の

変化に応、じて変わる状態不安はせん妥発生に関迷して

いることが示唆された。したがって，街前から怒者の

不安状況ついて情報を奴築し，精争率的安定を保てるよ

うな記長設が，せん妥発生予訪にある稜度有効であると

考えられた。

YG性絡検査の尺度水準では，会ての尺度得点にお

いてせん姿群と非せん妥若手で有:替な差呉は認められな

かった。路子水準における全ての得点についてもせん

妥若手と非せん妥群で有怒な笈奨は認められなかった。

学辰ならびに癒の告知状況とせん妥の発生状況は有

意な関連は認められなかったものの，せん妥発生苦手で

は大卒者と癌の告知を受けた者の割合が高かった。

質 疑 応 答

霊祭長:舎抄録のYG性絡検査の結果と看護媛の予測は

一致しているか。

@高令者は自筆が主義潔な場合もあると思うが， ST 

AHま， どんな方法で議室をしたか。

横山:(岳抄録;こは， YG役務検査の祢経質とー毅的活

動性で有意な差異が認められたので，症例数そ増や

して検討したが，有意な関連は認めちれなかった。

②STAIは鵠き取り謁査を施行した。

91)食道癌における綴後せん妄とサーカディアンリズ

ムとの関連

大阪大学医療技術綬期大学部

。大谷菜子松木光子城戸泉弘

近畿大学医学部 横山美E工

大阪大学医学部附属病続

荻原さがみ水谷綾子督問敦子

今中秀光妙ct 信之

大阪大学医学部 杉問義郎

じまじめに]

術後せん妥の要閣を明らかにし，予紡対策を検討す

ることは非常に議委である。今招iません妥の察関と指

摘されているサーカディアンワズムとせん妄ーとの関i遂

について検討した。

[方法】対象は， 1992年 7Jj -1993年4月にA大学病

院で食道議手衡を受けた4窓、者13名。術後， D SM-I豆一

Rの診断基準を用いて 8時間待にせん妥を判定し，せ

ん妥を発症しなかった 6名と術後4El自までにせん妥

を発疲した 7例iこ分けて比較した。サーカディアンリ

ズムは尿コルチゾール，心ね変動係数 (HRCV)に

より評価。尿コルチゾールの分析は， A) 0 -6 U寺，

B) 6 -16持， C) 16-24s寺のコルチゾール値の臼内

変動を評縮。正常 1)ズムは，ちの{肢がAおよびCより

高い時としたo HRCVの分析は， a) 0-69寺， b) 

6 -120寺， c) 12-18B寺， d) 18-24B寺の平均HRC

Vの臼内変動を評{価。なお機滅のアーチファクトは削

除した。正予言リズムは， B， Cの平均がA，Dより高

い終とした。

[結采] 1)対象の背景:平均年齢は非せん妥群61.5 

ごと9.5議， せん妥若手62.9ごと6.2議。年鈴，絡の進行度，

術まえ，手術時間で筒群iこ差はない。せん妥発生時期は

術後 2El132名，術後 3El132名，術後4日目 3名。
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2)コルチゾールの日腐りズム:雨群の平均値でみる

と，非せん妥群では術後3・4日間で正常リズムであっ

たが，非せん妥群ではリズムF章容を認めた。主主例別で

は，術後3日目までは詞群に差はなし、。術後4BEIで

は，非せん妄群は正常リズム 5名に対し，せん姿群は

せん妥を発症した 5名全員lこりズム障害を認めた。 3)

HRCVの8腐りズム:平均値でみると，非せん妄群

では術後 1B自より正常 1)ズムだったが，せん妄群は

術後2・3B自でリズム障害を認めた。症例l:liJでも術

後2臼・ 3日EI'こ正常ワズムを示す主主例はほとんどい

ない。せん妄発症前臼では l名を除き全員リズムが崩

れていた。

【考察]コルチゾールでは，手術侵襲iこより術後3日

悶までは碕群ともコルチゾールの臼周リズム障害を示

したことから，術後早期のせん妥の予測には適用困難

と考えられたo HRCVでは，せん妄の発生しやすい

術後2・3B闘にサーカディアンリズム機機に変識を

起こしていた可能性が示唆された。 HRCVは呼吸，

循環や薬剤の影響を受け器不問題もあるが，簡便で患

者に負担をかけず，コルチゾールより鋭敏である。今

後さらに検討を重ね， ワアルタイムに分析できるよう

改善されればHRCVは術後早期にせん妥を予測する

一つの指標として有用であろう。

質疑応答

康長:<DHRCV2 %以下が異常とする報告と，今回

の結果の見方の途いは何故か。

@HRCV，こ対する影響として，~絡が考えられる

が，~痛対策はどうしたか。

大谷:<D. HRCVの正常値について

・今回の測定方法は， CVR-Rの測定方法と異な

るので，一般の正常値とは比較できない。

・我々が健常人で行った実験では， 2 %~6%程度

で日腐リズムを認めた。

②・寒みのコントロールは術后，エピドラチューブ

よりマーカインの持続注入，適時レベタンでコント

ロールしfこ。

92)食道癌術後せん妄の発生要因に関する研究

大阪大学医療技術短期大学部

。城戸良弘松木光子大谷英子

近畿大学医学部 横 山 美 江

千葉大学看護学部附属看護実銭研究指導センター

土E霊尚義金井和子

大阪大学医学部附属病院

菅沼敦子水谷綾子妙中信之

大阪大学医学部 村 出 淳 夫

<目的>食道務の術後にはせん妥の発生が高率である。

当研究の包的は術後せん妄の発生要因を明らかにし，

その対策を確立することにある。

<対象>1992年7月から1993年4月までの期間に阪大

第 2外科で手術が行なわれた，一期的右関脇食道癌切

除の18例を対象とした。

<方法>せん妥の診断はDSM m Rに基づき， 16 

時間以上せん妥が続いた症例をせん妄群とした。上記

18例のうち，せん妥群が11例，非せん妥群が7f7iJであっ

た。

<結梁>せん妄群の年齢は61.4土7.0歳，非せん妄群

61. 7土8.7裁で雨群iこは笈がなかった。この理由は70

歳以上の症例には頚部，腕部，腹部のりンパ節を広範

に廓清する 3領域協清術は行なわないという方針がと

られており，今田の70歳以上の 2症例にも最も軽い術

式が採用され， 2症例ともせん妄をおこさず，非せん

妥苦手にはいったことが大きく影響していると考えられ

る。 1ヶ月当りの体議減少率はせん姿若手の方が大きい

傾向がみられた。手術時間はせん妄若手は523土115分，

非せん妥群442ごと57分とせん妄群の方が長い傾向であっ

た。出血震では雨群には差を認めなかった。遂行度で

は一一番遂行度の高い st 4 (食道務取扱い規約)の割

合はせん妄群が11例中 9f7iJ，非せん妄群が7f7iJ中4j伊i

でせん妄群の方が st 4疲例が多い傾向であった。根

治度では非治癒切除、iこ終わったi!if日jが，せん妄群で8

/11，非せん妥群3/7とせん妄群に多い傾向であっ

た。術前検査成績では 1C G15分値でせん妥群14.3土

8.8%，非せん妥群7.3ごと1.6%とせん妥群の方が有意

に高値であった。又血小板数はせん妄群の方が有意な

低篠を示した。以上の術前の成緩をまとめると，せん

妄群の方が癌の進行度が高く，手術の線治生も低い，

手術時間も長く手術が大きい傾向にある，さらにせん

妥群は肝機能障害があり，術後に重症化しやすい身体
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的要国をもっていると評倒することができる。つぎに

術後の姿思の解析結果であるが， !1立中コーチゾール排

池蜜はせん妥若手の方が術後 1日践において有意の高値

を示していた。このことはせん妥群の手術侵繋が大き

いために，生体反応が大きくなったためと考えられるo

APACHEll スコアー(~主主主的変化12項目のうちのグ

ラスゴー・コーマスケールを除、く 11項目の合計スコアー〉

は術後3日目からせん妥群の方が高い傾向にあり，術

後4日EHこは有意の羨となっていた。邸中トータル・

ピJ))レピンも術後3日目以後せん妄詳の方が高い綴向

であり， 3 B 13， 4日白は有意;の差であった。血小板

数と白血球数も術後早期にせん妥若手の方が低い傾向を

示した。以上の術後成績から，せん妥群の方がより主義

疲な滋夜的感染症を合併していたと推測された。せん

妥の発生時iおと考えあわせると，術後の護疲イヒに伴っ

てせん妥が発生していることが示唆される。以上のこ

とから続前，術後の姿盟を分析することによりせん妥

の発生をかなり高い緩芸名で予測できると考えられた。

質疑応答

長室長:Q)APACHE-IIのスコアはすぐ出せるのか

域戸・動採取ガスデータ， 災 a， K，じreanなどの

データが必姿。紛緊急、投資を出せば予夕方には計算

できる。

段長・ @APACHE-llのスコアの愛症度と，せん妥

発生は一致しているか。

城戸:印象としては一致しているように思うが，今回

側々の疲例について厳筏iこ尚者の一致を分析してい

るわけでないので，今後検討したい。

第21群 臨床審議X

康長 池E日明子

93)壮・老年期うつ病慈善言の退院の判断の検討

北海道大学医学部付属病院 O管野 奇襲子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

金弁和子土E霊 尚 義

くはじめに>

近年，高齢化社会はより…溺進み，またうつ病怠者

も増加している。議院においても50才以上のうつ病患

者数が年々滋加している。

そこで今回， 50才以上のうつ病議、者の退践の判断に

ついて検討した。

<対象ならびに方法>

対象:日大学病院精神神経科から，昭和60年 1月~平

成 4年 3月迄;こ退践した50才以上のうつ病患者， 50才

代23名， 60才代18名， 70才代7名の総数48名。(男性

18名，女性30名〉

方法:患者カルテおよび者護記録かち，入続時および

退院時の状況・入院銭関・家族状況・患者の役割等の

情報をq文集，分析した。

<結果および考察>

1.入院綴閣では， 50%が3ヶ月以内に， 87.5%が 6

ヶ月以内に退錠しているが，長郊になると18ヶ月， 28 

ヶflの場合もある。入続綴践と関連する妥国としては，

i弓騒人状況・入段回数・外泊賠数・自殺念慮および自

殺企図がある。

2. 患者の状況6項お(陸駁・食欲・行動総額.:!lきだ

しなみ・服薬管理・対人関係〉について，入院時と退

院時で比較すると，入院時は大部分が不良・やや不良

である。退院特の縫綬や食欲は，大部分がやや良好・

良好で返践するが，身だしなみや服薬管援等は，やや

不良・不良のレベルでも退践する。

3.退院した慾殺を， 6項白すべて良好・やや良好で

送波したAグループと，やや不良・不良を残した返続

したBグルーブと，議事情から自宅退院できなかった

Cグループに分けて比較した。各グループでは，間賠

人状況・返続時役割・役割変化において差がみられた。

iB続時の状況がすっきりしないちゃCグループの場合，

鍵擦な碍属人がいるか沓かや，綴采主主状が送践に影響

する。また，独居および開局人が療養中の場合iこは，

すべて良妻子・やや良好にならないと退読は館難であり，

j窓察本人が臼信を持って退践できる迄待つことが必愛

である。

4. 入院前に社会的役割を担っている場合，女性は22

%，男性は62%がiB稼箆後より復綴している。また，

女性は自営業など磁遂のきく綴場なのに比べ，男性の

場合は返続前から復識したり，降絡や配置換えをした

ケースもあった。議事情から濯怒、送りにいかない場合

が多いだけに，入院中から綴場や家庭の状態を怒援し，

環境適応への謁繋が必妥である。

くおわりに>

今拐の研究で明らかになった入院期潤・怒容の状況

6項目・関長若人状況・役部変化等の分析は， 日頃偲5.l1J
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約に行なっていたうつ病態、考の退院の判断の裏づけに

なったと考える。

質疑応答

綾長:CD r50才以上に湾入院が多かったjのは初発年

令が50::t以上という意味か。

②再入院と入院期間との関連は。入院期間が短い人

が湾入院をくり返すのか。

jヒ潟道大学医学部F付属病渓 菅野:①うつ病と診街さ

れた初発年令50才以上か否かで分けた。

②検討してみたが，差はなかった。

94)窓者の精神的諸問題

ーその① 入院患者と外来患者のGHG一

長続大学医学部付属病院

0立111 良子金井回文恵下回澄江

小林初 子問 中智 美岩 永泰 久子

高橋薬弓石橋由紀子松武滋子

喜多泰子

患者の精神的問題についての援助は看護の王手門的役

割の中で大きな課題である。これまで鰐々の慾者につ

いての研究は多くなされているが総体的にとらえられ

た研究は少なし、

そこで，今回. GoldBergによって開発された GH

Q (ー絞健康調査質問紙法)を用いて大学病院に入続

中の患者及び外来通院患者を対象に精神健康状態を調

査し，両者の類似点差異を分析検討した。

〔方法〕

質問紙による調査(配布後無記名にで回収)

〔内容〕

CDGHQ30項目 ②患者背景

評価は 4段階回答 (0 0-1 1)で30点を満

点、とし. 8点以上を精神的不健康とした。

〔対象〕

N大学病践の精神科，小児科及び重症患者を徐く入

院患者504名，外来患者559名。

〔結果〕

①人税患者は男性254名，女性236名，平均年齢55.2

歳で，外来患者は男性236名，女性238名，平均年齢

51. 4歳であった。

②GHQ平均得点は，入院患者7.4土6.0外来患者

6. 7土6.2と統計約有意差はないが入院患者の方が高値

を示した。精神的不健康と言われる 8点以上は，入院

患者は39.6%. 外来患者は33.7%であった。

③性別・年齢別のGHQ得点は，入院患者外来患者

とも女性および者年者が高値を示した。

④婚娘l.lJJGHQ得点は，入段患者・外来患者とも未

婚者が高伎を示した。

⑤GHQ項目別手ま訴率をみると，入院患者は. r不
眠」の有訴率が50.2%. r不安や緊張Jの有訴率が

47.6%と，外来患者に比し，有意に高かった (P<

O. 01， P <0. 05)。また，入院患者・外来患者とも，

半数が「将来は明るくない」と問答し，約 1/3が憂

欝感を抱いていた。

⑥現在の感情を複数回答で尋ねると，入院患者・外

来患者ともに. r不安J. r心配Jr感議Jが上位で，

それぞれ30%~40%を占めていた。

質疑応答

北大医療短大津田:外来患者よりも入後患者iこ不安

や将来への悲観が強いということであるが，入院患

者の背祭について具体的に教えてください。

n:1I1 :内容までは調べていない。

座長 :CD対象の選び方

精神科の Ptを除いた理由は何か。コミュニケーショ

ンがとりにくいという，点からか。

②患者の症状，家族との関係なども. GHQ得点に

大きく影響するのではないか。

n:1I1 :①そうである。

②今回は調べていない。

95)患者の精神的諸問題

ーその② 看護婦，医師の対応との関連一

長約大学際学部付属病続

。田中智美立jll 良子下問澄江

小林初子金井田文恵、岩永喜久子

高橋真弓高橋由紀子松武滋子

喜多泰子

患者の精神的諮問題のその①で，大学病院の入段患

者及び外来患者を対象iこ. GHQをfflい精神健康調査

を行い，両者の類似点，差異を分析，検討した。

今回は，向調査から，入院窓者のGHQ得点と表護

婦，医師の対応との関連について分析を行った。
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{方法〕

建問紙による認資(配布後，無記名!こて回収)。

〔内容〕

ヨ)GHQ30項闘 争患者背景③入段ゅの養護婦，

安三郎の対応、などに関する項目。

統計的処理は検定，x'検定を使用。

{対象3

N大学病院入続患者504名。精神科・小児科・愛症

患者を除く。

{結果)

$入院綴間)j1]GHQ得点は，入院3ヶ月以上の患者

が， 9.4と最も高く，次いで 1-2遊間以内が， 8.4で

あった。入競2週間-1ヶ月以内が， 6.4と設も{尽く，

3ヶ月以上との間に，手ま怒去をがみられた。

②入続病綴)j1]GHQ得点は，撃形・形成外科10.2，

産婦人科弘 3と高{践を示した。 -}j， 看護婦のGHQ

得点は，整形・形成外科6.9，産婦人科7.0であった。

③援療省の対応、と GHQ得点との関連では，看護

婦がよく話を続いてくれなかったj と@]~した者12. 6，

f病状や治療に対する説籾を十分に受けなかったJと

回答した者12.5，医締や看護婦からの検査に対する

説明が不充分で心構えができなかったjと回答した者

11. 7と有慈;こ高かった。

・陸自事と十分なコミュニケーションが取れ

ていない入続慾考は，不E民事不安・緊張・ストレスの

街訴E容が高かった。

{まとめ)

入院患者のGHQ得点からみると，看護婦・医邸の

対応が，患者の不安の軽減や，緊張の緩和に影饗があ

ることがえ示唆された。

質疑応谷

議浜市大病院丹下:不充分な説明の時にGHQが蕊

いのは潔解できるが，説明を十分受けている患者の

GHQ得点は高いのか，低いのか。

回中倹資，説拐をうけた怠者GHQ得点，予言訴浮iま

{底い。

水俣保護院梅北:復節，看護媛の対応が慾者の不安

の除去につながるということは，以前から言われて

いたことで，それを統計的に裏づけされた発表だっ

たと思う。この結果を今後どう活かして行く考えか。

問中:入続患者のGHQ得点が高いことがわかったの

で， .患者への説明コミュニケーションをよるよう努

力したい。

座長:舎患者のGHQと看護婦の対応との関連，務護

婦の対応がよく患者のGHQ得点が低かった場箇も

あったか。

邸中:告まだ十分後討してないが，そのような例もあっ

fこ。

池E日明子・②繋形外科とE主婦人科

の患者の得点が高く，看護綴側の得点が低かったこ

とをどのように考祭したか。

感長:(号形成・整形外科慾者の平均年令45.8才，絞科，

脳神経外科61.5才である。

前!詰で共同研究者が報告したように，務年者と女

性にGHQ得点が高いことが関与している。

今毘縮かくは分析していないが，務護婦，医鰯の

対応、も関与しているだろうと怒っている。

96)務縛科デイ・ケア遜所衰の認識について

龍谷大学大学後生・震是麟病院

デイ・ケアセンター

〔研究呂約)

。小柴 )1滋子

当践に大規模精神科デイ・ケアが開設してsヵ月経

過した。デイ・ケアの設鐙El約である，適所者の社会

復帰を泉たすために，出席塁手・綴)jl]的援助方法・適所

者の認識がどのように関連があるかを，務床記録より

分析する。

〔対象と方法)

対象:1992年 9Jl21臼の開設おから， 1993年 2月末段

までに入所した金メンバー26名(うち退所者3名〉。

方法:入所動機・鼠擦・適所持関・出席率・参加態度

を臨床記録をもとに分析する。

〔結果〕

@所動機)jl]lこみた出席率l久本人希議s名で76.1%，

::l:.治援の勧め16名で74.8%と，羨は認められなかった。

途中退所務3名は，いずれも 2カ月以内の送所で，主

治医の勧め 2名，本人の希望 1名であるが，出席率は

25.4%と低い。目標)jl]にみた出席率は， r就労J10名

で82.1%，家庭適応J4名で， 81. 6%と差は認めら

れない。 r生活 1)ズムを叡り戻すJ7名で66%， r人
間関係の改義 2名で44.9%と出席察が{乏し、。適所所

婆時間別の出席率では， 30分以内13名で78.2%，31-

60分8名で64.5%と，百号姿時閣の緩い}jが，やや出席
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ネがよい。 60分以上は 2名で名は100%， 1名は

44.5%で参考にならなかった。

参加態度は，出席率よりも民擦にtr.右される傾向が

みられた。また，プログラムによっても，参加態度に

変化がみられた。 20~30代が過半数をしめ，若い男性

が多いことから，スポーツには積極的に参加する人が

多かった。手芸，特に縫い物には消極的なメンバーが

多かった。

ミーティングでは，積極的に意見を言う人が少なく，

l人が意見を言えば，それに従うという風な，不活発

なグループであった。

偲人面接では，質問すれば，すらすらと意見や希望

の言えるメンバーが多かった。

2カ月以内の退所者が3名， 2名が再入院という事

実を考えると， もう少し早期に初期面接をすればよかっ

たのでは，と反省している。

〔考察〕

i道所動機・尽擦・通所所主主持簡を中心に，デイ・ケ

アの出席率をみた。参加態度では， j間々のケース・カ

ンファレンスを黍視，個別の対応計画を実行してきた。

例えば，いつも遅刻するす氏には，モーニング・コー

ルをすることにより効采を得ることができた。これか

らも定期的にカンファレンスを行い，対処することれ

出燃率の向上・参加態度の改善に有意義と考える。

質疑応答

在主主義.当デイケア・センターのスタッフ構成について。

デイケア・プログラムの担当をどのようにしている

か。

小柴・デイ・ケアスタッフは，医師 l名(兼任)， e!l 

立精研の研修を受けた看護婦 1名，看護婦 l名，臨

床心理士 1名…専任3名

それぞれの人の特技を生かして，担当している。他

の病院織員の協力も得ている。例えばスポーツは看

護士，手芸は審議婦等。

第22群臨床看護泡

~長 富山医科薬科大学医学部看護学科

高 間 静 子

97)死の受容過程

一患者中心の終末期を考える一(第 1報)

5本医科大学付潟第二病院 O甲斐友子

奈良県立医科大学付総務波

新潟大学医学部付属病院

{中内雅子

丸山栄美子

終末期を病院で迎える怒者の増加に伴い，終末期看

護の重姿性が関われている。これまでに，死の心理過

程に隠する研究は，心理学的，宗教的分野から広く報

告されている。しかし，臨床の場で死を迎える患者の

多くは，:7J;の受容にまで変ることは少なく，それらの

研究との矛扇が生じている。そこで，終末期看護を考

えるにあたり，患者が死を受容し平安な死を迎えるた

めに，患者の立場から終末綴をとらえることが重要で

ある。そして，患者にとっての死の受容過程をまず把

援する必姿があると考えた。

[研究方法】

文献「病院で死ぬことJ 績にかかった医者の選択j

の11事例をもとに，患者の行動・ 2言動から心潔状態を

分析し，類似性のあるものを分類した。

{湾誌の定義】

終末期.J窓、者自身が「生」と f死」について考え，

f死jを自分のものとして受容し，平安な死を迎える

までの持期。

[給果]

死の受容過程は，患者の死の受け止め方によって次

の三綴に分類できた。

第一期「自分の死を漠然と意識する持期J

第ニ綴「死を自分のものとして考え，生と死への葛藤

が強く生じている時期J

第三期「自分の死を受容し，自分らしい生活を充実す

る特鋼j

第一期は，自分の疾患、，予後に対し， rもしかして

務では……J rもう治らないのかもしれなLリなどと

疑問や不安，不信を扱いていく。そして，問時に限じ

についても漠然と意識していく特甥である。

第二期は， r死jに対する不安が一麗強くなり，潤

閣の態度，自らの症状，あるいは告知によって， r死j

を自分のものとして笑感していく。しかし，死の受容
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iこは受らず，生jや f治療jへのかすかな期待や希

望，逆に絶望や悲嘆というように心理的葛藤が強く生

じていくのが， この終期の特徴である。また，いくつ

もの心理状態が交じり合って繰り返し訪れるため，最

もコントロールしにくい時期でもある。

第三期は，死の受容後，残念な気持ちゃ悲しみを持

ちながら，残された待問をできる限り頑張って生きょ

うとする。そして，自分の死を揺るぎない事実と再認

識し平安な死を迎える。また，宗教のある人などは，

死が終わりではなく，来t設での人との再会を楽しみに

し，死を待つ決心をする人もいる。

それぞれの時期での心理状態は，一方遂行的iこ通過

するのではなく，各5寺j認のEわで絶えず行きっ戻りつし

ているo

質疑応答

北大医療短大 潔白:死の受容過程のこのフeロセスは，

告知をされた場合か，それともされない場合を怒定

しでか。

できるだけ翠く死の受容をすることが大切だという

ことであるが「死の受容jなんてそんなに簡単にで

きるのか。

Ej3斐.発表の過程i立をき知のいかんを関わずこの過程を

通ると考える。又，死を受容することは難しいし，

どこで受容したと判断するのかは問題であるが，段

階を緩て，アフ。ローチすることで受容は可能である

と考える。

例えば，宗教を持つ人(死が鼓終ではなく来世があ

ると考える人)，手記を出した人などは，実際;こ受

容していると考える。

98)ホスピスにおけるターミナルケアに関する考察

虎の門?実践 O高機智美

E建立がんセンター

熊本大学

謀者留琵紀子

佐々木光媛

はじめに 現在病院で死を迎える人は全体の約70%と

なり，日本人の死悶の第 1伎である銭の場合は病続死

が約90%を占めるといわれまサ。そこで関われてきた

のがターミナルケアの夜り方です。持;こ銭玉長期患者の

としての毒事厳を保ち，死までの人設を価値あるものと

して安楽に設さるようなケアを遂行しているホスピス

で出会った 4事例について毅査研究をしたのでここに

報告します。

研究方法 綴関亀山栄光病続ホスピスiこ入践している

波状が比較的安定しコミュニケーションがとれる患者

4名を対象とし，平成4年lOFl19日-11Fl15日まで実

擦にホスピスで病棟スタッフの一員として臼常生活の

援助を中心iこ癌末期患者とそれに関わるスタップに援

し，患者のクオリティオブライフを高めるためにどの

ようなケアがなされているか，身体言語・精神面 e社会

言語・宗教函について考察しました。ここで福間亀山栄

光病院ホスピスについて筏単に説明します。

22床で昭和66年に内科・外科をゆ心とするキワスト教

務践として発足し，同時;こ病綴溌夜裂でホスピスもス

タート。平成2年自凡増築;こ際し独立綴擦を新設し，

ホスピス独立病棟と滋:(E裂の 2方式で対応し，同年s
月緩和ケア病棟、を有する持続として厚生省より認可さ

れました。

研究結祭 事例 1は54才の女性で本人の希望でホスピ

ス入践となる。入院続前;こ炎より務について，また予

後についての告知を受け受容できていたようでした。

身体留において患者にとって最も問題となったのは痛

みとそルヒネの副作用である吐気・様吃仮気でした。

絡みに対してはMSコンチン徐放錠が入院当初より投

与され，激務からは徐々に開放されましたが，屯用で

し，投与されたら絞るという生活

を繰り返しました。

精神磁では絡みに対する恐怖心が強く，告知に関しで

も早期からあきらめの要素が色濃く惑じちれました。

社会話では教会関係者の図会が綴鵠で，教会関係の仕

事から解放されたいという訴えがあったためメデイカ

ルソーシャルワーカーが中心となり問題解決に努めま

した。また 3議になる養女のことを常に5誌に掛けてお

り母毅としてがiもしてやれないという心理的負扱が大

きかったようでした。宗教頭ではニトザスト教が精神的

支えとなっていましたが，死そのものよりも死に方に

ついて深く考えていたようでした。事例 2iま48議の女

殺です。身体福についてはホスピス入続前より MSコ

ほとんどは蹴えがたい苦痛を有しており，適切なケア ンチン， コントロールできていました。務

がなされなければ苦痛を緩和しえないという状況があ 持蕗では部分的告知を受けていましたが病状に対する

ります。そのような末期務慾容に対して最後まで人間 疑問をスタッフに投げかけてきたため会告知へと踏み
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切られました。一時的な動揺は見られましたがその後

徐々に病気を受容し残された生への前向きな窓欲がJiI.

られました。社会部では 2度自の夫が離婚後もその恵

子と共に患者のキーパーソンとなり，患者を支えてい

たことが精神的安定につながっていました。芸宗教函で

は特定の宗教を信仰しており宗教が精神的支えになっ

ている部分が大きかったようでした。事例 3(ま46歳男

i生です。身体函では痛みに対してMSコンチン，塩酸

モルヒネが投与され，次第にコントロールされるよう

になりました。精神商については段階的に部分告知さ

れ，症状の悪化に伴って周協を寄せ付けず，いらだち

をぶつけてくることが多くなりました。 46裁という年

齢から仕事のこと，そのよ家族関係がうまくいってい

なかったことなど役会的問題が大きかったのですが，

スタッフの柔軟なケアにより家族関係は改善されまし

た。宗教頭でiま特に訴えもなく信仰する宗教もありま

せんでした。事例4は64歳女性で比較的身体的苦痛の

訴えは少ない慾者でした。精神簡では患者の強い希望

があり，段階的に部分告知され，前向きに受容する反

面，身体症状に応じて治癒への希認を持ったり不眠や

滋ち込みが見られるなど不安定な状態でした。社会阪

では横浜に心身症の息子を一人で残してきたことを常

に気に掛けており滋話したり娘に約談したりしていま

した。宗教弱では問主主者三人と同じ宗教を持ちお互い

に病気や心境を語り合うことで弧独感疎外感から開放

され3人の死を返して自己の死生観を確立していきま

した。

考察 4事例を通して末期癒患者のクオワテイオブラ

イフの向上には精神間にも影響する終痛コントロール

の早期よりの取り組み，またインフォームドコンセン

トと患者の自己決定権の尊震が深く関与していること

が分かりました。さらに社会聞においてはチームアプ

ローチのほかに患者のキーパーソンの存在が精神的安

定につながっていました。ホスピスの特徴とも言える

宗教的アプローチは宗教の有無や死生観を考慮しなが

ら行われるべきであり患者の死に至る過程における苦

痛そ軽減するためには死へのプロセスの参加は震姿な

ケアであるとぎえます。

結論 ホスピスでは死を待つものではなく死のその瞬

間までいかに自分らしく生きるかと捉えており主主に着

gした医療を行うという潔;念、に基づきターミナルケア

に叡り組んでいることが分かった。

質疑応答

北大医療短大 潔EB・ 仁患者の自己決定権の毒事震jと

は5主体的にどのような状況下で，どのような事柄に

対してなされたのか。

高柳:自己決定擦の尊震について

実許例 Iの場合，医療者は他党約所見からADLの

拡大ができると考えていたが，窓、者の痛みをとるこ

とを最優先させてほしい，塩モヒの副作用で寝たき

りになってもいい， という強い希望があったため，

患者自身のことは患者が決めるという自己決定権の

尊重という観点からケアを行っていった。

E霊長.死生観の磯立が必婆だとの発言がありましたが，

どのような状態を観察して確立されていないと判断

されたのですか。

高榔:死生観について

患者と実際にコミュニケーションしていく中で，

自分の死期が近いこと，また死について諮ってくる

時，むしろそのような患者の方が死に対する不安や

慾怖心を抱いていることが多いが，そのことがその

人なりの死生感が確交していることであると感じた。

99)終末期在宅ケア条件の検討

-2死亡事例の分析からー

福間大学病院 O中村いくみ

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

鵜 沢 鶴 子

〔はじめに〕

終末期患者が平安な死を迎えるためには，家族の媛

かい看淑りが不可欠である。季沼氏は「我が盟におい

て自宅で終末期を過ごす，あるいは家族の見守るなか

で死を迎えるということは，医療の進歩とともに逆に

少なくなってきているJと述べているように， r家lこ

帰りたいJという患者の綴いとは裟援に，現在の日本

では惑性麓蕩患者のほとんどが病院死を余儀なくされ

ているのが現状である。

可能な限り，患者の窓定、を毒事愛し，家族と残された

時間をより充実して過ごしていくためには，家族に対

する準綴教育が必妥である。しかし，在宅に向けての

準備教予言はいつも返し震疲イヒした患者を在宅死させ

るのは、ましてや菌難である。そこで今回， o子総砲癌

の終末期患者の「家に帰りたいjという言動から，実

際に死亡前臼まで;ff宅ケアできたm:O1J(事例B) と，
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「家iこ矯りたしりと言言いながら病波死した主主OlJ(事例

A)との 2死亡事例を比較し，家族の準綴教育の時綴

の指擦となるべき，終玉長期怒言者の夜ささケアを可能にす

る条件;主将かを検討した。

{研究方法〕

福潟大学病続放射線科に入院し，死亡した好級胞癒

患者2疲タiを対象とし，家;こ殺りたいjと訴えた入

院期間〈事例A!ま7四日平成3年5月27日-7fl13B， 

事例B(ま5臨百平成4年3月24臼-4月21B)の診療

100)ターミナJ[，期患者の清潔への援助

一ベットよ入浴を試みた一考察一

八戸赤十字病銭

。王宮穣 純子・ミ寺内 裕恵・馬渡つま子

ード舘雅子・ヲi数林京子・矢部伶技

金谷君子・ゆ賠フサ・中馬奈子

弘前大学教育学部看護科 木村宏子

入浴は，身体を清潔;こするだけでなく，気分爽快，

惑染予紡などの手段であるo ~病後において， ターミ

録およ して死亡日からさかのぼっ ナル期の多くは入浴できずに死を迎えることが少なく

て分析・検討した。

{まとめ)

2死亡事例の終末期在宅ケアの条件を比較してみる

と，両者とも策痕や転安から病状の怒、化を惑じ，自分

の予後を自覚し議後の日寺を家で過ごしたしりとい

うはっきりとした怒号訟はあったが、事例Aは多数の身

体的症状が患者を不安や恐織に焔れ.患者の季語議を断

念させた。それに対し，事例B!ま患者Aの希望も強く，

ともに潜在的介護カもあり，若干ではあ

るが家族に対する準綴教育も行なわれており，自宅と

病践との距離も近く関迷病続との連携もとることがで

き，慾者・家族と医療者との{言綴関係も凝立でき，ま

た精神的苦痛に比し、身体的苦痛が軽くコントロール

がついていたという条件が夜宅ケアを可能にした原図

と考えられる。

質疑応答

!奈長.この研究でなぜ事伊iJlこしiまたか。または 2事

OlHこしたか。在宅ケアを可能iこする条件を検討する

場合， 2事例からだけではなしもう少し多くの事

OlJで見る必要があるのではないか。

中村・ 7家iこ織りたいj という言動を看護記録から綴

り返ってみると 2症例のみであり，その比較をし

てみた。

ない。そこで著者らは，この終郊に慾容の安楽な生活

を援助する方法のーっとして，ベッド上入浴を試みた。

<方法>露口らのベッド上入浴を参考とし，独自の手

Ji援を作成した。第一段階は，著者らが交替て、モデルと

なり 5践の実験を重ね，技術的にも熱線し，排水や

ベッドの安定数などの問題を改議，工夫した。入浴手

11演は以下の通りである。窓綴を 28こと 20Cに係ち，必

要物品を準綴する。カテーテノレ類の保護，パイタルサ

イン(以…払ー/sと絡す〉チェックを行う。畿素吸入や

吸引を必妥とする患者は病家，その他の患者はベット

のまま浴室で行うO ベッドは，看護婦の援の高さに調

節し，ベッド摘を荷額IJに2つずつ設援する。迭さ布認

を両サイド，迭さ毛布を足元iこ毅き，パスタオル， ビ

ニーノレシート，パスタオルの11演に数き浴機を作る。芝さ

き布陣は患者の体幹;こょせ浴槽言語綴を狭くし，ベッド

頭側を10-15皮ギャッチアップ怨する。滋をため、約5

分間浸かった後iこ石畿で洗う。ベソドの足元をlOc部下

げ鎖斜をつけシャワーで洗い流しながらベッドの鰐か

らシートを下げ排水する。患者の体そ拭きながらシー

トを除去する。必妥な医療処援とv/sチェック，一銭

状態の観察を行い，後始末する。シートを0.1%オス

パン液;こ設し治議する。第二段階は， この方法で10名

目拐の入浴を試みた。入浴の反応を確かめるためチェッ

クザストを作成し，慾者と家族から前後において聴き

取り議室ました。

<結采・考察>今低ターミナル郊の長類似*怠務iこ

ITった結果，身体への影響として，入浴によるv/sの

著しい変動，苦痛の訴え，終織の増強や主主状怒化はみ

られなかった。いずれの窪、若ぎからも， r気持ちょいj

という言葉が聞かれた。このことから，入浴により苦

痛が増すということはなく，むしろ安楽に入浴でき，

爽快感が得られたと考える。次iこ怠者と家族の反応、と
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して， rまた入りたいJrまた入れてやりたいj など

の満足感が得られた。このことから，可能ならば入浴

したいという清潔への欲求がいかなる時期でもあるこ

とを痛感した。次に関口らの入浴法を基iこ考案した方

法は，患者の{本動を最小限にし，所妥時閣を短くする

工夫があり入浴を可能にした。これは，看護鰯が施行

爽践を繰り返し，熟練したことによると考える。従来

のターミナルケアは，安静，安楽，鎮痛に重点をおい

ていたが，今回の援助を過して，生活の質を高めるた

めの者護の視点、がいかに大切かを実感した。

くまとめ>1.ターミナルケアにおいて，安全性や安

楽伎を専門的に探究することは，基本的欲求のケア向

上に結び、つく。 2. ベッド上入浴を通して，ターミナ

ル期の基本的欲求を満たすことの大切さを患者をとり

まく人々に広める必婆がある。

質疑応答

北海道大学医学部付属病院蓮池:入浴準備からあと

かたづけまでに要する時間とその待のスタッフ人員

について。

古磁.所姿時間については，準儲から後始末までは，

40分を姿しJ患者が実際に入浴している時間は約20分

であった。介幼者の人数については， 2~3名で行っ

fこ。

第23群臨床看護XII

ffi長 弘前大学教育学部看護学科阿部テル子

101)末期患者!こ付き添う家族の背景からみた看護に

対する必要度懇談

北海道医療技術短期大学部 O津田愛子

富山医科薬科大学医学部看護学科

商問静子ー讃畑主君子

研究の鼠的と方法

わが国の現状からいって，一般病棟での末期患者の

ケアには，家族の協力が欠かせなし、。こうした中では

付き添い家族の疲労が深刻な問題となっており，それ

に対する看護婦のケアも求められている。本研究では，

特にどのような点に関して，家族は看護婦の援助を求

めているのかを，意識調査によって明らかにして，今

後の看護のあり方を考えてゆく擦の参考にしたいと考

えた。

調査方法

平成2年12月に愛媛県内の250床以上の 4つの総合

病院で，アンケート調査に応じてくれた42家族を対象

に意識調資を実施した。 8穣類22看護項目からなる質

問紙を用いて，各々の項目について非常に必姿まあま

あ必要必婆ではないの三つの選択絞のいずれかで回答

ができるようにした。そして必要度の高いものを3点

まあまあ必要を 2点，必要ではないを l点として評価

した。又付き添い家族の背景は，年齢，患者との関係，

付き添い鶏間，交餐の有無，一日の付き添い時間，疲

労度の大小，心理的安定度等によって区分した。付き

添い家族の脊景の違いによる必主主度意識の比較には，

母平均伎の検定を行った。

結果

付き添い家族への看護に対する必要度が諸背景を越

えて高かった項目は，心理函での配慮や情報の提供，

危機時の配慮等であったが，特に患者の病状の惑い日寺

の額四の訪1iの必姿性は付き添い家族が心耳霊的に不安

定な時には，有35;に高くなることが判明した。次に必

要度のやや高いという結果が得られたのは，家族の緩

限や食事等の日常生活への配慮で，これは，家族が心

理的iこ不安定tJU寺に有意におい結果がてブこ。又家族の

健康街への配慮も，家族の疲労度の高いH寺に比較的高

いという結巣が得られた。最後に必要度意識が{尽く出

た項目には，まず家族の入浴や食事時酪への気づかい

があげられたが，意外な結果となったのは，者護婦の

おもいやりのある対応を求めている家族が，家庭内の

問題で悩んでいる時には，それほど看護婦の相談を求

めてはいないということであった。ただこの場合も患

者が記偶者の場合lこは，必姿B芝は脊;意lこ高くなってい

る。

考察とまとめ

必主主疫の高かった項自にはいずれも，家族の切実な

気持ちが反咲されていたように思われたが，これれは

受けた看護度が総体的に低かった項白で， ここにもわ

が菌の末期医療の貧しさがかい倒見られる。特に情報

不足への不満は、わが国の医療の様途上の問題を浮き

ぼりにしたものといえよう。一方必主主lJr.の低かった項

自に，家庭内の問題iこ関する看護婦への総談があげら

れたのは，一般の人々の看護織に対する認識不足や，

家庭の問題には立ち入ってほしくないという日本的な

閉鎖意識等の存在がうかがわれる。看護婦の側は何で

120 日本看護研究学会雑誌、 Vol.17 No. 3 1994 



一段演題内容・質疑応答

も枢談してほしいと考えていたとしても，

心を抱いている場合もあることを念頭に入れておいた

方がよいであろう。ともかく特別な末期医療体制をとっ

てはいないー綾病棟で，家族の議姿3ft!こ応えてゆくこ

とは現状では関難かもしれない。しかし猿りある資滋

の中で，できる限りの努力をしてゆく以外に遂はない

であろう。

質疑応答

座長:舎この研究においては「末期務患者jをどのよ

うに定義づけたのか② f心怒的不安定疲労度j

はどのような方法で・測定したのか

j挙E8:CD議室まに協力していただいた病院の総長に判断

をまかせた。 ら応えてもらった。

102)末期務窓者に付き添う家族の distressと看護iこ

対する必婆度窓識との関係

G露支熔 予言子・高間 静子

浮田愛子

はじめに

がん末期慾者nこ{せき添う る上で

distr出誌を生じている家族が自らどんな看護を祭ん

でいるのかを知ることが必重さである。そこで、がん米

期患者iこ付き添う家族の distressと家族自身の看護

の必姿皮滋識についての関係をみた。

研究の方法と対象

家族が感じる distrεssの内?GIま蒸本的生活，患者

への対応，務畿の方法，家庭上のことに分類し， dis-

tressの強さは 3点の 1)カートタイプ伊の尺度を使用し，

強いものを 3点とした。 8種類22項8についても必妥

度主主識の高いものを 3点とした。 distressと必要度

;意識の関係をみるためにどアソンの相関関係をみた。

念公田
考日方支

患者への対応という distressが必要度主主識と組関

関係を多く示していた。特に特別便1l:への記!設は，帰

宅，外出への配癒をゆ心として，相関が強かった。そ

の他には、あきらめない態度，依殺しやすい態度とい

う心潔磁への記滋に関することと，患者対応、;こ図って

いる時の対応，身体の呉合の怒い時の対応であった。

また，家庭上のことに関する distressと治療処遊日寺

院の配慮慈本的生活に関する distressと予後につい

ての説明との践に椴関がみられた。

考察

患者への対応という distressと特別便笠への配慮

に関係があったことは家族が看護者側に一患者として

あるいは一家族としてではなく綴々の状況をふまえて

ほしいという希望を表していると考えられる。またあ

きらめない態度依綴しやすい態度という心理函への配

慮と関係があったことは家族が看護婦への希望を持っ

て患者と接綾してほしいと騒うことで自身の不確かな

未来への苦しみから巡れているものと考える。

おわりに

患者への対応という distressは家族が毎日患者に

付き添うことで生じてくる。この distressと必要度

意識践に約関があったことは家族が必妥と求めている

看護の一織が示唆された。

103)審議方法や接し方iこ対する鐙末期窓者iこ付き添

う家族の議足度と受けた看護度の関係

富山医科薬科大学医学部者護学科

o高間鈴子・液惣章子

北海道大学医療技術短期大学部 擦問愛子

〔自約)

看護婦の看護方法や援し方に対する綴末期忍者に{す

き添う家族の満足度と家族が受けた看護皮との関係に

ついて謁べ，付き添い家族の背景の途いによってこれ

らの結采がどのように異なるかを認ベた。

議室筆は協調地方の小緩模の総合病践に入続中の務末

期患者iこ付き添う家族42名iこ行った。受けた審議度は

家族へのプレテストと文献を参考;こして作成した付き

添い家絞が求めている22の看護環日についてどの程箆

受けたかを 3点尺疫のワカードタイプの露関紙を作成

して議ベた。受けた務護度の高いものを 3点、として評

価した。看守護婦の看護方法や接し方についての家族の

満足度比大変議足，まあまあ溺足，満足でないの 3

つの選択絞を作り 3-1点で詳{泌をした。また，家族

の背景は年令，患者との関係，付き添いの交替の予言然・

鶏間・時間，付き添い者の疲労lJr，心理的安定度等と

した。満足若手と不満若手の受けた務幾度の比較には母平

均値の検定を，背禁別からみた満足度と受けた看護度

との相関はどアソンの椴関係数を求め然相関検定を行っ

fこ。
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〔結果〕

付き添い家族を看護方法や接し方iこ対する満足群と

不満群iこ分け， 22項屈についての審議度を比較すると，
面一三号1

満足若手は不満群に比べ f傾総jや f危機時の頻屈の訪 第24群表護教育V

家J 等について高い~護度を示した。また看護婦の接 E室長 熊本大学底療技術短期大学部

し方に満足している群は不満群よりも「危機音寺の訪笈j 慰問志主君子

や「頼みやすい態度jについての看護度は高かった。

付き添い家族の背景からみた看護方法に対する満足度 104)看護学生の死に対するイメ…ジと関連要因!こ関

と受けた看護度との関係においては， 12時間未満1か する検討(第2毅)

月以上，交替寄り，疲労度小，心渡的安定等が影響し，

看護婦の援し方に対する満足度と受けた看護度との関

係iこは， 60才以上付き添い者が配偶者12待問未満

カ月J2Jよ，交替予言り，疲労度大，心潔約不安定等が影

響しており，付き添い家族の背景によって看護や看護

婦の態度に対する満足度と受けた看護度とが相関する

ことが解った。

帝京平成短期大学 0花野典子

千葉大学看護学部前属看護実践研究指導センター

土墜尚義・金井手口子

看護学生の死に対するイメージと関連要蔚iこ関する検

討(第2報)

看護教脊における人の死を段階的iこ学ばせる試みは，

各教育期間で検討され実施されている。昨年，看護学

生の死iこ対するイメージとその関連主要因を明らかにす

るg的で議査した。その結果，入学したばかりの看護

学生の死のイメージは， ff者くi"9定的であること，身近

かな人の死の経験は死のイメージに関与していること

が明らかになった。この結果を踏まえ，学生の死のイ

メージを広げる試みとして，基礎看護学の「終末期の

看護jの講義に，具A体的事例や教員の体験談などを取

り入れ展開した。死iこ対するイメージの変化を明らか

にする白的で学年終了時に再度死のイメージを調

査し，入学当初の総菜と比較検討したので報告する。

【対象および方法]対象は3年秘義護短期大学に在籍

する l年生， 117名。入学後講義などの影響をあまり

受けていない平成4年6月と，基礎看護学実苦手(1週

間)終了直後の 5年3月に死に対するイメージを調査

した。 2自の調査とも知覚や患、考をありのまま表現で

きるよう自由記毅法とし，得られた結果を比較検討し

fこ。

【結果および考察] I終末期の看護jの講義への学生

の関心は潟く，講義終了後の感想には， r楽になったj

「ターミナルに関心をもったj などの意見が出された。

2屈の調査結楽を比較すると，学生から提示された総

言葉数は547語から659諮に増加し 1人の学生が提示し

た言葉数も平均4.67語から5.63諮となった (P<

0.001)。提示された言葉の中で変化のあった言葉は，

6月に一番多かった「恐怖・怖いjで3月には減少し
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た (P<0.05)，ただ?怖いjだけの学生の死に対す 105)入学直後の看護学生のエイズに対する窓識と構

るイメージは 1年践で変化した。その他 f病気jが， 造 一こにイズ袴代の審議教育の模索一

3 Jヨの章者査でl討議え (P<O.Ol)， 1年問看護を学ん 産業医科大学医療技術短期大学看護学科

だ結祭が現れた。提示された言葉のイメージをマイナ O中 淑子・産量EB鷲笑江・新小田春美

人プラス，緩念的，社会的イメージiこ分類すると， 長続大学医療技術短綴大学'部 草野美様子

2関の調査ともマイナスイメージの言葉が多かったが，

社会的な言葉は 3Y31こは増加した (P<0.01)。イメー

ジl.liHこ言言葉を見てみると，マイナスの議繋では「恐'Iffi.

協いjは減少し?悲しい n緩いjがこれに変わった。

プラスの言葉では「安らか・安楽jが土器え，運命や

輪廻jなど死を自然、な率と捕るえる綴i勾が示された。

社会的な言葉では?病気 i病続J安楽死jなど，講

義やテキストなどに出てくる?言葉をイメージする学生

が多くなった。さらに提示された言葉の60%以上をお

める言葉のイメージを，その学生の優先イメージとし

マイナス，プラス，概念的，社会保jイメージ群と優先

イメージなし群の 5若手;こ分類し検討した。結梁，マイ

ナスイメージ群の学生は 2@]の議室をとも多かったが，

3月の調室までは概念的イメージ群が主必〉し，優先イメー

ジなし群が熔加した (P<0.05)。さらにイメージ苦手

の変化を具体的に見ると，各若手から緩うもイメージなし

群に移動したものが多く，学生の死iこ対するイメージ

の穏は広がったと考えられる。

質疑応答

北海道大学医療技術短期大学昔話 深閑:6月と 3Y.Hこ
慾識調差去をした滋味は何かまた 8月と 3月の問;こ

th註natologyの数回の講義以外lこ何かイメージiこ

変化を与えるような体験をさせたか，実習等

花野:3月lこ潟宝ましたのは昨年の務まま結菜から講義に

具体約事例や体験談を多く入れその学生の反応から

イメージiこ広がりがあったと考え，笑翌終了箆後iこ

イメージを議室長したいと考えました。

学生の死;こ対する体畿は昨年の調査では身近な人

の死の体験のある学伎は75%で直接臨終の場言語iこ友

会ったり死にゆく人の世話をした学生は約20%の学

生でした。この 1年間の謁廷はしていないのでわか

りません。法学や論主主学の講義では f脳死jや f尊

厳死jなどのテー?で議義展開がなされ学生は関心

をもって聴いたようでした。実習は l年次では基礎

看護笑習 lj展開の体験をしています。

新日鉄八橋製鉄所病続看護専丹学校

佐々木千秋

千葉大学看護学部者議実践指導センター

内海 渓

くはじめに>

わが器のエイズ対策は活性化され，人々の;箆;識は変

化しつつある。しかし，なお医療機関における HIV'

エイズ慾者iこ立すする医療矩否の傾向は水面下で持続し

ている。このような状況下でしかも新しい疾患に対す

る者議数管内容の縫塁手は急務でありそのための若者の

滋識の把握は察妥である。

<研究方法>

対象:入学直後の者護学生243名。議後時期.平成

4年 5f!o 調王室法:アンケートによる質調紙法。評価:

昭子分析と抽出された陸予とその関係姿国の関連の解

析。

<絵築・考察>

因子分析により 5つの開予をt歳出。第一関予より阪

に感情的否定自子，危険な性行動否定，感?者約問情，

社会的fef5E，思索約否定であった。平成3年度入学生

の出子は第一因子から燃に嫌悪，恐協，危険，不可解，

批判，援助の綴で上佼5つがifi定や恐怖を主意味する慈

識であったが本務査では嫌悪を主とする否定的な感情

はあるが，安全でない性行為の否定や慾染者iこ対する

間情や，やさしさ，エ千ズについて身近な掲題として

もっと知りたいという社会約脅定の意識が目立つ。

習;子と関係する学生の背景ではエイズに関心ある人

が感情約同情や社会的常定の窓識が強く，関心のない

人に否定的意識が強い。エイズに対する盤解のない人，

感染経路に差別主意識があり感情的否定の議識が強い。

高校時代にエイズの教育を受けた人はわずか11%で，

どの関子にも有窓愛はみられなかった。

以上の結果から以下の教予言内容として

ヨ〉エイズ;こ対する医学的な正しい知識の教育が必姿で

あることは当然であるが，

ミ号羨別や綴~のなかにいる患者像の実態や

③感染不安や告知前後および疾病経過を患者とともに
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歩むときのカウンセリングマインドを真髄としたコミュ

ニケーション技術の訓練，

③日和見感染症状に対するケア，

⑤迫り来る死に対するターミナルケアなどが必婆と考

える。

問時に社会的・{命婆的問題を包含する疾患であるこ

とからカリキュラム上関連する他の学問領域の知識の

活用のためにもエイズがしめる分担や統合の検討が重

要である。

106)医療系学生の棒害者とりハどリテーシ 2 ンに対

するイメージ

東京都立援療技術短期大学 。奥富暁子

医療やワハどりテーションにかかわる医療系学生が，

障害(者)や 1)ハピリテーションについてどのような

イメージを持っているのかを調資した報告は殆どみら

れない。今回医療系学生の「障害(者)J及び fリハ

ビリテーションjのイメージについて知り、リハビリ

テーション教育について考えるー資料とするために S

D法を用いた調査を行った。

研究方法

1991年4月のオりエンテーション時WJにT医療系短

期大学の務護学科.W学療法学科. (以下PTと略す)

作業療法学科(以下 OTと絡す)の各特ヰ，各学年毎，

質問沼紙を一斉に配布しその場で記入させ回収した。

対象学生

看護学科 l年84名 2年77名 3年83名計243名

PT学科 1年31名 2年31名3年22名計84名

OT学科 l年30名 2'年30名 3年19名百十79名

質問内容は跨答者との接触体験の有無と際警， リハビ

リテーションのイメージについて SD法で各15項怠を

7段階のどの位遣に椴当するかを開いた。各段階は左

から 7から lまでの数に置き換え統計処理を行なった。

結果と考察

各学科共，降答やワハどリテーションに対するイメー

ジはほぼ同じ傾向を示しているが，障害(者)1こ対す

るイメージよりもリハビリテーションに文すするイメー

ジの方がやや脊定的である。障害やりハビリテーショ

ンに対するイメージで. PT学生や OT学生と看護学

生ではいくつかの項目で違いがみられた。中でも OT

学生と審議学生のリハビリテーションについてのイメー

ジでは15項目中 9~夏自において違いがあった。これは

作業療法は自らもリハビリテーションの手段として関

わっていくという性格から看護学生より，リハビリテー

ションに対してより積綴約なイメージを持っていると

考えられる。

降答やりハピワテーションについて看護学生より P

T学生や OT学生が祷定的なのは入学前から障害を持っ

た人やリハビリテーションに対して自らが関わる対象

や手段として認識しており関心があるのではないかと

思われる。一方看護学生は自分i委が関わるのは医療で

あり，対象者は病気の人である患者と考えていること，

またワハビリテーションを PTやOTが行う機能訓練

と考えていて，自らが関わるというさ当事者意識が少な

いためと考えられる。しかし看護もリハビリテーショ

ンも「その人らしく生きることjを目指し援助してい

くことであり向者に違いはない。そのためにはまず障

害者やリハビリテーションに対する関心を持つことが

正しい認識を持つことにつながり次に確実な知識や技

術を持つことが際答者やワハピリテーションを正しく

理解するのに役立ち身近なものになっていくのではな

いかと考える。今後審議学生へ障害者やワハピリテー

ションに対して認識を深めるための教育内容や方法を

考える必姿性が示唆された。

質 疑 応 答

康長:看護学生について l学年と 3学年では相異があ

るのではないか。

奥宮養護学生の年次約なイメージの変化については

昨年度の臼本看護科学学会で発表した。又，学生が

具体的にどのようなl邸主容をイメージしているかにつ

いても調査しており，日本看護学会看護教育分科会

(1993年8月)で発表する。

107)看護学生の「脳死」に関する意識調査

一看護教育における生命倫理教育の

必要性を考える一

埼玉県立衛生短期大学看護学科

0小波綾子・主主部昌子

帝京平成短期大学専攻科助産学専攻

常費量 洋子

研究包的と方法.脳死磁調は.r脳死は人の死であ

り，おおむね社会的・法的にも受容されているjとい

う結論を出したが，現在法的には不明篠であり，援器
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提供者が現れても移緩できない状況を引き起こしてい

る。今回，この脳死・磁器移綴に関する鵠題を学生が

どのように捉えているのか，看護教育にどのように絞

り入れていくべきか考察する目的で，アンケートによ

る意識調変を実施した。対象は s短期大学第2看護

学科1・2年生76名D高等審議学説看護学科 1・2・

3年生64名問助産学科学生16名合計156名。議室長綴間

は平成 3 年11月 ~12月。

結泉:脳死lこ対して「大いに関心があるJ 関心が

あるjと答えた者は， 147名 (94.2%)であり，全

く関心がないと答えた者はいなかった。関心がある

学生の濯自としては?看護婦として脳死患者に遜i還す

る可能性があるからjが93名 (59.6%)で最も多かっ

た。脳死については f1:f.と死の間j と思う者が73名

(46.8%)で最も多く、 f人の死だと思う j 者は40名

(25.6%)であった。験器移綴;こ賛成という殺は fや

むなく賛成jも含め念体の約?前をおめた。これらの

学生の脱死;こ対する考えは，人の死J(34名)と思う

者より「主主と死の潟J(52名)と考えている者の方が

多く，また f生きている人j と思う毅が告名であった。

獄死怠煮のケアについては f死者と言っても体温もあ

るのだから生きている人とお]じようにケアしたいjと

いう者が97名 (62.2%)で最も多く、次いで f生きて

いる人だが含梁などで訴えられないのだから丁寧にケ

アしたいj と幸子えた者が52名 (33.3%)であった。脳

死の見方によってケアに対する考えの途いはなかった。

脳死患者の家族に対しては，ショ y クを緩和するよ

うにケアしたいjが援も多かった。綴君主登録の希望に

ついては?わからないjが最も多く67名42.9%，家族

の磁器援録については?本人のJ意志を尊Z設して提供iこ

応じるjが最も多かった。者護婦の脳死確認の立ち会

いについては f地位向上のためにも良いことだと思う

が最も多かった (44.9%)。

考察:学生の了脳死jに対する意識は，関心は高い

ものの生か死か割り切れない状況にあることがわかっ

た。また，学生は脳死患者に生きている人と同じよう

にケアしたいと怒いながら，一方では磁器移緩そのも

のには大半が賛成していることがわかった。またf必死

患者のケアについては，脳死が生か死かに関わらずほ

とんどが生きている人と同じようにケアしたいと考え，

悩死患者の家族に対しでもショックを緩和するように

ケアしたいとコ考えていることがわかった。このような

日

複雑な心室室蘭に対し，者護教育に筏わる容は，日々変

化する医療の状況をみながら，学生が脳死・犠器移績

に対する誤解を持つことのないようにできるだけあり

のままの情報を提供し穏広く死生観・宗教観について

学ぶ機会を持たせる必要があると考える。

質疑応答

北海遊大学医療技術短期大学部 浮E8:号学生の脳死

lこ対する意識識変をする援に脳死;こ関する何らかの

講義がなされたのか

②主意識議室主の結果で，務護婦が脳死に立ちあうこと

が，看護婦の地位向上につながると考えている人が

40数%となるが，どうして，そのことが看護嬬の地

位向上につながると考えたのか

③脳死の人を生者と答えたき学設が驚くことに 8名も

いるということであるが、どうしてそれが驚くこと

なのか。

小波 :CD~短大では，専門的;こ「脳死j について講義

していないがターミナルケアについては，行ってい

る。

cgH脳死状態になった人jをとりまく家族に対して

の援助を考えると看護婦は立ち会ったほうがよいと

思う。学生の今回の反応を大事lこ考えていきたい。

③脳死を生きている人と答えた学生のうち g名が綴

怨移績は賛成と答えていたかち。

108)審議学生のとらえた終末期審議

。問問征子・皆川智子

[毘的] カリキュ

ラム改正;こ伴い，平成4年度，成人看護学において 3

年次に終末期看護を開講し，終末鶏看護実習を災施し

た。そこで，衛生短大学生の終末期看護のとらえ方を

カヲキュラム改正前後で比較検討した。

[対象と方法】カワキュラム改正前の衛生短大1期生

から 7期生まで(改正前学生)の 2年次後期，成入者

護学実習終了後の事例報告349f問中終末j弱者護に焦点

をあてたと考えられる26伊iとカワキュラム改正後の衛

生短大8期生〈改正後学生〉の 3年次後支払成人審議

実習1I(終末期看護笑習)終了後のケースレポート25

例を分析し比較検討した。

【結果]J主要テーマは改正前学生では
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F精神的援助j がそれぞれ 7 伊~.臼?吉生活援助j が 8

例というI1演であり，改正後学生では F苦痛緩和jが11

例.患者との関係性jが7例と多く，改正前学生;こ

はみられない rQOL向上jが 2OlJみられた。受け持

ち当初の感情は，改正前学生では F混乱jが 8OlJ. 

F否認・逃避jが8例と多く.支援jの感情を表現

した学生はみられなった。改正後学生ではなど?懐f出

第25群 看 護 教 警VI

E霊長広島大学医学部保健学科 石井 トク

109)結婚の理想と現実

一家庭内精神保健のためにー

札幌医科大学保健医療学部看護学科

。山田一朗

が5例. r支援jが4OlJみられ. rð~忍・逃避j の感 1.1予論

f奇を表現した学生はみられなかった(重複あり)。終

末期看護で重要であるとしたことは，改正前学生では

F苦痛緩和JlO例.r人間性尊重jが9例. r自己の姿

勢J7 OlJのJI債であり，改正後学生では f恵、者理解J15 

例.自己の姿勢 11伊IJ.r人間性毒事委JlOOlJのI1頂で

あった。(重複あり)

【考察]改正前学生は成人看護実習で受け持つた患者

が終末期の患者であったため衝撃を受け，患者lこ対し

negativeな感情を持ったと考えられる。しかし実習

後，文章夫で追体験し，評価・考察することにより，終

末期看護のポイントとされている事柄を，震要なこと

としてとらえることができている。これに対し，改正

後学生は患者に対し positiveな感情を持ち，穣機的

iこ関わろうとしている。そして関わる上で不可欠とな

る対象の潔解・毒事室長A と自己の在り方を主主終的な学びと

してとらえた容が多くみられた。改正後学生は実務が

終末期看護実習であり怠者が終末期にあるということ

を十分認識しており学内学苦手で得た知識を活かそうと

意図的に学習に磁んだため実習当初から positiveな

感情を持つことができ積極的lこ関わろうという姿勢が

持てたのだと考えられる。以上から看護義礎教脊にお

いて終末期看護教育を行なうにあたり霊安なことは実

習前に学生にターミナルケアに関する知識を持たせる

こと。 f死jについて考える機会を設けること。OlJえ

ば，今回の改正後学生には「別れの手紙jを書くとい

う演習を行った。このように，事前に十分準備をし，

突潔に臨ませることが肝要であり，系統的な学潔が必

婆である。

結婚生活は，人間のライフサイクルにおいて大きな

変化をもたらすものであり，時に精神の健康にも重大

な影響を及ぼす。従って，結婚生活を適して家庭のあ

り方を見践すことは，看護という側面からも重要な課

題といえる。

今田.CD結婚のメリットとデメリットの認識，②結

婚による満足度とその変化，の 2つの側面から調査を

行ない，興味深い結果が得られたので報告したい。

II. 対象と方法

対象は未婚者集団と既婚者集由に大別される。未婚

者集団{ま，北海道内の某大学生および菜企業社員に，

また既婚者集留は. ;!走大学生の両親・某幼稚題児の両

親・茶病院職員とその配偶者および某企業社員(いず

れも道内)に協力を依頼した。調査は留霞式の無記名

アンケート法により行なった。

盗.給楽

総計990件の調査票を配付し570件 (57.6%)の回収

を得た。このうち既婚者集団は338名で、この中には

99組の夫婦ベアが含まれていた。

ヨ〉結婚のメリット・デメリットの認識:調査票に提示

した選択絞の中から自身の認識に近いものを挙げても

らった。メリットとして男女ともに最も多く挙げられ

たのは f精神的に安定できるjであった。男性におい

て有意に多かったのは「家事をしてもらえるJrデー

ト費用がかからないjの2つであり，女性で、有意に多

かったのは f子どもを持てるJrひとりじゃなLリ「経

済的に安定できるjの3つであった。またデメリット

としては，男女ともに f相手に束縛されるJが最も多

く挙げられた。男性で有意に多かったのは. r自分で

自由に使えるお金がないJrひとりの生活より費用が

かかるjの2つであった。女性において脊;意に多かっ

たのは. r板手の親・兄弟に気を遣うJr仕事を制限さ

れるJr家事をしなければならないjの3つであった。

②結婚による満足度とその変化.結婚満足度指襟(12
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項詔)を用いて，現在および結婚さ設初の潟足度 (60点

満点)を謁べた。

a)出会いのきっかけと満足度

出会いのきっかけごとに層別して，現在の議足度の

平均績を求めた〈単佼:点)。援も誌かったのは，努

女ともに f見合いjの群であり，それぞれぬ.3，48.2 

であった。男性では次いで f験場 48.0，友人の紹

介J47.7，下学校 47.5のll[貢であり女性では f友人の

紹介J46.3，学校 45.3，織場jの1I顕であった。

また，結婚当初との満足度の表を調べたところ男女

ともに「満足度のをまがプラスjすなわち結婚当初より

も満足度が上詳していたのは f見合いjの場合のみで

あった。

b)結婚までの年数と溺足度

統綴者集簡について，結婚までの年数を

「半年以上 l年来潟 1年以上2年米議J12年以上

5年未満 15年以上jの5段階に分け，男女間で満

足疫を比較した。会殺に女性の満足度は男性のそれを

下部っていること，また結婚までの期間が主主いほど現

在の議定疫が低下する鎖向にあることがわかった。

c)結婚年数と満足度

結婚年数を 10-5年未満 15-10年未満 110 15 

年米満 115-20年米議J120-25年米潟 125 30年

米議J130-35年来潟jの7段階に分け，それぞれの

段階部に満足疫を調べてみた。その結巣，現在の潟足

度については，男女とも 115-20年米溺jで一時的に

下終する{傾向が.sられた。次に潟毘度の差をEもると結

婚年数 f15-20年来潟jの群でも殺も大きさく(すなわ

ち結婚当初より大絡に下がる)，それ以務の訴になる

と満足疫が再び上昇して結婚当初と防水準に戻ること

がわかった。

質疑応答

座長:女性が就労している場合の家事・育児の負担を

どう考えているか

UJ白.潔想的な結婚についていろいろな姿践はありま

すが，社会学の環論では良い対人関係を綾持するコ

ツとして「務手との共通殺と異質殺をほど浅く持つj

ということがあります。全く知らない詞しでは関係

の持ちょうがないし，何もかもわかってしまうとこ

れもつまらないものです。 E追い結婚生活をおくるに

は，常;こ椴手にとって新しい自分らしさをもてるよ

う自分を緩いていくことではないでしょうか。

110) i:士事・結婚・育児に関する教育養成学部学生の

意識

済生会熊本総続

中主主~t高等学校

熊本大学教育学部

。橋口務子

河 野 街 紀

水 上 明 子

前回，女子大学生の人生設計に認する議資を行い，

S分の望む人生設計の実現には，自分の:意志努力iこ加

え，配偶者を含む他の主主解協力を必要としている挙を

報告した。そこで，今関;ふ男女メ帯設の仕事・結婚・

育児に衡する意識を議室長し比較検討した。

対象と方法

4年生努女大学生を対象iこ，然記

名笠指紋により謁宝をした。回収数は男子116名 (82.9

%)女子208:s(84.6%)であった。

結果及び考察

卒業後は男女とも就磯希望が多く，男子でs劉女子

で6都が公務員を希望していた。

自分の人生における仕挙・結婚・育児の重姿度は，

男女とも号護IJの者がすべてを議委視していたが，非

常に護霊e-Jに注自すると，男子は仕事は， 76.7%が非

常に譲受と考A えていたが，結婚は58.6%，育児は47.4

%と女子に比べ愛姿度が低く， {士事と育児に関しては，

られた。 (p<Oβ1)

女性または労性が結婚することについて?すべきで

あるjと積緩約にお定する者は，男子が26.7%，女子

が11.1%で，はコからなしりと結婚に疑問を持つもの

比女子が22.1%と男子iこ比べ多かった。 (p<0.01) 

平成4年の総潔府の議室筆と比較しても，ヌド識変では結

婚に疑簡を持つものが多いことがわかった。

将来の人生設計〈努子は記偶者iこ望む人生設計)の

選択は，男子が結婚・邸主主後も仕事を続けるI[i湾立霊友j

と仕事を結婚，出産を機;こ一時中断する「再就駿裂j

がそれぞれ約30%であったが，女子は「両立製jが約

半数を占めていた。 H2の総理府の議室長と比較すると

女性の就業継続志向を認めている男子がかなり多いが

努女簡には予言為去をが示された。 (p<0.01) 

家率・育児の役割分担について，家者多は，努女とも

「委が出来ない持犬が手伝うJが，資児iま， r予言iこヨたと

協力して行うjが援も多く，育児は，家事よりも悶毅

が協力して行うべきであるという考えが定着していた
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が，その意識の強さには男女間に差が認められた。

(p <0.01) 

自弓の性の受容については，男女ともほとんどの考

が自己の性を受容していたが，男子に比べ女子の受容

度は低かった。 (p<0.01) 

まとめ

大学生の仕事・結婚・脊!尽に関する意識について，

謁資を行ったが， f也の調査と比較すると，女性の就業

志向に対する理解度，家事・育児の役割分担に対する

資任度が高いことが示された。しかし，就業志向の高

い女性と比較するとやはりその意識には，途いが認め

られた。

質疑応答

康長.女性が仕事との前立のよで家事・育児の負担を

どう感じているか

橋口女性が仕事との両立のよで家事・育児の負担を

どのように惑じているかは本調査では認ベてない

111 )性の授業における一考察

一避妊・中絶!こ対する知識と性行動ー

JII務医療短期大学 O人見裕江

大津市民病院付属看護専門学校 斉藤一江

初めて正しい避妊法となり，主観的理解度に比べ，客

観的理解度は{まいといえる。

「基礎体温法jでは「排卵日jが約半数のま解率で

ある。次いで， r主主主主の開始日Jr妊娠可能期Jr不妓

期j と低くなっている。コンドーム法と開様に客観的

環解度は低いといえる。

中絶についてA群で76.3%，B群で'86.6%が「知っ

ているJとし，中絶の身体への影響もA群で67.1%，

B群で81.6%が f知っているjとしている。しかし，

中絶の身体への影響は具体的には知らない傾向がある。

性行動ではデート経験>キス緩験>ペッティング綬

毒素>性交経験の順であり， A' B若手間の主査はない。

性交経験はA群30.3%，B群31.6%である。

性交経験と避妊知識の関係をみると「排卵BJの正

解本は経験の有無に関係なく，約50%が.iE解で， rコ
ンドームの袋義時期jは緩験のない者が32.3%，手まる

者が8.6%と経験のある者の方が知識に乏しく

がある (P<0.05)。

以上のことより，①避妊の主観的理解よりも客観的

箆解伎は低い。②中絶の主観的淫解よりも客観的理解

度は低い。③性行動特に性交経験における高校生と看

護学生簡の笈はない。③性交経験の有無と避妊・中絶

の知識の関係は，経験のある者がむしろ客観的潔解度

〔目的〕避妊・ I争終iこ文せする知識と性行動について検 は低い，といえる。したがって，授業の展開では，発

討し精神保健における性の授業展開のための示唆を 遥段階を考慮した上で，人間としての性と生き方・人

得たい。 間としての性と意味を潔解させることが議委である。

〔対象および方法〕女子高校生(看護科) 2年生76名 更に，避妊・中絶に対する正しい知識を早い時期から

(A群とする)と看護学生 1年生36名 (B群とする〉 教授する必塁さがあると考える。

を対象に精神保健の授業開始前1992年 6.F1tこ，質問紙

による調査を行い，結果をカイ自乗検定を用いて検討

した。ここでは，避妊・中絶に対する知識と性行動に

ついて述べる。

〔結果および考察〕

遊妊の知識の有無は「知っているJがA若手で79.0%，

B群で84.2%である。避妊方法の中でも，多くの者が

主鋭的知識が有るとしている「コンドーム法jや「基

礎体温法jの客観的潔解度をみると，他の方法に比べ，

高い傾向にある。更に， この正解塁手はA群lこ比し， B 

若手が高い傾向にある。しかし，客観的理解度が最も高

い「コンドーム法」は，装着時期で50.0%，使用方法

で85.1%，使用時期で72.8%(全体の正解率)と各々

の質問に対する.iE解率は高いが，これら全てが正解で

質疑応答

キし線E至大保健医療学部 山田:性行動に関する質問を

する時，私の経験では質問紙による間答と面接によ

る回答で 1割-2割程も数値が逢うことがあります。

このような調査上のバイアスについて，先生はどの

よういお考えですか。

人見・本音で表現しにくい点はあると，思われるが，無

記名ということでだれのものか「結果は皆に返す」

ということで実施した。調査の仕方や誤差に対する

考え方は，ご:意見をきかせてほしい。

千葉大学教育学部 隣ilffi:l全lこ隠する調変は調査じた

いが大変むずかしいと忠、いますが，質問にあたって

どのようなくふうをされていますか。例えば調査方
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法で封筒;こ入れて回収する等

人見:記長室の仕方を教えていただいたという感じ。今

田無記名質問紙法で行い，結5裂を高校生

比較して示した。学生にとって最も身近な情報とな

り興味深く見る状況がうかがえた。そして， El分で

は知っていると思っているつもりが，客緩的知識で

は乏しいという現実が認識でさたのではないかと怠

われる。

112)看護学生の喫楚行動関連婆密の検討

帝京平成短期大学 O縄問加奈子

東京大学 JlI周知滋子

近年， 20代の若い女性の喫煙者2容は増加しており看

護婦や看護学生の喫煙者率の高さも指議されている。

今簡はそのやでも者護学生 l年伎の喫媛行動の実態と

関連主主躍を明らか;こすることを釘約とした。議室を方法

は質問紙を用いた集合議資で，

年生150名，調まま期間は1993年 l凡であった。

喫媛行動では，i&公 1ヶ月 iこl本以上吸った人は

20.7% (31名〉で，遂をみると20本以上吸った人は，

12.7% (19名)だった。 1ヶ)11こ20本以上吸う

の中には起きてから30分以内;こ吸う人が8名いた。ま

た，喫燦を部始した時綴が，小学校4年生以下の人も

おり，学年が上昇するに従って喫媛を開始する人は増

加する綴向にあった。 1週照iこ1本以上，定綴約lこ喫

煙するようになる時綴は，早い人でや学2年生で，高

卒後が設も多い結果であった。

喫煙開始の主主自では， rなんとなく J溺白半分jが

最も多く，ついで fストレスからjが多い総菜となっ

た。またヶ月で 1本以上吸う人の，喫媛の漂白，

喫煙の状況では，喫煙すると気持ちがよくなりりラッ

クスする挙が多いと答えている人が多く，喫幾重主EEと

しては，腹を立てているとき，蓄量欝でわずらわしいこ

とを忘れたい時， 1)ラックスしたい持，不総決な持;こ

i契媛することが多く，喫媛開始理由と異なる傾向が見

られた。

以下，喫燦者とは，遜去 1ヶ月に 1本以上喫慾した

者と定義する。

喫煙潟始時綴と，ここ lヶ月の喫媛行動の関速では警

喫煙開始が小学校の人のほとんど，中学校・高校で吸

い始めた人の半数以上の人は，現在では喫煙していな

いが，高卒後吸い始めた人は， 64%が現在も吸ってい

る結果となった。禁媛開始動機で多い淫ElHま， r病気

の可能性の減少j や円健康になるjだった。

次iこ，喫煙行動;こ関連する妥国では，大人，資少年

のそれぞれの男女および， タバコそれ自体iこ対する本

人の好感・嫌懇感で，好感からどちらともいえないと

いったあいまいな感じを持っている者は，激怒感を持っ

た者に比べ喫爆者E与が高かった。

湾関の喫燦行動7.lIJ本人の喫媛者率では，喫燦する家

族と本人の喫燦行動とは関連がみられなかったが，

喫慾する友人の数では異性・民性の友人ともに有意、な

差がみもれた。

また，飲溺行動，将来の喫幾;武宮、，及び医療従泰者

の喫煙に対する態度7.lIJ喫燦者塁手はともに喫緩行動と関

連が見られた。しかし，教官ぎを受けた経験と喫慾行動

とは関連が見られなかった。教育を受けたという単な

る経験だけでは，喫燦行動にどのような影響を与えた

か明らかにはできないと考えられる。

ヌド議室をの結果から，友人の喫緩行動，欽溺行動，援

療従事務のi喫慾;こ対する態度警などとの関迷が紛らか

になった。今後，より広い対象で，綴断的;こill銭し，

喫慾関遠望さ留を明らかにし，喫媛紡11:教育に生かして

いきたいと考えている。

質 疑 応 答

座長:(号表護学生の喫燈E支出がストレスなどの問題に

起因しているということ。それに対して発表者はど

う考えるのか

会喫煙と飲滋との関連性はどうか

関節・務護学生や者護婦に喫燈毛ZE容が高い報告はいく

っかされているが，その関連安躍の分析は十分にさ

れてはいない。看護さ学生についてはストレソサーが

多いとか，授業数が多いとか，学校の管理がきびし

いとか，様々な撃さ顕が予想、されますが，今後縦断的

に追跡し，明ちかにしていきたいと考えている。

113)看護学生の欽潜行動 (11)

一欽潜行動の成立姿図を採る一

キし緩医科大学保縫医療学部看護学科

。山田 一露見

1.序論

演者はかつて，宥護学生と一綾女子大生の欽溺行動

lこ関する比較調査を行なった。その結楽，看護学生は
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飲酒頻度や問題飲酒行動の頻度が全般に高く，医療知

識を有することが必ずしも飲酒行動の制限要国になっ

ていないことが示された。

ところで飲酒行動の成立には，生物的・心理的・社

会的な各種要閣が関連している。そこで今回は，東京

都と札幌市内の 2地点で得られた資料をもとに，看護

学生とー殺予言職女性との留で各穏婆隠の相互作用につ

いて比較検討を行なったので報告したし、。

II. 対象と調室長内容

対象は以下の 4群である。

①東京都内の某看護学生114名

(平均年齢19.7:t0.9歳)

②札幌市内の菜看護学生79名

(平均年齢18.9土0.6歳)

③東京都内の有職女性160名

(平均年齢38.6土9.8歳〉

③札幌市内の脊磯女性85名

(平均年齢36.4土12.3歳)

調まま票には飲酒頻度・一回飲酒盛・飲滋動機 00項

目)・問題飲潜行動(14項日)，および筆者の開発し

たアルコール体質判定テスト (TAST)を盛り込んだ、。

旧結果および考察

1)アルコール代謝に関与するアルデヒド脱水索稼業

(ALDH) の活性の有無は，欽溺行動の{国体主去を~む

要因であることが確かめられている。 TASTは、こ

のALDH活性を判定するものである。 4群間で AL

DH活性の表現型頻度にきをはなく， これらの集団が巡

伝的に偏りを持つものでないことが確認できた。

2)各群を ALDH活性の有無で分類し飲酒量の平均

値を比較した。その結果母③③の群では ALDH活性

を持つ者の方が欽濁量が有意に多く， この結果は先行

研究の知見とも合致していた。一方②の札幌市内の看

護学生は， ALDH活性の有無に関わらず欽滋主義が多

く， しかも ALDH 活性を欠く者(~、わゆる欽めない

体笠)の平均飲酒量が， Q)~③群の ALDH 活性を持

つ者(いわゆる飲める体質)のそれをも上自っていた。

3)飲酒動機に関する項目群に因子分析を施したとこ

ろ，第 l宙子(祝い事)，第2国子(ストレス解消)，

第3因子〈味わい)の 3つが締出された。また，問題

飲酒行動に関する項8群からは，同様に第 l関子(問

題行動全般)，第2臨子(人間関係上の問題)，第3因

子(依存性)，第4図子(大登飲酒)の 4つが締出さ

れた。

4)欽滋露ならびに上記の各開予得点を目的変数にお

き，年齢・地域(東京ないし本し線) ・属性〈看護学生

であるか否か) . ALDH活性をそれぞれ説明変数に

おいて，各塁E-阪の説明カを一般線形モデル(GLM)

によって解析した。

飲溜援には rALDH活性Jと並んで f地域」の影

響力が有意であり(いずれも P<O.OOl)，遺伝的な体

質と併せて社会環境が影響力を持つことが示された。

飲酒動機の項自のうち， r祝い事jの因子には「年

齢J(P <0.001)のみが関与していた。「ストレス解

消jの菌子には f属性J(P<O.OO1)および「地域J

(P <0.05)の2要閣が関与しており，看護学生のス

トレスの高さを示唆する結果となった。さらに f味わ

いjの因子には rALDH活性Jが関与しており (P

<0.01)，味わいを求めて飲滋できるかどうかは，選

伝的な体質に影響されることが示された。

問題欽源行動に関する項目のうち， r問題行動会怒む

の理子iこ対しては rALDH活性J(P<O.Ol)， r.属性j

( P<0.05)の2つが有意に関与していた。また「人

間関係上の問題J，こ対しては， r年齢J(P <0.01)， 

fALDH活性 (p<0.05)が有意に関与していた。

第3・第4留子に対して有怒に寄与した婆盟は見当た

らなかった。

今回舟いた包括的な行動分析法は，看護の他の分野

でも様々な応用が可能と考えられる。

質疑応答

座長:札幌の女性が遺伝的議関があるにもかかわらず

飲酒議が多いのはなぜか

山田:なぜ札幌の女性の欽溜撃が多いのか。

これは，という答えが見つかっていない。ただ，自

分の経験上申しますと，何でも食べ物特にお溜がお

いしいこと，そして女性の欽溺に対しでも非常に寛

容な嵐土が形成されているという印象をもっている。

114)看護学生の課外活動!こ対する意識の実態

新日本製銭株式会社八播製銭所病院審議専門学校

。佐々木千秋・甲斐玲子

産業医科大学医療短期大学 中 淑子

はじめに

諜外活動に参加するメワットについて，林は「その
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中心的課題への興味とよき人組関係を求めるjと述べ

ているo 看護専門学校における学伎の課外活動iこは限

界はあるが，課外活動のもつ効5誌は心身の健康・自己

笑現・社会殺の拡大がある。しかし現実には言葉外活動

に穣綴的に参加する学生と治緩的な学生と悶緩鶏を感

じる。そこで課外活動に参加する学生はどのような慾

識をもっているのか，その実態について議査を行った

ので報告する。

1.研究方法

1)対象及び読まま期間 :A校在学中看守護さ詳主主117名。

内訳は l年生39名， 2年生40名 3年生39?，;o 平成4

年l1fl20日から21臼。

2)調査方法・林らの課外活動のメワットを統合、とし，

課外活動のイメージを示す30対からなる彩:&詞をあげ

3D法による認去を法を採用。同時iこ学:t主の背祭につい

て舎課外活動の入部状況②参加状況③学生生活の満足

度など12項呂について笈問。

3)評価:金額子分析による間予の締出と争各顕子iこ

関与する学生の背景について解析。

2.総菜

有効回収率100%

1)背奈別構成長:高校終代の謀、外活動入部は?あるJ

64.9%， iない 35%，専門学校入学後の入部状況で

は入部本100%で一入手均2.8のクラブlこ所属している。

参加状況では積極的な人が消極的な人よりやや多く

52.1%である。その他校友生活の満足54.7%，学校生

活の議足13.6%，日常の務持衛1:の満足21.3%，~宅設

の友人のいる人37.6%となっている。 2)国子分析:

累積寄与率62.2%で5つの鶴子を総出した。第 1因子

から焔;こ縫康増進国子，活動苦痛盟子，活動消緩因子，

人間関係劉難関子，課題遠成国子と{反;こ命名した。 3)

各展予と学生の背景との関係:第312ヨ子に調返する背

が最も多く，入部状況・活動状況・校友生活の

議足度・学校生活満足度などが大きく関与している。

すなわち運動部が多い，持々参加する人，校友関係や

学生生活の不穏な人iこ課外活動が消極的という;意識が

強い。

3.考察

調査結泉では，健康治進や課題達成などの常主主的意

識と雨時に活動の苦絡や消極的，人鵠関係、困難という

否定的な意識がみられた。務省の脅定的意識は課外活

動のメワットとして当然と考えられる。後者は現代表

ミ安気質の反映などを考えると納得いく点も多く、改め

て諜外活動iこ対する笈痛や潟緩約な;窓識から表者像を

とらえ複すことができた。

質 疑 応 答

陵長・課外活動に菅絡を感じている学生がいるが参加

比強制か EL史的いずれか

佼々木:クラブ活動の入部は自主的である。

第26群審議教育VlI

霊室長 熊本大学医療技筏短綴大学部

長露間ラク子

115)寝床実習指導iこ対する学生の窓議内容の変化

福井県立審議専門学校 O潟 村 悦 子

福井県立大学看護短期大学部 E吉村 洋子

佐賀医科大学看護学科 tr J上ケイ子

はじめに

総床笑努において臨床指導者の果す役寄せは大きくそ

の言動は学生の実留三塁欲・効5誌に影警撃を及ぼす。そこ

で学生に影響を与える指導者の態度・行動を切らかに

する目的で実智指導に対する学生の滋議議交を実施し

fこ。

研究方法

蒸礎実習終了終の 1年生49名及び全笑習終了時の 3

年生33名;こ記述式アンケート読まきを行い，看護婦との

関係において滋も印象深い場慰金うれしかったこと，

②つらかったこと・隣ったことを記述するように求め

た。記述されたものを…内容を一環尽とし滋味の類似

しているものをまとめて姿索毎に分類した。

結薬及び考察

記述内容から188項目を総出し，指導態度として 8

婆索に分類した。それを更に効果的態度・非効果約態

度;こ分けた。指導態度の 8姿言葉とは学習拡大への援助，

学生に理解・支持を示す態度，学生一指導者関係成立

の助長，チームメンバーとして看護能力を認めてくれ

る態度，学生一滋者関係成立の促進，学潔段階に応じ

た援助，学習の場の提供，役割モデルの提示で‘ある。

効果的態笈で記述数が多いのは学習拡大への援助で，

1年生は了察な指導を挙17，3年生はどうしてよいか

わからない柊ー絡に考えてくれた，王手分ほどとントを

くれ発主君、の転換できた等，学生の能力を引きだすよう
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なかかわりを挙げているof也の要素として3年生はチー

ムメンバーとして看護能力を認めてくれる態度年

生は学習の場の提供，役割モデルの提示を挙げている

非効果的態度では学生一指導者関係成立の助長が多く，

1年生は忙しそうで声を掛けにくい等をあげ， 3年生

は慾者の前では滋厚なのに学生には言動が変わり辛かっ

た，失敗したことを学生に言わず教員に言いつけた等，

自尊心を傷つけるような看護婦の言動を挙げている。

{践に 3年生に多いのは学生に理解・支持を示す態度で

…一生懸命やっていることを認めず悪い点ばかり注意さ

れた等である。このように学年間で効果的・非効果的

態度の婆索毎の割合や内容にままがみられるのは年

生は実習に不慣れであることや指導者の動きに依存し

ている実習体制が影響していると考えられ 3年生は

笑習体験の積み霊童ねや患者を受け持つことによって看

護者としての向上心や自尊心が高まっている震と考え

られる。これらのことから，指導者に望ましい態度は

窃学生の学習段階や個々のカ援をふまえて指導するこ

と(特に 1年生・ 3年生の違いを明確に認識すること)，

②学生に関心を示したり，学生が予言をかけやすい状況

を指導者側が作ること，③学生が自分で考えたり行動

できるように，学生の考えを認めたり，考えるカや達

成能力を引き出す為の発問や助言?を与えることである。

質疑応答

座長:由実習施設は何か所か

②臨床実習指導者と学校側の連携はどのようになさ

れているか

高村:宙実習施設は 1ケ所である。

②臨床指導会議を年3出もっている。実習図擦や学

生の学習状況や指導者への主主主室等を話している。

116)臨床場面において指導者が看護学生に与えた影

警警 一学生の情動の変化からみてー

武感lil看護専門学校

。務弁純子・足立妙子・熊坂延枝

総沫実習教育は，実践場面での個人指導を主体に農

協されていく。そのため，学生と指導者との人間関係

が学生の学習意欲や学溜効果に，より濃く彩饗するも

のと忽われる。そこで本研究では，指導者の言動や態

伎のt学生にどのような影響を与えているのかについて，

学生の情動と，その結巣生じるその後の行動を調査し，

今後の臨床実若手教育lこ役立てるための3基礎資料を得る

ことを自的とした。

【用誌の主主義〕符定的対応、:学生の意見や考え・行動

を受け入れる指導者の言動や態度。

否定的対応学生の意見や考え・行動を否定する指

導者の言動や態度。

問題解決裂行動.課題達成のために積極的，意欲的

に取り組む態度・考え方・行動。

情動中心裂行動:一時約に自分の気持ちを安定，軽

減させようとしたり，他者iこ跨題解決を求めようとす

る態度・考え方・行動。

【研究方法]本校2年課程(定時制)の3年生36名lこ，

後期実習開始後の 28自・ 3日昆の 2日間，その日の

実習終了時に質問紙による諮査を実施した。調査内容

は，ー臼の実習における指導者とのかかわりの中で情

動に変化が生じた場関を，思い出してもらい，その特の

状況と，それに対してどのような情動が起こり，その

後どう行動したかについて，調査票に沿って沼答を求

めた。そして f指導者の対応J • rt青動J.行動j

の各項包についてカテゴリーに分類し，内容分析を行っ

た。

【結泉および考察]争調査察の回収事は100%で，会

事例数141例のうち104OJJの有効率例を得た。②「常定

的対応jを受けた湯合の情動は「配的3例 (82.8%)，

f不快JlH日tl07.2%)であつった。③ f否定的対応」

を示した場合のt~f動は，不快j のみで35伊IJ (100%) 

であった。③「符定的対応jに対し f快」の情毅jを生

じた場合の行動は f問題解決型行動J49伊IJ(92.5%)， 

f問題解決裂行動+情動中心裂行動J4 OJJ (7.5%)で

あった。⑤「肯定的対応jに対し f不快Jの情動を生

じた場合は， It脊動中心~行動J 3 f列 (27.3%)，I問

題解決裂行動J7例 (63.6%)，I問題解決裂行動+情

動中心型行動J1例 (9.1%)であった。⑤ f否定的

対応jに対して f不快jの情動を生じた場合の行動は

f情動中心型行動J18OJJ (51.4%)， r問題解決型行動J

12例 (34.3%)，r問題解決裂行動十倍勤中心型行動J

5 OJJ (14.3%)であった。以上のことから，看護にお

ける臨床実滋教育において，学生が f問題解決裂行動j

をとっていくには，必ずしも「常定的対応、jが適切と

は限らず，学生の状況にあった助言や指導等が様めて

霊安であることがわかった。
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質疑応答

E室長:臨床実習指導者とはどの立場の人をさすのか

酒井:学生の臨床実習にかかわる嬬長・主任・意義床指

導者・保健婦・スタッフナース・教員のすべてをい

っ

117)実習指導者の学生指導におけるストレスの研究

ーストレスの測定

大阪府立看護短期大学

。森 さをそf.鈴木さ幹子

{目的〕看護教育において臨床実習が，学生を大きく

成長させる場として綾適であることは周知の遜りであ

る。しかし，震妥な教育的場である答の実習が，災習

指導者の自己犠牧約とも言うべき関わりのj二iこ成り立っ

ている事実も忘れてはならない。そこで，指導者の自

己成長の拠所となる学長指導の在りjjを考えるため，

指導者が感じる実習指導上のストレスとその程度を明

確にすることを目的;こ議資を行った。

〈方法〕対象は平成生年度大絞府指導者議智会に参加

の受講生91忽笠間紙はま誇溺時に配布し 2臼後;こ間i反

した。質問内容は，プレテストの結泉よりt露出したス

トレス関子33項混であり， 5段階尺度法で求めた。尺

度は(1)感じない， (2) ・あまり感じない， (3) 

:普通， (4) やや感じる， (5) かなり惑じる

とし，尚，該当しない項目はOとした。ただし後討は，

ストレスを明磯iこ惑じる尺度 (5) ・ (4)君主普通

程度の尺度 (3)震予， ストレスを感じない尺度 (2) ー

(1)若手の 3つに分類して行った。

〔結果1.有効鵠2客数82，平均年齢33.9議 (25~51

議)，臨床経験年数は 5年から30王手であった。 30歳代

が41名と半数を占め病綴内での役割は主任が半数以上

であった。また受け入れ学生の教育課稼の分布は， 3 

年課稜21， 2年と選者謀殺が各々11，効産課穏 2，複

数の課穏が33であった。

2. ストレス因子33項尽に対するストレス認知はおく

慈床指導者の fしんどさjが捻察された。

3. 3若手に分類した結5震は次の通りである。

1)尺度 (5) ・(4)群:半数以上の民答が14項

目あった。回答の多かった項おは$指導者自身の指導

能力61:s， @実苦言評価58名，③学生の実習に臨む準備

状態55名であった。これは，他者を教脊することは自

己の資繋への問いかけなしには成しえないことを守主J語っ

ている。また，指導者の自己犠牧約側面そ裏付ける項

包として，指導者の位鐙付けが52名，私的待問の使用

が49:sと高得点であった。

2)尺度 (3)群:1/4以上の回答が16渓!3あっ

た。自分と教員との関係34名，スタッフとの関係28:s，

学・生との関係26忽また学生と患者間の諒察29名， Bま

邸との議整28名，スタッフとの調整22:sと，いわゆる

指導者の期待される役割の一つである，関係作りのサ

ポート約項!3が!3:iIった。

3)尺度 (2) ・(1)群:1/4以上の践答が14

項目あった。多かった項目は，金看護潟呉37名， @'ij定

習における教員の動き34名，③実潔受入れ校の数34名

であった。最多の看護潟呉については，指導者という

よりむしろ僚主草原郊に拘る看護教育側のストレスと言

える。

以上，臨床指導者のストレス疫について検討したが，

臨床指導者として期待される役拐の多様性，態BKの務

護者として抱える問題，看護教育そのものの矛腐など，

多くの妥留が推察された。今後はストレス関予を分析

し，問題点並びに対処方法を明確にしていきたい。

質疑応答

礼録医大保健医療学部 UJE8:ストレス状態でも報麟

効5誌が通うればそれを粂り越えて行くことができます。

今回の研究の場合，どのような状態になれば指導者

は綴張って行けるのでしょうか。

森専任であれ支責任であれ，指導者は病擦内で気兼ね

をしながら学生に対応している現状がある。務々の

ストレスを乗り越えて成長するためには，

身を支える，保読する人践が必要である。

118)実習指導者の学生指導におけるストレスの研究

ーストレスE母子の分析

大阪府立審議綬綴大学

。鈴木泰子・森 圭子

〔密約〕者護者投びに臨床実習における学生のストレ

ス;こ認しでは，多くの研究報告がある。しかし，実習

指導者として学生に携わっている看護者のストレスに

ついての研究は数少ない。実習指導は学校と霊祭床の連

携により効采が期待できるものであるにも関わらず，

f臨床にお任せj的現状である。そこで，指導者のス

トレス陸予を明かにし，次の 2点を達成するために研
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究に着手した。1.学生にとって効果的な磁床実習と

なるために，学生の動機づけを紐害するような指導者

のストレスをできるだけ軽減する。 2.学生指導が指

導者にとって脅定的体験となり，自己成長につながる

ものとなる。本報告では，抽出したストレス関子に焦

手，私的時間の使用，給料への影響という 11項自が抽

出された。以上の結果 4つのカテゴリーからなる30

項目を笑湾指導者の学生指導におけるストレス因子と

して抽出することができた。

j点をあてる。 質疑応答

〔方法〕対象は平成4年度の厚生省並びに大阪府主催 札幌医科大学保健医療学部 山間:いくつかのストレ

の笑潔指導者講習会の受講生271名である。受講生の ス因子の中で将来的lこ改善して行けるものはあるの

背景は磁床経験年数5年以上，実習指導者または予定 でしょうか。

者である。 鈴木・指導者のストレス状況を敏感にキャッチし，必

研究方法は次の 3段階を跨まえて行った。 幸喜度iこ応じて教員が介入する。現状では困難な点も

l. 80名を対象に f学生指導においてストレスと感じ あるが，臨床指導者手当も設けられるべきであろう。

ることjを自由記載により調査した。有効自答74につ 後輩の育成は専門職の義務ではあるが，それと同特

いて研究者2名で分析検討し，学校・教員に関するこ に仕事に見合う対応は必婆と思う。

と，病棟での受け入れに関すること，学生iこ関するこ

と，指導者に関すること，教育的環境に関することの

5つのカテゴリーからなるストレス因子33項尽を抽出

しfこ。

2. 91名を対象に抽出した33項目のストレス留子につ

いて自由記載とストレス度の回答を求めた。自由記載

の有効盟答は23名である。

3. 70名を対象に 5つのカテゴリーについて自由記載

を依頼した。有効回答64についてストレス因子項8と

カテゴリーの湾検討を行った。

〔結果〕教育的環境に関することのカテゴリーについ

ては，病棟での学習環境に関する記載であったため，

病棟、での受け入れに関することのカテゴリーに含め，

ストレス悶子を 4つのカテゴリーに再分類した。

学校・教育iこ関することのカテゴリーでは，実習の

目的・:意図，実習方法，学習内容，実習評価，実習期

間，連絡・打合せ会，実習における教員の動きの 7項

目が総出された。病棟での受け入れに関することのカ

テゴリーでは，実習指導者の位讃づけ，実習生の数，

受け持ち患者選択，患者と学生との調整，スタッフと

学生との謁繋，医師と学生との認怒受け入れ準備，

学官潔墳の 8項留が抽出された。学生に関することの

カテゴリーでは，実習に務む意欲，学習に臨む準備状

態，実潔場での態度，学生関士の関係の 4項包が抽出

された。指導者自身に関することのカテゴリーでは，

学生指導能力，看護能力，実習待問中のやりくり，指

導のための勉強や研修，学生との関係，教員との関係，

スタッフとの関係，他者からの評価，指導よの栂談相

134 日本看護研究学会雑誌 Vol.17 No. 3 1994 



一級演題内容・質疑応答

第27群 養護さ基礎V

段長千葉大学看護学部附属看護笑銭

研究指導センター 内海 渓

119)τhe importanc母 ofinstrument calibration 

in preparation for undertaking clinical re-

search : A case study 

Helen H註yesHospital 

C芭nterfor Rehabilitation Technology 。SatsueHagisawa and 

Martin F邑rguson時 Pell

最近，看護の分野でも主主体の反応を測定するような

実験研究が多くみられるようになって来た。そのよう

な研究においては測定に使われた機敏の outputがど

のようなプロセスを経で導かれているか，またそれは

様々な条件下でそれに応じた悲しい outputをするか，

本実験に先立ち確認することが3重要である。

今関，我々は祷綴研究の一部として測定機械である

スベクトル分析装震の精度，性能を縫認するため

in-vitro実験を行なった。この機械は白色光を皮綴表

面より当て，再び機械にもどった散乱光を分析するこ

とにより，E芝!欝微小循環の血液鐙とその重量業飽和度を

microcomputerにより演算し，その{躍を outputと

して出力するものである。本米， この 2つの指擦は互

いに独史的に変化するものである。

実務にとトJ1n液を用い，援策濃度の途うガスを，

N品clを含む 1)ン緩ナトリウム壊緩衝液 (pH7.4)で

薄めた赤邸球と混合し，へそグロどン幾及び血中重量索

濃度を変えた持，これら 2つの outputがそれに応じ

て変化するかどうかをそニターした。その結祭，ヘモ

グロビン鐙を増加させると斑液鐙の outputも増加し

た。しかし，同じヘモグロどン議下で邸中の章受素濃度

を変えると血液鐙の outputも変化し，‘cr‘oss-talk'

現象がみられた。また邸中綾素濃度を変えると outp

utの酸素鈎和度も変化したが，蒋現役に乏しかった。

この涼閣を採るため，あらかじめ波長がわかってい

るLED (590nmの点で最小吸光疫を示す〉でスベ

クトルの波長のずれを総定した結祭， 588nmの点、で

最小吸光度を示し 2nm波長が短かい方にずれてい

ることがわかった。笑擦の邸液スベクトル分析におい

ても 3 4 nmのずれがあり， これが酸素飽和度の

outputの乏蒋王完投に関係していることが推測された。

以上より， この機械の outputである血液識と薮主義

飽和度をそのまま測定指標として用いることは適当で

ないことが結論づけられた。そこで我々は演算前の生

のスベクトルデータを取り出すcomput色rprogram 

を作成し，それに Featherら(1989)が考察した演

算式を用いたところ， cross-talkのない，再現性の

ある邸液畿，重量索総和度の{疫を得ることができた。

今回のフ舎ロセスから言えることはまず測定機械の

outputがどのように導かれているかその原恕を潔解

すること，次に実際に擬似のそデル(今留の場合，

in-vitro)を使って機械の output変化を調べること，

最後に(これは今閣の発表の次の段階であるが)

nトvltroの結果を生体;こ応用した場合，それが正しく

反映されているか，あるいはそこに新たなデータを妨

害する婆砲がないかどうかチェックすることではない

かと怒う G

質疑応答

綴長:outputの機械によるデータには， どういう滋

味があるのか。

荻沢:1つのspectrumdataで取液議と酸素飽和度

の2つの outputを出す。この 2つは本来 indepeル

dentlこ変化するものである。

120)仙脅総体a:と皮j欝血流の島喜連投に関する研究

名古長室大学底療技術綬鶏大学部

。江緩美智子渡透版予入江晶子

伴 一郎

[臼約; 警護護憲の形成には，局所iこ綴潔隊等を起こす

際部としてEEi自と待問が関わっており，係1臥伎の保持

は遜常 21F寺閣を安全の綬界として，童話5択の場では 2時

間ごとの体位変換が行われている。今回2時間ごとの

体位変換が局所の綴潔際答とどのように関わっている

かを知るために，長持関{仰臥佼を保持した場合の{白骨

部の{体在と皮1議長E流畿との関遂を知ることを密約とし

た。

被験者は，縫E誌な成人女子4名とし，

義衣は碁準病衣と所定の下務のみとした。測定器具は，

レーザー血流計(アドバンスALF 21D)，体庄設IJ
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定用圧力センサ，温度センサ及び体在分布測定装援を

用いた。測定に用いた寝具は，ベッド(様準ベッド)

及びエアマット(サンケンギャッジマット)の 2穏類

とし，掛け物は上シーツ，毛布，スプレッドを各 l枚

とした。測定部伎は，仙f号郊とヤコビ一線のlECわ線交

差部(比較的圧のかからない部佼，以下ヤコピーと呼

ぶ)の 2点、とした。血流フ。ロープの装着方法は，総定

量s{立の皮膚蔚に雨間テーフeを用いて装着し，圧力セン

サはそのよに震ねた。混度センサは隣接の皮!議に装着

した。測定方法は，腹臥位時10分間の皮腐血流量，仰

詩人伎を 2時間保持した場合の体正，皮!議血流量及び皮

!替温について，経H寺的lこ問時自動演IJ;:主をした。測定は

10秒間隔とした。実験時期は， 1992年10月一1993年 3

月で，室内の温度と湿度は，ベッドでは平均22.820C 

(S D 0.87)と46.32%(S D 2.16)，エアマット

では平均22.WC  (S D O. 41)と48.47% (S D 

2. 77)であった。

〔結果と考察] ①腹臥位での仙管部とヤコピーの皮

腐血流量は名を除いて仙労苦sの方が多かった。②

ulJi号部の皮膝血流量は綾臥位より仰臥位の方が平均で

ベッド42.9%，エアマットで49.0%多かった。③仰臥

佼 2n寺間後における仙骨部の皮線路1流援の変動状態は，

平均でベッド27.0%，ヱアマット55.5%の地加傾向を

示した。③皮!簿滋は 2穣類とも経兵の種類lこ関係なく

他管部はヤコピーより低く 2時間後共に上昇した。

なお，ベッドではエアマットに比し上昇傾向を示した。

③{出管部体圧と皮腐副流議との関述は明らかではなかっ

た。また，ベッドに比しエアマットでは I名を徐き明

らかに体庄の低下を示した。平均では43.9%少ない。

皮勝血流量は17.9%増加した。以上のことから， 21時

間臥床後の{由貿官官の皮1爵血流震は，減少するのではな

いかと考えたが，増加傾向を示した。また，皮!爾温も

問符iこ上昇{傾向にあった。これらの増加理由について

は，わたくしたちと時様な測定方法を用いた文献が他

にみられないので，比較することはできない。このメ

カニズムを知るためには，今後f7lJ数を増やし，更に検

討する必婆があると考える。また，体圧と皮j穏血流議

および皮腐混のi司自寺測定方法についても検討を重ねた

L 、。
(本研究は平成4年度文部省科学研究費の助成lこより

実施した。)

質 疑 応 答

Helen Hayes Hospital 荻沢:①体圧が経時的lこ

減少していくのはなぜか。

江綴:i本圧を経時的に測定した場合減少していく理由

としては，センサー特性と，応力緩和現象ではない

かと考え，すでに研究学会でも発表しているが，な

お検討中です。

121)替の動きによる頚動脈血流畿の変化に関する検

討

聖母女子短期大学

千葉大学看護学部

Oe古家明子

二t屋尚義金弁和子

血液循環は他磁器と比べ特殊な調節機織を有し，体

伎の変換などに際しても比較的安定に保たれるとされ

ている。しかし，動脈硬化や脳血管障警などでこの調

節機構に際警を生じた場合には，通常の日常生活での

体位変換や里見部の運動程度でも， ときに脳lfn液綴環の

変動を生じ各種の症状を引き起こすこともしばしば体

験される。一方表護の場稲では，洗髪・体佼変換など

替の自転・屈曲等を伴うケアが多くある。脳血管障害

や動脈硬化の患者では，このようなケアには慎重を姿

するとされていながらもその5主体的な検討は殆どされ

ていない。今田，適切なケアの指標を得るための一助

として，主主の動きによる頚動脈血流の検討を行った。

〔対象および方法〕

健康成人12名を対象lこ，日常でしばしば行われる，

ft.お回一転，前ー後胞の 4つの首の動き時の里震動脈血

流議を，超音波ドプラー血流言十により測定，照時に血

圧・心電闘の変化の検討も行った。被験者は30分間の

安静・水平仰臥位とし，首の動きは，閤転45度・前・

後屈は901l芝としそれぞれ 3分間持続，次のパターンの

首の動きは 5分間安静・水平仰臥位安保った後実施し

た。測定都伎はft類部始動触知部位としたが，ft自転

5寺の血流は反対側の始動触知部位で行った。

〔結果〕

色各安静・水平仰臥B寺の頚動脈血流設は，個人により，

時期により差はあるが各人・各i待期内での変動は少な

く，各首の動きの喜Uil践として採用するに足りる{肢を示

した。

② 4つのパターンの首の動き特に，過半数の例で頚動

脈血流量はほぼ不変であった。しかし，左回転では半

数弱のf7lJで，血流議の増加が認められ，また他のパター
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ンでも少数例で邸流援の場加または減少が認められた

タjがあった。

③全身綴草署の指擦としての収縮期血在・拡張綴血EE'
心拍数 'PRPとも安静時間帯，各省の遂勤H寺を遂じ

て不変であり，心電図主主主主上も変化を認めなかった。

③縫康成人群においては，滋王手数の例で室長動様i奴流援

は安定していた。しかし縫康成人でさえ，少数例なが

ら血流畿が明らかな増加・または減少を来した例も認

められたことは，注目すべき点と思われる。

質疑応答

座長友関転・お関転・前路・後屈などのいろいろの

負荷により上昇するもの下降するものなどくわしく

測定しでありますが，一例-j7I]でZ五回転・右回転・

前開・後留の動きに p註tt邑rnがあるのではないか。

古家:各鱈人タ1]の血流変化のパターンとしては今臨終

に検討をしていない。

122) 側臥位持下側のよ肢の血行!こ関するさ基礎的研究

~U立大学看護学部 C塚銭フミヱ 長谷川芳子

はじめに

今までの看護技術の教湾の中で体佼変換そ教授する

場合，片麻嫁患者では務委事側を下側;こした場合iこは，

血流陣容や神経降三容を生じる可能性がある為iこffつて

はならないと教えてきた。しかし，片i森喜事患者の麻簿

iIlljJニ肢の血流は，森終発生の早期ではむしろ増加して

おり，短時間であるならば麻裏李総を下袋IHこしてもかま

わないと脅かれている参考努もあり蘇終側への体位変

換により下総となる上肢の血流降客については明らか

ではない。そこで今回，持率簿iIllJへの体位変換に関する

議礎的な研究として，縫段差雪を対象iこ側注入i位時，下鎮IJ

となった上肢の総裁血流の変化を鼠流言十を用いて測定

し，綴環隊三塁の発生について検討したので毅会する。

研究方法

対象は， 19才から44才までの女性8名である。測定

期間は1992年10月12臼-10月初日 測定方法は，1:5綴IJ

話人伎をとり 2時間経詰守的;こ末機組織証主流を半導体レー

ザー組織血流計を用いて測定，同時iこ接骨動脈の血流

盤，皮!議湿の測定安行うと共lこ，被験者の自党主主i犬や

皮;替の13の変化を観察した。測定時の環境条件は，主主

滋23.5
c
C-24. 5

0

C，湿度61%-75%，上駿及び全去をは

常に綿毛布で覆い，外気磁の影響を避けるようにした。

言手{阪方法は， j防話人位5寺の組織取流;蚤 (QJ、下フロー)と

ボワュウムの測定値をゼロとし，右側臥位iこ変換後の

変化をグラフ{こ記入し，その程度を議ベた。

結果ミ及び考ー察

表 11こ示すように， 8名中 3名はフロー，ボリュウ

ム，援管動脈血流議，皮薦議の変化はみられなかった。

残り 5名中 2名はフローが減少し，ボリュウムの上昇

がみられ， 2名はフローの変化はみられずボワュウム

は上昇している。 1名はフロー，ボリュウムとも上昇

していることが明らかとなった。フローが依下し，ボ

ザュウムがj二努しているケースでは，綴織にうっi忽が

はじまっており，血流欝容が生じてきていると考えら

れるc また，フローに変化がなく，ボリュウムが上昇

しているケースでもその額向があると考えられる。し

かし，いづれの場合も淡勝色の変化はみられなかった

が，仮1]恋人佼後 l終閉経過すると， 8名全員が下側の扇

や上競が縫いと訴えはじめ，さらに関一体佼が続くと

しびれ感や葵絡が強くなり神経際答を生じる可能性が

あり，持率簿窓、者;こ災施する場合;こは設;窓を妥すること

が明らかとった。このテストを参考iこ今後は縫康容で

のケースを増やした上で，持軍袴怒者の託証流畿の議1]定を

実施したいと考えている。

紫疑応答

名古媛大学医療技術短期火学部 渡透:ドップラー血

流計とレーザー血流iitの2穏を使い分けた理出は何

か。対象年令が19::t-44才と関さがあるが結果;こ影

響はなかったか，差の有無はないか。

塚越:ドップラーでは勤続のi鼠流蚤を測定し，

レーザー血流言十を測定する為lこ用いた。年令による

ままはみられなかった。

123) 務脈うっ血試験前後の血流動態と綴湾関連パラ

メータ…の変動第三報加齢による変化

三議1足立看護短綴大学

。田中一美緩爪永子河原資子

永~様子中井三智子村鴎lE議

松絵 宏

[はじめに】

静脈うっ血試験 (v巴nousocclusion test， VOT) 

は， うっ血刺激により忠仁科こ血管内皮絡線から放出さ

れる凝回関連盟予を測定し，翻管内皮綴胞の機能障饗
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の稼疫を言手術する方法として行なわれている。深吉s静

燦血;絵疲をはじめ，血稔形成の予知予防に役立つとの

成綴も報告されている。前関，我々はE参政病患者での

検討により VOT前後での邸中凝屈線j容関迷宙子の変

動の他，問符に皮j禽血流の変化を測定すると，さらに

血管機能を評録するよでVOTの有用性が高まること

を発表した。今田，健康成人lこVOTを行ない，皮!議

i阪流および線溶活性の変化と加齢との関連性につき検

討しfこ。

【対象および方法]

対象・縫常成人55人，年齢42.7土23.0才。

方法・安静臥床にて第3指指尖掌伐にレーザー血流計

の光ファイパープローブを装着し，監流が安定した後，

血圧ー潟カフを用い，同側上腕にて中間庄で10分間うっ

血(綴如)した。さらに， うっ血終了後も20分間血流

識を測定した。採血は母駆血開始吉永儲区血終了箆前，

③駆淘終了長室後の計3由行ない，血管内皮関連因子と

してフィプリン平板溶解面積 (FPLA)， ti-ssue-

type plasminogen activator抗原議(t-PA)， 

plasminogen activator inhibitor 1抗B支援(PAI-

1) ， von willebrand関子抗原盤 (vWF)を測定

しfこ。

【結泉】

会年齢において，血流はうっ翻開始感後より低下し，

うっ血中ほとんど変化しなかった。うっ臨終了後一時

機加した血流は，その後再び低下を示した後，徐々に

うっ血前の億へ閤復した。うっ邸終了後に低下する血

流の最低値は， 10-50才代まで年齢が高いものほど高

かったが， 60才以降になると，年齢が高いものほど低

下していた。線溶活性はうっ邸前に比し，うっ血後五

進した。特にt-PA抗原援の増加が若手明であった。

また，年齢が高い者ほど線溶活性は低下し， t-PA抗

E支援， vW悶子抗原選は増加していた。

【結論]

年齢が高くなるほど¥ うっ血直後の血流低下は軽度

であり，年齢とともに血管の反応性が低下してくるも

のと考えられた。しかし70才以上の高年齢になると，

うっ臨終了直後の血流低下が逆に顕著となり，長寿の

苦言は若い人と向様の血管反応性を有すると考えられた。

血管内皮細胞由来のtPA抗原最， vWF因子抗原

盤は年齢が高くなるほど上昇しており，年齢とともに

内皮細胞機能が低下する所見は得られなかった。

質疑応答

Helen Hayes Hospital荻沢:60代からreactivity

が務い人のようになるという結論ですが，これは被

塁走者の数，特性にもよるのではないか。 60代くらい

から邸管の elasticityは個人去をがはげしいので，

多くの被殺者 (nの増加)で磁かめられた方がいい

と患う。

問中:今盟の研究者乱点は， 50-60才代でうつ血東IJ滋

に対する血管の反応、伎が低下しているものが多く，

それ以上の高齢者では逆に反応性が上昇しているこ

とである。被験者の人数には20歳代が多い。俗人差

もあるとはj恵、うが更に幅広い年鈴層への研究をすす

めていく予定である。

124) 手術前後の呼吸機能の変動に関する検討

神戸大学医学部附属病院 O中堅ひとみ

千葉大学務護学部 土屋尚義金井手口子

医療の高度化，社会構造の変化に伴い，高齢者や，

各穏合併症のために，呼吸機能の低下傾向にある患者

に対しでも，全身麻酔による手術が施行される機会が

多くなってきた。そのため術前呼吸機能の評価や術中・

後にわたる観察が一路←透姿となってきた。そこで今回，

患者観察の指擦を得ることを目的として手術前後の呼

吸機能の経過を検討した。

【対象および方法]

K病院第一外科に入院し，全身麻酔による手術を受

けた患者16名(努10名，女5名， 58.4土10.6才)に術

前から術後にわたる呼吸機能検査 (VC，FVC， F 

EVl， O， FEVl， o%)，動脈血ガス分析 (PaO"

PaCO" HC03， pH， BE)の縫E3的変化を検討し

fこ。JjIHこ，上腹部手術を受けた患者14名(男11名，女

3名， 63.5土10.5才)を呼吸訓練施行群と米施行群に

分けて呼吸機能検資の緩日的変化を倹討した。

【成綴ならびに結論】

1)入院時呼吸機能および血液ガスは，大部分正常域

にあったが 3名で一部機能の軽度低下名で明ら

かな拘束性障害が認められた。

2 )術前呼吸訓練後の呼吸機能は入院特に比べ，特に

入院特呼吸機能の低下していた例で改善した。

3)術後呼吸機能は，術前正常械にあった者でも70%

程度に低下し，その傾向は特iこ術後 1:i昼間で認められ

た。手術または締疾慾の既往のある者はない者に比べ

138 日本看護研究学会雑誌 Vol.17 No. 3 1994 



一綾演題内~・質疑応答

低下の傾向が平均徳的に強かった。

4) V CとFVCおよびFEVl. 0 は，会経過を通じ

て共iこ高度の組閣を有する。術後 1:i翠ではその勾配が

低下し 2過には入院特および街前の勾認に復帰して

し、fこ。

5) 勤続鼠ガスは，術~Bの楼索吸入による PaO，の

変化を徐き不変であった。

6)術後呼吸器1¥綴施行群では米施行群iこ比べ FE

V，。の術後 1:i漫呂の低下が小さくなった。

質 疑応祭

主主霊:この発表には2つの怒味がある。 lつは鍛認な

経過をたどったケースの術後の部復過程を潔解して

おくことにより，経過の異なった異常なケースの早

期発見;こ役立てようとするものである。第2は術前，

術後の呼吸訓練の効果を検討し効泉を期待し得な

いケースの予測を立てようとすることである。

第28群審議基礎VI

康長 He1en Hayes Hospital Center for 

R邑habilitationTechnology 

荻沢さつえ

125)皮綴血流の研究

一味覚(塩味)刺激の影響一

久留米大学病説 。伊藤久美子

千葉大学看護学部者護実銭研究指導センター

内海 渓

寝床では，食事療法を余儀なくされている多くの患

者に出会う。患者の大部分は「おいしくない r味気

ないj等，事長iこ対する不満を訴えている。食欲不振に

織り，充分な会率の獲をとれなくなる場合も，味付け

によって効果をあげる事も少なくなL、。味覚について

は，数多くの研究があるが，者畿の3工場から観察した

ものは少ない。今田，糧味刺激の皮j欝血流に及ぼす影

饗を検討した。

[研究方法]

対象:26~35議，健康な女性 7名。

安静臥床させた被験者のti.前線内側;こ血流計の索予を

装着， 0.5ccの検査液を口校内lこ90秒含ませて，皮!務

i版流の変動を観察した。

検室長液としては，

4種類とした。

同時に，銭夜核不安尺度MASを使尽し，不安若手と非

不安群との反応を比較した。

{結泉]

挙上持の耳立流変動鎧を義握手;こし，壊7l<と水との取流

変動家を出した。

1. ‘水壌， 0%・5%・10%・30%を0.5cc0綾内

lこ含むとき，いずれも皮綴血流の変動が観察された。

2.壊分の濃度が上昇するにつれて，皮!議lfll流の変動

もより顕著になった。

3. MAS による非不安若手は，不安若手に比して，皮j議

i訟流の変動が高緩安永した。

4.壌味のE蓄好群J.lIHこ比較すると， 格好若手は非話番好若手

;こ比べて，皮!禽血流の変動{夜と滋分の濃度との椴関係

数;こ高値を認めた。

[考察ならびに結論}

今関，皮!議i血流iこ及iます影饗をもとに，務議の3工場

から滋事長刺激の人体に及ぼす影警撃を緩妻美し，食欲不振

に総った多くの窓、議ぎに対しての援助についても考える。

すなわち， ワk議， 0%・5%-10%・30%の効泉の

まま奨iこ者自するに，場味の5愛好群J.lIJlこみた俗J.lIJ性は，

壌妹の援助の愛婆性の主義、準ともなり，また，不安群の

滋味の法員IJ性の崩壊は，逆に壌味による食欲不援患者

への審議診断の可能性を示唆するものと考える。

質疑応答

箆長:食欲不振と滋味と皮フ血流の関係はどのように

考えたらよいのか?

伊藤:会体でみると，濃度が上昇するにしたがい血流

きくなっているが，綴人差(好き，嫌い

等)があるため，今後も，実験数を重ねていかなけ

ればならない。

内海複線(しおあぢ〉の人間;こ与えるインパクトを

血流にで測定したわけでる。それがもともと，塩味

の好きな人ときらいな人とで違い，また， STAIの

高{訟で影響を受けるという 2震構造を確認したかっ

fこ。
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126)皮j欝血流の研究

-I'令部時使m薬剤の影饗一

策北大学復学部隊民病続 O~~警弥生

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

内海 溌

冷手益法は日常的iこ用いられる保存的治療法である。

た，塩水は水よりも皮!濁血流に変動を与えずに皮腐滋

を低下させ，あまり冷たくは感じさせないことが示唆

された。皮!習の血管が拡張すると人は暖かいと感じる

というが，今期は塩が皮!替の神経を刺激し劇管鉱張を

促進したためと考えられる。

冷溶法には乾性と緩性があり，湿性冷草壁法は乾性冷車霊 127)皮j欝血流の研究

法よりも作用効率がよいと言われている。今回，湿性

冷縫法に焦点をあて，冷却特使用薬剤の迷いによる効

率を比較するために，皮膚血流の実験を行・った。使用

薬剤としては， 0%-5 %…10%-20%の塩水を用い

た。測定項目は，皮!議滋・皮j替血流とし，測定には東

芝 THERMISTERの皮膚滋計と新栄電気UMメー

ターの皮腐血流計を使用した。

〔研究方法]対象は健康な女性7名，計45例である。

安静臥床させた被験者の15手関節までを冷却し，手首

の付近に皮!欝湿の浪IJ定素子を装着，左前腕内側には血

流計の索予を装着して変動を綴察した。冷却時間は 2

分30秒で，使用薬剤の温度は210Cに統一した。皮騎血

流の差をはっきりさせるため，冷却前・冷却中・冷却

終了後に30秒の前腕挙上負荷をかけて観祭した。また，

被験者には，冷却直後・冷却中・冷却終了後に，冷却

実施の温度感党について，とても冷たい・少し冷たい・

あまり冷たくない・あたたかいの 4段階で評価させた。

〔結果〕

l.温度変化は塩水の濃度20%-10%-5 %-0 %の

11頃に大であった。

2.皮廃血流の変動は，塩水の濃度10%-5 %-20%-

0%の11僚に小さ L、。

3.冷却終了後の皮騎血流の変動は塩水の濃度10%-

5% 0%-20%の順に小さ L、。

4. 10%の塩水において，冷却中の皮f欝血流の変動と

温度変化とに椴慌がみられた。また 0%-5 %-20% 

の境水では，冷却中の皮!警血流の変動と冷却終了後の

それとに相関がみられた。

5. とくに冷却終了後，塩水は水に比して，冷たく感

じられないという評価が多かった。

〔結論〕

今回，皮腐血流iこ及ぼす影響をもとに壌7Jくの濃度に

よる冷車霊法の効率を比較検討した。その結果より，壌

分の濃度による顕著な室長はみられなかったが， 10%塩

水は他の濃度の冷却期!とは異なった傾向号告示した。ま

一乾湿による滋養法効果の違い

千葉大学看護実践研究指導センター

。内海 混

三重大学夜学部附属病院 坂本優賞子

事護法は苦痛を緩和する方法として人類が古くから弘

く実施してきた治療の modalityであり，看護の領

域でもその方法が箆単なばかりでなく全身に良好な働

らきをもたらすため既に応、用されている。設近，本療

法の自律神経関与などの点より注目を浴びている。

塁護法lこは乾殺のもとの湿性のものとの 2穣あり，そ

の作用点や治療効果の差異など討議されている。今回，

雨者の皮!凱混・皮j務副流などを調べ，それらの本態を

明らかにせんとした。

方法:26才 35才， j健康女性。交叉性熱電対による

皮爾血流測定装震，皮}禽滋度計などを用い，実験中は

Ij:に3平総， 13に白かくし，笑験者との私語・コミュニ

ケーションを避けた。実験手j肢は 2分間450Cのタオル

で宥前腕を保温負荷前後の血流と皮腐混とを測定したo

li'IJ様の実験をビニールにて完全に密閉したタオルによ

り行ない，局所の乾燥を保った。

結果:I支持寄温は保滋負荷により上昇した。事主性では

0.610

C 湿性では0.650Cの上昇を認め，満腹よりも空

緩時，疲労(+)よりも疲労(ー)特に上昇縞は大で

あった。性濁期では黄体期>卵胞j努>月経期の)1慌であっ

た。皮!禽血流は反対倶IJのよ絞挙ょにより観察したが，

滋性の方が乾燥よりも上昇し，負荷刺激徐去後におい

ても上昇の継続する傾向がみられた。

さらに，乾性・滋性の差を諮べるために，室長溢・皮

!禽混・負荷直言血流麗などを若手話Ijに分括して，血流選の

変動を比較した。保滋Eわの耳目流変動にはさしたる笈巽

はみられなかったが，保温負荷中止後の去を呉は著しく，

殆んどすべての項目で有意差を示していた。湿性保温

は，保温中の影響は少なくとも，保溢後の効巣に大き

く現われることが認められた。

i鼠流選変動値および皮騎温上昇率のパラメーターに
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おいてその分散を， (針生一乾性，性潟期，空腹一溺緩，

疲労(+)ー(一〉で比較した月号，毅簡の分数は級内

の分散よりも有意に大であった。

皮!鋒滋上昇率の分散分析表 (性問i認により)

変動 白痴疫 不穏分散 分散比F

級間 4.092 2 2.046 2.784 • 

級内 52.187 71 0.735 

総 56.28 73 

皮f議温上昇率の分散分析表 (空緩・潟緩による)

変動 自由度 不係分数 分散比F

級間 0.4715 l 0.4715 3.514・

級内 9.7952 73 0.1342 

総 10.2667 74 

また，上肢挙上による証役流の変動が強い影響を受け

ている祭腹と疲労感とのどちらに対してより強く左右

されるかを誠べるための 2元記訟法にで疲労感の第 1

霞予を擦り得た。

質疑応答

漆長.号車主性，滋性宅建法のeffectを上ヒ絞するためなら

乾性の場合，サランラップ使用ではサランラップ下

の皮燭の不感蒸託宣の問議もあるので，議気毛布など

の方がよいのではないか。争係議時路 2分間という

のはま査を生じさせるために enoughtimeであるか?

またこの 2分間というのはどのように決めたのか。

内海:舎のs::サランラップは皮線科的治療ではク 1)_ 

ムを吸収させるため滋牲にするが，今留は濡れタオ

ルの水分を皮!欝に附着させないため，すなわち乾殺

にする話的で用いた。

②の答:2分間の刺激待問は総理主主潔学的な意年長で

定めたものでなく，まず，乾ー滋雨若手差を見分ける

ためのものであった。

128)皮潜血流の研究(第3報)

一風刺激による局所取流，皮j議j患の変動一

。松永保子

千葉大学看護学部審議実践研究指導センター

内海 滋

われわれは風刺激による血流循環の影饗を調

べてきたが，風刺激により，最初に生じる血流変動の

最大値である初鶏血流変動値 (a)および嵐刺激後の

皮機混差 (G)が，身体を緩う材質のタオルケット・

毛布群と覆い方の遠いの全身を覆った場合・下半身の

みを穫った場合-3':く覆わなかった場合群とで，どち

らによりいっそう影響を受けやすいかを観察した。

(対象]縫康で正常な21惑の成人大学生

[方法]被験者{ま下着のみの索JlIUこ寝迭をま雪せ，ベッ

トょに仰臥伎とし，左前腕内観IJに皮!議滋度計の謝温子

と熱霞対との拐を3.5cmの関係で毘定した。議風機は

滋IJ定部佼より 1m離れた場所;こ置き送嵐した。風刺激

は強嵐と徴嵐，滋刺激持続時間は 1分間および2分間

身体を覆う材質はタオルケットまたは毛布とし，さら

に全身を覆った場合，…下半身のみを覆った場合，会く

議わなかった滋合を綴み合わせた方法で，変化殺を二

元記置法による分散分析にで換討した。

[結祭及び考委菜]嵐刺激による皮燐血流の変化は，

定時間後lこ議大の僚となり，その後減少し，鼠刺激を

停止した後も減少を続け，実験開始後の綴よりも低{践

を之氏す。そして再び元の綴に回復する傾向がみられた。

まず，J!i刺激による紛競i叡流変動綴 (a)について，

タオルケット・毛布群と全身・下半身・なし群とで二

三己記鐙法による分数分析を行った。結5誌は次のようで

あった。

風刺激によるタオルケット・毛布と

全身・下半身・なしの比較

変動 E3Eお!支 不幸選分散 分散比F

タオルケット・幸司自 0.54 0.54 1.22 

全身・下半身・なし 7.45 2 3.72 8.39・・

残 議室 40.37 告1 0.44 

事会 48.36 94 

* * P<. 01 

次に強風と微風lこ分けて罰様;こ分勝?析を行った。

初期血流変動綴〔品)について，強風刺激では強風刺

激全体と l分間において全身・下半身・なし群に 1%

で， 2分間において雨群に 5%で‘有意表が現れていた

が，微風刺激では全く有窓差は認められなかった。皮

!欝滋差 (G)について，強風車IJ激では会く有慈差は認

められなかったが，徴鼠刺激では各々においてタオル

ケット・毛布群iこ5%で有意差が現れていた。

以上の結果から，強風の場合には，身体を獲う材質

よりも緩い方により影響を受けやすく，微風の場合に

日本者護研究学会雑誌 Vol.17 災o.3 1994 141 



一般演題内容・質疑応答

は，身体を覆う材質が身体;こ多大なる影響を及ぼすと

思われた。

質疑応答

康長 :CD風刺激による皮フ血流の一過性の下降は一過

性の血管収縮と考えてよいのか。

松永 :CD風刺激により，補正電圧が上昇する，つま

り，血管の奴織により血流量が減少します。この

Circulationの変化が身体に対して大きな影響を及

ぼしていると考えている。

内海:②嵐を与えた場所の血流の変化をみたものでは

あるが，それが風を受ける場所とは全然関係のない

下半身などに毛布やタオルをかけておくと変化が違

うというのがこの研究なのである。

松永:③掛け方の迷いによる影響については第 1報で

述べさせていただきました。

129)皮膚血流の研究

一色環境の痛覚への彩饗一

札幌医科大学医学部附属病続 O浅沼 真弓

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

内海 混

入はさまざまな色の潔壊のゆで生活している。色主翼

境は人間の心身lこ影響を与えると言われている。看護

の環境としての色の影響が終痛料激の知覚にどのよう

な機序を構成しているかを調査するため下記の実験を

行った。

〔方法]対象:26設から35歳の健康な女性8名

総実験数:72例(1名につき 4色を各3閤)

被験者を安静話人旅とし，問販をなるべく関かせ，約

10ルクスの色光線を照射し，終痛刺激を60秒加え，皮

!務血流の変動を測定した。

色光線iこは，明・赤・青の3種を用い，明・総・宏、.

脊の環境のなかで実験を行った。また~痛は，右上腕

外叙IJきsを洗濯パサミにて刺激する方式とし，痛点をチェッ

クして，可及的同一負荷となるように心がけた。また，

主主総刺激の慣れを紡ぐため，実験は l臼 1田とした。

終痛刺激と共iこ， Pain Scale表を記入させ，色の

イメージを聴取した。被験者が終結を感じていた時間

(以下手答痛刺激感覚時間とする〉をストップウォッチ

で損.1)定した。また，顕在性不安テスト MASならびに

モーズレイ性絡検資MP1 .色の好み・疲労感・~腹

j惑・性周期などを記録した。

[結果] 1.終結刺激持の血流変動滋はさま腹自寺・疲労

時・黄体郊の特に大きい舗となった。また，不安が高

いほど血流変動震は大きく，好みの色の環境時は少な

い{直であった。

2.各色の環境下での蕉痛刺激時の邸流変動値は暗

群に最大の11.66μVを認めた。

3. 各色の環境における終務負荷前と~摘負荷後の

血流変動値との差のt検定では，赤・明・資・ 5音の}I演

で有意差が認められた。

4.好みの色の群では，好まざる色の群よりも怒痛

刺激感覚時間には綬績が認められた。

5.色のイメージ〈アンケート20項目)は，各色群

別のパリマックス回転後の悶子負荷量より，恐怖緊張

留子 (F1) ，活動因子 (F2) ，不快因子 (F3) 

として抽出された。 F事痛刺激感覚時間が長いほど恐怖

緊張国子 (F1)は高値を示した。

[結論〕 色の童書壌における終痛刺激時の血流変動と

終痛刺激感党時路には，心E霊的な因子(不安・色の好

み)と身体的な因子(実験時間・空腹満腹感.t生周期・

疲労の程度)などの影響が認められた。色の環境下で

の終痛刺激感覚(;1:，心身相関の機序を裏づけるものが

ある。審議容は患者の色E苦境の繋備に関心を持つべき

である。

質疑応答

内海:色環境にてCD~痛の血流に及lます影響が，その

人の色の好みに箆係することがわかったわけです。

111崎医療短大 深井・色東IJ激による痛み感泣の変化は，

色刺激が痛みの知覚成分と心環的成分のいずれに影

響することによると考えておられるのか。

内海:終絡が生理的にBlockされたのか心潔的lこ

Blockされたのか本研究 Designでは明確ではな

いが，すくなくとも血流にあらわれていることから

身体関与的であると言える。

130)喫媛の研究

一禁煙による皮膚血流とSTAIなどへの影響ー

埼玉医科大学付属病続 O飯島昭子

千葉大学看護学部宥護実銭研究ゼンター

内海 混

喫燦が及ぼす生体への影響については，喫煙による
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一段演題内容・質疑応答

悪影響が，主として研究の対象となっている。しかし，

喫煙者の禁慾によるストレスは，生体に大きな影響を

与えていると思われる。今回，喫燦季ぎにとって禁煙が

及ぼす影響について，喫燦時とま誇燦時との心身の状態

を皮!禽血流・ STAIなどにより検討した。

[研究方法〕対象:26-36才の縫康な女性20名。方法:

被験者に対し 3留の実験を行い，第 1臨呂は普段の

状態，第2盟E3Iま禁慾24時間後の状態，第3盟問はま写

び普段の状態に渓り喫怒している状態で行った。被験

者は，それぞれの場合にSTAIを測定した。次iこ，防

管室内で安静臥床・関駁させた。皮}替取流iま前線内鎖IJ

lこで SHI災CORDERCTE-30lを使潟して測定した。

禁媛時の状態を認べるために，禁媛状況認査項目を作

成し， 5段階詳衡の20項呂にてアンケート謁査を行っ

fこ。

【結果および考察] l.皮腐血流の変動は，喫媛の負

荷iこより増大する綴向がみられたが，禁慾時;こは血流

の変動が少ないことを示した。これは，喫燦によりカ

テコラミン邸管収縮作用による末機血管抵抗の上昇が

考えられ，その血流を反理主する皮f警告急度も，血中ニコ

チン濃度に比例して低下すると震われている。禁燦時

iこ1Ill流の変動が少なかったのは， この機序であると恕

解される。

2.祭燦状況調去を項EHま，パワマックス鴎転iこで閤子

し，禁慾時には不安と血流の街係は変化している。こ

れは，不安と期流の関係系が変化を起こしたものと考

えられる。

喫燦者にとって，禁爆は心身に影響を及ぼすもので

あり，大きなストレスでゐる。病焼肉においても患者

の禁媛指導は重要であるが，指導するにあたり，単純

lこ喫媛の慈影響のみについて説くのではなく，すべて

の状況を包括約に認識したうえで，喫煙者には喫燦者

のためのQOLを高める援助が必姿である。

質疑応答

江守:I支!欝血流は生体のどのよう

な指標と考えられているのかを教えてほしい。

内海:1鼠流を測定することは，皮f欝表皮浅溺の微小綴

潔の血液成分の流畿を測定しているのであって自律

神経支配の血管拡張がその根底にあろう。綾発見器

は，その結果の汗の分泌をみているものである。し

たがって，心淫生滋的なインパクトはただちに影響

を受ける。

E集長・この皮フ段流の測定は渓フのどのきp分の血流を

議IJっているのか，またその limitationは伺なのか

を箆解した上で r邑searchdesignをする必姿が

あると思う。

分析を行った。累積寄与懇64.14%で 3陸予:F 1 第29群養護基礎VII

?身体的不安母子 F2 情緒的不安因子JF 3 精 疲長弘前大学教育学部審議学科大場綾子

神的不安国そ引を総出した。 F1 !立禁燦言~の邸流およ

び禁慾後の STAIのS， F 3は禁燦詰寺の取流および

STAIの?に相隠がみられた。

3. ST人Iの平均鐙では，実験若手は全体として正常王手

均綴よりも高めであるが，禁慾E寺のSがかなり高伎を

示した。禁媛によるストレスの強さを表していると考

えちれ， 2時間後iこは，禁煙前の綴iこ戻っている。こ

れは，喫慾を湾問したことにより，ストレスの緩和が

想定された。

4.血流による各変数との関係は，喫煙している普段

の状態では平衡を係っている諸芸書留が，禁媛時には給

関が認められない。これは，心身の機総の主養失を恕わ

せるものがあると考えられる。

5. STAIの得点別にみた政流の変動は，普段の状態

では不安が少ない場合には血流の変動が大きく，不安

が強い場合には血流の変動が小さくなっている。しか

131)環境管楽の身体的・心漫約影饗

横浜市交大学医学部付属高等看護学校

。野村明美

東京大学大学院医学系研究科留際保縫計溺学

関垣 E包

1 El的

1985年より療養潔境のゅの衰の問題について調査し

報告した。これまで?騒音jと震う習の不快な函につ

いて研究を進めてきたが，今回視点を変えて快適な言語

にElを向け，環境音楽の身体的・心理的影響について

実験し分析した。

豆方 法

対象:20歳の縫康な審議学生7名(女子〉

淘潟:1992王手3月初日-4月号日

1992年 6月16日-6月228
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一般演題内容・質疑応答

場所 :Y看護学校波留釜

使用機器:末梢溢iJlIJ定テルモファイナー(テルモ

TR-DN) 2合・自動IfiIEE計(コーリン電子株式会

社BP -103i No.003237. 002620) 2合・普通騒音

計(リオンNA 12)，水銀体滋計

実験方法:被験者に対し，安静持と{本を自由に動か

せない抑制状態特に波の音と，環境音楽をきかせその

影替について体滋，血在，脈拍，呼吸数の変化と，主

観的詳悩として質問形式の調査を行い検討した。

E 結泉および考察

安静i待末梢温はほとんど変化せず，環境音楽礎、取時

は50分以降上昇し，波の去は徐々に上昇し，抑制し環

境音楽務取持は60分以降に上昇が見られた。

呼吸に関しては，抑制時，安吉争時共に変化が見られ

なかったo IfiIEEは，抑制し環境音楽聴取持は徐々に下

降し80分以降上昇した。

アンケート調査では，抑制時iこ防，綴，後頭部，渡

部がはド常に痛いj という訴えが多く， rイライラす

るj も多かった。抑制し環境音楽聴取持， r非常に痛

いjが抑制のみに比べ少なく気持ちがやわらいだj

f楽であるjが多く閣かれ， r何とも思わないイ

ライラするJという訴えはなかった。主観的手同商では，

Z苦楽の効用が明らかになった。客観的には偲人去をが大

きく評価が関1iftであったが，未舗溢ではその効果が認

められた。

質疑応答

座長 :E苦刺激の末梢温への影響ということのメカニズ

ムについて。

野村:末裕温には，皮!葱血流議との関連からも，音楽

の身体的影響の指標として，表われやすいと考える。

132)音の感じ方に影響を及!ます因子について

信州大学医療技術短期大学部看護学科

。司王垣 範子 土滋 鶴子 松本 恵美

吉見張紀子楊箸隆哉

病院内の騒音に関する研究は数多く行われているが，

従米の研究は主に建築工学面からの弱ままや，患者の鱈別

な自子等の実態語審査が多く，軍基音と，感じられる音の腐

波数など具体的な性質がどの程度安の感じ方lこ影響を

及ぼしているのかについての笑託的な研究は数少ない。

そこで私達は 2， 3の騒音について，音の持ついくつ

かの性質がその音の感じ方に影響を及ぼしているかど

うかを，周波数分析法等によりそれぞれ検討した。

<方法>

謁資は大学病院の内科病棟において行った。普通騒

音計 (NA -20， RlOi'のをデータレコーダ CRTR-

50A， KYOWA)に接続して大部援の2室内に設讃し，

案内外で発生する?去を迷続的に測定・記録した。測定

5寺間帯は走塁床前後，検温から言語会時間，夕食前，消灯

後の 4っとし 3部屋においてそれぞれ80分ずつ測定

した。測定した音は多用途生体情報解析プログラム

(BIMじTAS， KISSEI COMTEC)にて解析処潔し，

ワゴン・話声・足音の3穏類の音の大きさおよび中心

周波数を求め，さらに培騒音についても検討した。ま

たそれらの音の発生綴度については， 30秒を 1単位と

し，その照iこ沓が発生している場合を l侶として80分

間の発生関数を求めた。騒音測定後各時間帯毎に各部

屋の入院患者に対するアンケート務査を行い，上記3

穏類の替の感じ }jを検討した。指標には Visual

Analog Scaleを改変して用い， r気になり度j と

して表現して先述した音の性質との相関関係を求めた。

<結果および考察>

1.話FSおよび足音の発生頻度と気になる度合いにお

いては，中程度の負の稲関関係 (r 0.41. r 

0.47)が認められた。

2. 中心周波数は，気になる度合いとの関lこ中程度の

正の組関関係 (r=0.51)を示した。

3. B者騒音と気になる度合いにおいて，話予告およびワ

ゴンではそれぞれ強度 Cr=-0. 71) ，中程度 (r=

0.50)の負の相関が認められた。

4. 音の大きさと気になる度合いとの関係は~í，J1，、相関

しか認められなかった Cr=-0. 28)。

以上のことから，0)発生部数が少ないをの方が発生

回数の多い音ーよりも気になりやすいこと，号高音ほど

気になりやすいこと，③周回の環境が静かであるほど

騒音と惑じられやすいこと，等が示唆され，患者の主

観的評価と寄に対する客観約評価とを関連づけること

ができた。

質疑応答

横浜市大医学部付属高等看護学校 野村:E去に対する

好みの問題が大きいと考えますが，その点について，

どうお考えでしょうか。
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一綾j寅題内容・質疑応答

玉手滋・それぞれの替に対する好みがあることも含め，

主観的なものを客観的に評備するために，今回は，

どジュアルアナログスケー jレ(VAS)を潟いたの

でVASの結5誌は，その点も，反映していると考え

た。

楊事~: VAS は患者の支観を表わす尺度なので，個々

のデータは好み等によりかなりのバラツキがあるが，

何人もの人のデータを合わせて平均化してみると，

奮の火きさ等の物理的な撃と，良好な箆線的関係が

得られる。今回のVASIま 点 がs人の王子均を代

表徳として用い，それを，稜々の時間識でとってみ

ると，物慾擦との熊Hここのような関係が得られたと

いうことである。

133) 皮j議血流の研究

一音量約激の善寺践的操作による影響 第3報

三重県立看護短期大学

。河原宣子中井三智子

ンター

内海 滋

[目的〕管楽は，医療や看護の場面で多く利用されて

いる。しかし，それが必ずしも生理的研究の上に行わ

れているとは言い難い。我々は前回，皮!欝鼠流変動の

実験を行い，務刺激;こ対する時間的操作によって生主主

的変化が彩饗されるということを報告した。今回は，

者刺激の時間的操作を顕夜性不安検査と組合せ，その

影響を綴察した。

【方法]対象は総力;こ異常のない女性4名(年齢31こと

3議)である。紡?苦笑験室において，獄tj(安静にして，

アイマスク装着，数寄刺激 (YAMAHAELEC-

TONE FS-30)をイヤホーン iこて民王手より聴取させ

た。替は総数刺激とし，第 1実験として 2秒，第2

笑験として l秒，第35経験として0.5秒間隔で与えた。

レーザー血流計 (ADVANCELAZER 

FLOWMETER Model : ALF21) ，こより， 主王手第

2指指尖部lこてill!J定した。全実験のべ48留を施行した。

また，対象の各々に対して，実験後iこ顕在性不安検盗

(MAS)を施行した。

【結巣]30秒間の音刺激による血流の変化は，上昇~.

下嫁裂・平坦裂の 3形態とした。同一人物において，

血流の変化が常に同一形態を示すのではなく， 3形態

が滋夜して認められた。上昇するものの錨，下降する

ものの績の最大綴をとって対とした。第 1実験，第2

実験，第3笑畿の討について平均鐙の去をの検定を行っ

たところ， 3者間;こ手H誌な差は認められなかった。次

!こ， MAS による不安得点は，高度の不安を示す者

(判定1)が l名，かなり不安皮が高い者(判定 II)

が2名，不安度が低い者〈判定N)が1名であった。

卒IJ!E1では秒間続の資料激による血流の変化が，

2秒間穏に比べ，有;窓;こ言語かった (P<O.l)。判定

双では， 3者間iこ有意な変化は認められなかった。判

定Nでは， 0.5秒間隔の者刺激による血流の変化が，

2秒間隔に比べ有意に高かった (P<O.l)。

ユ1AS事!1E 判定 I

立I人S千

誉議1)滋 ¥ 名

2秒間磁 6.7::i::4.0 

笠宮と目
。時間際 6.7::i::3.1

{旦し. 'Pく0.1.数畿はMEANごとSDぞ示す。

〔考察]以上の結巣より，個人によって安刺激に立すす

る反応にかなり差異があるのではないか，また，心潔

約な影響によって，テンポlこ対する主主礎的な反応、が迷っ

てくるのではないかという示唆を得た。しかし，今回

は疲伊j数が少なかったため，今後更に検討をま設ねる必

重さがあると考えた。

質疑応答

藤長:統計学的に， 10%の危険率というのは，手まZ室、差

というより，傾向笈というべきではないのか。例数

を滋やしていけば，やがて:有意差になるであろうと

いうことですか。

河j渓:!褒長の議事治主義のi還り， P<O.lでは有言設な差と

いうより傾向差であるとも考えられる。今関は

名についての検討て・あったため，症例数が縫えると

より明らかな総菜が得られるかも知れないと考える。

今後，検討をすすめたい。
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134)皮j欝血流の研究 一幼児の泣き声刺激と雑音と

の人体に与える影響一

妓阜医療技術短期大学 O稲葉阜商

千葉大学看護学部看護笑残研究指導センター

内海 混

子どもの泣き声は強い情動を喚起し，何らかの行為

へと駆り立てる際だった刺激であるといわれている。

これまで，新生児・乳児の泣き声に対する反応に関し

ては，イメージや対処行動を初めとする研究報告がな

されているが，幼児の泣き声に対する反応に関しでは

あまり報告がされていない。今関，幼児の泣き声が及

ぼす影響を，皮!爵血流麗，その他の測定値により観察

しfこ。

[実験方法〕

対象:健康な女性18名35例 (26-36歳)

方法:(ヨ綴しをして防音室に安静臥床させた被験者に

イヤホーンから一定音量で波き声の音刺激を与えた。

対照刺激としては白色雑音を使用した。実験の会経過

を透して，皮j議血流畿の測定を記録した。各被験者に

実験後，泣き声，雑務それぞれに対する感想と実験時

の疲労j惑の程度， MP 1テストの記入をさせ，小児科

経験年数や子どもについての質問をさきめたフェイスシー

トの記入も施行した。

〔結果および考察]

母音刺激による血流の変化には，減少するもの・一足

増加した後減少するもの・増加するものの 3パターン

があった。

②泣き声による血流の変化は雑音による変化より大き

くなり，対をなすt検定で 5%以下の有意差が認めら

れた。

③MPIテストにおいて神経症的傾向が高く内向的で

ある群は，泣き声・雑音とも変化が大きく，泣き声と

雑音の変化援は対をなす t検定で 5%以下の有意、ままが

認められた。

③疲労感別では疲労感があるほど雑音刺激による釘流

の変化l立場加している。

③子どもが好きでないほど泣き声による血流変化はよ

り減少する。

⑥雑音刺激による血流の変化は「疲労感J， fMP 1 

テスト N尺度Jとの相関がある。泣き声による血流変

化援はりj、児の経験年数jや「幼児が好き」などと相

関がやや見られた。しかし，その関係は単純な紹関に

はならない。

⑦2元配霞法による分散分析の分散比の大小隠係をみ

ると

泣き声では

N尺度>子供好き>~恕>小児経験>疲労感

雑資では

N尺度>疲労感>感想>

となった。

、泣き声による刺激は雑音刺激に比べ人体におよlます

影響は大きい。また，雑音lこ比べ泣き声による変化は，

心理的情動の要因に左右されると考えられ，その関係

は簡単な関係にはならない。

質 疑 応 答

川絡医療短大深井 :φ幼児の泣き声はー積のストレ

ス刺激と考えられる。逆に，快い音楽をきかせると

痛みの関値が上昇すると問符に， α波 (EEG)の

出現領域が増加するという報告があるが，幼児の泣

き声のような不快な音刺激を与えて脳波の変化を調

べた報告はないか教えていただきたいo

E室長:②泣き声iこ対して，笑い声との比較ではどうな

のか。

稲葉・ 6泣き声に対して，対処行動のちがいに喜号する

研究はなされているが，生理的変化に関する研究は，

文献検索した限りではなかった。

②笑い声iこ対する変化については考えなかったが，

今回の実験にあたり，泣き声と笑い予告の比較も考え

たが，一次的なき定数として泣き声と音がどれくらい

影響に差があるのかを検討した。今後はこれをもと

に笑い声と泣きまおによる彩饗のちがいについても検

討していきたい。

内海:泣き声の中にも媛しいもの芳しいものいろいろ

あるのでまずそれを分類して負荷したいと思う。
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第30群審議管潔 I

座長 室塁隷クリストブァー看護大学

白鳥綾子

135)審護教員養成議澄会における授業研究指導の…

考察〈第4報〉一認知領域の評価一

小倉南署護専門学校 O廊崎炎智子

安マワア学続短鶏大学

九州大学医療技術短期大学部

1. EI約

小田正校

隠本滋子

本研究では，事5護教員獲成議努会における「看護教

育方法jの指導を，複数の指導者で行う場合，どのよ

うな教育方法が有効か模索してきた。 過去3屈の線合

結果に基づき今関は授業計磁;こ然点をあて，認知領域

の強化をはかった。

2.研究方法

平成4

「看護教育方法jの受講開始前 (H4. 7. 21)後

(H 4. 11. 20)に実施した客観試験の成畿と，指導

者 7人から回収したiEI擦の宝IJ透度jの評{泌総5誌を資

料とした。客観試験は認知領域の到達度を知るため

の各項目にそって閉校択一・一斉s多校選

択の試験問題を25詩作成した。鵠題作成後閉プリ

テストを行なった。客観試験は f務護教育方法jのガ

イダンス前と教資実溜終了後， 40分間，おij-問題で笑

施した。

答綴試験成績を難易度と識}jIJ指数で分析したところ，

妥当な鰐題は25F<昇中12間であることが判明した。 12関

について，指導潟始前後の成綴結果を比較した。 7人

の指導者に依頼したiEI擦の到透度jの評価は?看護

教育方法jの指導慈準37項目録iこ4段階評定尺度で作

成した。

3.結5延

命 f看護教育方法j潟始前後の客観試験の比較から，

平均鎖は，開始前50点，終了後57点，擦祭偏差は直言1，

701，後1， 616で有慈愛を認めた (P<0.05)0 I者護

教育方法j開始前の試験成績は，最高点70点，最低j点

30点とバラツキがあった。終了後は最高点60点，最低

点50点、の間を示した。②指導者}jIJの目標達成度許価は，

各グループの平均点をみると最高点79.2点，最低点

61点、と騒があり，指導者間iこ有意差を認めた (P<

0.05) 0 

4.考察

客緩試験結果と指導者による EI擦の到達度言手術の結

果をみると指導遜稜で行なったガイダンスと教育実習

は受講容に満足惑を与え認知鎖域の強化iこ有効であっ

たと考えられる。ガイダンスの一環である看護学の各

領域の教授内容そ指導者が分拐して，

芸員を行なったことは，指導者と受講者総互の共通基盤

が持てたようである。今関，認知領域の指導を意図約

に強化した。その結采，審議教育方法指導後

高くなっていた。しかし，発表毅らが作成した試験問

題を分析したところ， 25鵠から12関;こ減少したことを

考えると，問題数は50-100間以上(llが適当であろう。

試験問題作成時は，縫m等も指綴しているように，

問題作成の手椴，受験者に応じた問題内容の吟味と問

題作成後のブリテスト，路題内務の分析等を行なうこ

とが援要である。このようにして充分吟味された試験

問題内容は「看護教育方法jの指導給5裂をより客観的

に裏付ける資料となるだろう。

ヲ1):詩文献

(1) 北村勝俊，教育評倣¥1993，私信による

(2) 媛m叡一{也，現代教育主主論講座 1，箆論編 第一

法規， 1978， 

質疑応答

E室長:教資実習前後iこ行われた客観テストの内容と数

予言笑潔との関係について，

調絡.~数干考案留に童話むまでに， .叡関的lこ認知領域を高

めるために舎ガイダンス内容の強化争指導基準にも

とづく，指導内容の打合せ命事前テストによる知識

化の意識づけを行った。この内容が評価できるよう

な，試験問題を作成し，教育笑潔経験後の受講者に

挙後テストを行った。この結泉と指導者による務総

結果とを照合したが，指導者7人の評価暴携の差が，

有意に認められ結果の信頼性;こ欠く為，教育実務の

経験が認知領域を高めることになったかと‘うか今密

の研究からは明らかにできなかった。
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136)会国国公私立大学病競看護管理者講習会受講者

の追跡弱ま豪から (その1)基本属性とライフイベ

ントを中心に

千葉大学看護学部鮒E芸者護実銭研究指導センター

。主主友みゆき 草刈淳子

じまじめに]病競籾織のctで婦長は看護i俊民を統括し

還護ケアを提供するうえでの姿である。総長がどのよ

うなキャリアを穣んで自己の人生を歩んできたかはス

タップ育成上重要な意味を持つ。当センターでは昭和

57年の創立当初より文部省から委託され国公私立大学

病院看護管理者講習会を担当運営し以来日年に及ぶ。

今回は昭和57年-63年迄の受講者を対象に教育・職業・

家族歴の三側面から受講者のライフコースを誠査しそ

の実態といくつかの特徴が明らかとなったので報告す

る。

【研究方法]調査対象は昭和57年-63年迄の当講習会

受講者513名のうち退職・移動先不明を除く 452名。質

問紙留選法による。有効問答338(74.8%) 

[総菜・考察lCD基本属性:平均年齢49.4歳，婦長の

ぞき年齢層に占める割合をみると毘立では45-55故隠に，

公立・私JI.では40-50歳腐の占める割合が高し、。婚姻

療は平均57.9%で，役車産自立にみると婦長は58.2%，部

長・劇部長は51.1%と7.1%高くなっているが有意室長

はなL、。 r看護管理者eのライフコース/キャリア発達

に関する研究J平成2-3年度文部省科研費(以後看

護管潔者と称す)の看護管理者と女子雇用者の中間で，

表護婦会員とほぼ同じである。平均初婚年齢は27.6歳

で，男ミ穣曲線では25-29歳が最頻{底を示し34歳までに

93%の者が結婚している。既婚者の90.8%が予を持ち，

子供数は1.9人，長子出産年齢は28.4歳，米子出産年

齢は31.3歳。教脊背景は看護婦養成所3年過程卒業者

が9割， 1日制度2%，看護大学・短大 2%，最終学歴

が一般短大・大学卒業者は看護系を含めて22名 (6.5 

%)である。 1名を除く21名は看護織をしながら二部・

通信教育命を受lj，現在大学就学中の者23名，進学予定

者25名で，そのほとんどが仕事をしながらの就学を考

えていた。

②結矯を中心とした就労パターン・ 9割が一貫就労獲

であり，離職一再就職型(全体の12.2%)の自割が既

婚者で，全員が結婚・出産を機に一時離織している。

世代が下がるごとに離職者数は少なくなってきている。

③ライフイベント.王手持学校卒業年齢と初磯年齢は若

年層ほどわずかに高くなっているが， これは看護嬬養

成所卒業主r:齢が26歳から43裁の者f14名による。初戦か

ら初婚までの期間は約5王手と長くなり育児期間は短く

なっている。この傾向は「女性職業経歴j調査報告書

と向様ではあるが，ゆるやかである。これは発生年齢

が3-4歳潟いことによるものと思われる。今田受講

者の特徴は，離職者が少なくライフイベントは各年齢

層に画一化傾向があり，結婚も仕事も両立していると

いえる。

質疑応答

E霊長:(号ライフ・イベントの環自のとらえ方はこれで

よいか。②こういうライフ・イベントの人が管理者

としてふさわしいと思うか。

長友・ CD学校卒業・主主澱・結婚・長子出生・末子出生・

王伝子就学の発生を今閤ライフイベントとしてとらえ

た。②逆にこういうライフ・イベントを持った人を

総長にしたということだと思う。管理者も高齢化し

ており次期管潔~没者の育成，選択の芸美保i等にこの調

資データーを活用していただけたらと思う。

137)全国国公私立大学病焼看護管理者講習会受講者

追 跡 調 査 か ら そ の 2)ライフコースとキャリア

発透からみた婦長の特性

千葉大学看護学者B~付属看護実践研究指導センター

。草刈淳子長友みゆき

文部省主催の管Z患者講習会は，当センターに委託さ

れた昭和57年から本年ですでに12回を数え，修了者は

880人を数える。本報告では，昭和63年までの修了者

の追跡読ままに基づき，修了者が今日に去さるまでに歩ん

できたライフコースとキャリア発達に関連する妥臨を

明らかにし， これからの看護スタッフのキャリア開発

への示唆としたい。

【研究方法と対象】は，前報告と向じである。

【結果]

1)受講者の役綴就任時の最高最低の年齢穏と全体の

平均年齢は，主任32.5歳，総長38.5歳，到着護部長47.

6歳，部長51.4歳である。国立 CI日設・新設)，私立

(1日設・新設)別にみると， ::tf去では，国立 (1日設)

が最高，私立 (1日設)が最小で，有意の差が認められ

た。

婦長では，国立新設が最も務く，臨立旧設に有意に
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高く，溺看護部長では関立新設が最も若く，私立新設

が55.7歳と最も高い。看護部長は開立新設が47.0裁と

最も務く，最年長は公立の57.0裁と10議異なるさ多，設

置:i.体}j1Hこ明らかに役職就任持年齢に笈が認められた。

2)累穣パレート図でみると，主任は34裁までに7劉，

S叡が39議までに就任している。総長については，支

任より数年ずれており， 44緩までに 8言誌の者が就任し

ているO 部看護部長;こは40代前半から50代前半の間iこ

大半が就任していることが明かである。

3)年齢滋層別lこコーホートでみると，近年，役磯就

任持年齢が若年化している傾向が認められ，さらに昇

任間隔も短絡していることが認められた。

4)婚綴状況}j1Jにみると，主任においてのみ未婚者が

妓婚者よりも有怠;こ (p<0.05)若く就fましているこ

とが認められた。総長.1，ilj看護部長では有;蜜差は特;こ

認められなかった。

5)結婚を中心としたライフコースの7つの京之労ノfター

ン}j1Jでみると，全体の83.9%が f一策就労タイプコで，

役識者:こは継続完きが圧倒約に多く，かっ独身毅;こ最も

芝きくなっている。

全体を婚態別でみると，独身50.5%，長支婚49.5%で

ほぼ二分している。

6) 3大就労パターンを比較してみると，主任では

f離職一進学j間iこ，総長では資就労一離戦j間

!こ予言;意援が認められた。

7)全く議験のない，あるいは関連のない部署での昇

任希望は3.7%と緩めて少ない。希主義夜験期間は平均

は5.5年と窓外に長く 7警1]が 5 7停を希望してい

る。

8)受講時販は，就任前百%， 91%が就任後で 4

年未満jが全体の 4jIilj以上を占める。受講時の平均年

ていくかへの示唆とした。

落メ1J:少し研究の狙いを補足しますと，そもそもの問

題意識は，私自身，全く辞める意志がなかったにも

拘らず，第 2子出産を契機にjg殺せざるを得なかっ

たことであり，第2予が小学校入学時iこ平等就磯した

ことによる，脊j足iま資自につながり，看護にとって

子を脊てはぐくむことは水質的に義援の紫を向上さ

せることにつながることを実感した。そこで他駿と

違って看護職では結婚，出産，育児で就業主手が大き

く落ちることから，不足につながるこの時期を看護

部として支えることが援要と量言えた。現lこ子育てを

しながら，審議管理者として諮問題をクザアしてき

た媛長遂に焦点を合わせてライフコースとキャリア

発達について関連妥留について，分析検討したわけ

です。

第31群看護管理E

藤長 縫和会臨床務護学研究所 )11島みどり

138)審議職員研修の体系的援篠の方向

千葉大学医学部総潟病院

ンタ-

O花島良子

五十嵐美知子

第18間総会において我々は f続内教育にみる看護磯

良研修の課題jとして，続内教湾の内容，方法を分類

繋潔し報告した。

今回は，続内数奇実施上の問題点を搬出しこれを解

決するための体系的務長liの方向を採った。

方法

看護協会の日本者護学会雪護管理分科会J1980年

-1991停に報告された続内教脊iこ関する演題237題の

齢は， と f予なしjが予言窓に若く して うち，続内教脊実践とその成巣j の報告186題iこ記

いることが認められた。

質疑応答

座長:・役磯への昇任の機会は，施設によって異なる

ので，経験年数との関係は考えにくいのではないか。

.役職者の受講の時期が就任後である潔白について

芝草刈:前発表についての座長の質問iこ答えた部分を発

表することになると思う。すなわち，看護婦のキャ

リア発途をライフコースと役毅就任等年令から議じ

たもので看護昔話がスタップをどうキャリア開発させ

述された設内教育実線上の問題点を搬出した。この問

題点を整潔し，解決のための方策を探った。

結采

j二記186題は更に?対象}j1J報告(156題)と「行っ

てきた教育の総話 (30題)とに分けた。対象別報

告jを f集会教育jか?仕事をi透しての教予言jかとい

う教育の形態}j1Jにみた。 156惑のうち%が集会教育で

あった。新人では，それぞれ半々であるが，以降の対

象には集合教育が殆んどである。仕事を滋しての教

育jでは，指導者が対象の鰭により近づくために対象
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の特性を良く把握できる。したがって記述された問題

点もより5主体的であった。

続i村教育実施j二の問題点は次のように大i}IJできるo

Q) need ，こ合致しない内容，あるいは needをこえた

高度で大議の内容②目標設定のあいまいさ，短期lこ過

密な計磁，実施時間帯③指導者の力最不足，現場の教

育体制jの不整備③受け身で主体性に欠ける学習者の態

度 「行ってきた教官干の総括jでは，問題点に対する

今後の方向づけが記述されている。

看護磯良はどこをクリヤーすればよいか。

花鳥:研修擦を獲得した場合，義務ではなく，権利と

なるので，表護婦個々の自律性が最大のポイントで

あると考える。

139)看護管理業務における菖IJ鶏長への委任について

礼線医科大学問属病続 O大槻 霞子

千葉大学看護学部F付属看護実践研究指導センター

阪口禎男

自主的研修の報告で次の主張がある。仕事を返して [はじめに]

看護婦が主体的・継続的に学んでいくための姿件は，

自主的な個人参加である。病棟単位の研修の報告では，

卒直後一定販問は定員枠外で研修婆員として佼霞づけ，

指導者を配援するという示唆もある。集会教育の問題

点については，前記と同様である。

これらの問題の娘源は以下の三三点である。①看護基

礎教育との関連も考慮しての，長期的展望をもたずに，

短期途成的な訓練に終始している。②教育が看護婦の

勤務時間終了後の私的時間を用いての，あるいは看護

職員の職務の罵がわりのなかで行われる。③看護毅員

の研修に関し，特別の授定をおいて研修権を保慢する

まで整綴されていなL、。

そこで，看護綴良の継続教育に関する笈a，効?を，

報告書，法律と教脊職員における研修に関する法規等

と対比し，問題点の解決の方策を採った。

体系的務総の方向

以下の前擦のもとに，看護実務経験及び研修を段階

的に積みあげることである。

①看護婦の資質能力の向上は看護婦養成のみならず，

看護級生活を通じて次第に形成されていくという認識

にたっ。②臨床現場の教脊的環境整備③研修権の保障

③研修は，成人教育の原則にのっとって行われること。

質疑応答

座長・前段の院内教育実施上の問題点と，後段の法規

の比絞との関迷は

花島:I淀内教育実施上の問題の根援が，抄録に記した

とおり，ヨ〉短期速成②いずれの時間帯に実施しでも

看護婦への負担となる③研修権がないにあると考え

た。そこで，研修権をもっ教育職員が lつのモデル

となると考え比較した。

E室長:教脊磯員における研修にも問題があるようだが，

昭和51年"大学附属病読の看護部の設讃について"

の文部省局長通達により，郡婦長の役職が初めて設け

られた。しかし，その役割としては「婦長の業務を補

佐し，必要に応じて，その業務を代行するjとされて

いるのみで明確ではなく，従って， 15年以上経過した

今日でも，施設により途いが見られる場合も少なくな

L 、。

札幌医科大学附属病践においては，高IJ婦長の任務と

して f続長を補佐し，分担された部署の看護職員の指

導にあたり，総長の不在のときは，その業務を代行し，

併せて教育及び研究の協力をするjと示され，さらに，

看護管主主業務を中心に13項目にわたり明記されてる。

しかし，病棟により役却に差が見られ，いまだに不明

確さが感じられる。

そこで，今回，婦長及び蹴婦長の看護業務並びに創

婦長への管理業務の委任状況，さらに，委任について

の考え方を併せて調査検討した。

【対象と方法]

当大学附属病院の婦長24名と郎嬬長39名の計63名を

対象に， 日望書帯の宥護業務をタイムスタディー法を用

いて調査し，それぞれの業務内容を分類して比較検討

した。なお，業務分類は，管理業務，態高看護，連絡・

報告・調整，その他の4分類とし，その内容は177項

闘からなる。また，副婦長への管理業務の委任状況と

委任に対しての考え方については， 96項8からなるア

ンケートを行ない，時様に分析を試みた。

【結果1

1. r患者看護の管理jの中の看護計ー闘の指導，看護

言十磁の笑施の評価，また， r薬品・物品の管怒jの中

の薬品の管理の計3項尽については，すでに，郡婦長

へ委任されている状況にあると思われる。

2. 仁患者看護の管理jの中の業務計磁の立案，患者
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の把握の 2項Elo 薬品・物品の管理jのctの物品の

管理，医療・看護潟綴品の管援の 2項Elo さらに，

f施設・環境の繁怒jの中の安全管理のための点検と

修理の l項Elo 教育指導jの中の学生の臨床実習の

援助，看護助手の教育の 2項旬。これら計 7項目につ

いては，まず，翻矯長にできるだけその対応、を任せ，

その後，総長への連絡・報告を行うという， i直接的な

管潔業務として， ffilJ婦長が行っても良いと考えられる。

質 疑応答

千葉大学医学部附属病院五十嵐:ffilj総長業務が滋加

し，業務送行が出来ない状態でいる上lこ婦長業務の

これ以上の委任は沼難をきわめる現状である。

大様:いろいろな業務を委任されていてE主体的な解決

策を出せるのが努ましいと思う。実際;こ質問された

人の現状も良くわかる。 ffilJ総長が総長より委任され

ていると詞様、にお婦長が変授をまかされている業務

を 1)ーダーに委任して，報告 e相談を受けるとい

うようにしてL吋方法もあると思う。

阪口:l総議長の綴位について10余年前に会問の大学病

設を認査し，その認識度を検討しました。更に 5年

毎に識変を今回を含め 2@]，総長よりの委任の状況

の変化について検討しております。かなり委任の区

分が明瞭になって来ております。

140)看護綴の就労関連要因!こ関する研究

ーナ…スパンクの求職繁からみた12年間の変化一

東京大学医学部縫康科学・看護学科

C依藤鈴子

ンター

草刈淳子長友みゆき

[はじめに]昭和40年代後半の看護婦不足を背景;こ発

足したナースパンク事業は各地の実情に対応してきた

が，近年の念、激な看護婦不足の中でその活動が見渡さ

れてきている。 A県ナースパンク iこ昭和54年三食数祭録

した看護婦の実態とその就労関巡芸~!2習については，す

でに小絵・草刈らにより報告されている。ナースパン

クのあるA市は平成4年4月より政令指定都市となる

など，この間の環境変化には務しいものがある。そこ

で， 12年後の実態と就労関連姿国の変化を明らかにす

るため議査を行った。

【対象と方法〕

H3年4月-4年 3flまでにナースパンク;こ主主録し

た看護婦401名の求織票より，年齢(求職時王手鈴， 退

職終年齢，湾就職時年齢)，学援，婚怒状況，家族構

成，前戦場退職主主El3，緩数年数，移動部鋭ブランク，

希望勤務条件，湾就磯状況の10項目を総出し，データ

とした。

[結果・考察3

(j)求殺者プロブィール:最年少21議から最高68歳，平

均年齢35.8ゴこ9.72議， 婚矯芸評83.3%，手喜子率80.5%，

有子著ぎのうち未就学児を有する苦言は60.6%である。昭

和54年との比絞では，求殺者;ま1.6f去に増加し，平均

年齢は4.6議活年化した。婚婚率，手ま子率は低下した

反語， 三長就学児を手ぎする毛ぎが増加しfこ。

舎前緩場との関迷 iき磯持率均年齢32.5ゴ:9.99議， 20 

t¥:;の退職56.1%，平均ブランク3.8こど4.43年， 主なi怠

綴潔白は結婚・結婚転居，出霊安・育児，犬の転勤・転

隠であり，~犠潔白の綴伎は前回言語査とよく類{似して

いた。退磯年齢は3.2歳若年化し， 20代の送織が増加

しfこO

。希望勤務条件:パート，夜劾Dが増加綴舟にあり，

綴住接近志向が高かった。

③誇就磯状況再就駿話料ま全体で69.1%，未就学児を

手ぎする者は就学児を手ぎする者より低く，遜塁手~30分未満

を希察する設はパート就業に多かった。

下傾向を示し，米就学児を手ぎする者の持続殺喜容は詰iJ聞

の議室長より有意に僚かった。

[結論]

この12年間に求殺容の若年化と平綴退滋，早期戦場

復帰の就業パターンに変化し，それに伴い未就学!尽を

手まする設の3j(殺が増加した。しかし，逆に米就学児を

手まする遂の再就犠E和主低下し，改めて保育が阻害妥躍

になっていることが確認された。この現象は，これま

でとは奨なり，然理な符就磯を避ける結梁，未就学!尽

を有する苦言の再絞殺率が低下したものと推測される。

質疑 応 答

箆長:未就学児の手王子容の求職と笑擦の絞殺率の差は，

線設側に鵠怒ありと考えてよいか。

佐藤:子供の有無では蒋就職苦手iこ差がなくなってきた

が，有子芸者のEわで子供が0-6才までの未就学児か，

就学!足以上かが問題となってきた。

未就学児を有する者でも求殺意欲は高いが再就犠
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主幹は低かった。この現象はこれまでと奨なり，無理

な湾就職を避ける結果，未就学:児を手ぎする者の再就

織率が低下したと推測される。

問題がどこにあるかの検討は本調査の主目的では

なかったが，現実の符就職に結ひeっくには施設仮IJだ

けでなく，保育施設や労働時間を含めた社会的環境

を祭える努力が必姿と考える。

141)ナースパンクの求総禁からみた准看護婦の就業

関連安醤

愛知医科大学F付属病院 O三輪笑子

千葉大学看護学部看護笑践研究指導センター

草刈淳子長友みゆき

臨沫現場における看護職の定着率の低さや看護婦の

若年イヒ比人税患者lこ提供する看護の質の低下につな

がるだけでなく，看護婦一人当たりの労働負担を増加

させ，さらに，看護婦不足に拍車をかける結果となっ

ている。

看護職の不足対策のための就業関連要因についての

研究は， これまで退職者の弱から多く論じられている

が，今国は，就業を希望する求職者に焦点、をあて，再

就職に影響する姿閣について知るため総貸し昭和51

年の先行研究と比絞・検討した0

1.調査方法

1 )対象:千葉県ゐナースパンクに求磯登録した議看

護婦170名

2)方法.求職禁より以下の 8項目について情報を

収集した。

岳登録日 ②年齢 ③学駿③職歴 ③家族状況 ⑥ 

前織の退職理由 !J)就職についての希望項目

2.結果と考察

1 )准看護婦の求職者は，平均年齢36.6+9.58才，

既婚率80.5%，手ま子率89.7%，就学前の予を持つ者

(37.3%)と 7才以上の予を持つ者 (62.7%) との

割合は 1: 6で，昭和54年の 6 4 (59.7%と40.3%)

の構成と逆転している。

2 )退職時平均年齢は32土9.68才で，昭和54年より

2.9才高くなり，送車義援白も「結婚J r出産・育児j

lこかわり「労働条件Jr家庭の事情jが急増している。

3)就業希望条件では， r希望時期と末子年齢J • 

f通勤時間と末子年齢j ・f夜勤と勤務形態J • r婚
姻状況と勤務形態jとの間iこ強い関連があった。つま

り 7才以上の子を持つ者は「一ヵ月以内に就業jを

希裂し， 「通勤時関30分以上でも可能jとしている。

「始業時間jについては玉伝子年齢に梼係なく r 9 U寺以

降jを希望している。また， rパートjを希望する者

は， r病鋭Jより f診療所jを希望し， r夜勤は不可j

としている。また， r拘束時間8時間以上jかっ f常

勤j希望は既婚者より圧倒的に未婚者に多かった。

4)再就事主主容は78.4%から62.7%へと大きく減少し

ており， r年齢35才以上J• r末子年齢7才以上J • 

「ブランク 1年未満J • r就業時期 1ヵ月以内J • 

f号待始業Jの者に再就業率は有意に高かった。

5)再就業出来た者のうち f通勤時間3的悦比可吉郎

の者は，年齢に関係なく再就職率はともに7割と高かっ

た。

3.結論

昭和54年と比較すると，この12年間に，求職者数は

若干減少して高齢化し，退職時年齢・湾就職年齢も高

くなり，再就磯率は低下した。 r求識者年齢J• r玉伝
子年総J rブランクJ.仁就職時期の指定jは， ~写

就職iこ強く関連する惑が明らかになった。

質 疑 応 答

康長:准看護総の求職者の平均年令の上昇傾向が看護

婦のそれとは逆の線級を示しているがその理由とし

て考えられることは何ですか。

五輪.発表時にはうまく答えられませんでしたが准看

護婦の一般学肢もその60%以上が高卒となっており，

学肢等による就職先の条件に差異はみられないと思

われるが，対象の違い，つまり20才代より40才以上

の者が多い，手王子の割合も就学前の子を持つ者より，

7才以上の子をもっ者の割合が多いなどの途いによ

るものと考えられます。

第32群看護管理滋

康長千葉大学看護学部 石川稔生

142)看護者のエネルギー消費量撃に関する研究

ーシフト別および病棟別の比較一

滋賀祭立短期大学看護部

0玄関公子寄本 明

彦根市立病続 端主主主言、

はじめに.一般に看護職のイメージは，夜勤などが
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あることから，重労働ととらえられているが，実擦の にされていない場合もあり比較は難しいのかも知れな

身体活動を黍労働として示している資料はみられない。 い。然活活動指数と強度は 6人の平均篠で日勤では，

そこで，看護者を対象!こ，エネルギー消費鐙のシフト 0.63で「やや震い，準夜勤および深夜勤では， 0.56 

551]および診療科別の途いを見るために，心総数からエ および0.50で f中等皮jとなっている。

ネルギー治資盤を推定する方式を用いて l臼のエネル 以上，各シフト別および診療科551]1こは有意な去をは認、

ギー浪費壌を求め検討した。 められなかった。数字に現れたわずかな澄は，各勤務

方法.被験者は， 23から28畿の総合病践に勤務する で行われる看護作業あるいは立位や歩行などの動作お

看護者s名で，勤務緩数年数は， 4.6年である。笑験 よびその畿の違いが関与しているものと思われる。

日の病院の勤務時間以外の生活時間は，普段通りの主主

活内容で過ごすよう指示した。

エネルヰゴー消費遼の算出民心拍数と酸素摂取議と

の給関関係から，その回嫁直線を沼いて滋定するもの

であり，それぞれの被験者について，霊長級時，安静持

および運動時代議;を測定し限矯箆線を求めた。 241f寺

関心的数は，携帯熔心拍数記録装誌を用いて分単

位で記慾させ，この心拍数から先の図録複線を潟いて

1日のエネノレギー消費援を算出した。

結采と考察:各シフトの 18のエネルギ一治鐙議

(Meanゴ二 SD)は， 自動では2244ごと366kcaL当主夜勤

では2151こ主367kcal，深夜勤では2058こと383kcalで，

それぞれの路には有意な差はJsられなかった。約100

kcalの笈の妥留は，日勤では:iL1伎や歩行の作業や全

身を使う移動作業の多いことが，深夜勤では，日勤;こ

比較して箆佼姿勢の多いことが伺えた。これは，斉藤

(1974)の示す 3シフトでの姿勢551]の絵泉と一致して

L 、fこ。
病棟551]では， 日勤は，内科病擦で2247こと463kc必お

よび整形外科で2240ごと231kcal， 考察後勤では2140

473kcalおよび2161こと21lkcal，深夜勤では1989ごと380

kcalおよび2125こと373kcalとなっていた。

整形外科病擦で・136kcal多かったが，いづれも有:設な

ままはJsられていない。深夜勤での，務形外科で高い値

を示した妥思は，救護区分のお送およ

が内科病棟では弘7人と13.1人，護形外科では16.0人

と27.3人で，常に繋形外科で多いことが考えられた。

ところで， 日本人の栄養所姿援は者護婦の労働を営

滋の生活活動強度に分類し日のエネルギー消費薮

を約1800~2000kcalと推定しているが，三交替での

差は示していない。一方，沼尻i主義護婦のエネルギー

消費援を1913kcalと報告しており，今回の結果では

これらより高い値が得られた。それは，務護考の行う

作業内?J:の変化が考えられるが，必ずしも作業が明確

質疑応答

千葉大・務護学部 山内:エネルギー消費畿の測定時

;こ， もし被験者の疲労疫のアンケートを行っていた

ら，その程度とエネルギー消費の軽度に相擦があっ

たかどうかをお教え下さい。

玄沼・アンケート調査は実施していなL、しかし，疲

労調査を勤務の前後に実施しているので次の機会に

報告したい。

143)自動・挙後数・深夜勤が義護鶏の銀中アミノ酸

の種類及び鍾iこ与える影響について

。手島芳江岩元節子小池澄子

山内一言ミ須永 溶おJlI稔主主

近年，患者数の増加，窓者への対応、の難しさ，医療

技術の高度化完撃は，看護婦に身体的，心理約ストレス

を滋大させている。病擦勤務の表護婦は，さらに，一

交代勤務というストレスが加わり，厳しい勤務を繰り

返している。そこで，ストレスを客観的に測定する必

要があると思われる。今問，私iさはその指擦を波中ア

ミノ談;こ求め，穏々検討した。

マウスの尿は，議後勝統穿刺により採取し， H干滋チ

ロシンアミノトランスフエラーゼは， Diamondstone 

i法で測定した。ヒトの尿は，自然排尿とし，t真中アミ

ノ殺は除タンパク後宮アミノ滋分析装震により分析し

た。今回は，タンパク質を構成している20慈のアミノ

駿濃度の総援を総アミノ殻濃度として示した。

初めに，身体的ストレスとして，マウスを 4
0

Cの

環境iこ設いて尿中アミノ駿濃度の変化を検討した。ま

ず， このストレスの効果を磯認するため， グルココル

チコイドのマーカー酵素である好駿チロシンアミノト

ランスブエラーゼ (TAT)活性を議べたところ， 3 

時間後， 6時間後と活性の有;言まのよ努を示し，マウス
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は篠5たに身体的ストレスを受けていることが示された。

そこで，尿中総アミノ酸濃度を調べると， 3時間後，

61時間後と有意の低下を示し，さらに必須アミノ酸濃

度と非必須アミノ酸濃度とに分けてみたが，問者共に

有;むの低下を示した。

そこで，次に精神的又は心室霊的ストレスになると思

われる90ホーン程度の慈音をマウスiこ5分間隔で30秒

間かせ，TAT活性及び尿中総アミノ酸濃度を諮ベたo

TAT活性は時間後 2時間後，共に有意の変化

が認められなかったのに対し，p.走中総アミノ駿濃度，

さらに必須アミノ駿濃度，非必須アミノ酸濃度は有意

の上昇が認められた。

すなわち，身体的ストレスそ受けた場合，尿中アミ

ノ酸濃度は低下し，心理的ストレスを受けた場合は上

昇するものと考えられる。

以上の結果を基lこ， 自動・深夜勤・準夜勤の}I頂序で

三交代制を笑施している病棟の看護婦の一日を，産主自民・

勤務・勤務外の五つの区分に分け，各区分r:tに排出窓

れた尿中の総アミノ稜濃度を検討したところ，燈眠時

の総アミノ畿濃度は約2μmol/mlで， これに比較

し勤務時の総アミノ駿濃度はー絞的に高く，日翠bは2

-3，深夜勤は 4-5，準夜勤は 5-9と8勤，深夜

勤，祭夜勤の阪序で高くなる傾向を示した。しかし，

中には日恕j勤務時の総アミノ酸濃度が際眠時のそれよ

り低いケースも認められた。これに対して，勤務外の

総アミノ駿濃度は磁綬待と時じか，それより低い伎を

示した。すなわち，勤務外は身体的ストレスをうけて

いることを示しているのに対し，勤務中，特に準夜勤

務中は心滋約ストレスをより強く受けていることが示

唆された。

今後は，単位時間当りの尿援との関係や個々のアミ

ノ酸の変動等についても検討したいと考えているO

質疑応答

須永.今回は動物実験のため，長在中ァミノ駿濃度でし

か測定出来なかったが，今後の看護婦の尿の検討で

は， このアミノ後濃度と単位時間当りのE支援との関

係を検討して行きたい。

144)シフト勤務者の陰般に関する時間生物学的研究

(1) 

東京慈窓会医科大学医学部看護学科

。荒川靖子襖井美代子佐々木三男

1.はじめに:看護婦各人が持つ活動ワズムと勤務体

制，援眠時間充足状態の関係を明らかにし，シフト勤

務中の休息、のあり方を検討する目的で， 3交替勤務に

ついている看護婦の鐙眠調査を行った。今回は30名の

盟主眠待問充足状態と陸線に問題のあった 1名の睡眠の

生理学的観察の結果について報告する。

2.対象と方法:対象は3交替勤務についている縫擦

な看護嬬301';(平均年齢24.1歳)，臨床経験年数は平

均2年7ヵ月。対象者の活動裂は朝裂夜型スコアを，

健康状態はCMI健康調資表を用いて判定した。対象

者は16日間にわたって極限日誌に経眠持続時間を記録

するとともに，アナログスケール (VA S)法で騒眼

前後の自覚的評価を行った。承諾の得られた被験者の

生:ml約リズムは，殴眠時脳波を OxfordMedilog 

9200で，i楽部体温を三栄メディス超小型温度浪IJ定装置

で連続測定し分析した。

3.結巣と考察

1) 16日間の陸線充足状態.対象者は16日間平均で

は日勤7臼，準夜38，深夜 28，休日 4日という勤

務状況だった。個人の活動擦を反換する各人の理想際

綬時間と168間の笑際の暖波時間との差は+129的}--

2795分，平均655.8分の際眠不足が累積していた。勤

務の穣類によるi援綬待問の収支状況は，自動では l臼

平均一宮0.8分，当主夜十51.9分，深夜-153.1分，休日

十43.9分であった。また， 3-6臼，平均4日間の連

続勤務終了時には平均317分の媛眠不足が累積してい

た。そして，その後の休日では平均61.9分の不足が返

済されていたが， 1 8の休日を取った後にも平均255

分の陸線不足が残されていた。深夜一日勤と深夜一準

夜，深夜一休日間の際線の比較では，深夜一臼勤の場

合，翠尽の臼勤iこ影響されて夜の経線が有意に短縮さ

れていた。看護婦には慢性的に睡眠不足が累積してお

り，準夜と休日で補われる傾向が見られたが， 1 8だ

けの休日では経5民が充足されていない可能性が示唆さ

れた。

2 )活動タイフ官の滋綬充足状態:30名の活動タイ

プは，理想、媛眠時間が長く，就寝時刻が遅い夜型11名，

理想殴綬持閣が短く，朝の覚書室時刻が浮い朝裂19名で
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あった。 CMIの判定結巣は，務裂では疲労の少ない

I獲が多く，夜皇室ではロ裂逝裂が多かった。 16日間の

経1良時間の収支をマイナスで終了したものは夜皇室81.8 

%，靭裂63.2%で，夜裂にマイナス総菜が多かった。

理想隆限の長い夜型は 3交替のやで滋綬が充足されに

くく疲労がたまりやすい綴向があるのではないかと考

えられる。

3)疲f7iJ:夜型でCMlill裂，際限パターンの乱れ

と霊童駁不足の累積が多かった症例の緩媛臼誌と深夜明

けの展開午後 1U寺~7U寺の陵限の生潔学的観祭の結果，

翻人の生体 1)ズム;こ合わない待問援の霊長限は騒眠中に

も心拍数，深部体湿の向言語が慈く脳波からも十分な媛

綬が得られていないことが分かった。震喜被不足解消の

ためには綴人の活動型への配慮と深夜明けの援駁の取

り方iこ工夫が必芸きである。

質疑応答

千葉大・看護学部山内:経阪の質 (REM， NON 

REM)の差と被験者の怒根パターン分類との対応、

関係をお教え下さい。

荒川:今回は，滋綬臼誌によって騒限時間を測定して

いるので全員の経綬構造 (REM  • NREM)の検

討はしていない。従って路復している磁絞の質につ

いては言及出来ない。

145)餐護織の深夜勤務の疲労について

東北大学夜学部前属病段 。下森敦子

千楽大学養護学部総潟看護実践研究指導センター

阪口被労

近年の医療の高度化，専門分化によって，事ま護霊長務

畿の場i大とともに，その質的な変化が生じてきている。

したがって，看護婦の疲労に関しでも，変化が生じて

いると考えられる。

エネルギー代議E容を指標とする労働強度において，

者護業務は，軽作業に佼鐙{すけされている。しかし，

日常:の看護業務を維持するための務神的緊張を考える

と，算出される消費カロワーのみではJ巡り得ない疲労

が，存在しうるものと思われる。特に，深夜勤務にお

いては，生体 1)ズム・生活リズムのi5Lれ，業務内容や

主主任の増大など，多様の因子が複雑に絡み合って， よ

り大きな疲労を発生させていると考えられる。

さらに，当病擦の塁手夜勤・深夜勤の勤務パターンは，

それぞれ2日潟逮続して絡まれており，特iこ，深夜勤

2日自に疲労の訴えが多く，遠鏡夜勤容は，疲労の蓄

積をも起こしていると推察される。

そこで， EI勤，深夜勤前後の疲労感の訴えや，生理

心理的な疲労を測定し，看護鱒の疲労について検討し

fこ。

【対象と方法]

対象.東北大学医学部F付属病続磯部外科小兇外科共

同病棟において，三交代勤務している看護婦22名のう

ち 16名(年令22才~31才，平均25.4才，臨床経数年数

1~11年，平均4.3年，病棟経験王手数 1~5主久平均Z

1年)で，平成4年 7月16尽から何年 8Yl19臼に勤務

した，日勤延べ53人，深夜勤延べ50入。

方法・勤務開始前及び終了護後;こ，

会選定の疲労自覚波紋調査察を用いて疲労度を求め，

次いで，ブサッカーテスト(ちらつき致合いき縫測定)，

こめかみ・下腿での敏2点弁会話IJいき綴測定を行なった。

一方， 15分毎のワークサンブ 1)ング法による日勤・

深夜勤業務調王室，受け持ち実主主窓者数，勤務前後8時

間ずつの自己生活待問についても議去をい疲労度など

と比較検討した。

〔結泉1

1 )深夜勤は， 日勤iこ上ヒベ休慾時間が 2{きもあった

が，疲労度は高かった。

2)深夜勤途続2日間で，疲労伎は逮緩して潟くな

り， フザッカー値・触2点弁別いき{協は低下した。

3)受け持ち重症患殺が多い場合，日数・深夜勤と

も業務時間が長くなり，疲労度i立高くなった。また，

深夜勤において，フりッカー綴・こめかみでの蝕2点

弁7jlJいき綴は{低下せず，下総での紘2点弁7jlJいき綴は

低下した。

4)深夜勤前日の勤務の有無で疲労疫に援がみられ

た。

質疑応答

日本大学医学部生怒学第一議康 問中.①2点弁7jlJ翻

の総定として，右こめかみとお下腿後留中央を選ん

だ潔白

争深夜勤2日間で2点弁別総が低下した原器として

{向が考えられるか

③統計処理はなされているか

下森:(j)こめかみ 生主主心霊童約疲労を知る部位設も敏
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j惑である。 なる。日勤の日と夜勤の日の比較では，勤務中は，時

下腿身体的な疲労を知る部佼 程度の績を示すが，その他の行動中，怒眠ゅでは，夜

②こめかみでは受け持ち窓疲慈、者が多い場合関儀の 勤の日のほうが高伎を示す。

低下はなく，精神緊張が続いていると考える。下腿 (2) 血EEの日内変動は，勤務中，その他の行動中は，

での関{債の低下はそのまま身体的疲労を示している ほぼ一定に保たれており，睡眠中には低下した。日勤

と考える。 の日と夜勤の日の比較では，勤務中，その他の行動中

③蝕2点、弁別関値測定は4由ずつ行い，その平均を は，間程度の値を示すが，騒眠中は，夜勤の日のほう

求めた。 が高値を示す。

146)生活リズムと循環変動

一日勤と夜勤の比較からー

妓阜大学医学部附属病院 0田中涼子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

二七屋尚義金井和子

〔はじめに〕

否定勤は8勤に上とし疲労を伴い，縫康障害の原田とな

(3) P R P (Pressure Rate Product)の日内変

動は，勤務Eわが最も高く，その他の行動中，重量眠中の

11援に低下する。さらに，夜勤の臼のPRPは，全ての

時間帯にわたり，平均値的iこ高く，変動揺も大きい。

(4) 以上のことより，夜勤の日の目内循環変動は，

基本的には，日勤の日とほぼ同様なパターンを持って

いるものの， 臼勤の日とは，やや異なる特徴を有した。

り易いとされている。看護婦の夜勤の生体に及ぼす彩 質 疑 応 答

響についてはすでに多くの検討がある。今国， 2， 3 慈恵医大 佐々木:レム睡眠中には脈拍や呼吸の変動

の循環因子の日内変動を指標とし， B勤との比較によ が大きいので陸自民中の心拾のリズムをみる場合に，

り，深夜勤の日の特徴を明らかiこする筏約で，検討を レム縁日良時心拍は除いて処理されるのも一つの方法

試みた。 と患います。

(対象及び方法)

平成 4 年 8 月 5 臼 ~8 月 15B 1こ，大学病続脳神経外

科で臼勤及び深夜勤を行った看護婦5名を対象とした。

各人の日勤・深夜勤の日に， 24時間にわたり，上競

動脈顕在及び脈拍数を20分毎に連続して測定した。測

定日は，日勤は連続日勤の閣の一日，深夜勤は休日後

の深夜勤で翌日 8勤または準夜勤の日とし，演1]定時間

は，それぞれ午前8B寺~翌日午前80寺，午前O時~翌

日午前O時とした。測定は携手詩型血圧逮続演1]定装援

(臼本コーリン， ABPM-630裂)を使用， オッシロ

メトリック法を用い，解析は向社製解析装讃 (AA-

200主主)を使用した。

また， i限定中の行動記録をもとに，日常生活行動と

の関連も分析した。

ぽ古巣〕

臼常生活行動を，勤務中・援眠中・その他の行動中

;こ分類した。勤務時閣は，日勤，夜勤共に540分，平

均磁限時間は，日勤の日が404分，夜勤の日が242分で

あった。

(1)脈拍数の日内変動は，両日とも，勤務中が最も

多く，次いで，その他の行動中，殴眠中の)1債に少なく

第33群 看 護 管 澄IV

康 長 千 葉i巣立衛生短期大学 gill奇和子

147)自我向…性地伎の研究 一審議識者における価

{直・職業領域の意識の変容一

名古屋大学医学部付属病院 O山内 昌子

名古農大学医療技術短期大学 安 藤 詳 子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

内海 混

くはじめに〉自我同一性についての研究は諸家により

報告されている。看護の分野でも看護学生の同一形成

を知るための研究が行われている。しかし，看護殺者

に対する研究報告は少ない。そこで今閤，看護職者の

価値観・車設業銀の意識構造の特徴を知るために調査を

行った。

〈研究方法〉当大学病践に勤務する者護職者451名を

対象lこ，松下の看護学生用に作成した「自我問一性地

位テストjを看護職者用に一部修正した質問紙にて調

査を行った。有効問答は419名であった。対象者の自

答を全体及び年代J.jl](20歳代， 30歳以上)，織穣別
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(審議綴，助産婦)Iこ分けたものをノて 1)マックス関転

による顕子分析にかけ，それぞれの意識構造を検討し

た。因子得点は震性別に比較し，属性の彩饗の強弱を

比較するために 2元警号室法による分散分析にて綴察し

fこ。

〈結巣>20歳代は累穣言寄与系48.9%で8罷子， 30才以

2%で8顕子を抽出した。各国子{立

中西の間一致地位iこ基いた命名がほぼ可能であった。

20議代では，第 1国子が{酎疫のそラトワアム，第2

国子が級{遊・議業のそラトりアムである。 30歳以上で

は第 1昭二子が綴僚のそラトリアム，第2理子が早期完

了である。

2Ji;配震法による分数分析においては， 20議代では

職種と年令では第5霞二r，第8因子において年令の分

散は若手内よりも大きな差が認められた。 30歳以上では

結婚と年令で芸春 l国子，第4際そr，第5顕示第8忠

子において年令の分数は雲学内より大きなさをが認められ

た。また毅位と年令でも年令において有:窓去をが認めら

れた。従って年令と結婚がお我間一殺に影響を及ぼし

ており，戦療や綴伎はわずかしか彩饗していないこと

が推察される。

事言議録と助産婦との主義議機造を比較すると，看護婦

は累穣寄与率48.8%で8密子，

4%で4因子を捻出した。看護婦は策 1因子が鏑{僚の

モラトリアム，第2国子が毅業のそうトザアムであり，

毅業の同一性達成は第5国子である。 E主立主総l立第 1出

子が綴業の河一性達成，第2関子制限{疫の卒新7'GTで

あり{制底・職業のそうト 1)アムは第4民子である。こ

のことから，表議録と助産婦とでは開予が会く逆であ

り，問者の窓議機造の違いが認められた。

質疑応答

山口:看護婦

の途いについて呉体的にはどのように考祭されてい

るのか。

山内:助産婦は磯業の間一校達成の有無を絶えず;意識

し， さらに役言誌に対する価値を問題としている。務

護婦は磯業の明確さを探し続けているにも鵠わらず，

ますます拡散した磯業にしている。

148)ヱゴグラムの研究

一審議媛就業 1年間にみられる変化一

東京医科大学病院 OcfJ野八議美 青木利滋子

千葉大学看護学部務議実践研究センター

内海 混

くはじめに>

JohnDusayが提起したヱゴグラムは 5つの自我

状態，郎ち批判的な殺:CriticalParent (C P) ， 

養予守的な毅 Par♀nt(災 P)， 大人 :A

dult (人)，自由な子供・ FreeChild (F C) ，瀬

応、約な子供:AdaptedChild (A C)を畿観的にとら

え， j間人のプロフィールを授覚で表現するもので心怒

約指紋とも言われている。

対人関係を慈畿とした看護綴にとって， j随人の自我

状態，対処行動などを知ることは，綴場の教育，メン

タルケアを考えるよで重姿な;慈味がある。

今回，毅場の環境，ストレスなどを考えるための議

礎的諮査として，エゴグラムの縫迭を数援的lこ検討し

た。その一吉sを報告する。

<研究方法>

T法科大学病院に昭和61年から不成3年までに就殺

した:看護婦545名のエゴグラム(東京大学・九州大学

の診療内科共河開発による)の結果を f鰭人議室長祭j

より i佼築した。この中で比較可能な95名について，就

駿5寺と就綴後 l王手13のエゴグラムパターン，個人一段

属性，綴場状態など23項包を議室主した。

<結采及び考察>

1.エゴグラムパターンの各群年三をを平均綴で比較

すると，絞殺終に比べ年後は， Cp.災 P'Aが

下降し FC'ACは上昇，各々に有意な差を認めた。

(P<O.01)。

2.一人喜多らし・友人間競群の年援において，一人

暮ちしではAのみが下降を認めた。 (P<O.01)0 友

人間活苦手では， CP. NP・Aが下降， FC.AC(主

上昇を認めた。 (P<O‘01)。雨苦手の年去をの比較にお

いては， C P (P <0.05) • A C (P <0. 01) ) . F 

C (P<0.05)に有意な主査を認めた。

3.勤務場所の比較で，外科系・内科系の，年差で

は，外科系で， CP・NP'Aが下降 (P<O.Ol)を

認め， FC(主上昇 (P<0.05)を認めた。詞群の年差

の比較では， AIこ有意;な差 (P<O.01)を認めた。

4.配置において，希望部所への配霞王立か否かの若手
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についての年愛では，希部透り配鐙された群で， Cp. 

Np.Aが下降 (P<0. 01) ， F C • A C は上昇 (P

<0.05)を認めた。尚群の年三去の比較ではCp.NP

に有意な差を認めた。 (P<O.01)。就業後 l年目の

ヱゴグラムパターンはほぼN型であり，他者肯定的で，

思いやり・気使いは看護婦として走塁惣約なパターンで

あった。又， NPを頂点とした， FC. ACの高さか

ら年目においては，自の前の仕事をすることが精

一杯で，客観的な判断や責任ある行動がとれない余裕

のない行動状況であると恩われた。

w・年期は棺li作用で成長発達する特徴をもっといわ

れている。ヱゴグラムの低値の部分に注目，刺激して

いくことでAの成熟性を高め，成長発達させることが

大切であると窓われた。

EI我状態は，種々の状況，因子によって影響を受け

ると言われている。又評価する側の主観的な婆素も影

響すると言われている。このことを念頭に検討するこ

とが大切である。評価する場合，エゴグラムの高低，

5尺度全体を総合的に考えることが必婆であると忠、う。

質疑応答

千葉祭立衛生綬大 宮綾・守〉エゴクラムによる就業 l

年後の変化は答護婦特有というよりも，十士会伎の成

長としての対象の21才というこの年令特有の変化か

と窓うがいかがか。

②外科と内科病棟の勤務者のTEG変化の特徴と，

希望の記震でのクロスをされていれば教えていただ

きたい。

中野:特に相違はなく一般的なパタンと数値であった。

希望は本人の申告上位3つまでである。その状況で

のパターン結果である。

希望の配置でのクロスは今回検討していません。

149)看護婦の仕率や健康に影響を与える尽常生活言語

主祭

熊本芳和会くわみず病院

前熊本大学教育学部

。岸JlI葱、子

*場 E富喜

急激な社会的変化に伴い医療技術も高度化，複雑化

を余儀なくされている。中でも表護に対する質的.f量

的要求は愛大な社会的問題となっている。看護婦の業

務は，肉体約・精神的に過酷でストレスの多いもので

あり，看護婦不足も様々に議論されている。そのため

{士事や健康生活に影響すると恩われる日常生活のあり

方は，仕事を続けるか:e;jかを考える要臨として見逃せ

ないので調査を笑施した。

対象と方法:1992年7月看護協会の研修会に参加し

た333名の看護婦にアンケート調査を行った。

結果と考察:まず健康状態をみると， r健康Jと答

えた人は30%で，何らかの障害を訴えた人は44%であっ

た。年齢別では， 20-40歳代の人の約45%が降客を訴

えたのに対し， 50歳以上は20.1%と低く，逆に「健康j

と答えた人が54.5%と高い傾向がみられた。勤務場所

別に隊警を訴えた人が最も多かったのは，内科病棟で

57.6%であった。一ヵ月の平均夜勤間数は9.2回で，

最も多かったのは10田以上で34.8%を占めていた。年

齢別にみると20歳代が最も多くなっていた。夜J)l回数

と健康降客の関係をみると，何らかの障害を訴えたの

はーヵ月の平均夜勤毘数が12間以上の人に多く 62.1%

を占め，有意差が認められた。

仕事のストレスとその対処法についてみると，スト

レスで殺も多かったのは「仕事が多忙・燦雑Jで26.1 

%をおめ，次いで「入荷関係j と続いていた。ストレ

スの対処法では r設かに相談するJが36.9%で最も

多く，次いで、「気分転換， r fnJもしないj等の回答

が得られた。

次に仕事をやめたいと思うことがあるか否かについ

て fいつもJ 時々 j思う人を加えると71.5%と多い

結果であった。特に20歳代では80%を占めていた。

r{士事をやめたい理由jをみると， r仕事がハード，

トラブルがあったときj等 f労働条件J1こ関すること

が過半数を占め，続いて「人間関係Jr健康への不安J

等，仕事上のストレスと総連がみられた。これを家族

構成別にみると r未婚J r既婚j ともはやり f労働

条件jが最も多かった。しかし， r加議・子どもありJ

では f家事・育児についてjが他を引き離して30%と

高かった。また「既婚・子どもなしjでは「自信・:意

欲の喪失jをあげた人が多かった。既婚者については，

子どもがいることで家事や育児の時間をとり多忙な反

函，仕事への自信や意、欲が高められていると考えられ

る。また「未婚・一人暮らしJでは「縫燦への不安j

が{也君手より多くなっていた。未婚で一人暮らしの人は

平均年齢が低いと考えられ，就業年数が少ないこと，

夜勤圏数が多いこと等から，仕事に対する漠然とした

不安の反咲とも考えられる。
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質疑応答

座長:20才代の80%が辞めたいとのことですが，地の

認査では若いグループの窓欲の高いことが証明され

ています。労働条件のみが辞めたいことに影饗して

いるのでしょうか。

浮)11:やりがいに関しては，年令lこ関係なく 90%以上

の人がやりがいを感じると答えていた。しかし，若

い人は夜勤間数の多いこと，それに伴う生活待問が

謁援できないことが反映していると怨、われる。

150)議後審議における化粧!こ関するさ審議議資

一第2毅一

埼玉県立衛生短綴大学 O大河原=子鶴子

不 平喜一ト時接客接持却 金弁和子

浦和市立高等審議学院 松出現子

くはじめに>

看護殺が健康的で明るく魅力ある磯業イメージへ脱

皮・転換に必姿な妥協のひとつとして.看護婦の化

粧Jをとりあげた。前回は浦和市内の 2総合病淡の表

護磁を対象として実態議室設を行い，化粧に関して年齢

的主主開が高い傾向の示唆を得た。そこで今詔は看護総

の化粧は年齢的姿態が主でわるのか獲に採る議味で，

地域・施設を広げ陪じ易的により，地域の逢う 2病筏

の謁宝誌を3走路し. 3地域・施設の比較検討を行なった。

<対象及び方法>

浦和市内 2 (0-下浦和)269名，

横須賀共済病院の看護毅〈以下横須笈) 108名，習志

野市谷津続税の審議綴(以下谷津)126名を対象とし

た。

浦和は平成4年 2fllこ，横須賀および谷津は平成5

年2月;こ化粧に関し，質問紙議室援を行なった。その内

容は勤務終の化数の有無，化粧する理由ならびに記長記

化粧による気持ちの変化，勤務時の身だしなみ等につ

いてであり，ほぼ100%間収した。その後谷津iこ対し

ては他と差があった特徴的な函について理由など迫力a
謁資を行なった。

対象の構成を年代耳目にみると. 20代が浦和54.3%.

様須賀51.9%.谷津57.9%と何れも過半数を占め. 30 

代浦和22.7%.横須賀10.2%.谷津27.8%.40代浦和

14.5%.横須笈25.0%.谷津8.7%.50代浦和7.8%.

様須賀12.9%. 谷津5.6%であり，平均年鈴は鴻和

31. 7ごと9.8議， 横須賀33.9土11.2歳， 谷主主31.3ごと8.4歳

である。綴位別ではスタッフが約7-8~誌を占めてい

る。

<結果及び考察>

1)地域・施設別の比較において，勤務時に f{t;粧

をするj ものは浦和66.5%.横須賀61.1%に対し谷津

は45.3%で一番少なく有窓差があった。 (P<O.01)

それを年代jjl]!こみると，浦和および横須賀は年齢と共

に援して上昇傾向を示すが，谷津の30代・ 40代は低塁手

で，浦和および横須賀との間にやはり笈が認められた。

のこの潔白について谷津に追加調査の結果，既婚

者および結婚後就議してくる人が多く.育児，家事

などでゆとりがないのではj との問答を得た。

3) 化粧するj潔SHまいづれも「身だしなみjが

一番多い。身だしなみ以外で潟い傾向を示した項自を

年代J.lIJにみたところ，いづれも谷主きであり. 20代では

美しくなりたい，オシャレ. 30代では清潔感をt討す，

40・50代は他人への印象があげられ，その内容に各年

代の特徴が現われている。

り化粧への記滋は.薄化粧jが一番多い。

5)気持ちの変化ははド常iこ変わるjが谷津iこ多く

他と援がみられ. 20・30f¥::に顕著である。

質 疑 応 答

111競市審議短大翼手綴窪 食間:病践を 3つ選ばれてい

るが，務践の地域の特徴はあるのか，否か。

大河原.地域・施設を広げて調査し比較することを鼠

約としたので，前回の埼玉県(滅私)に対し隣接燥

の神奈川祭(横須賀)と千葉県(谷津〉の病院で謁

査に応じてくれるところを選んだ。あえていえば千

葉〈主主漆〉の病践は釈の近くだが浦和や横須賀に比

べ田舎である。
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事奇的ザ

エヌフー横出型

ヰ寺 言午

曜器 1:':1 

科学技術庁長官賞受賞品

康守私達嘉:!Zdtイオ~p

SGM-I型定髄93，000円

SM-I型定価88，000円

@噴出するエアーが患部を乾燥させ、

縮菌の繁殖をとめま1九

@重症の床ずれ、病臭ほど

威力を発揮します。

@体イ立交換が楽になり、

看護の労力を軽減します。

製品についてのお向い合せは、

お気軽にお電話下さい。

厚生省日常生活用具適格品ヱアーパット

Jゐ
E宝理化器軽量吾E 特品会騒音日 落選霊祭磯部

三三和化研工業株式会社
千581 大級府八尾市太回新!llJ2γ包41主宰I也 TEL 0729(49)7123(代) FAX 0729(49)0007 



B本学術会議だよザ .No.33 

第15期最後の総会開催される

王子成6年 6月 日本学術会議広報委員会

*"、""冷yò"仇ちベ司札""羽長》等、'"'"取，...犠~犠""、'"、s、X"0Yò"時~、b副司、"..・""敬'"宮、，...，も会ベ、y;‘bべ、ラィ、""ヱバ敬タ"'.，.々、'"敬bイ歌会ベも""、か守、~令"""、~バ玖""、うイ犠'"、""'-'バ冷，y<、bィ、俸が志、会側、命令"'"資

今回の日本学総会議だよりでは 5月258から27日まで開催された第 118回総会の概婆と同総会で採択された

しい方式の欝際研究所の設立について(勧告h 公的機関の保有する矯卒誌の学術的利用について

「女性科学研究者の潔境改善警の緊急性についての提言(声明りについてお知らせします。

日本学衛会議第118関総会報告

臼 118主主総会(第15期・第 6図)が，

5 fl25臼-278の 38慌にわたって詣催されました。

総会の初日 (258)の午前;丸会長からの前回総会

以降の経過報告に続いて，各部，，*委員

行われました c 次いで，今回総会に提案されている 13

案件について，それぞれ援策説明と質疑応答が行われ

ました。午後からは，各部会が開催され，総会捻素案

件の審議及び各部会{毘'ijIJ案件について審議が行われま

した。

総会 28 El (26日)の午前i丸詰IJ8提案された13案

件のうち 9案件の審議・採択が綴次行われました。

まず日本学術会議会員IJの一部を改正する競員IJJ，

f臼本学術会議の運営の綴l!IJに関する内裁の一部改

正J，r 8本学術会議の行う

隠する内規の一部改正ム γ副会長世話J設さき研究連絡委

5王子 4)1228 gお116回総会決定)に沿って綴 71言議

委員会を設援し，併せて，各部等での検討結条を絞

まえ，長~16!苦jへ向けての研迭の見直しを行うこと。

3.研逮委長の在任期間等関係

研迷委員の在任期限;こ関する運営内視の解釈をよ

り一層明確化するとともに，将来に向けての研連活

動の継続的発展・活性化さ?図るため，研連委員の主主

任期間等についての関係規定を絞備すること。

を趣旨とするものです。

次に， 会の

についての討捻・採決が行われ，可決されまし

た。これは，会員t義務制度導入以来，今回で4夜回と

なり，会災後務手絞め過程に必いて，幾つかの間題点

がみられたことから，これらの諮問題について

るため，新たな委員会を運営主義議会に約援するもの

統いて新しい方式の留際研究所の設iLについて

f公約機関の保有する情報の学術的手IJfおに

員会の運営について(取合せ)の一部改正」及び「第 ついて(婆受ル γ女性科学研究者の環境改善の

16期における研究連絡委員会委員の在任期間等に関す 殺についての提言{声明しについての討論・採決が行

る競定の遮沼について(E科会せhについてー拐して われ，可決されました。午後は第s
討論が行われ，採決の結泉，いずれも可決されました。 告~国際学術交流・協力の飛銭的発援のために-J ， 

これらの会員立，内支え等の改正は，人口・食騒・土地利用特別委員会報告-21世紀の入

1 .運営審議会の構成長等の見後し o.食糧関惑に対する会人類的耳対立に向けて~ム

常設委員会と運営審議会の逮絡を緊密にし，運営 {稲田際笈欽特別委員会報告を~学術開際交献のための新

審議会の議論をより充笑させるため，常援委員会委 たなシステムについて-J 及び「死と医療特別委員会

員長が常時運営審議会に出席することとし，併せて， 報告~尊厳死について-の 4件の対外報告について

運営審議会の構成員の見渡しを行うこと。 討論が行われ，それぞれ承認されました。

2.第7常援委員会の設蚤及び第16期に向けての研連 総会 38自 (278)は，午前は各常議委員会及び国

のJi複し 際対応、委員会が，午後は各特別委員会がそれぞれ開催

菌際対応委員会の改組について{取合せ) (平成 されました。
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新しい方式の盟際研究所の設立について する情報についての公開制度が設けられていないこと

(勧告) (抄 li. 学術研究にとっても特に護大な障答となっていξ

国民の「知る権干しを中心、とする基本的権利を保障す

近年，学術の酪際交流がますます盛んになるととも るための国家機関の保有する情報の公開制度は、学孫

に，新しい方式の研究所が世界の国々に設立されてい 研究にとっても緩めて援要な意味をもっているという

るo それらの新しさは，間有の研究員をほとんどもた ことができる。国民の法本的な権利を保障するために

ず，邸内外から招請した客員研究員による共同研究を また学術研究の推進のためにも，原則公開を基本とし

企画し実行する点にある。この方式にふさわしい分野 的確な内容を持つ協の情報公開制度の確立が不可欠て

としては，自然、科学のみならず，人文科学，社会科学 あると考えられるので，ここに情報公開法の制定を要

を含め様々な領域が考えられるが，理論構築を主眼と 望する。

する研究領域においては，研究テー?を学際的、機動 なお，公的機関の保有する情報の学術的利用につい

的に滋択する上で特に有効である。これは，また閣を ては，情報の保存及び研究者による非公開情報の利用

異にする宏子研究者が招集い，生活と研究ないし研修 についての検討が必要である。

を共にする場としても大きな効果を生むであろう。実

際，世界的には，この意味で成果をあげている新研究

所も少なくない。

さらに，いま国際貢献が基礎科学においても強〈求

女性科学研究者の環境改善の緊急性

についての提嘗(声明) (抄)

められているが，それは，学術研究の推進と棺互に強 女性の社会的地位の向上を目指す取組が，国際的に

め合うべきものであって，このためにも新しい方式は も圏内的にも種々行われているが，日本学術会議にお

最適である。 いても第10期及び第12拐に女性科学研究者のt創立の向

こうした観点から，新しい方式の閣僚研究所の設立

が必姿であり有用であるとの結論に透したので，

にその設定を勧告する。

公約機関の保有する情報の学荷的

利用について(要望) (抄)

研究者が学術研究のために必要とする情報には、緩

めて広範囲なものが含まれており，その内容は，学問

分野によっても多種多様で、ある。学問分野によっては，

公的機関の保有する情報が学術研究にとって緩めて重

要ないしは不可欠な意味をもつことになる場合も少な

くないが，多くの場合に，かかる公的機関の保有する

情報を学術情報として利用することには困難が伴って

いる。それは，公的機関の保有する情報の少なくない

部分が公潟されておらず，学術情報としての利用につ

いてもその開示を求めることができないからである。

このような公的機関の保有する情報の学術的な利用

のためにも，まず基本となるのは，留民の基本的な権

利に基づく公的機関の保有する情報の公開制度である。

このおi度の確立によって，公的機関の保有する情報の

学術情報としての利用も問時に保障されることになる

からである。公的機関としては，田家機関及び地方公

共闘体機関を挙げることができるが，由家機関の保有

上に関する「重喜怒J を決議した。今期，すなわち第15

1拐の発足にさ当たり， 日本学術会議は「女性研究者の地

位の向上J に留意することを再確認し，今期の活動計

樹の一つにこの課題を絞り上げ審議してきた。その給

条，女性科学研究者の地位の向上の必要性は理念的に

{ま一般{としたものの，科学者全体の対応、の返れもあっ

て，その地位は笑質的に余り改善されていないことが

明らかになった。

このため，特に基礎科学分野における科学研究者不

足の事態が自前に迫っている現在，我が留における科

学の調和のある発展のために，第10~窃，第 12主主での男

女平等の視点を前提としつつ， 臼本学術会議は，改め

て女性科学研究者の環境改善の緊急性を指摘するとと

もに，関係方JIiiに環境改養の促進を強〈訴えるもので

ある。

「日本学術会議だより」について御意見，お問い

合わせ等がありましたら，下記までお寄せくださ

し、。

千106東京都港度六本木7-22-34

日本学術会議広報委員会 電話回(3403)6291
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第16期最初の総会開催される

平成6年 8月 日本学縮会議広報委員

3・"""弘会内、，...取-'"、-""-'"、う吊

日本学術会議の第16，1窃が平成 6王手 7月22日(金)からスタートし， 7月258から 7月27日までの 3夜間，第 119

m総会が間後されました。今切の日本学術会議だよりでは，総会の概姿等についてお知らせします。

器本学構会議第119囲総会報告

平成 8年 7月22日から，第16紛が開始されましたが，

この第16J議会災による最初の総会である， 日本学術会

議第1l9[ill総会が， 7月258から278までの 38閣に

わたって開催されましたo

初日 (258)の午前iム辞令交付式が，

JiI)ホールて刷行われ， 210名の会員のうち海外出張中苦手

の22名を徐< 188名の会畏が出席しました。式は，村

山内衛総媛大['2，五十嵐内問'ei房長官，石原、官房潟長

官，文郎総理府次長宅事の出席を得て行われ，員H 部か

ら第 7音r，まて4の会会員の名前が読み上げられた後，会

員を代表して最年長でRある中沼易@:第 1部会資が，村

山内関総理大箆から辞令を受け取りました。この後，

村山内強総理大['2が「会員の皆様には独創性豊かな学

術研究の発援等のため，総合的緩点;こ立って学術研究

に係わる諸問題の解決に御尽力いただきたしりとあい

さつし h これに応えて，や83易直第 1部会員が「微力

ながら全力を尽くし，議委な総資を全うし，国民の綴

待に応えたしりとあいさつしました。午後は，日本学

術会議講堂において，総会が開催され，会長，説会長

( 2名)の互選が行われました。その総菜，会長;こは，

伊藤正男第 7部会員が，人文科学部門の副会長には，

利谷信義第 2部会員が， 自然科学部門の副会長には，

E宝島安則第 4部会員が，それぞれ選出され，伊藤会長

及び手lj谷溺会長(i!宝島副会長は海外出張中)からそれ

ぞれ就任のあいさつを行いました。続いて，各部会が

関かれ，各部の部長，議IJ部長及び事争率の選出等が行わ

れました。(第1M翁の役員については，別掲を参照)

2 8 El (26日)は，午前日時から総会が濁穫され，

近藤前会長が海外出張ゅのため代理として}¥183前誠会

長が第15郊の総絡的な活動報告を行い，緩いて，会長

推薦管理会報告として，久保亮1i委長長の代穫として

路間務務総長が，~16j初会交の捻務を決定するまでの

経過報告を行いました。引き続き，事務総長から第16

j議会員対して笑絡した「務時期の日本学術会議が取り

総むべき課題についてJ のアンケートの結果について

説明がありました。総会終了後は，

各部会，各常設委員会主警が開催されました。

また，夕方には，総理大使官邸ホールにおいて，村山

内i錦絵、環大民主催の日本学術会議第16期会長との懇談

会が初めて獄後されました。懇談会1;):，村山内閣総蕊

大臣のあいさつで開会し，

による乾杯，伊藤会長の答ネしのあいさつの1&，.懇談に

入りました。米夜として，与謝野文部大['2，邸中科学

技術庁長官，ぢ83幾林水産義政務次官，藤83おヨド学士続

波長ほか大勢の方が出席され，あふれんばかりの人々

で歓談が続き皇室会となりました。

3ぉEl(278)は，午前10U寺から総会が協会され，

会長から「策16期活動計磁の作成についてJ のE科会せ

案について提案があり，原案どおり可決されました。

続いて，議161拐の活動計磁についての自由討議が行わ

れ，各部長から各部会での意見が披露されるなど活発

な発言がありました。総会終了後;丸抱度会議会開会

議，各運営審議会附設委員会，各議-号室委員会等が行わ

れました。その後，運営審議会が開催され，第16期の

活動計磁の素案作成のために，運営審議会構成長の中

から起草委員を選出し，審議iこ入りました。
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第16期日本学禰会議役員

会長 伊藤正 男(第 7部・生攻科学)

理化学研究所国際

フロンティア研究システム長

副会長 手IJ谷信義(第 2苦[;・ 3き礎法学)

お茶の水女子大学(生活科学)教授

副会長 西島安員IJ(第 4音[;・化学)

日本ユネスコ国内委員会会長

〔各部役員〕

第 l部部長

刻部長

幹 事

幹事

詩~2部部長

総音[¥長

幹 事

幹 事

第 3苦[¥部長

副部長

幹 事

幹 事

第 4主1; 部 長

高IJ苦1¥長

幹 事

幹 事

第 5き1; 部 長

郎部長

幹 事

幹等E

第 8音1; 音1; 長

副部長

幹 事

幹 事

第 7部部 長

郡部長

幹 事

幹 事

(手話:iR委員会)

中国 易直(歴史学)

戸JlI芳郎 (哲学)

場尾 ま軍久 {教育学)

森鴎清美(社会学)

中山和久(社会法学)

山口 定(政治学)

兼子 仁(公法学)

山中永之佑 (基礎法学)

柏崎利之輔 (経済政策)

同本康雄(経営学)

河野湾必(経済政策)

ニ神恭一(経営学)

伊達宗行(物理科学)

竹内郁夫{生物科学)

井口洋夫(化学)

新草案 静夫 (地質科学)

内問 ~也 (応用化学)

大儒秀雄(機械工学)

増子 見(金属工学)

松尾 稔(土木工学)

志村 惇康(幾業工学)

北村E竜太郎 {農業工学)

島問 淳子(家政学)

平田 熊(農芸化学)

i屋美 和彦 (内科系科学)

金問祐一(薬科学)

入江 主受(内科系科学)

おHB3 泰弘 (病理ー科学)

第 11主主{委員長 手IJ谷信義(第 2部)

第 2"常置委員長 時3塚 明 { 第 1部)

第3常霞委員長 村上英治(第 1苦1;)

第 4~<ß~罰委員長 増本 健(第 5部)

第 5'i主主L 委員長 山中永之{右(第 2部)

第6常ill' 委員長 鹿取成人(~ 1部)

第7常澄委員長 井口洋夫(第 4苦1;)

(校)カッコ内は，所属音!ト専門

第16期日本学講会議会員の概要について

この度任命された 210 人の詩~16Wl日本学術会談会員

の概要芸を以下に紹介します。(カッコ内は第15綴)

1 性別 男'1'1:209人 女性 l人

2 年齢別 45-49絞 l人 50-54歳 3人

55-59歳 26人 60-64後犯人

65-69員長 72人 70-74歳 12人

75-79歳 1入

最年長 75 歳 (74 歳)

最年少 47 歳(54 歳)

王子均年齢 63.6歳 (63.3歳)

3 勤務機関及び級名5JIJ

(1)大学関係属立大学 59人

公立大学 2入

私立大学 111人

公私立短期大学 2人

計 174人

(2) 国rLfL.rL試験研究機関・病段等 9人

(3) その他 法人・間体関係 5人

民間会社 6人

無職 14人

その他 2人

五十 27人

4 その他の分類

(1) 前・ 7亡・新別 誌な会長

(2) 地域別(居住地)

北海道

井r ~ヒ

i刻家

中音1¥

近畿

元会員

新会員

中国・閥~

九州、1• jqJ縄

82人

3人

125人

3人( 5人

9人( 8人

136人(133人

14人( 19人

41人(34人

3人( 5人

4人( 6人

(注)詳細については， 日本学術会議月報 7月号を参照

「臼;f.:学術会議だより」について御意見，お簡い

会わせき寺rがありましたら，下記までお寄せくださ

し、。

千106東京都港区六本オ;:7-22-34

日本学術会議広報委長会 電話03(3403)6291

164 日本看護研究学会雑誌 Vol.17 No. 3 1994 



日本看護誹究学会近畿・北陸地方会、中盤被告患地方会

関{窪のご案内

自本看護研究学会近畿・北陸地方会、中菌・四国地方会では、下記のように今年度の学術集会を
金頭いたしましたc 盛会だった松山での会をふまえて京都でも稔り多いものにしたいと存じます。

ねらいを Z専門性をたかめる3といたしました。
多数の方々の漬題拡募・ご参加を心よりお待ち申し上げます。

学{詩集会第 9呂

5月3日平成 6

代p
b
e
 

土
ナ国P守モa

m 

p 

7 4 7 0 円
/
同

円
ノ
十
M5

分

ウ
i
m
h
d

o約
岱

歩

)

能
向

地
車
。

番
下

0

2
訳

O

S
丸

5

2
鳴

町
円
急
外

出
張
員

射
・
会

翻

訳

(

ル
条

)

下

回

誌

角

鉄

〈
ム
ハ
下
丹

自

説

地

0
2
生

5

調
時

0
た
先

2
都
東
又

0
が

月
京
一
以
一
駅

4
す
子

3
ス

京

地

の

弘

年

グ

中

綿

物

村

7
ン
市
鉄
員
り
中

成

イ

都

下

塗

一
平
ウ
京
地
金
?

時

所

演

費
講

門

H
u
d
H
H
，

e
甘

M

早々

参
特

9:00~17:00 呂
場

1 2 中村宗哲塗騎(千家十鞍

ム
マ

ウ
一

日
ン
}
ア

ポ、ノ、ン

生
乃
子
代
夫

和

寒

純

和

高

川
利
西
島
木

早
足
中
間
中

"看護鞍の専門性を高める"

大波大学霞学部保縫学科教授
兵藤熊立審議大学 講師

愛媛県立医療技指短期大学助教授

友愛病院会老鍵施設内議室調泉保護舘婦長

名吉屋大学底捜技{納豆期大学部教授

(必藷〉

口頭発表に限ちず、映{象 .i実技など、法えたいことが最もよく長わる方法でご発表
下さい。

平成ち年 12月 10日(金〉演議申し込み締切:

発表形式:

申し込み方法:演題申し込み先へ取し込み培紙をご請求下さい。
(9月中に発送したご案内には申し込み吊紙がついています)
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抄銭の提出:議題申し込み受け付け後、所定の罵紙を送りますので i丹20日(金)までに
ご返送下さい。
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監修/福岡康子・内藤寿喜子・線材結子・関戸好子・大竹政子執筆/慶応義塾大学病院看護部
各巻.85半5・2色腕
〈本シリーズの特色〉
さき'NANDA(北米干す11'盈診ltlft;l，会)のおrl)~診断分短iを参考:ニ，後五五、手霊祭大学術段独自のお滋診断/共同 fHl泌を波注。スタンダード・

ケアプランのガイダンスとして機成した。

会ケアブランの作成に欠かせないデータベースやアセスメント攻 I~ とお，ì'草診断ラベノレ.干寺J護 13t翠，援助内容を守主将・集約する
とともに， :[i-，壁診誌庁ごとに者1;1菱計約の支:例をもZ示した。

令官llf;i<の場で役主主つよう.メディカノレモデγレを探mo 系統\'~f.官別・ 2民主主総告、別におrl!f過程展j持jのための主主lW\指針がすぐにひもとける。

@1足米のr1災.'J.¥干11;盤」からの脱皮を!:J(lり， 事雪 A護の主体'i:'l，・ 1手 1"lt'Eを iおかした;ffj'-;n童詩11首Iの綴~主化や自己録方式の語文務を絞殺している
施設には恰好の指針となる。また，臨床実アiでお滋過総を ~7:.. :;;~{:~t: {ニ似合主子のアセスメントガイ r'こなる。

国 内科 I
呼吸器疾患患者の看護
循環器疾患患者の看護
予276貰・予価3，300円

関内科 11
消化器疾患患者の看護
内分泌疾患、患者の看護
栄養・代謝障害患者の看護
434員・定価4.400円

翻内科踊
神経・筋疾患患者の看護
血液・造血器疾患、患者の看護
腎疾患、患者の看護
穆原病患者の看護
436貰・定価4.400円

盟外科 I
呼吸器疾患患者の看護
循環器疾患患者の看護
610頁・定価5，500円

題外科 11
消化器疾患患者の看護
466寅・定価4，600円

臨外科目I
脳神経疾患患者の看護
内分泌疾患患者の看護

360寅・定髄3.700円

関整形外科
整形外科疾患患者の看護

280翼・定価3，1:00円

関泌尿器科
泌尿器疾患患者の看護

314寅・定髄3，5∞円
髄皮膚科@形成外科

皮膚疾患患者の看護
形成外科の看護

332翼・定価3，600円

盟眼科@耳鼻咽喉科@歯科
眼疾患患者の看護
耳鼻日国喉疾患、患者の看護
歯・口腔疾患患者の看護

400頁・定価3，900円

阻構神科
精神障害患者の看護
予176翼・予価2，000円

園産科@婦人科
妊婦・産婦・祷婦の看護
婦人生殖器疾患患者の看護
予288翼・そ拝借3，000円

国小児科
小児の看護

予256頁・予髄3，000円

a轍託金柱
ぷ F ::bsB-7 L-'Jド客企

者!i<102J軍家書苦手代a区九段北 3丁目ト4会 (03)3264-6611<ft>・援事委ω!ω幽かれ4708
まま営重量童書蔭i遭(03)3263匂 7666
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第21回日本看護研究学会学術集会の関穫を

北海道地区でお受けして

第21西日本看護研究学会学街集会

会長山田要

第20四日本看護研究学会総会と学会創立20題年記念式典が吉武会長のもとに東京慈恵会援科

大学童三学部看護学科の議員をはじめ本部事務局の皆様のお践で，学会を盛会樫に終えられまし

た撃につきまして，心よりご苦労をねぎらい申し上げますと同時に厚くお礼を申し上げます。

の中でしたが，総量かな府中の森芸指劇場，大学のキャンパスという快適な環境の中で，

とても充実した内容の会が行われましたことを心より感謝申しあげます。

来年度は「学術集会jの名称になって初めての学会になりますが，第21臨日本看護研究学会

学蔚集会は，北海道で初めてお受けする事になりました。北海道地躍は一番新しい地区であり，

会員数もいまだ少なく，この歴史ある学会がこれまでに果たしてきた看護学発農への大きな

献を考えますと，北海道で学術集会をお引き受けする事は，まだ鰐が熟していないのではない

かと伺疫もためらいました。しかし北海道地区の誕生を応援し，ご助言を下さいました松陣

夫先生(現:北海道医療大学看護福祉学部教授〉や評議員の中鵠紀恵子先生(現:北語道医療

大学看護掻祉学部学部長)を始め理事の皆様の暖かい励ましのお言葉や，北海道地区評議員・

幹事および会員の皆様の f北海道でやりましょうリという力強いご賛同を得て，会長をお受

けする決心をしました。学稿集会にふさわしい内容にしていきたいと北海道地匿の準様委員一

期が，協力しあって準舗をしたいと考えておりますので，宜しくご指導下さいます様にお騒い
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申し上げます。

メインテーマにつきましでは，今年，吉武香代子会長のもとで行われました「看護の役割拡

大一看護の発展の方舟をさぐる一」は現在の看護界の重要な課題と受けとめまして， シンポジ

ウムはこのメインテーマを深める方向で考えて行きたいと現在検討しているところです。

特別講演につきましでは，講師を交渉中ですが，皆様に喜んで項ける北国らしい演題を計菌

中です。教育講演も時間や会場の許す限り計画したいと考えております。

また，一般演題数も年々増加の領舟にあり，学術学会にふさわしい，すぐれた研究が次第に

増えつつあることは皆様と共に喜びたいと思います。来年はポスターセッションも一部計顕し

ております。どうぞ，多くの会員がご参加下さいまして，活発な討論を通して内容を深めて項

色北海道の看護の仲間に多くの刺激を与えて下さいますことを期待しております。

また私も本学会に入会後12年間，若い研究者と共に，学ばせて環きましたが， この学会の創

立や脊成に努力されました歴代の会長をはじめ役員の皆様に心から感謝申し上げます。これか

らもこの学簡集会を充実したものにするためにご指導ご劫言下さいます様に北海道地区の会員

一向にかわりまして，お頴いとご案内を申し上げます。 以

第20回日本春護研究学総会を終えて

第20関日本看護研究学総会

会 長 吉 武 香 代 子

記録破りの猛暑の中での第20自B本看護研究学総会でした。暑かった，ということで皆様の

ご記龍に留まる学会になるのではと恐れています。それでも，学会の数日後の東京が39.10Cで，

昭和28年以来41年ぶりの記録更新であったことを思えば，あの 2日開稜度の暑さはむしろ天の

恵みであったという気も致します。

猛暑の中 2日間の学会にご参加下さり，大いに盛りあげて下さいました皆様にまずお礼を

申上げます。 2臼間の日桂を無事終了出来ましたことは，理事・評議員の方々のさまざまなか

たちでのご支援と，多くの会員の皆様のご参加，ご協力によるものと，あらためて感謝してお

ります。

お忙しい中，シンポジスヒ司会および盛長をお引き受け下さいました先生方，本当に有難

うございました。

東京慈恵会産科大学部学長の持部正和先生に特別講演をお騒いできましたことは，我ながら

ヒットであったと患っています。皆様に喜んでいた Yけたのであれば、企語者としてとても嬉

しく思います。
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今田は第 lBElと第 2日目を別の会場で行ないましたが，どうやら心配していた迷子もなかっ

たようで，はじめての試みとしては成王寺とみてよいのではと考えています。

第 1B患の会場はいか Yでしたでしょうか。皆様には都心を離れたところでご不授をおかけ

したとは思いますが， J母閣の環境と快適なホールについては評錯していた Yけたかと存じます。

私たちも，多摩地援にもなかなかいいところがあるとあらためて感じました。

いろいろな行事の関採で教青講演を割愛せざるを鐸なかったことは残念でしたが，その分シ

ンポジウムには力を入れました。看護の役説拡大一看護の発展の方向を探る，というメインテー

マに沿ってのシンポジウムでしたが，次々と新しい試みに挑戦しながら看護を築設しておられ

る3人の先住方のお話は素晴らしく，これからの実設を支える教育の読点を含めて，今後の

の方向を考えるよい機会になったと怒っています。

2題もそれぞれ興味深いテーマであり，明日の をになう若い力が確実に硲つ

ていることを頼もしく思いました。

第 2臼自の会場はいか Yでしたでしょうか。 6つの会場に丁度よく参加者に分散していた Y

くのは難しいことであり，特に建物の異なる会場への移動を最小にできるよう，いろいろと組

合せを考えました。どの会場弘一時的な満員以外ではだいたい皆様のお絡が確保されたと聞

いて安心しました。嬰い中でのーすした患抜きの場訴も，どうやら適当にご利用いた Yけたよ

うでよかったと患っています。

この学会には~拐275題もの応募があり，ご辞退などにより結果として262題になりました。

学会史上最高でしたが，参加者の方からは少々膨張しすぎとのご指描もありました。学会のあ

り方として，できるだけ多くの研究者に発表の機会そ与えるか，水準向上のために精選するか

は難しい選択であり，今回は規定を守られた方の研究は探知として採用としました。今後，理

ご検討いた Y く問題であると考えています。

この度の学会は20踏ま手の記念すべき学会であり， 20潤年の式典が行なわれました。 20年間の

変遷についてそれぞれの担当譲事のお話があり，あらためて20年の重みを惑じました。比較的

新しい会員の方々には，学会の援史の解説としても大変貴重であったと患っています。

総会は皆様のご協力により時間内に終ることが出来ました。懸案であった会長IJ改正が可決さ

れ，態芸評の皆様も安堵しておられました。理事長制度が確立し，学会開催賞授者である 1年任

期の会長が総会の議長になるシステムは今年度で終り，すっきりしたかたちになります。問時

に，私が!日規則による議長のしんがりであることをあらためで意識しました。

20周年の懇親会はとても盛会であり，多くの会員の方々にご参加いた Yきましたことを惑謝

致します。 20周年ということもあって， 18回大学の先生方を中心にお言葉をいた Yきましたが，

同時に j自由大学の初期の卒業生がすでに看護教育の中駆となって活躍されていることに気付

かされました。勿論，臼本看護研究学会と改称してからの会員の方が多数ご出席下さいました

ことは言うまでもないことです。懇親会での交流の中で，本学会の今後の発展への明かるい方
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向が見えたように患います。

この度の学会運営には実にさまざまな方々のご協力をいた Yきました。まず東京慈恵会医科

大学涯学部看護学科の教員19名が企酪から実行までのすべてを担当して会長を支えてくれまし

た。本学科がまだ卒業生を出していないハンディをカバーして，当日は慈恵医大付議病院や看

護専門学校の看護スタッフをはじめ，看護学科教員のかつての勤務校の卒業生，友人など，多

くの方々がボランティアとしてご協力下さり，また看護学科学生，慈悲第三看護専問学校の

生がアルバイトとして手伝ってくれました。本譜に多くの方々の善意に支えられての学会であっ

たと皆嫌に感謝しております。

最後になりましたが，不慣れな私たちに学会運営のさまざまなノウハウをご提供下さり，あ

らゆる部で支えて下さった千葉の学会事務局の中鳴さん，高橋さんのご好意に厚くお礼を申

げます。

皆様，来年は涼しい札幌でお会いしましょう。

第20回日本看護研究学会総会印象記

愛知県立春護趨期大学 二宮啓

昨年の熊本で行なわれた第四四日本看護研究学会は台風の諜近で緊迫した心持ちでしたが，

今年は天候に恵まれ，暑さも記銭的な猛暑になった夏の割りには，学会開催臼の前日と学会 l

g自の夕方に降った雨のお陰で，涼しい嵐が吹き，過ごしやすい暑さでした。

第20四日本看護研究学会は 1B目が府中の森芸術劇場で 2日自が東京諒窓会医科大学監学

部看護学科で行なわれました。 1B自の府中の森芸能劇場はとても広くて，きれいでゆったり

した気持ちで，講演・シンポジウムを龍くことができました。また臼自と 2日自の会場が

異なるため，間違われた方はいらっしゃらないとは患いますが，何度もアナウンスが入り，細

かな心使いが印象的で、した0

1日自に行なわれた吉武香代子会長の講演， r看護の専門分化を求めてjでは，本学会のメ

インテーマである f看護の役割拡大一看護の発展の方向をさぐるjにふさわしく，現在看護の

世界で話題になっている審議の専門分化という考え方がどのような状況の中で芽生え， どのよ

うに発展してきたかの歴史的な経緯について，小克看護一範でこられたご告身の専門分化への

長い想いを交えながら話されました。そして看護の{郎から積極的に質の高い者護を求めた結果，

lつの領域に摂定して深めることとして，現在専門看護婦の制度化や CNS教育制度の実現に

向けての議論が行なわれていることを再認識しました。また，この講演は私にとって看護の発
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麗の方向性を考える機会となり，午後に行なわれたシンポジウムへの導入として，大変役に立

ちました。

間部iE和先生の特別講読， I看護への期待」では，看護はサイエンスによって支えられたアー

トであるという先生の主張の説明に加えて，学問としての看護学の発援と共に言葉を捷う専門

職としての言葉の重要性と，生援にわたって学び続ける生涯教育の重要性について話されまし

た。看護学の発援を竪部の立場から壌かく見守ってくださる岡部先生の期待に答えるためにも，

私達はさらなる努力をしなければいけないと，患いました。

また，シンポジウムは， I看護の役寄せ拡大への模索j と題し 4名のシンポジストが臨

議案設と教育の両方の立場から，看護に対する社会や疾病構造の変化などに伴う社会のニーズ

iこ対芯するために，現在符なわれている具体的な看護活動の報告及び看護の専問分化に伴う教

についての報告を通して， の役部拡大の方向性及び諮問題が提起されました。タイムリー

な話題であるだけに，さまざまな授点からの活発な討論が行なわれ，参加者のこのテーマへの

関心の大きさを物語っているように思えました。

奨学会研究報告では，弁上貴美子誌が f抗議剤投与時の説毛予踏に対する試み… 4%

食境水と消毒用エタノー jレを使用したアイスキャップの説毛予訪効果J，間部加奈子氏が

護学生に対する禁煙教育プログラムの開発と効果の検討jについて，研究成果を熱心に報告さ

れました。井上正は臨床看護の立場から，頭部冷却法に脱毛予防効果があることを頭皮撮及び

頭皮血流量という科学的な指標を用いて実験研究を行い，有効性を実証しました。この研究は

のニードに醒結している研究であるだけに，説毛に桜まされている患者逮の喜ぶ姿が思い

浮かびました。また，芥上氏の対象は成人だったため，私の専門領域である小児においての適

誌も検討してみたいと患いました。また，間関長の報告では，何度も何度も調査を重ね，その

たびに詩錨を行い，検討穆を加えて，効果的な禁煙教育プログラムを開発していった研究者

としての姿勢に感銘を受けました。この学会は私にとって大変収護の多い学会でした。

2日自のー殻議壊は， 20潟年記念の学会ということもあるのでしょうか?過去最多の262題

もの漬題が謹床看護，看護教育，審議基礎，看護管理などさまざまな額域から発表されました。

年々会員の増加と共に，漬題数の増加が見られ，看護学の発援のために会議の方々が行なって

いる多大な努力を感じました。ただ，演題数の増加に伴う質疑~答の時間の短縮により，十分

な意見交換ができなかった演題がいくつか見られたことが少し残念に思えました。

日本看護研究学会が今年20爵年を通え， 20蔚年式典の報告の中で，本学会のあゆみを知り，

現在の日本看護研究学会ひいては看護学の発援があるのは，先議会員の方々の並々ならぬ努力

とご苦労の賜物だと痛感いたしました。また，第20白日本審議研究学会は私達ひとりひとりの

と自覚を新たにさせてくれた有意義な学会でもありました。

学会は勿論，懇親会にも多くの方々が参加され，大盛況の内に幕を関じました。この学会の

お世話をしてくださいました吉武会長をはじめ運営委員の方々に心より感謝致します。
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第20囲日本看護研究学会総会印象記

弘前大学教脊学部 大串靖

折しも臼本列島は主主暑の中，学会 1日目が 7月29B府中の森芸術劇場で開催された。

学会メインテーマは「看護の役割主主大一看護の発展の方向をさぐるjであった。

看護の概念をめぐって，その内包と外延，さまざまな論議が始まったのはナイチンゲー jレ以

来では1950年代アメリカからであったが，その専門性の追求，いいかえれば看護の役割と共に

役都拡大の論議も始まって久しい。会長講演「看護の専門分化を求めて」によれば日本で専門

分化なる用語が看護論議のよで用いられたのは1960年代中頃のことと知った。

専門分化を求めての旅の過程を掻り返って述べられた吉武先生の「角を曲がらなかった結果

としての一謹線」と「幸せだったとつくづく思う jの言葉が大変印象深く残った。

これまでの看護職の置かれた環境条件からすれば余人には不可能なことであり，曲らねばな

らない角はいくつもあったに違いないが，先生の強い意志と確かな目標設定なればこそ到達し

得たー直綿の歩みであったと足、われる O

今ようやく専門看護婦の資格認定(日本看護協会)や大学院教育による CNS構惣(臼本看護

系大学協議会)が現実となり始めた f専門分化Jのイメージを，聴く者に印象づけるなPto date 

な講演であった。

今年は学会にとり節目の年であり，学会中に20題年式典が催された。学会の理事各氏により，

学会発足と経過，学会運営や財政，奨学会の成り立ちなど20年の援史が王手送りの映像のように

手短かに紹介された。

今日の看護系大学で重要な役割を架しておられる先生方で当時構成されていた，いわゆる間

の協議会から看護学の発展を翻って学会が生れ，やがて四大学の枠をとり払って今の日本

看護研究学会になった経過を伺い，私自身はその誕生の瞬間に居合わすことができなかったが，

その頃の熱意が伝わる気がした。この学会は会員メンバーが看護以外の分野に及び，学際的で

あるので，学会総会では研究の目的，方法の性質，研究の基本など容赦のない質賠，指摘，批

判がなされ，一種独得の緊張感がある。それは看護学が他分野の学問と謂を並べ，成長するた

めに経験しなければならない貴重な試練と考えられる。しかし， 20年がたって最近この厳しい

質問や指摘が，学会であまりきかれなくなったように感じるがいかがなものであろう。淋しい

気がする。

奨学会研究の発表が今年は 2題あった。研究者を助成する奨学制度をもっ学会というのもユ

ニークな点である。大げさかもしれないが学揮の呂律・自自を保証する力といえる。

シンポジウムはメインテーマを受けて「看護の役割拡大への模索j と題され，臨床実践と教

の立場から 4氏によって展開された。
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看護の役割拡大の論議の一つは診壌の補助業務の麗での役割拡大ということがあるが， シン

ポジストはそれぞれ遅延性意識障害患者，外来受診患者，急性期疾患の患者を対象として，治

療・処議に関わる業務において繁忙をきわめる立場に立っておられる。しかし，その実銭の中

での投塁手j拡大の簡題は，単純に相対的底行為の接雑・高震化・増大とかそこでの判断や緩躍の

増大や矛患などということではない。紙握氏の報告ににみるように，法学的診断上は回復が望

めないとされた人に対して，わずかに残る生活の兆しを譲額的に諜し出し，確かな仮説をもっ

て，根気強く生活の護助を試みる有り様からは，看護の基本的視点を再認識させられ，二者択

一的発想、での診諜補助か生活の護助かといった開題意識を越えて，診壌と生活とが融合した者

の専門性が役割拡大の方向として提訴されたものと盟、われる O

7月308，東京慈恵、会医科大学監学部で行われた学会 2日自は， 262題のー殻摸題が 6会

場， 53群に分かれて発表された。無軟なく，無理なく編成されたプログラムに敬寂すると共に，

分刻みの発表をきくために，会場を駆け出り，右住在住することになった。

短時間ずつ会場を移動して， B会場の看護基礎研究から急彩認知の研究，音楽の影響， D会

場の臨床看護研究か仏核頭鏑出で声を失った人の心理過翠， c会場の看護管理研究から職務

満足の研究やストレスの研究などをきくことができた。 D会場での老人の主観的幸福惑の研究

は，私も学生が卒業論文で販り緩んでいるのを指導しており，発表者の分析方法が大いに参考

になった。

一穀接題をきいて感じることは，研究方法の点で正授の指導が皮挟されていることである。

実験研究も多く，大学，援療短大，指導センタ一等との共詞研究が多くなってきている。

教育が大学イヒすることによる効果が一段議題の研究レベルの向上として感じられたがひいき自

であろうか。

(平成 6年 8月11日記〉
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第 1B目会場入口 第 1日目受付風景

特別講韻

総会

20賭年記念式典

シンポジウム
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奨学会報告者への賀状授与 学会設立20潜年記念懇親会

なごやかな懇親会

2 B日受付
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第20回日本看護研究学会総会会務報告

1.会期:平成 6年 7月29B (金)・ 30日(土)

2. 場所:第 1B自府中の森芸能麗IJ場

第 2白日 東京慈恵会医科大学医学部看護学科

3.参加者:会員 791名 非会員 257名

4. 間容:第20副総会

20罵年記念式典

一般漬題 261題 (6会場53群)

シンポジウム 1題

特別講演 l題

会長講演

5.会計報告

収 入 支 出

参加 費 8，384，000 会場費 4，925，045 

本部補助金 400，000 会議費 1，266，493 

20周年記念補助金 400，000 通信・郵送費 729，785 

祷助 金 300，000 印制費 675，302 

麗示広告・協賛他 1，314，782 報横費 2，181，661 

懇親会費 700，000 事務費・雑費 621，211 

懇親会費 1，099，285 

Ilt 11，498，782 言十 11，498，782 

以上報告します。

成 6年 9月 1臼

第201m日本看護研究学会総会

会長吉武番代子
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平成 6年度 第 2回理事会議事録

日時 平成 6年 7丹28日 14:30より 16:40まで

場所 府中の森芸箭劇場 「平成の関J

出席者 伊藤，内海，大名問，金)11，木村，草刈，玄関，木場，佐々木，土麗，野島，

宮椅，出口，山田，吉田各理事，金井，田島各監事，吉武会長

欠席者 池田，早川各現事

事務詩 中嶋，高播

長 吉武番代子会長

に入る前に吉武会長より挨拶がありました。

議題

1.会員IJ改正について(土援総務担当理事・伊藤渉外担当盟事)

4月の理事会で審議済みですが，次の事項の再緩認そしました。

(1) 総会成立の人数について

会長ljの文章の中には明記していないが，出!富者とは，委任状も含む事とする。

(2) 理事選出規定の中の新理事の承認について

理事選出規定項自10.についての文章を

「理事長は，選出された新翠惑を理事会に報告し理事会の承認を得る。 j と変

し、評議員会，総会に提案する。

(3) 総会で承認された場合には付期平成 6年 7月29日 を明記する。

認、

2.各委員会報告について

出 奨学金委員会(佐々木奨学会委員長)

11 

例年では 4月の理事会で，平成 6年度奨学会研究者選考報告をすべきところ出来

ませんでしたので，この度報告致します。

議山美江足 近畿大学大学院・医学研究科・博士謀議

「在宅要介護老人の介護者における蓄積的疲労度とよ気遊感染易

擢患性および受諜状況の研究J

選考は遅れたが B震は，例年通りとする。従って，発表は平成 7年度総会で行

う事とする。

今後の奨学会研究について意見が出されたが，一つは，若い研究者を宵てる意味

もあるので選考方法は奨学会委員会に一任して頂色理事会で承認する。

認
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(2) 編集委員会(内海編集委員会)

特に手ぎりません。

3.第21回日本看護研究学会総会について(山由理事)

(1) 参加費・懇親会費について

参加費 会員・非会員とも 5，000円 学生 2，000同

大学院生については，研究発表する場合は，会員として扱うと言う事

で考えている。従って学生として扱わない。

懇親会費 余り高くない金額で会長に一任する。

(2) 参加受付方法について

事前振込その他については，会長に…任する。

承認

4. 20珂年記念事業について(土屋総務担当理事)

進 行 吉武香代子会長

挨 拶 金JlI克子理事長

総務・渉外関係 土震 構 義 ・伊藤暁子各理事

会計関係 宮崎和子理事

編集関係 内海 混 理事

奨学会 関 係 佐々木光雄理事

ま と め 村越康一名誉会員

報告事項

1. B本学街会議について(土産総務担当理事)

会告で公告しでありますが，承認後はじめての総会なので報告だけをする。

2.選挙について

(1) 送料節約の為 9月20日発行雑誌17巻3号の中に書類等を同封する事とした。評議

員会・総会でご協力を頂く様報告する。

(2) 選挙臼程については，会告で公告してある。

3 第20回日本看護研究学会総会について(吉武会長)

第 1日自は府中の森芸術劇場「どり一むホール」

第 2B自は東京慈恵会底科大学医学部看護学科キャンパス

事前振込 合計732名 内訳(会員554名非会員178名)

4.第22侶臼本看護研究学会総会について(野島理事)

日程 平成 8年 7月27臼(土)・ 28日 (B)

場所 広島市法島国擦会議場 1，500名収容

参加費 現在より値上げしたいと考えている。
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5.地方会について

(1) 北海道地区(山田理事)

平成 6年 6月4日(土)・ 5日〈日) 北海道地方会総会・研究会をITった。

参加者 241名 漬題数7

第 113沼 会場 武間薬品株式会社本し糧支詰 タケダ 2F 

第 213罰 金場 札幌援科大学臨床講堂

平成 6年度北海道地区地方会事務局

事務跨担当 深擦圭子 本し綬経科大学保鍵監穣学部内

代 表 山田要子 札繰髭科大学保{陵寵穣学部内

(2) 近畿・北越地区地方会(玄関理事〉

平成 5年10月9日(土)・ 10日(臼〉 5回 NEW審議セミナー

参加者 議議120名 勉強会30名

担 当 新選挙恵・吉母智美 神戸大学関属諸説内

平成 6年 3月27臼(日) ヨヱド審護研究学会中国・関留・近畿・北陸地方会

第 8

参加者 105名

所 愛媛県立法穣短期大学

平成 6年境近畿・北緯地方会事務局

泊 裕子 被賀祭立短期大学内

代 表 近部敬子 兵箆県立看護大学内

問 中関・四留地区地方会

活動に践しでは、総て近畿・北接地区地方会合同で行っている O

平成 6年 6月4日(土)・ 513 (日) 第 6国 NEW看護学広島セミナ一

平成 7年 3月末予定 日本看護研究学会中盤・四国・近畿・北陸地方会

第 9関学術集会

場所京都

担当 内国邦代洛和会京都看護専門学校内

平成 6年度中関・問街地区地方会事務局

事務局握当 中西純子 愛援県立寵察技続短期大学内

代 表 野島良子 広島大学医学部看護学科内

6. その徳

山 奨学会について(佐々木奨学会委員長)

13 

1 )研究発表の顕著謀議投諸について，査読を葉学会委員も

の原稿については，奨学会委員にお騒いしたい。

なのでこ

2 )焚学金を授与された方に今後オリエンテーションを行う。
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(2) 20周年記念事業について(土居総務担当理事)

会計担当宮靖理事と椙談のよ，予儀費から40万円，吉武総会会長に記念事業費とし

て支出する。

(3) 渉外関部について(伊藤渉外担当理事)

17巻 2号 (6月初日発行雑誌)にファイザーヘルスリサーチ撮興財団の「第 3剖

〈平成6年度)研究助成案件募集のご案内についてjを掲載した。

今後の勤きとして，臼本学術会議の会報以外の物は，予算の都合上全部掲載するの

は不可能な為，自次を揚載し詳細は事務局に問い合わせてもらう。

平成 6年度第 2回奨学会委員会議事録

日時 平成 6年 7月28臼(木) 13 : OO~ 14 : 15 

場所 府中の森芸術劇場 fけやきの間j

出席者 木村，草刈，山田，吉田各委員，佐々木委員長

欠席者 金)11，早川各委員

議題

1.平成 6年度奨学会研究の選考について

平成 6年度奨学会研究の選考結果について委員長より報告し，委員会で確認された。

平成 6年度は横山美江氏(近畿大学大学説)に奨学金(15万円)を授与する事が決定さ

れた。

2.平成 5年度の奨学会研究発表について

7月29日に発表される予定の平成 5年度奨学会研究 2件(石田貴美子氏・向田加奈子氏)

及び表彰状授与，その他若干の事について打ち合せを行った。

3.平成 7年度奨学会研究の募集について

募集を，平成 6年11月 1Bより平成 7年 1月20日の期間に行う事を，本学会会誌の会告

にて公告する。

4.奨学会関係規約等の整綴充実について

委員長から奨学会において更に整備充実する必要があると患われる事項，すなわち奨学

金受領者の一連の義務的事項の整理，受領者への通知，抄録その他原稿類の送付先や提出

期限等について説明があり，これらをなるべく本年度中に委員会で検討していく事が合意

された。
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平成 6年度 第 l回評議員会議事録

日時 平成 6年 7月288(木) 17: 00より 19: 10まで

場所 時中の森芸能議IJ場「平成の間J

出席者 63名 委任状 63名 無回答指名

長 g本看護研究学会 吉武番代子会長

議器

1.平成 5年度事業報告及び会計報告，監査報告について

出事業報告 土麗総務控当理事が資料に基づき報告。

閉会計報告

項 居 現 IT 訂 正

と実畿の差項告

印税費 892，081 829，081 

予算と実績の差項目

人件費 199，114 199，113 

人件費(旅費) 52，000 52，100 

予算と実績の菱項目

1i 計 482，493 700，159 

以上訂正後，宮埼会計握当理事が資料に基づき報告。

(3) 監査報告 金井監事が報告。

2. 平成 6年度事業計画について

土躍総務祖当理事が資料に基づき説明。

3.平成6年度予算案について

項 目 現 f了 訂 正

平成 6年度予算(案)項目

儲 考 20題年記念事業

(40万円)

以上訂正後，宮椅会計担当理事が資料に基づき説明。

4.会員IJの改正について(土壌総務担当理事及び伊藤渉外担当理事)

改正内容の説明(17巻 3号の会告に公告した会期を参帯、〉。

15 

拍手承認

拍手承認

拍手承認

拍手承認
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5.第21閉(平成 7年度)会長の選出について(吉武会長〉

理事会に於て、札幌底科大学・出問要子理事を推挙した事の説明。

承認後、山田次期会長より説明。

開催日程 平成 7年 7月25日(火)・ 26日(71<)

場 所 札輯市教育文化会館

守060札競市中央臨北 1条西13丁目

6. 第22閤(平成 8年度)会長の選出について〈吉武会長)

理事会に於て、広島大学・野島良子理事を推挙した事の説明。

拍手承認

拍手承認

報告事項

1. B本学術会議について(土屋総務損当理事〉

登録された事の報告をした。

2.会員の勤行について(土屋総務担当理事)

平成 6年 3丹31日現荘

一般1，994名 理事17名 評議員138名 名誉 1名 会計2，150名

3. 各委員会について

(1) 奨学会委員会(佐々木奨学金委員会)

平成 6年度奨学会研究について

下記の 1名に決定

横山美江氏近畿大学大学説

「在宅要介護老人の介護者における蓄積約疲労度と上気道感染易擢患性および受

療状況について」

平成 5年度奨学会研究の発表について

1)井上貴美子氏 神戸市立中央市民病院

「抗癌剤投与時の税毛予防に対する試み -4%食塩水と消毒用エタノールを痩

用したアイスキャップの脱毛予防効果一」

2 )向田加奈子氏 千葉大学教育学部

「看護学生に対する禁理教育プログラムの開発と効果の検討」

(2) 編集委員会〈内海嬬集委員長)

平成 6年産活動内容を報告した0

4. 選挙について(宮崎会計担当理事)

送料節約の為，雑誌に向封し，所罵一括で書類等を送付する事の協力依頼をした。

5. その ffu

(1) 地方会について



日本審議研究学会々報

1)北海道地TI地方会(山田理事)

平成 6年 6月 4日(土)・ 58 (日〉 北海道地方会総会・研究会を行った。

第 l臼鴎 タケダ薬品株式会社

第 2臼自 札鰻援科大学寵床講堂

~ 深津圭子 札繰医科大学保健竪嬢学部内

代 表 山田要子 札鰻援科大学保鍵底療学部内

2)近畿・北臨地区地方会(玄関理事)

平成 5年10月号臼(土)・ 10日〈日〉 第 5詔 NEW看護学セミナー

新道主幹恵、・吉出 哲美 神戸大学問題病院内

平成 6年 3月27日(日〉 百本看護研究学会中顕・四国、近畿・北陸地方会

第 8留学街集会

担当 !潟部喜代子 愛媛県立援嬢続期大学

平成6年度近畿・北健地区地方会事務昂

代

泊 絡子

近田敬子

滋翠県立短期大学内

兵庫諜立看護大学内

3 )中関・拐臨地区地方会(野島理事)

活動は近畿・北陸地方会と合同で行っている。

平成 6年 6月 48 (土)・ 58 (日〉 第 6密 NEW審護学広島セミナ一

平成 7年 3月末日予定 日本審議研究学会中関・問題，近畿・北臨地方会

9留学街集会

場所京蔀

指当 内閣邦代 洛和会京都看護専門学校

平成 6年度中国・開国地区地方会事務局

事務局担当 中区純子 愛媛県間援捺技梼短揺大学

代 表 野島良子 広議大学援学部保鍵学科内

(2) 第20回日本看護研究さ字会総会について(吉武会長)

進行状況の説明。

(3) 20爵年記念事業について(土罷総務担当理事)

式典の説明。

(4) 新入会について(土毘総務担当理事)

17 

学縮会議に登録した事に伴い，評議員の推薦が不可欠になってきたので，事務潟よ

り入会希望者に評議員の名簿を送付している。入会希望者より推薦の依頼があると思

いますので，その時は宜しくお騒い致します。

(5) 寄付について(佐々木奨学会委員長)

昨年度雑誌では報告済みですが，出元議光名誉会員が平成 5年 8月168ご逝去され，

生前のご意志によりご家族から奨学会に100万円ご寄付されました。
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第20田日本看護研究学会総会議事録

日時 平成 6年7月29尽(土)13:30より

場所 府中の森芸術劇場どりーむホール

議長 日本看護研究学会吉武番代子会長

議題

1.平成5年度事業報告及び会計報告，監査報告について

は) 事業報告

土屋総務担当理事より事業計画に基づき説明。

(2) 会計報告

項 自 現 行

予算と実績の差項目

EP尉費 892，081 

予算と実績の差項目

人件費 199，144 

人件費(旅費) 52，000 

予算と実績の差項自

合計 482，493 

以上訂正後，宮時会計m~理事が資料に基づき報告。

(3) 監査報告金井監事が報告。

2.平成6年度事業計額案について

土屋総務担当理事より事業計画案に基づき説明。

3.平成5年度予算案について

項 目

訂 正

829，081 

199，113 

52，100 

700，159 

訂 正

平成6年度予算(案)項自

備考 20周年記念事業 (40万円)

以上訂正後，宮崎会計担当理事が資料に基づき報告。

拍手承認

拍手承認

拍手承認

拍手承認

拍手承認
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4. 会員IJの改正について

土濯総務損当理事及び伊藤渉外担当理事より資料に基づき説明。

改正内容は17巻 3号(平成 6年 9月208発行)会告参照。

5. 第21問〈平成 7年度)学稿集会会長の選出について

理事 出問 要子(本L鰻医科大学保提監護学部)氏を推挙

開催日程平成 7年 7月25臼(火)， 26日(水〉

場所札諜市教育文化会舘

亨060 札幌市中央区北 l条西日了自

6.第22関〈平成 8年疫)学術集会会長の選出について

野島 良子(広島大学)氏を推挙

報告事項

1.学会員の動向について(土展総務担当理事)

平成6年3月31日現夜

1，994名躍事17名評議員138名名誉 1名合計2，150名

2. 平成6年度奨学会研究について(佐々木奨学会委員長〉

議出美江氏近畿大学大学践

19 

揺手承認

拾手承認

拍手承認

「在宅要介護老人の介護者における蓄額的疲労度と上気動感染易擢患者性および受療状況

についてJ

3.平成5年度奨学会研究発表について(佐々木奨学会委員長)

1.井上寛美子氏神戸市立中央競院

「抗癌剤投与時の説毛予訪に文せする試み

-4%会壌水と消毒潟エタノー jレを捷用したアイスキャップの脱毛予跨効果

2陸間関加奈子氏千葉大学教育学部

「看護学生に対する禁樫教育プログラムの開発と効果の検討J

4. 日本学術会議について(土屋総務担当理事)

平成5年度に登録を承認された事を報告。

5.選挙について(土援総務担当理事及び宮靖会計損当理事)

平成6年変役員選挙日韓等詳縮及び選挙業務(書類郵送方法)についての説明及びお騒い。

平成6年7月298 17時45分より，吉武会長より以下の通り行われた。

1.平成5年度翼学会研究者表彰

2. 平成6年度奨学金研究奨学金授与
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事務鳥擾り

1.平成6年度会費の納入について

平成6年度会費をまだ納めていない方は，お早めにお振り込み下さるようお顕い致します。

雑誌の発送は， 17巻2号より停止しております。

お納めいただく金額は，下記の通りです。

平成6年度会費一綾 7，000円

役員(評議員) 10，000円

[札平成6年度より入会される場合は，入会金3，000悶が必要です。役員の方は， ご推

薦される時，その旨お話して下さるようお騒い致します。

支払い方法 郵便振込

払い込み先 郵便振替東京 0-37136(18) 

ノノ 11 00100-6-37136 (新)

通信繍に会員番号を必ずご記入ください。

平成5年度会費，会員の継続又は退会揺が，まだの方がおります。お早めにお振込， ご連

絡下さるようお願い致します。

2.役員改選に伴う選挙関認書類を同封しています。民主的運営のためにも，投票締切日をご

確認の上，よろしくお額い致します。

3.雑誌等が返送されたり， IB所鶴から苦情をいただくことがあります。事務局で調査し，出

来る限り再発送しておりますが，住所不明となる方も少なくありません。

改姓，控所，所麗変更の場合は，ご多用とは患います拭お早めに必ず葉書か，封書で郵便番

章氏名，会員番号，住所，所属名，所属{主所も正確にご記入の上，事務昂迄ご郵送下さい。

会員増加により間投，開名の会員がおりますので，事務局にご連絡，及び会費納入の場合

は，必ず会員番号をご記入下さい。

4. ド記の方が在所不明です。 じの方は，本人，または事務詰までご連絡をお騒い致します。

日弁守二津 杉原 蹴出

17巻蕗時増刊j号 「奨学会新究報告jに誤りがありましたので訂正いたします。

頁 誤

61頁副題 4%アイスキャップ 4%金塩水

62頁副題 4%アイスキャップ 4%金塩水

62頁名前 神戸市立中央病院の 藤井奈津子演出準子

間鶴美晴のあとに 山本春美を追加

62真右髄下より 2仔詰 部頭部・のあとに 頭車部・を追加

63頁友鶴下より 5行詩 (-220C)て (-220C)で

2行呂 4習罷 4週鵠

64頁省担IJ上より 3行自 対象群 対照、群

65頁表 1上より 8行自 教育効果前後 教育前後

9行B 自己 事後

10行自 l自主学資結う 自主学習
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蕎木和夫

し，研究者進めていくよでの嬢鵠に替えてく

また研究経験の少ないナースが研究を進めていく

うわかりやすく答えを示しています。

通常はなかなか教えてもうえ芯い研究の秘

訣やノウハウを打台関けてくれます。

し，研究者として湾っていく

しています。 iまじめて研究する人はもちろん，

額三三な内容 滋‘研究のまとめ方
ストーリ i罰

N 研究の題辺の務態
II.研究の溜恕

思26 1994 1，957丹〈税込);=400 災ふ260-34156-11 

はじめて読究を始めようとする人のために撃かれた
もので含と支部にあたhl翻 T 均的ナf問中官ご土:!:::，慌が

に記述しています。
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定締1，854同(税込)芋400[188災4.26ひ3459むグ]

第2額

安藷犠{安藤鏡子

発表するまでの要領を述べています。改訂版では，
例文集をさらに充実させて解説しています。

塁審A5 頁162 1975 
定昔話1，339円{税込) 宇400[lS8Nふ28ひ34500勺

います。
多A5 頁1461969 
定締1，030丹(税込)刊00 ね4-260-34450-11 

事

早川和生

はじめて研究iこ甑り組む人は自己学習掃のテキスト

として，
化{こj話題できます。

⑧A8板 2色刻。 箆1481991 
定締2，266丹(税込) さf400良部N4-260-36907-51 
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